
 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

歴史ある那覇のまち、観光

客誘客促進・受入基盤強化

事業

1 ① 観光プラザ整備事業

H24～

H25

観光都市としての国内・国外観光客の受入機能の充実

を図るため、「てんぶす那覇」に観光案内所を整備す

る。

・観光案内所設置のため、区分所有建物を

確保

観光案内所設置のため、区分所有建物を確保

（今後の展開方針）

平成25年度：施設の改修工事、観光プラザ

オープン

1 ②

那覇港観光客利便性向上施

設整備事業

H24～

H25

観光都市としてのグレードアップを図るため、クルーズ

船から旅客船ターミナルへ観光客を迎え受けるボー

ディングブリッジの整備を行う。

・那覇港のボーディングブリッジ整備に係る

仕様書作成

那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕様書

作成

（今後の展開方針）

H25年度：整備工事

H26年度：供用開始

1 ③

奥武山野球場人工芝整備等

イベント対応機能強化事業

H24

スポーツコンベンションの観光地としてのグレードアップ

を図るため、奥武山野球場と屋内運動場及び関連する

周辺施設整備等の機能強化を行う。

・野球場人工芝の整備

・防球ネット設置工事

・屋内運動場側広場暗渠排水施設整備

・フロアーシート等備品購入

野球場人工芝の整備

防球ネット設置工事

屋内運動場側広場暗渠排水施設整備

フロアーシート等備品購入

1 ④

市民体育館イベント誘致機

能強化事業

H24

スポーツコンベンションの観光地としてのグレードアップ

を図るため、市民体育館をプロバスケット等の公式戦

及びイベント会場として使用できるよう音響設備及び空

調設備を整備し、機能強化を図る。

・市民体育館空調機整備

・市民体育館音響設備整備

・市民体育館備品購入

　（空手競技用）

市民体育館空調機整備

市民体育館音響設備整備

市民体育館備品購入（空手競技用）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：サブアリーナ空調機設置・音響設

備

1 ⑤

那覇市伝統工芸ブランド確

立事業

H24

伝統的工芸品を国内外にアピールして那覇発世界ブラ

ンドとして確立させ、その伝統工芸品の唯一の販売店

及び体験工房である那覇市伝統工芸館を観光施設とし

て整備し機能強化を図る。

・伝統工芸品のブランディング強化、PR

・特別展示室の改築

・PSOレジの導入

・琉球ガラス窯の改築

伝統工芸品のブランディング強化

特別展示室の観光客受入整備

琉球ガラス体験の受入整備

1 ⑥ 常設展音声ガイダンス事業 H24

壺屋焼物博物館を観光施設としてグレードアップするた

め、常設展示コーナーの案内を外国人観光客に対応し

た多言語音声システムを整備する。

･壺屋焼物博物館音声ガイダンスシステム

の整備

壺屋焼物博物館音声ガイダンスシステムの整備

1 ⑦ 公設市場環境整備事業 H24

観光地としての魅力を高めるため、観光資源であるマ

チグヮーの良さを活かしつつ、中心地である公設市場

の環境整備を行う。

・LED照明の設置

・市場壁面のペイント

・市場エスカレーターの改修

・多目的トイレの整備

・LED照明の設置

・市場壁面のペイント

・市場エスカレーターの改修

・多目的トイレの整備

（今後の展開方針）

多目的トイレの整備

Ｈ25年9月運用開始予定

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧

「那覇の祭り」模型制作設置

事業

H24

観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目玉と

するため、那覇市を代表する祭り（那覇ハーリー、那覇

大綱挽、琉球王朝祭）のジオラマ模型を製作する。

・那覇ハーリー、那覇大綱挽、琉球王朝祭

のジオラマ模型を製作し、展示する。

・新たな観光スポットとしてPRを実施する。

那覇ハーリー、那覇大綱挽、琉球王朝祭のジオラ

マ模型を製作、展示、ＰＲ

1 ⑨ プラネタリウム番組開発事業

H24～

H28

観光施設として、牧志駅前ほしぞら公民館のプラネタリ

ウムをグレードアップするため、番組制作システムを導

入し、集客力のある番組を委託制作する。

・プラネタリウム上映番組賃借

・プラネタリウム上映自主番組開発

・自主制作システム購入

プラネタリウム年間観覧者数：23,000人

1 ⑩

壺屋地区シンボルシーサー

整備事業

H24

観光都市としてのグレードアップを図るため、壺屋焼巨

大シーサーをやちむん通りの入り口となる牧志壺屋線

の広幅員の歩道部（シンボル広場）に設置し、併せて多

言語の観光案内施設を整備する。

・壺屋地区のモニュメントの設置

　シンボルシーサー１基

シンボルシーサー音声案内利用回数：1,000回

1 ⑪

那覇市旧跡･歴史的地名標

示事業

H24～

H25

観光地としてグレードアップを図るため、琉球王国時代

から昭和戦前期にかけて存在した那覇市内の旧跡地

等に標示板を設置する。

・旧跡・歴史的地名表示板設置

・標示版企画展の開催

・標示版広報

旧跡・歴史的地名表示板設置:：47基

標示版企画展の開催

標示版広報

1 ⑫

首里地区回遊促進案内板等

設置事業

H24

観光都市としての景観・美観形成のため、特に観光客

が多く、本市伝統文化の香りが残る首里城を中心とし

た首里地区に、地区内回遊促進のための調査を実施

する。

・案内板等の設置に向けた実施計画案の策

定

首里地区における、案内板設置等の推進により

地区内回遊を促進するための実施計画案の策定

1 ⑬ バス停上屋整備事業

H24～

H26

観光都市としてのグレードアップを図るため、観光客等

が沖縄の強烈な日差しや風雨を避け快適に公共交通

機関を利用してもらえるよう、バス停上屋を整備する。

・バス停上屋の設置：５基 バス停上屋の設置：５基

（今後の展開方針）

H25年度　上屋設置（13基）

H26年度　　　〃　　（7基）

1 ⑭ 交流オアシス整備事業

H24～

H27

観光都市としてのグレードアップを図るため、公有地及

び道路残地等を活用した小広場、オープンスペース（交

流スペース）の整備を行い、観光客と市民との交流・憩

いの場を創出する。

・交流オアシス基本計画策定 交流オアシス基本計画策定

（今後の展開方針）

H25年度　　設置工事（6箇所）

H26・27年度　　〃　　（9箇所）

1 ⑮

亜熱帯庭園都市の歩行者専

用道路整備事業

H24

観光地としてのグレードアップを図るため、那覇新都心

シビックコア地区計画に基づき、官庁施設や商業施設

をつなぐ亜熱帯庭園都市にふさわしい歩行者専用道路

を整備する。

・那覇新都心シビックコア地区における歩行

者専用通路整備延長：75ｍ

那覇新都心シビックコア地区における歩行者専用

道路の整備延長率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑯

市内観光地観光客安全対策

事業

H24

観光都市としてのグレードアップと、観光客等の安心安

全確保のため、市内観光地に防犯カメラを設置する。

・補助件数：２地域（２団体）

主要観光地（施設）における防犯カメラ設置補助

件数：２件

1 ⑰ 歴史散歩道整備事業

H24～

H27

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、①や

ちむん通り②赤平当蔵線③しんかのちゃーまーい等の

道路の公共空間において、路面改良、道路緑化・美化

を行う。

・歴史散歩道設置：４地区 歴史散歩道設置：４地区

（今後の展開方針）

H25～27年度　整備工事

1 ⑱

那覇・福州友好都市交流シ

ンボルづくり事業

H24

観光都市としての景観づくりと、中国福州市との友好姉

妹都市のシンボルとなるよう、巨大龍を作成し、那覇ふ

頭旅客バースからの観光客迎え入れゲート的位置にあ

る松山公園へ設置する。

・シンボル施設の作成・設置：１基 シンボル施設の作成・設置：１基

1 ⑲

亜熱帯庭園都市の道路美化

事業

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、幹線

市道や観光地周辺市道の街路樹の緑化や美化を推進

する。

・幹線道路及び観光地周辺市道の除草

・街路樹剪定：1,350本

・街路樹の植樹：480本

・幹線道路及び観光地周辺市道の除草

・街路樹剪定：1,350本

・街路樹の植樹：480本

1 ⑳

那覇の観光イメージアップ事

業

H24

観光都市としての景観・美観の確保のため、国際通り

等の観光地の歩道路面に点在し景観悪化を招いてい

る付着物の除去作業を行う。

・国際通りの環境美化（歩道付着物（ガム

等）の一斉除去）の実施

・国際通りの環境美化（歩道付着物（ガム等）の一

斉除去）の実施

1 21

亜熱帯庭園都市の公園美化

事業

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、観光

地周辺公園の緑化と美化、遊具・トイレ等の整備を行

う。

・観光地周辺公園のトイレ整備棟：　２棟

・桜の植樹：　70本

・福州園の樹木剪定：　225本

・観光地周辺公園のトイレ整備棟：　２棟

・桜の植樹：　70本

・福州園の樹木剪定：　225本

1 22

中心市街地における公園再

生事業

H24

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、観光

地である中心市街地周辺の公園の課題を整理して、基

本計画やパースを作成する。

・中心市街地における公園再生計画の策定 中心市街地における公園再生計画の策定

1 23

亜熱帯庭園都市の公園施設

強化事業

H24

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、波の

上宮やビーチがある旭ケ丘公園の施設強化を図り、琉

球石灰岩のり面の保護整備及び回遊園路を整備する。

・旭ヶ丘公園のり面保護施設整備：　316㎡

・旭ヶ丘公園回遊園路の整備：44㎡

旭ヶ丘公園のり面保護施設整備：　316㎡

旭ヶ丘公園回遊園路の整備：　44㎡

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 24

市花木等普及推進事業（公

共空間への植樹）

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、市花

木ホウオウボク、市木フクギ、市花ブーゲンビレアによ

り、公共空間の緑化に取り組む。

・国県市管理幹線道路及び観光地周辺公

園・道路沿線等の公共空間への植栽：120

㎡

国県市管理幹線道路及び観光地周辺公園・道路

沿線等の公共空間への植栽：120㎡

1 25 ベランダ緑化推進事業

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、ベラ

ンダ緑化推進事業としてのブーゲンビレアの苗等の配

布を行う。

・国県市管理幹線道路及び観光地周辺公

園・道路沿線等の宅地へブーゲンビレア苗

等の配布：300鉢

国県市管理幹線道路及び観光地周辺公園・道路

沿線等の宅地へブーゲンビレア苗等の配布：300

鉢

1 26 花いっぱい運動推進事業

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、自治

会、幼保小中学校、ボランティア団体等へ、市域を花で

いっぱいにするための種子、草花苗の配布を実施す

る。

・国県市管理幹線道路及び観光地周辺公

園・道路沿線等の宅地等へ草花苗の配布：

26,000鉢

国県市管理幹線道路及び観光地周辺公園・道路

沿線等の宅地等へ草花苗の配布：26,000鉢

1 27

緑の診断・生育事業（公共空

間）

H24～

H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、公共

空間の樹木の専門家診断に基づく適切な手当や保全

生育を図る。また、必要に応じて樹種の入れ替え等を

行う。

・緑の診断・生育マニュアルの策定 緑の診断・生育マニュアルの策定

（今後の展開方針）

H25年度～H33年度：樹木診断・対処実施

1 28 桜の名所づくり事業

H24～

H27

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、首

里、真和志、小禄地域に桜の名所となる公園などの候

補地を選定する、桜の育成環境調査を行う。

・桜の育成環境の調査 桜の名所づくり調査報告書の策定

（今後の展開方針）

H25年度～H27年度：選定された公園等へ

の桜植栽工事

1 29

デイゴ・リュウキュウマツ害虫

対策事業

H24～

H25

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、県花

であるデイゴや琉球松を守るための害虫駆除及び予防

対策を行う。

・薬剤の樹幹注入： 　321本 薬剤の樹幹注入： 　321本

1 30 那覇爬龍船競漕振興事業

H24～

H33

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントとし

ての事業充実を図るため、「那覇ハーリー」で、「爬龍船

競漕」を実施している那覇爬龍船振興会に対して事業

支援を行う。

・那覇爬龍船振興会への補助

　（那覇ハーリー会館建設支援等）

・那覇爬龍船振興会への補助

　（那覇ハーリー会館建設支援等）

（今後の展開方針）

H25年度以降：イベント開催支援

1 31 那覇大綱挽振興事業

H24～

H33

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントとし

ての事業充実を図るため、「那覇大綱挽まつり」で、「那

覇大綱挽」を実施している那覇大綱挽保存会に対して

事業支援を行う。

・「那覇大綱挽」を実施する那覇大綱挽保存

会に対して事業支援を実施

那覇大綱挽まつり会場来場者数：400,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 32 琉球王朝祭り首里振興事業

H24～

H33

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントとし

ての事業充実を図るため、「琉球王朝祭り首里」を開催

している首里振興会に対して事業支援を行う。

・「琉球王朝祭り首里」を開催する首里振興

会に対して事業支援を実施

琉球王朝祭り首里観客動員数：56,000人

1 33

プロ野球キャンプ等支援事

業

H24～

H33

スポーツコンベンションとして観光地の魅力アップを図

るため、読売巨人軍春季キャンプの受入体制強化を図

るとともに、公式戦の誘致活動を行う。

・「那覇の日」観光誘客キャンペーンの実施

・キャンプ受入施設の整備

・キャンプ期間中の警備

・公式戦・イースタンリーグ戦の開催支援

読売巨人軍那覇キャンプ見学者数：9,500人/日

1 34

ＮＡＨＡマラソンランナーリ

ピーター促進事業

H24

観光関連イベントの支援強化を図るため、ＮＡＨＡマラソ

ンのイメージアップを図り、県外参加者のリピータを増

やすための交流イベントを開催する。

・ジョガー同士の交流を促進する各種イベン

トの開催

NAHAマラソンジョガー交流会参加者数：800人

1 35

プロ野球キャンプにぎわい創

出事業

H24～

H33

スポーツコンベンションとしての観光地の魅力アップを

図るため、読売巨人軍春季キャンプ会場周辺に、出

店、ステージイベント等を拡充して設置する。

・巨人軍への「かりゆしウェア」贈呈、着用Ｐ

Ｒ

・春季キャンプ会場周辺に、出店、ステージ

イベント等の実施

読売巨人軍那覇キャンプ見学者数：9,500人/日

1 36

国際通りとマチグワァーのに

ぎわい事業

H24～

H33

ひやみかちマチグヮー館を観光施設として充実を図る

ため、当該施設を拠点としたイベントを開催する。

・マチグヮーでのイベント実施（週4～5回）

・各通り会のイベント支援

・マチグヮーへの集客PR

さいおんスクエア前広場イベントへの来場者数：

1,000人/日

1 37

パフォーマンス等による国際

通り活性化推進事業

H24～

H33

観光誘客のため、国際通りトランジットモールでのイベ

ント・パフォーマンス等を行うことにより、国際通りの活

性化を推進する。

・国際通りトランジットモールの集客活動（パ

フォーマンス、音楽ライブ等）の支援

トランジットマイル開催時の通行者数

：20,000人/日

1 38

国際通りトランジットマイル推

進事業

H24～

H33

本市産業の振興発展を図るため、国際通りで実施して

いるトランジットモールの実施主体である国際通り商店

街振興組合連合会に対して事業支援を行う。

・国際通りトランジットモール環境整備の支

援

トランジットマイル開催時の通行者数

：20,000人/日

1 39

ストリートダンスバトルin国際

通り観光誘客事業

H24

観光都市としてのグレードアップを図るため、国際通り

でのトランジットモールを活用した定期的なダンスイベ

ントを実施し新たな観光資源とする。

・国際通りを会場とした定期的なダンスイベ

ントの実施

・ダンスを観光資源とした観光都市PR

ストリートダンスバトル来場者数：6,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市
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事業

番号

H24成果目標（指標）
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事業概要
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（今後の展開方針等）

1 40 中心商店街活性化支援事業

H24～

H33

本市産業の振興発展と観光拠点としての発展を図るた

め、国際通り等中心商店街の振興組合等が行う活性

化のための研修事業やイベント等の支援を行う。

・中心商店街（マチグヮー）が実施するイベン

ト等の支援

中心商店街（マチグヮー）が実施するイベント等の

支援件数：９件

1 41 マチグヮｰ屋台村構想事業 H24

観光誘客と観光地としてのグレードアップを図るため、

国際通り及びさいおんスクエア周辺など中心市街地に

屋台村を設置する。

・屋台村の実施回数　90回以上

・屋台村への出店数1回あたり5店舗以上

・屋台村の出店場所　3ヶ所以上

屋台村への来場者数：1,000人/日

1 42

一万人エイサー踊り隊推進

事業

H24

伝統と文化に根差した観光誘客イベントとして、国際通

りにて開催される「一万人エイサー踊り隊」事業を推進

する。

・国際通りをステージに6千人以上が出演す

る「一万人エイサー踊り隊」の支援

一万人エイサー踊り隊来場者数：73,000人（県外

13,000人、県内60,000人）

1 43 那覇まちまーい推進事業

H24～

H33

観光地としての魅力アップを図るため、那覇市観光協

会が着地型観光メニューとして実施している「那覇まち

まーい」事業を推進する。

・着地型観光メニューとして実施している「那

覇まちまーい」の実施

・散策コースの新規企画

・「那覇まちまーい」のPR活動

那覇まちま～いへの参加者数：6,200人

1 44

「なはの日」ウチナーグチ再

発見イベント

H24

観光地らしさとウチナーグチの普及啓発による観光都

市としての魅力を高めるため、「なはの日」に合わせて

イベントを展開する。

・「なはの日」に合わせてイベントを展開

「なはの日」関連イベント会場への来場者数：

2,000人

1 45

「JAZZ　Night　in　那覇」事

業

H24

観光都市として来客者の満足度を高めるため、沖縄独

特の「沖縄ジャズ」の魅力に満ちた「JAZZ　Night　in

那覇」イベントを実施する。

・市内の各スポットで「JAZZ　Night　in　那

覇」と銘打ったJAZZイベントを実施

・JAZZを観光資源としたナイトエンターテイ

メントのPR

JAZZイベント来場者数：2,400人

1 46 歴史博物館企画展事業

Ｈ24～

H33

那覇市歴史博物館を観光施設としてグレードアップさせ

るとともに、観光集客につなげられるよう歴史文化に関

する企画展を開催する。

・企画展開催（年間6回）

・企画展広報

歴史博物館来場者数:14,000人

1 47 観光イベント安全確保事業

H24～

H33

伝統に根ざしたイベントの支援強化と、観光客の安全

確保等を行うため、「那覇大綱挽まつり」「琉球王朝祭り

首里」「ＮＡＨＡマラソン」における雑踏警備を専門会社

に委託する。

・那覇大綱挽まつり等における雑踏警備の

強化

那覇大綱挽まつり来場者数：400,000人

琉球王朝祭り首里来場者数：56,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】
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1 48

国際通りを中心とした那覇市

ＩＣＴ利活用モデル事業「WiFi

化計画」

H24～

H33

国際観光都市としてグレードアップを図るため、国際通

り等に無料公衆無線ＬＡＮ環境を構築し、まち歩き観光

等の情報発信を促進するモデル事業を実施する。

・公衆無線LANのAPを100カ所以上設置

・国際通りをPRするＷＥＢサイトの構築

那覇市内に公衆無線LANのAPを100カ所以上設

置

（今後の展開方針）

Ｈ25年８月末にWiFi運用開始予定

1 49

国際通り情報発信大型ビジョ

ン活用事業

H24～

H33

国際観光都市としてグレードアップを図るため、国際通

りの中心地域に大型ビジョンを設置し、観光情報や地

域イベント、防災情報等を発信する。

・那覇市ぶんかテンブス館に320インチの大

型ＬＥＤビジョンを整備

那覇市ぶんかテンブス館に大型ＬＥＤビジョンを整

備：１台

（今後の展開方針）

Ｈ25年８月末に大型ビジョン運用開始予定

1 50

県外メディア誘致観光プロ

モーション

H24

観光情報の発信力を強化するため、県外テレビ番組の

バラエティ・観光番組・ワイドショー等で那覇市の観光

地、イベント、物産等をＰＲする。

・県外テレビ番組を活用した観光都市NAHA

（観光地、イベント、物産等）のＰＲを実施

県外テレビ番組の放映回数：2回

1 51 観光宣伝誘致強化事業 H24

観光情報の発信力を強化するため、観光ガイドブック、

マップ等を作成するとともに、宿泊客アンケートを実施し

て、観光地としての改善点等を点検する。

・三ヶ国語ガイドマップの作成

・観光ガイドブックの作成、県外配布

・宿泊客アンケートの実施

・観光統計作成

・沖縄国際映画祭のＰＲ

ガイドマップ配布数：20,000部

アンケート実施数：250件

1 52 移動式車載大型ビジョン H24

イベント等における観光情報の発信力を高めるため、

移動式車載大型ビジョンを整備して、那覇マラソンや那

覇大綱挽などの観光イベント、クルーズ船寄港時の歓

迎セレモニーなどで映像放映を行う。

・移動式車載大型ビジョンの購入・整備 移動式車載大型ビジョンの購入・整備：１台

1 53

観光資源データベース登録

事業

H24

観光情報の発信力を強化するため、ホームページ上に

本市文化財等の観光資源紹介を作成・掲載する。

・市内の観光資源をDB化

・観光情報サイトにDB化したデータの多言

語化

・観光資源DBの活用による観光案内の充実

化

市内観光資源のデータベースシステム構築（日本

語、英語）

1 54

那覇市内観光周遊バス実証

実験事業

H24～

H26

観光都市としてのグレードアップを図るため、市内観光

地やホテル等を回るバスの運行についての実証実験を

行う。

・市内の観光地を周遊するバスの運行につ

いて実証実験を行う。

実証実験の準備（バス等の手配、バスのラッピン

グ、試乗会、広報等）の実施

1 55

安心・安全なマチグヮー地区

実証実験事業

H24

本市産業の振興発展と観光拠点としての発展を図るた

め、中心商店街で二輪駐輪場の実証実験を行い、観光

拠点としてのマチグヮーの魅力向上と商店街の活性化

に取り組む。

・中心商店街（マチグヮ）への侵入二輪車両

の実態調査、分析

・二輪車両駐車場の設置による実証実験

マチグヮーにおける二輪駐輪場利用台数（実証実

験時）：50台/日

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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1 56 人・地球にやさしいミスト事業 H24

観光地としてのグレードアップ及び誘客効果と環境負

荷低減等のため、ミスト発生器をイベント時や公共施設

等において実証実験を行う。また、引き続きミスト器の

利用を通した、利活用を図る。

・実証実験の実施

・活用方法の検討

イベントや公共施設等で実証実験を実施

活用方法の提案策定

1 57

那覇三大祭りを中心とした観

光振興調査研究事業

H24

観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目玉と

して活用するため、市を代表する祭り（那覇ハーリー、

那覇大綱挽、琉球王朝祭）を活かす事業展開について

調査研究を行う。

・他県の事例調査

・観光資源としての活用方策検討

他県の祭りを中心とした観光振興事例調査

観光資源としての祭りの活用方策検討

1 58 那覇市みどり実施計画事業 H24

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、本市

の緑化推進のための具体的方策となる実施計画を策

定する。

・みどり実施計画の策定 みどり実施計画の策定

1 59

びんがた体験型観光施設基

本構想調査事業

H24

観光都市としてのグレードアップを図るため、伝統工芸

品である琉球びんがたを活かした体験型観光施設の

整備に向けた基本構想を策定する。

・びんがた体験型観光施設の基本構想の策

定

（びんがたの現状調査・施設機能の検討・事

業手法の検討・概算事業費と建設スケ

ジュール等）

びんがた体験型観光施設基本構想の策定

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：基本計画の策定

Ｈ26年度：実施設計

Ｈ27年度：施設整備

1 60

壺屋地区まちづくり総合計画

推進事業

H24

観光都市としての景観・美観の創出のため、「やちむん

の里」壺屋において、陶器関連産業再生のための調査

と沖縄らしい美しい街並みの再生・創出に向けた総合

的なまちづくり調査を実施する。

・壺屋地域整備計画案の策定 壺屋地域整備計画案の策定

1 61 景観まちづくり推進事業

H24～

H26

観光都市としての景観・美観の再生・創出・継承のた

め、景観向上行動計画を策定する。また、　市内全域に

おける屋外広告物について、現況調査などを行う。

・景観向上行動計画(首里、識名、壺屋地区)

の策定

・屋外広告物現況調査（市全域）に基づく民

間広告物管理システムの更新

・景観向上行動計画(首里、識名、壺屋地区)の策

定

・屋外広告物現況調査（市全域）に基づく民間広

告物管理システムの更新

1 62

新垣家住宅登窯保存活用計

画策定事業

H24

観光都市としてのグレードアップを図るため、本市伝統

工芸の郷・壺屋地区の新垣家住宅登窯をシンボルとし

て保存活用するための計画を策定する。

・登窯の保存管理・環境保全・防災・活用等

の計画策定

登窯の保存管理・環境保全・防災・活用等の計画

策定

2

那覇市の水産・農業振興活

性化推進事業

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ①

市魚マグロ等水産物流通支

援事業

H24～

H33

マグロを中心とする近海漁業の振興のため、市魚であ

るマグロの解体ショーなど、水産物の流通と観光的観

点を絡めたイベント等の開催や流通設備の整備を行

う。

・マグロ解体ショーの実施

・マグロ料理選手権の開催

・マグロ鍋料理選手権

・冷凍冷蔵庫の新規導入

・ＰＲ用ＤＶＤ製作、大型ＴＶ設置、大型看板

製作設置

・まぐろＰＲテレビ特番

・市魚マグロＰＲ委託事業

市魚マグロ等イベント開催回数：3回

市魚マグロ等イベント来場者数：20,000人

2 ② 中層浮漁礁設置強化事業 H24

本市の漁業振興を図るため、沖縄独特のマグロ漁法で

ある浮漁礁設置に対して補助を行う。船舶の航行に支

障がなく耐久性に優れた中層浮漁礁を設置し、市魚マ

グロを中心とする水産業の振興を行う。

・中層浮漁礁２基の新規設置 中層浮漁礁２基の新規設置

2 ③

那覇市沿岸漁協施設整備事

業

H24

本市産業の振興発展を図るため、那覇市沿岸漁協施

設の整備に対して補助を行い、水産業の振興を行う。

・泊船揚場の台車１台及びレール改修台数

1ヶ所

泊船揚場の台車１台及びレール改修台数1ヶ所

2 ④ 泊セリ市場環境整備事業 H24

本市産業の振興発展を図るため、泊セリ市場の改修に

対する補助を行い、水産業の振興と合わせて観光拠点

化についても考慮した取り組みを行う。

・泊セリ市場の壁面、階段及びトイレ改修 泊セリ市場の壁面、階段及びトイレ改修

2 ⑤

漁船近代化機械設置推進補

助

Ｈ24～

H33

本市産業の振興発展を図るため、本市漁船の近代化

装備に対する支援を行い、水産業の振興を行う。

・漁船近代化機器設置に係る一部経費の支

援

漁船近代化機器設置の補助申請者数：20件

2 ⑥ 那覇市農業振興事業

H24～

H33

本市産業の振興発展を図るため、農機具及びビニール

ハウス、簡易井戸の設置・購入にかかる経費に対する

支援を行い、農業振興を行う。

・農機具、ビニールハウス、簡易井戸等の設

置に係る一部経費の支援

農機具、ビニールハウス、簡易井戸等設置の補

助申請者数：50件

2 ⑦ 地産地消推進事業

H24～

H26

本市産業の振興発展を図るため、伝統野菜の生産拡

大、地元野菜の利用推進に向けた取り組みを行い、本

市農業の振興を行う。

・生産者との調整・交流

・産地研修、農産物説明会の実施

・地元野菜を各学校へサンプル配布、調整

学校給食における地場産物の使用する割合：

28％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑧ 農産物直売支援事業 H24

本市産業の振興発展を図るため、鏡水大根の生産支

援、地元野菜の普及推進及び商品認知度向上への支

援を行う。

・鏡水大根の生産支援

・地元野菜の料理講習会等、PR活動支援 地元野菜を活用した料理講習会参加者数：60人

2 ⑨ 亜熱帯農作物加工支援事業 H24

本市産業の振興発展を図るため、ハーブの一種である

バジルを原料としたバジルソースの生産加工機材整備

に対する支援を行い、本市農業の振興を行う。

・地元野菜の加工商品製造機械導入支援

地元野菜の加工商品製造機械導入支援件数：1

件

3

沖縄の伝統工芸、地元産業

の振興推進事業

3 ①

農連市場相対売り継承調査

事業

H24～

H25

本市産業の振興発展を図るため、マチグヮーの象徴で

ある「相対売り」等の歴史的・文化的特徴を生かした商

業形態を継承するための調査事業へ補助を行う。（Ｈ

24配置計画作成・ﾙｰﾙ検討調査等）

・相対売り等継承調査への支援：1件 相対売り等継承調査への支援：1件

3 ②

中小企業事業者の県外・海

外向け販路拡大支援事業

H24～

H33

本市産業の振興発展を図るため、市内の中小企業事

業者が新規開発した商品・サービスを県外・海外へ販

路拡大する取り組みに対して助成などの支援を行う。

・販路拡大支援　県外／14社

　海外／7社

・海外での販路拡大イベントの実施

助成対象期間内における採択事業者の商談件数

及び成約件数：

商談件数100件　成約件数5件

3 ③

企業誘致促進優良オフィス

認定事業

H24

本市への企業誘致を推進するため、企業向けの優良

賃貸事務所等の情報を掲載するWebを作成する。

・優良オフィスの認定

・優良オフィスの詳細情報（周辺環境の写

真、動画等）の収集

・優良オフィスを紹介するWEBサイトの構築

優良オフィスの認定店舗数：100件

3 ④ 企業誘致活動サポート事業 H24

本市への企業誘致を推進するため、企業誘致専門家

による調査分析並びに誘致方針の検討と各種誘致活

動の展開を行う。

・県外企業の意向調査

・企業訪問

・フォローアップ活動

県外企業の意向調査件数：5,000件

企業訪問件数：50件

フォローアップ活動件数：100件

3 ⑤ 那覇の物産展推進事業

H24～

H33

本市産業の振興発展を図るため、那覇の物産展を開

催する。本市の特産品の需要拡大と販路の開拓を促

進するためＰＲして、産業の振興を行う。

・特産品のブランド化支援

・特産品のPR機会の提供

物産展の売上額：1,000万円

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4

海外と日本各地を結ぶアジ

アの国際物流拠点、港湾施

設整備事業

4 ① ガントリークレーン整備事業

H24～

H25

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、免震機能付ガントリークレーンを製作する。

・那覇港のガントリークレーン整備に係る仕

様書作成、３号機製作工事着手

那覇港のガントリークレーン整備に係る仕様書作

成、３号機製作工事着手

（今後の展開方針）

H25年度：３号機製作工事

H26年度：３号機供用開始

4 ② リーファー電源整備事業 H24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、年々需要が増大しているリーファーコンテナ（低温

輸送が必要な冷凍コンテナ等）に対応するリーファー電

源を増設する。

・那覇港のリーファー電源整備に係る実施

設計、整備工事着手

那覇港のリーファー電源整備に係る実施設計、整

備工事着手

（今後の展開方針）

H25年度：整備工事、供用開始

4 ③

那覇港生活物資安定供給対

策事業（浦添ふ頭防風対策

事業）

H24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、浦添ふ頭へ防風柵を設置し、新港埠頭の混雑解消

と物流サービスの向上を図る。

・那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係

る実施設計、設置工事着手

那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係る実施

設計、設置工事着手

（今後の展開方針）

H25年度：設置工事、供用開始

4 ④

那覇港物流ビジネスモデル

導入事業

H24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、「那覇港ビジネスモデル」の提案及び「空コンテナ」

対策など那覇港物流ビジネスモデル導入に向けた取り

組みを行う。

・那覇港における外貿航路の社会実験開始 那覇港における外貿航路の社会実験開始

4 ⑤

那覇港総合物流センター可

能性調査事業

H24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充を図るため、

総合物流センター設置に向けた可能性調査を実施す

る。

・那覇港における総合物流センターの需要、

可能性調査の実施

那覇港における総合物流センターの需要、可能

性調査の実施

5

活き活き人材育成・雇用促

進事業

5 ①

（就労者向け）ＩＴフォローアッ

プ人材養成事業

H24

市民の就業支援と本県でニーズの多いＩＴ業界で求めら

れている人材育成を支援するため、ＩＴ業界に勤める方

を対象としたスキル習得研修を開催する。

・研修実施による即戦力人材の養成

・受講生のIT能力向上の支援

ITフォローアップ人材養成講座受講者数：70人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】
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備　　考

（今後の展開方針等）

5 ②

コールセンター人材育成及

びマッチング支援事業

H24～

H33

市民の就業支援と本県でニーズの多いコールセンター

業界で求められている人材育成を支援するため、アン

ケート調査を実施する。

・コールセンター雇用環境実態調査の実施

コールセンター雇用環境実態調査件数：企業15

社、勤務者1,200人、離職者100人、教育機関５件

5 ③

ＩＴ業界を知る講座（高校・大

学生向け）

H24

市民の就業支援を行うため、高校生や大学生向けに、Ｉ

Ｔ業界の職種や職場環境を理解する講座を開催し、将

来の就職につなげる。

・高校生、大学生を対象に講座を実施

　（30人の２クール）

教育講座受講生徒数：60人

5 ④

中学生のための仕事と社会

について考える講座事業

H24

市民の就業支援を行うため、中学生を対象に将来の進

路選択についての体験・参加型講座、講演会等を開催

する。

・体験・参加型の講演会を実施

　（中学校４校の生徒計830名余）

キャリア教育講座受講生徒数：830人

5 ⑤

訪問介護員（ホームヘル

パー）養成事業

H24～

H33

市民の就業支援と本県でニーズの多い訪問介護のた

めの人材育成を支援するため、生活保護受給者や失

業者等を対象に、訪問介護員２級資格を取得するため

の講座を実施する。

・訪問介護員養成人数：200人 訪問介護員養成人数：200人

（今後の展開方針）

年間200人を養成する

5 ⑥

なはし就職なんでも相談セン

ター事業

H24～

H33

市民の就業支援を行うため、民間人材サービス会社の

ノウハウを最大限に活用した就職相談の実施、各種就

職支援セミナーの開催、求人情報の提供等を行う。

・就職相談

・就職活動支援セミナーの開催

・求人情報の提供

なはし就職なんでも相談センターにおける就職に

結びついた相談者数：200人

5 ⑦

人材育成施設整備基本構想

策定事業

H24

将来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施設整

備のため、公民館、図書館、教育研究所等の施設整備

についての基本計画を策定する。

・基本構想の策定 人材育成施設整備基本構想の策定

6

なはが好き！子どもの笑顔

が輝く教育のまち推進事業

6 ①

基礎学力向上のための学習

支援事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内小学

校に退職教員等を活用したティーム・ティーチング形式

等での小３算数を中心とした学力向上支援を行う。

・学習支援員配置学校数：小学校21校 ・学習支援員配置学校数：小学校21校

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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6 ② 電子黒板整備事業（小学校） H24

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、小学校高学年等に電子黒板を整

備し、児童の興味関心を引き出し集中力を高める、分

かりやすい授業環境を整える。

・電子黒板及びパソコンの整備

　小学校6学年普通教室等　127台

市内小学校６学年普通教室への電子黒板設置

率：100％

6 ③ 電子黒板整備事業（中学校） H24

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、全中学校に電子黒板を整備し、

生徒の興味関心を引き出し集中力を高める、分かりや

すい授業環境を整える。

・電子黒板及びパソコンの整備

　中学校普通学級266台

・電子黒板の整備

　理科室17台

市内中学校普通教室への電子黒板設置率：

100％

6 ④ 小学校英語指導員配置事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、英語指導

員を小学校各校に配置し、長期的な英語指導を通した

コミュニケーション能力の育成と国際感覚の涵養を図

る。

・英語指導員配置数

　　外国人：18人、日本人：20人

市内小学校への英語指導員派遣率：100％

6 ⑤ 中学校英語指導員配置事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内中学

校に英語指導員を派遣し、長期的な英語指導を通した

コミュニケーション能力の育成と国際感覚の涵養を図

る。

・英語指導員配置数

　　外国人：10人

市内中学校への英語指導員派遣率：100％

6 ⑥

特別支援教育充実事業（小・

中学校）

H24～

H33

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、特別支援員を各学校へ派遣し、臨床心理士や

認定就学巡回指導員と連携した支援体制の充実を図

る。

・特別支援教育ヘルパー配置数

　小中学校：計64人

特別支援教育ヘルパー配置数

　小中学校：計64人

6 ⑦

特別支援教育充実事業（幼

稚園）

H24～

H33

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、特別支援員を各幼稚園へ派遣し、臨床心理士

や認定就学巡回指導員と連携した支援体制の充実を

図る。

・特別支援教育ヘルパー配置数：幼稚園29

人

特別支援教育ヘルパー配置数：幼稚園29人

6 ⑧

特別支援教育充実事業（幼

稚園預かり保育）

H24～

H33

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、教育課程に係る時間の終了後に行う午後の教

育時間に対応した特別支援員を各幼稚園へ派遣する。

・特別支援教育ヘルパー配置数：預かり保

育実施幼稚園13人

特別支援教育ヘルパー配置数：預かり保育実施

幼稚園13人

6 ⑨ 学習支援事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、不登校等

や巡回指導時に支援が必要と判断した児童生徒を対

象に、臨時教諭による学習支援を行い、高校進学率の

向上に取り組む。

・学習支援員配置：２人 学習支援員配置：２人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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6 ⑩ 学習ボランティア支援事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、退職教員等を活用した学習ボラ

ンティアによる学習支援の取り組みを行う。

・学習ボランティア実施校数

　　小学校：15校、中学校：５校

学習ボランティア派遣人数：48人

6 ⑪

学校サポートチーム支援員

活用事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、自立支援

教室を設置し、学校の中では対応の難しい児童生徒に

対する体験学習等を通した登校復帰を促す取り組みを

行う。

・サポートチーム支援員配置　５人 サポートチーム支援員配置数：５人

6 ⑫ 教育相談支援事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、教育相談支援員を小中学校に配

置し、不登校や保護者の相談、支援に取り組む。

・教育相談支援員配置

　小学校：37人

　中学校：17人

教育相談支援員配置率：

　　小学校100％、中学校100％

6 ⑬

メンタルヘルスカウンセリン

グ事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、児童生徒や保護者及び教師に対

して、臨床心理士等による教育相談及び支援を行う。

・相談員配置：９人 相談員配置数：９人

6 ⑭ 青少年旗頭事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成のため、那

覇の伝統文化である旗頭を活用した文化活動を立ち上

げ、青少年の居場所づくりや地域との絆づくり、そして

文化の継承・発展に取り組む。

・全小中学校を対象に、旗頭修繕、制作及

び演技指導等を実施

・旗頭フェスタの開催

旗頭フェスタに参加した児童生徒数：1.100人

6 ⑮

那覇市児童生徒県外交流事

業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、他県との

交流が少ない離島県である本市の児童生徒を県外へ

派遣し、派遣先との交流を行う。

・交流事業で県外に派遣した児童生徒数：

38人

交流事業で県外に派遣した児童生徒数：38人

6 ⑯ 街頭指導事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、指導員に

よる日中及び夜間の巡回指導活動を行い、青少年の

非行防止に取り組む。

・専任指導員配置：６人

・青少年指導員配置：80人

専任指導員配置数：６人

青少年指導員配置数：80人

6 ⑰ 生徒サポーター派遣事業

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、学校内教育支援室を設置して、

非行傾向の生徒の居場所を作り、自立支援、学級復帰

に取り組む。

・生徒サポーター配置学校数

　　中学校：17校

市内中学校への生徒サポーター派遣率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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6 ⑱ スポーツ広場整備事業

H24～

H25

スポーツコンベンションとしての本市の機能拡充と、将

来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施設として

スポーツ広場を整備する。

・スポーツ広場施設を整備 スポーツ広場の年間利用者数：2,700人

6 ⑲

児童のスポーツ県外派遣補

助金

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市・県を代

表する児童及び少年チームのスポーツ活動に対して、

県外大会派遣費用の助成を行う。

・大会派遣児童生徒数（累計）：220人 大会等派遣児童生徒数（累計）：220人

6 ⑳

児童・生徒の県外派遣旅費

補助金（大会派遣）

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市・県を代

表する児童・生徒の文化活動を含む部活動に対して、

県外大会派遣費用の助成を行う。

・大会等派遣児童生徒数（累計）：280人 大会等派遣児童生徒数（累計）：280人

6 21

離島等自然体験学習事業

自然教室

H24～

H33

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内全小

学校５年生を対象に、自然体験活動を行う。

・実施学校数：小学校：34校 自然体験活動を実施した児童生徒数：3,100人

6 22 幼稚園冷房機設置事業

H24～

H26

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に

対応するため、幼稚園舎に冷房機を設置する。

・幼稚園冷房施設整備：10園 幼稚園冷房施設整備：10園

6 23

小学校施設環境整備事業

（冷房設置）

H24～

H28

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に

対応するため、小学校施設に冷房機を設置する。

・小学校冷房施設整備：21校 小学校冷房施設整備：21校

（今後の展開方針）

H25年度：小学校20校冷房施設整備

H26年度：小学校18校冷房施設整備

H27年度：小学校12校冷房施設整備

H28年度：小学校5校冷房施設整備

6 24

中学校施設環境整備事業

（冷房設置）

H24～

H27

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に

対応するため、中学校施設に冷房機を設置する。

・中学校冷房施設整備：５校 中学校冷房施設整備：５校

（今後の展開方針）

H25年度：中学校5校冷房施設整備

H26年度：中学校2校冷房施設整備

H27年度：中学校1校冷房施設整備

6 25

幼稚園施設老朽化抑制事業

（塩害防止・長寿命化）

H24～

H26

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、園

舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装対応を

行う。

・幼稚園園舎等外壁の全面塗装工事：３園 幼稚園園舎等外壁の全面塗装工事：３園

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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6 26

小学校施設老朽化抑制事業

（塩害防止・長寿命化）

H24～

H33

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、小

学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装

対応を行う。

・小学校校舎等外壁整備：２校

（曙小学校、垣花小学校）

小学校校舎等外壁整備：２校

（曙小学校、垣花小学校）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：小学校3校整備

Ｈ26年度以降：各年度2～3校整備

6 27

中学校施設老朽化抑制事業

（塩害防止・長寿命化）

H24～

H33

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、中

学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装

対応を行う。

・中学校校舎外壁等全面塗装工事：１校（那

覇中学校）

中学校校舎外壁等全面塗装工事：１校（那覇中学

校）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：中学校1校整備

Ｈ26年度以降：各年度1校整備

6 28 園舎剥離補修業務事業 H24

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応

するため、塩分規制以前の老朽化園舎の剥落防止、腐

食防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥離補修を

行う。

・幼稚園８園の剥離補修を行う。 剥離補修を実施した幼稚園の割合：100％

6 29

校舎等剥離補修業務事業

（小学校）

H24～

H25

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応

するため、塩分規制以前の老朽化小学校校舎の剥落

防止、腐食防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥

離補修を行う。

・小学校剥離補修施設整備：10校 小学校剥離補修施設整備：10校

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：小学校16校剥離補修施設整備

6 30

校舎等剥離補修業務事業

（中学校）

H24～

H25

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応

するため、塩分規制以前の老朽化中学校校舎の剥落

防止、腐食防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥

離補修を行う。

・中学校剥離補修施設整備：５校 中学校剥離補修施設整備：５校

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：中学校8校剥離補修施設整備

6 31

学校施設劣化調査業務事業

（小学校）

H24

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応

するため、小学校校舎の劣化状況の調査を行う。

・小学校校舎等劣化状況調査：25校 小学校校舎等劣化状況調査：25校

6 32

学校施設劣化調査業務事業

（中学校）

H24

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応

するため、中学校校舎の劣化状況の調査を行う。

・中学校校舎等劣化状況調査：10校 中学校校舎等劣化状況調査：10校

6 33

幼稚園等施設遮熱・紫外線

対策強化事業

H24

亜熱帯気候等に対応した子育て施策の拡充を行うた

め、亜熱帯気候下での保育環境を確保できるよう、幼

稚園施設等の窓ガラスに防災面での配慮も兼ねた紫

外線対策フィルム等を整備する。

・紫外線対策遮熱フィルム等を整備する。

幼稚園19 、保育所５、 児童館等12 、計36

施設

紫外線・遮熱対策を実施した幼稚園等を利用する

幼児・児童数：　3,344人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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6 34

老朽化校舎解体工事事業

（若狭小学校）

H24

塩分規制以前の海砂使用による学校校舎等の劣化に

対応するため、若狭小学校の老朽化校舎を解体撤去

し、児童の安心・安全の確保を図る。

・若狭小学校校舎解体 若狭小学校校舎解体

7

伝統文化と新たな文化創造

の発信都市へ！文化のまち

推進事業

7 ① 伝統芸能公演事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、組踊

等の本県伝統芸能の公演会を行う。

・伝統芸能公演実施：１回

伝統芸能公演実施回数：１回

来場者数900名

7 ② 市民文化発信事業

H24～

H33

沖縄振興に資する市民文化の創造と発展のため、ジャ

ズや平和劇等を通じた市民文化活動の発表と発信に

取り組む。

・平和劇、ジャズ音楽公演実施各１回 平和劇、ジャズ音楽公演実施:各１回

7 ③ ハイサイ啓発推進事業 H24

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、ウチ

ナーグチによる案内人を庁舎内に配置し、ウチナーグ

チの啓発活動を行う。

・「ウチナーグチ」で案内業務を行う窓口案内人の配

置：２～５人

・ミニ講演会(ウチナーグチや三線弾き語り）の実施：

12回

・ﾊｲｻｲﾛｺﾞ入ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ1,000個作成配布

･ﾊｲｻｲﾛｺﾞ・ｳﾁﾅｰｸﾞﾁ例文入封筒10,000枚作成

ハイサイ運動の認知度：50％

7 ④

島クトゥバ継承・普及小冊子

製作事業

H24

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、島ク

トゥバ小冊子を製作し、小中学校の児童・生徒に配布し

て、学校及び家庭での積極的な活用を推進する。

・しまくとぅば普及小冊子配布数：34,000冊 しばくとぅば普及小冊子配布数：34,000冊

7 ⑤ 琉球伝統芸能継承発展事業 H24

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、伝統

芸能楽器を青少年健全育成関係団体等へ貸出し、子

ども達が伝統芸能に触れる機会を広く提供する。

・楽器の購入：三線、大・中太鼓、締太鼓

各伝統芸能楽器（三線・大太鼓・中太鼓・締太鼓）

貸出数：２団体

7 ⑥

伝統芸能・文化の継承発展

補助事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、市内

各地の伝統芸能文化の掘り起こしと保存・継承に関わ

る活動に対して補助を行う。

・市内各地の伝統芸能文化の掘り起こし

・保存継承活動に対し補助を行う。

伝統芸能文化の保存継承活動支援団体数：

５団体

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ⑦ 那覇市舞台芸術体験事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、ウチ

ナーグチを使った舞台劇を小中学生に実演体験させ、

成果発表会を開催する。

・ウチナーグチを使った舞台劇を小中学生

に実演体験させる。

・成果発表会を開催する。

舞台芸術体験事業参加児童生徒数：２５名

7 ⑧ 伝統文化継承種まき事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化の発展のため、保育所へ

伝統文化の専門講師を派遣して伝統文化の継承に取

り組む。

・保育所へ伝統文化の専門講師を派遣す

る。

保育所1ヵ所あたりの伝統文化継承種まき事業年

間実施回数：12回

7 ⑨ 子どもが輝くまちづくり事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、子ども

達の伝統芸能活動等についての発表の場づくりに取り

組む。

・「子どもフェスタinなは」を開催し、子供達の

活動発表の場を創出

子どもフェスタ参加児童生徒数：600人

7 ⑩ 郷土資料整備事業

H24～

H33

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、郷土資料

の充実と、「琉米文化会館」資料として引き継いだ映像

資料のＤＶＤ化を行い利活用の促進を図る。

・16ﾐﾘﾌｨﾙﾑのDVD化　295本

・郷土関係資料の購入及び貸出

16ﾐﾘﾌｨﾙﾑのDVD化　295本

郷土関係資料約2,000点の購入及び貸出

7 ⑪ 壺屋の歴史・文化発信事業 H24

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、県外

に流出した沖縄固有の貴重な文化財である厨子甕を

購入し、壺屋焼物博物館にて展示公開する。

・厨子甕の購入

・収蔵棚の整備

・厨子甕の公開及び展示会の実施

・壺屋焼陶工の勉強会実施

厨子甕の購入

収蔵棚の整備

厨子甕の公開及び展示会の実施

壺屋焼陶工の勉強会実施

7 ⑫ 琉球国王「王冠」複製事業 H24

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、歴史

博物館で保存している国宝指定の尚家資料の象徴で

ある王冠の複製品を作成し、常設展示する。

・「王冠」複製品の作成

・複製品展示

・展示広報

「王冠」複製品の作成

複製品展示

展示広報

7 ⑬

文化芸術発信拠点施設整備

事業(壺屋焼物博物館)

H24

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、壺屋

焼物博物館の空調設備を改修し、観光施設としての機

能強化を図る。

・基本設計の策定

文化発信拠点（壺屋焼物博物館）整備に係る基

本設計の策定

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：空調設備工事実施・完了

7 ⑭

文化芸術発信拠点施設整備

事業（パレット）

H24～

H25

沖縄振興に資する文化発信拠点としてパレット市民劇

場、パレット市民ギャラリーの改修を行い、文化発信拠

点として機能強化を図る。

・パレット市民劇場、パレット市民ギャラリー

の施設整備を行う。

パレット市民劇場、パレット市民ギャラリーの施設

整備

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要
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（今後の展開方針等）

7 ⑮

文化芸術発信拠点施設整備

事業（市民会館）

Ｈ24～

H25

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、本市

の文化芸術発信拠点施設である市民会館の備品整備

と充実を図り、機能強化を行う。

市民会館の施設整備

･ピアノ2台

・非常用発電機1基

市民会館の施設整備

･ピアノ2台

・非常用発電機1基

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

7 ⑯

新文化芸術発信拠点施設整

備事業

H24～

H30

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、本市

の新しい文化芸術発信拠点施設建設に向けた基本構

想の策定を行う。

・新しい文化芸術発信拠点施設建設に向け

た基本構想の策定を行う。

新しい文化芸術発信拠点施設建設に向けた基本

構想の策定

7 ⑰ 崎山御嶽修復事業 H24

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、市指定文

化財（史跡）「崎山御嶽」を整備し、観光資源としても活

用できるようにする。

崎山御嶽の修復

・樹木伐採　13本

・石積修復　1.25㎡

・ブロック壁修復　6.39m

崎山御嶽の修復

・樹木伐採　13本

・石積修復　1.25㎡

・ブロック壁修復　6.39m

7 ⑱ 崎山樋川修復事業

H24～

H25

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、市指定文

化財（史跡）「崎山樋川」の整備を行い、観光資源として

も活用を図る。

「崎山樋川」整備に係る実施設計 「崎山樋川」整備に係る実施設計

（今後の展開方針）

H25年度：修復工事

8

ちゅい助き助き沖縄のチムグ

クル福祉のまちづくり事業

8 ①

認可外保育施設の環境整備

事業

H24～

H33

米軍統治下で整備が遅れた保育環境に対応した子育

て施策の拡充を行うため、県の補助対象外となってい

る市内認可外保育施設の改修費に対して補助を行う。

・施設改修等による保育環境の整備

認可外保育施設改修件数：16園

衛生消毒及び害虫駆除を実施する認可外保育施

設割合：64％

8 ② 児童クラブ賃借料補助金

H24～

H33

低所得県故の共働き世帯の多さに対応した子育て施

策の拡充を行うため、児童クラブ舎の公的施設整備を

進めながら、賃借料負担の無い公的施設で活動してい

る児童クラブに比べて、賃借料等を負担し民間施設等

で活動している児童クラブへの負担軽減のため、家賃

等の補助を行う。

・民間施設等を賃借して活動している児童ク

ラブに対し、家賃等の補助を行う。

賃借料補助を行っている児童クラブ施設利用児

童数：811人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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8 ③ 放課後児童クラブ支援事業

H24～

H33

低所得県故の共働き世帯の多さ等に対応した子育て

施策の拡充を行うため、アンケート調査によるニーズ調

査・研究を行い、今後の児童クラブの整備に活かすとと

もに、発足まもない児童クラブ等の指導員にかかる人

件費の補助を行い、補助対象児童クラブへのスムーズ

な移行を支援する。

・子育て施策の拡充に向けたニーズ調査・

研究の実施

・発足まもない児童クラブの指導員にかかる

人件費の補助

・子育て施策の拡充に向けたニーズ調査・研究

（放課後の過ごし方、児童クラブの利用状況と

ニーズ等）

・指導員にかかる補助を行った対象児童クラブの

児童数：169人

（今後の展開方針）

H25年度：調査結果を基に対応施策の策定

H26年度：施策の実施

H27年度：ニーズ等調査・研究

9

万国津梁、世界に広がるウ

チナーンチュネットワークの

拡充事業

9 ①

那覇市・福州市児童生徒交

流祭シンポジウム事業

H24

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、当該事業の児

童生徒OB・OGとの意見交換会や、人材育成を目的とし

たシンポジウムを開催する。

・人材育成を目的としたシンポジウムの開催

那覇市・福州市児童生徒交流祭シンポジウム参

加者数：60人

那覇市・福州市友好都市交流ネットワーク登録者

数：17人

9 ②

海外移住那覇市出身者研修

受入事業

H24～

H33

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、南米各国の那

覇市民会の2世・3世らを研修生として受け入れる。

・研修生受入：年間２名 南米からの研修受入人数：２人

9 ③

外国人向け情報多言語化事

業

H24

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、外国人向けに

本市HPを多言語化して情報発信を行う。

・本市ＨＰの生活情報多言語化整備 本市ＨＰの生活情報多言語化整備

10

未来に羽ばたく臨港型都市

再開発事業

10 ① 那覇軍港跡地利用計画事業

H24～

H33

市内に残された米軍基地問題の解決のため、那覇軍

港の跡地利用計画策定に向け取組む。

・平成18年度策定の「合意形成活動全体計

画」の見直しを行う

合意形成活動全体計画見直し案の策定

（今後の展開方針）

H25年度～H27年度

・全体計画の更なる周知

・跡地利用計画づくりに向けた意識醸成

・若い世代の組織の設置

・土地活用に関する知識の習得

・国有地を道路や公園・緑地等の公共用地

に充当することの検討

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】
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（今後の展開方針等）

11

離島があって那覇がある、連

携共存共栄事業

11 ① 離島連携事業

H24～

H26

県都・那覇の持つ集客力等を活かして離島の振興発展

を支援するため、泊港発着の渡嘉敷、座間味、粟国、

渡名喜の４つの離島と連携事業を行い、４村との交流

強化に取り組む。

・那覇市民を対象に交通費と宿泊費の一部

を助成（助成対象　5,000人以上）

離島4村（渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜

村）への渡航費及び宿泊費を助成した市民数：

2,900人

11 ②

「Okinavita(オキナヴィータ)」

動画コンテンツ制作及び配

信システム構築事業

H24

県都・那覇の持つ情報発信力等を活用し離島の振興

発展を支援するため、市町村共同利用型ポータルサイ

トに、本市と船舶航路で結ばれている離島３島の観光・

自然体験をテーマとした紹介用動画を制作実装する。

・動画コンテンツ制作掲載（１市町村２コンテ

ンツ×6市町村）

Okinavita閲覧者数（PV数）：500,000件

11 ③ 離島体験学習支援事業

H24～

H33

県都・那覇の持つ集客力、情報発信力等を活かして県

内離島の振興発展を支援するため、市内小中学生及

び引率者を対象に、県内離島体験学習を行う際の交通

費と宿泊費に対する助成を行う。

・離島等派遣延べ人数：140人 離島等派遣延べ人数：140人

12

環境共生都市の構築推進事

業

12 ① 環境フェアの開催事業 H24

沖縄の豊かな自然環境保全や環境負荷の低減、資源

循環型社会実現等による環境共生都市の実現を目指

すため、環境全分野にまたがる市民意識啓発事業とし

て環境フェアを開催する。

・環境フェアの開催

　各種出展ブース数　50ブース

・環境フェアへの来場者数：7,000人

・各種出展ブース数　50ブース

12 ② リユース食器活用促進事業 H24

資源循環型社会実現のため、ごみ減量及び環境教育

の一環として、市民等に貸し出すイベント用リユース食

器、食器洗浄機等を整備する。

・食器洗浄機設置数：１台

・食器移動台購入：1台

・食器類購入：3,000個

・食器洗浄機設置数：１台

・食器移動台購入：1台

・食器類購入：3,000個

12 ③

モノレール沿線ベランダ緑化

促進事業

H24～

H25

沖縄の豊かな自然環境保全のため、緑のカーテンや屋

上緑化のためのプランター等をモノレール沿線地域に

無料配布し、亜熱帯をイメージさせる都市景観の形成

に取り組む。

・植栽プランターを3,000鉢

・設置件数：600件

モノレール沿線の建築物緑化面積,2,000㎡の増

加を目指す。

(今後の展開方針)

H25年度：植物の適正な維持管理が行なえ

るよう、個別訪問や緑化講習会等の支援業

務を実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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12 ④

EV、PHV、ハイブリッド・電動

ごみ収集車等導入事業

H24

環境負荷の低減による環境共生都市の実現のため、

環境意識啓発のラッピングを行ったEV、PHV、ハイブ

リッド・電動ごみ収集車等を導入する。

・環境負荷低減型（EV、PHV、HV等）車両の

導入：19台

環境負荷低減型のごみ収集車等の導入率 61.4%

12 ⑤ 資源化車輌購入事業 H24

環境負荷の低減による環境共生都市の実現のため、

負荷低減のＰＲとなる電動式フォークリフトを導入する。

・バッテリー式フォークリフトを導入 環境負荷低減型のごみ収集車等導入率 61.4%

12 ⑥

観光振興に資する亜熱帯・

島嶼地域型環境保全・創造

事業

H24～

H25

沖縄の豊かな自然環境保全のため、亜熱帯・島嶼地域

の豊かで独自の自然環境を活かした環境基本計画を

策定する。

・市域環境の基礎調査及び現状分析、新た

な環境基本計画の基本方針の策定

市域環境の基礎調査及び現状分析、新たな環境

基本計画の基本方針の策定

(今後の展開方針)

Ｈ25年度：環境基本計画(案)策定

H26年度：環境基本計画策定

12 ⑦ 市内井戸・湧水等調査事業

H24～

H25

沖縄の豊かな自然環境保全のため、市内の井泉・湧

水・井戸の現況調査を実施して、今後の水資源有効利

用、豊かな都市環境保全に向けた基礎資料とする。

・井戸･湧水・井泉に対する調査件数：3,716

件

・井戸･湧水・井泉に対する調査件数：3,716件

12 ⑧ 水資源有効利用推進事業

H24～

H33

沖縄の豊かな自然環境保全のため、水資源の有効利

用及び地下水の涵養に資する雨水貯留・浸透施設の

設置に対して補助を行う。

・雨水施設等設置費補助件数：30件 ・雨水施設等設置費補助件数：30件

13

安心安全な防災都市の構築

推進事業

13 ① 化学消防ポンプ車整備事業 H24

自然災害や米軍基地が集中することに伴う人為的災害

等に強い安心安全なまちづくりを推進するため、航空機

燃料の貯蔵取扱所等がある那覇空港での火災への対

応を想定した化学消防ポンプ車を導入する。

・化学消防ポンプ車2台の導入

空港等での火災に対応できる化学消防車の導

入：

　H23年度：Ⅱ型２台

　　→　H24年度：Ⅲ型２台（機能強化）

13 ② 多言語避難所標識設置事業 H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、避難所案内の多言語標識を市内の観光地を

中心に設置する。

・多言語標識設置

　22ヶ所

多言語の避難標識設置箇所数：22ヶ所

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 01 那覇市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

13 ③ 海抜表示看板設置事業 H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、津波発生時に備えた海抜表示看板を市内各地

に設置する。

・海抜表示板設置

　計162箇所約200枚

海抜表示板設置箇所数：162箇所

13 ④ 救命講座普及啓発推進事業

H24～

H33

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定され

る人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進す

るため、応急手当講習を開催するなどして、市民の救

命能力の向上と普及啓発に取り組む。

・ 臨時職員4人を採用し、定期救命講習、出

前救命講習を実施

・ 応急手当の重要性及び救命講習に関す

るPR活動を実施

応急手当講習受講者数：5,000人

13 ⑤

中学校区防災安心安全マッ

プ作成事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、津波などの大規模災害への対応と、地域の危

険箇所を確認できるよう、中学校区ごとに防災安心安

全マップを作成して配布する。

・防災安全安心マップの作成：17,000枚

（配布先）市内17校の中学校、自治会：160

自治会、市立図書館、その他

・マップのシームレスＰＤＦデータをＨＰで発

信

防災安心安全マップ配布数：17,000枚

13 ⑥ 防災行政無線整備事業 H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、市内全域をカバーする防災行政無線を小中学

校に設置する。

・小中学校・公園等に防災行政無線を設置：

53基

小中学校・公園等に防災行政無線を設置：53基

13 ⑦

小学校安心安全防災システ

ム導入事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう小学

校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備する。

・地震速報等受信機器及びトランシーバー

の設置

・那覇市立全小学校37校

地震・津波への対策機器設置率：小学校100％

13 ⑧

中学校安心安全防災システ

ム導入事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう中学

校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備する。

・地震速報等受信機器及びトランシーバー

の設置

・那覇市立全中学校17校

地震・津波への対策機器設置率：中学校100％

13 ⑨

特殊災害対応資機材整備事

業

H24

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定され

る人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進す

るため、特殊災害・大規模テロ災害が発生した場合を

想定した必要資機材を整備する。

・自然災害及び人為的災害等に備える特殊

災害対応資機材（危険物測定機等）を整備

特殊災害時における危険物質除去・早期鎮静化

のための対応資機材の整備

13 ⑩

那覇市コンビニＡＥＤステー

ション設置事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、24時間営業のコンビニにAEDを貸与し、市民の

救命能力の向上と意識啓発に取り組む。

・市内コンビニ100店舗以上にAEDを設置

那覇市内24時間営業コンビニにおけるAED設置

店舗数（設置率）：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

13 ⑪ 災害対策機器整備事業 H24

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定され

る人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進す

るため、災害時に医療救援活動を行うために必要とな

る備品を整備する

・災害用病院備付機材の整備

・自衛消防隊用機材の整備

・ＤＭＡT隊用機材の整備

災害用病院備付機材の整備

自衛消防隊用機材の整備

ＤＭＡT隊用機材の整備

13 ⑫

災害ボランティア中央セン

ター等整備事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害ボランティア中央センターに配置する備品

の整備を行う。

・マニュアル策定委員会の設置及びマニュ

アルの策定

・災害ボランティア中央センター備品の整備

マニュアルの策定

災害ボランティア中央センター備品の整備

（今後の展開方針）

プロジェクトチーム立ち上げ及び会議

災害ボランティア中央センター立ち上げ訓練

13 ⑬

応急給水用簡易貯水槽の購

入事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時における応急給水時の給水拠点となる

簡易式の貯水槽を整備する。

・応急給水用簡易貯水槽（２ｔ）保有数：20基

応急給水用簡易貯水槽保有数：20基

地震等の災害発生時における応急給水人数：

　13,300人/日

13 ⑭ 津波避難ビル建設事業

H24～

H26

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、市の海抜が低い地域に避難困難者のための

津波避難ビルを建設する。

・津波避難ビル建設に係る基本計画・基本

設計を完了

津波避難ビル建設に係る基本計画・基本設計を

完了

(今後の展開方針)

Ｈ25年度：実施設計

Ｈ26年度：工事着工、完成

13 ⑮

大災害時における電力供給

及び避難拠点の整備事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の運営

する施設を電力供給拠点及び一時避難場所として活用

できるよう整備する.

・大災害も想定した消防訓練の実施（職場１

回）

消防訓練参加人数 職場100人

13 ⑯

小学校防災避難施設整備事

業（校舎屋上）

H24～

H26

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、低地帯の小学校校舎の屋上に手摺を設置して

緊急避難施設となるよう整備する。

・小学校校舎屋上手摺設置工事：２校（曙小

学校、若狭小学校）

小学校校舎屋上手摺設置工事：２校（曙小学校、

若狭小学校）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：小学校2校整備

Ｈ26年度：小学校2校整備

13 ⑰

中学校防災避難施設整備事

業（校舎屋上）

H24～

H26

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、低地帯の中学校校舎の屋上に手摺を設置して

緊急避難施設となるよう整備する。

・中学校校舎屋上手摺整備：１校（上山中学

校）

中学校校舎屋上手摺整備：１校

　（上山中学校）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：中学校1校整備

Ｈ26年度：中学校1校整備

13 ⑱ 災害備蓄品整備事業 H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、大規模災害に備えた非常食糧等の備蓄品を購

入し整備する。

食糧・保存水の購入

・（人口の20分の１）×３日分

・各小中学校へ分散備蓄する

災害備蓄品備蓄率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】
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（今後の展開方針等）

14

いい暮らしより楽しい暮らし、

更なる沖縄の飛躍促進事業

14 ① 戦争遺跡保存事業 H24

沖縄の抱える様々な特殊事情（沖縄戦）に対応するた

め、沖縄戦の弾痕が残る石壁を戦跡として保存整備

し、平和学習等に活用する。

・戦争遺跡の保存整備：１ヶ所 戦争遺跡の保存整備：１ヶ所

14 ② 『なぐやけ』整備事業 H24

沖縄の抱える様々な特殊事情（沖縄戦）に対応するた

め、戦後５０周年事業の一環として建立された恒久平

和モニュメント『なぐやけ』を再整備し、恒久平和の願い

を発信する平和都市の記念碑とする。

・恒久平和モニュメントの整備：１ヶ所 恒久平和モニュメントの整備：１ヶ所

14 ③ ライナープレート整備事業 H24

沖縄の抱える様々な特殊事情（不発弾処理）に対応す

るため、処理までの保管と処理時の防護壁となるライ

ナープレートを整備する。

ライナープレート購入

・処理までの保管用として４セット

・処理時の防護壁として１セット

不発弾処理用防護壁（ライナープレート）の整備

数：合計５セット

14 ④ 地下壕対策事業

H24～

H33

沖縄の抱える様々な特殊事情（地下壕）に対応するた

め、陥没、落盤等による建築物等の危険度軽減を目的

とした壕の埋戻を行う。

・地下壕危険度の判定等及び優先度と対策

工の提案

地下壕危険度の判定等及び優先度と対策工の提

案をする

14 ⑤

戦略的交通まちづくり推進事

業

H24～

H33

沖縄の抱える様々な特殊事情（鉄軌道等整備の遅れ）

に対応するため、ｶｰﾌﾘｰﾃﾞｰ等の公共交通機関利用に

ついての意識啓発ｲﾍﾞﾝﾄ、自転車利用環境改善基礎調

査等の市内公共交通環境再構築に向けた事業を行う。

・カーフリーデーイベント実施

・市内自転車利用環境改善基礎調査

・公共交通結節点検討調査

カ－フリー宣言者数の目標：5,000人

14 ⑥

亜熱帯庭園都市形成推進調

査

H24～

H33

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生じ

たまちづくりの課題）に対応するため、道路、密集市街

地、まちなか居住、下水道など環境改善の方針を定め

るための基礎調査を行う。

・道路・密集住宅市街地改善策・まちなか居

住推進策・ガーブ川幹線雨水施設等基礎調

査の実施

道路・密集住宅市街地改善策・まちなか居住推進

策・ガーブ川幹線雨水施設等基礎調査の実施

14 ⑦

まちづくり拠点施設・ＩＴイン

キュベート施設整備事業

H24～

H25

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生じ

た地域コミュニティの課題）に対応するため、まちづくり

のための団体等の育成拠点と、産業振興と雇用拡大に

資するＩＴインキュベート施設を整備する。

・まちづくり拠点施設・ＩＴインキュベート施設

の実施設計の実施

まちづくり拠点施設・ＩＴインキュベート施設の実施

設計の実施

（今後の展開方針）

H25年度：建設工事

H26年度：供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

那覇市那覇市那覇市那覇市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

14 ⑧

良好な市街地形成に向けた

共同墓（納骨壇及び合葬室）

整備事業

H24～

H25

沖縄の抱える様々な特殊事情（墓地問題）に対応し、良

好な市街地形成を図るため、識名霊園内市民共同墓

施設の整備及び拡充を実施する。

・那覇市民共同墓施設の整備 那覇市民共同墓施設の整備

15

戦災滅失沖縄関係戸籍の電

算化事業

H24～

H25

沖縄の抱える様々な特殊事情（戦争により失われた戸

籍の問題）に対応するため、戦災により滅失し、再製さ

れた沖縄関係戸籍を電子データー化する。

・沖縄関係戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数：85,000件

沖縄関係戸籍の電算化着手

（今後の展開方針）

H25年度：システム構築（電算化率１００％）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 ねたての都市（まち）ＰＲ事業

H24～

H33

1 ① 道路景観整備事業

H24～

H33

　プロ野球キャンプを活用した観光振興を図るため、横

浜DeNAベイスターズがキャンプを行う市立野球場及び

海浜公園から国道58号線までの市道を整備する。

・主要観光道路（市道）景観整備箇所

　１路線（0.65km）

・主要観光道路（市道）景観整備箇所

　１路線（0.65km）

（今後の展開方針）

H33年度までに11路線（15.5km）を整備する

予定。

1 ②

はごろも祭り・カチャシー大会

運営費

Ｈ24～

H33

　市民意識の高揚と親睦を図りつつ、地域活性化及び

商工・観光振興の観点から「はごろも祭りカチャシー大

会」を支援する。

・はごろも祭りプログラム

　各イベント数（23イベント）

・カチャシー大会参加数

　子供・団体の部

　（25チーム×20名）

　個人の部　（80名）

コンベンションエリア入域客数

基準値（H21年）430万人以上

（今後の展開方針）

コンベンションエリア入域客数

基準値（H21年）：430万人

目標値（H33年）：900万人

1 ③ 海抜表示板設置事業 H24

　安心・安全な観光地として、海岸近くのコンベンション

エリアを訪れる観光客や地域住民に津波に関する情報

を提供するため、消火栓標識柱、電柱に海抜表示板を

設置する。

海抜表示の設置

・消火栓標識柱（146カ所）、

　電柱（100カ所）

海抜表示の設置

・消火栓標識柱（146カ所）、電柱（100カ所）

1 ④ 風景づくり推進事業

Ｈ24～

H25

　観光振興の観点から、自然と都市が調和した環境整

備を図るため、景観計画を策定する。

景観計画（案）の作成

市民説明会、

景観委員会開催等

景観計画（案）の作成

市民説明会、

景観委員会開催等

（今後の展開方針）

H25年度：景観計画、景観条例の制定、

ガイドラインの作成等

1 ⑤ 企画展開催事業

Ｈ24～

H33

　市民や観光客に宜野湾市への理解を深めてもらうた

め、普天間飛行場をとりまく歴史を中心に企画展を開

催する。

歴史・文化・自然的な特色を活かした企画

展の開催：8件

歴史・文化・自然的な特色を活かした企画展の開

催：8件

（今後の展開方針）

H33年度目標値

市立博物館入館者数：

19,000人（うち企画展見学者7,000人）

1 ⑥ 宜野湾市産業まつり

H24～

H33

　市の特産品のPR及び産業振興を図るため、宜野湾

市産業まつりの開催を支援する。

宜野湾市産業まつりの開催 宜野湾市産業まつりの開催

（今後の展開方針）

産業まつり動員者数

毎年度1万人以上確保

1 ⑦

文化財説明板・標識設置事

業

H24～

H33

　観光振興及び文化教育に資するため、市登録・指定

文化財の所在地に標識や説明板を設置するとともに、

自治会事務所等に「地域文化財案内板（ふるさと案内

板）」を設置する。

文化財標識・説明板設置件数：6件

地域文化財案内板設置件数：1件

文化財標識・説明板設置件数：6件

地域文化財案内板設置件数：1件

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧ 救助艇（ボート）等購入事業 Ｈ24

　市民や観光客の安心・安全を確保するため、年間32

万人が利用するトロピカルビーチの最寄にある消防署

に救助艇を設置し防災力の強化充実を図る。

水難事故救助艇１艇の更新整備 水難事故救助艇１艇の更新整備

1 ⑨

プロ野球キャンプ野球場施

設整備事業

H24～

H27

　観光振興の観点から、横浜DeＮＡベイスターズのキャ

ンプ地である市立野球場の外野芝の張替え等整備を

行い、施設の機能向上を図る。

・宜野湾市海浜公園野球場の外野芝張替

・グランド整備機器購入

・プロ野球キャンプ見学者数

基準値（H23年度）：27,100人

目標値（H24年度）：50,000人

実 　績（H24年度）：22,300人

（今後の展開方針）

H25年度：スタンドフェンス改修

Ｈ26年度：照明柱整備（１柱）

Ｈ27年度：照明柱整備（２柱）

1 ⑩ 防災行政無線整備事業 H24

　災害情報の伝達手段を確保し、住民や観光客の迅速

な避難行動に繋げるため、観光施設が集中する西海岸

地域における防災行政無線子局、戸別受信機の整備

を行う。

・防災行政無線子局、戸別受信機整備数

 　防災行政無線子局　37箇所

 　戸別受信機　8箇所

・防災行政無線子局、戸別受信機整備数

 　防災行政無線子局　37箇所

 　戸別受信機　8箇所

2

地域社会とともに学ぶ育む

人材育成事業

H24～

H33

2 ①

スクールカウンセラー活用事

業

H24～

H33

　不登校やいじめ等の教育問題について、学級担任、

児童生徒、保護者等が連携して取り組めるよう相談業

務を充実させるため、市内４小学校に定期的にスクー

ルカウンセラーを派遣する。

・スクールカウンセラー配置

市内４小学校（２名）

・スクールカウンセラー配置

市内４小学校（２名）

2 ②

スクールソーシャルワーカー

活用事業

H24～

H33

　不登校児童生徒の復学を支援するため、スクール

ソーシャルワーカーを設置する。

スクールソーシャルワーカー配置

第一相談室（２名）

市内４中学校（４名）

スクールソーシャルワーカー配置

第一相談室（２名）

市内４中学校（４名）

2 ③ 適応指導教室事業

H24～

H33

　不登校児童生徒の学校適応を促進するため、児童生

徒の居場所づくりとして宿泊学習、自然体験学習及び

他校との交流体験活動を実施するほか、不登校児童

生徒の適応指導に関わる調査研究や教育相談等を実

施する。

適応指導教室在籍児童生徒数：４名 適応指導教室在籍児童生徒数：４名

2 ④ 児童生徒等相談事業

H24～

H33

　教育問題の解決に向けて相談業務の充実を図るめ、

教育相談員、自立支援指導員を配置する。

青少年教育相談員（第一相談室１名）

（第二相談室３名・教育相談指導員１名）

教育相談員配置（小学校へ３人）

自立支援指導員（中学校へ５人）

青少年教育相談員（第一相談室１名）

（第二相談室３名・教育相談指導員１名）

教育相談員配置（小学校へ３人）

自立支援指導員（中学校へ５人）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑤ 非行防止等巡回活動事業

H24～

H33

　児童生徒の健全育成を図る観点から、関係機関や地

域と連携して少年少女の問題行動に対して必要な指

導・助言を行うため夜間街頭指導員を配置する。

夜間街頭指導員数　１６人 夜間街頭指導員活動人数　１６人

2 ⑥ 小学校学習支援員活用事業

H24～

H33

　学習に遅れをとっている児童が自ら学ぶ意欲を高め、

基本的な学習内容を理解するため、授業内容をきめ細

かにサポートする学習支援員を配置する。

学習支援員の配置；８校 全国学力・学習状況の改善

2 ⑦ 派遣費補助金交付事業

H24～

H33

　児童生徒の文化活動及びスポーツを奨励するため、

学校教育の一環として県外に派遣される場合に要する

旅費等を補助する。

派遣費用補助団体数；４団体 派遣費用補助団体数；４団体

3

文化財等保護・活用推進事

業

H24～

H33

3 ① 文化財保存整備事業

H24 ～

H33

　宜野湾市では、市が指定する文化財の保存及び活用

が課題である。平成24年度は、市指定有形民俗文化財

「我如古ヒージャーガー」の安全対策工事に係る地質調

査及び安全対策工事実施設計委託業務を実施する。

指定文化財の保存整備件数：１件 指定文化財の保存整備件数：１件

3 ②

歴史公文書等整理・活用事

業

H24～

H33

　歴史的価値を有する宜野湾市（村）の公文書等を整

理し、市民サービスに資するため検索システムの構築

等を行う。

整理する公文書等　200冊（１人・年） 整理する公文書等　200冊（１人・年）

4 預かり保育事業

H24～

H33

　地域の実態及び保護者の要請に応じて、公立幼稚園

において、通常の保育時間の終了後や長期休業期間

中等に預かり保育を実施する。

預かり保育実施幼稚園数：８園

預かり保育利用者数：1,500人

一時預かり保育利用者数：400人

（今後の展開方針）

Ｈ33年度目標値：

預かり保育利用者数年間2,000人以上

5 はごろも人材育成事業

5 ①

中国厦門理工学院留学生派

遣事業

H24～

H33

　中国に対する理解を深め、国際的視野を持った人材

育成を図るため、友好合作都市である中国福建省厦門

市の市立大学に１年間研修留学生を派遣する。

派遣留学生数：１人 留学生派遣人数：１人

（今後の展開方針）

H24～H33年度

留学生派遣人数：10人（累計）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ②

平和市民啓発事業（平和学

習派遣事業）

H24～

H33

　全国の青少年と交流し、命の尊さや平和意識につい

て学ぶため、8/9に長崎で開催される「平和祈念式典」

及び「青少年ピースフォーラム」に市内児童8名を派遣

する。

平和学習派遣生徒数：８人 平和学習派遣生徒数：８名

（今後の展開方針）

H24～H33年度

平和学習派遣人数：80名（累計）

5 ③

小学校英語教育課程特例校

事業

H24～

H33

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を

受け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、日

本人の英語教師を小学校に派遣する。

外国語学習支援員及びＪＴＥ（日本人教師）

を配置：全小学校（８校）

中学校児童英検受験者数の増

（今後の展開方針）

H24～H33年度

英語検定受験者数：12,000名以上（累計）

5 ④ 外国人教師招致事業

H24～

H33

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を

受け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、外

国人英語指導助手を小学校に派遣する。

外国語学習支援員の配置：全中学校（４校） 中学校児童英検受験者数の増

（今後の展開方針）

H24～H33年度

英語検定受験者数：12,000名以上（累計）

5 ⑤ 学校ＩＣＴ活用指導支援事業

H24～

H33

　児童生徒の情報活用能力向上を図るため、ＩＴサポー

ト支援員を派遣し、教育用ＰＣ、電子黒板及びプロジェ

クターなどを活用した情報教育授業を実施する。

・情報夏季講習会：計８回

・情報教育研究会検証授業：計12回

・ＩＴ活用嘱託員・補助員の配置；計２名

教師用アンケート「授業にICTを活用して指導でき

る」率：（H25年度より調査実施）

6

地域職業相談室（ミニハロー

ワーク）推進事業

H24～

H33

　失業率の高い本県において雇用促進を図るため、宜

野湾市役所敷地内に「地域職業相談室」（通称：宜野湾

市ふるさとハローワーク）を設置し、求人情報の提供や

職業相談等就職支援を行う。

地域職業相談室の運営

求職者への職業相談・紹介

求職者職業相談件数：6,500人

7 防災安全基盤強化事業

H24～

H33

7 ①

宜野湾市総合防災訓練実施

事業

H24～

H33

 災害に強いまちづくりに向けて市民の防災知識の普及

啓発を図るため、西海岸地域において地域住民や観光

客も想定した実践的な避難訓練を実施する。

西海岸地域住民避難訓練実施 訓練参加者数：1,500人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ② 災害時備蓄食糧購入事業

H24～

H33

　地震・津波による大規模災害発生時の避難生活等へ

の対応のため、物資が搬送再開されるまでと想定され

る３日分の食料備蓄を行う。

地域防災計画に定めた、市の人口の20分

の１の3日分を目標に備蓄食糧数。

備蓄食糧数人口

　約94,000人×1／20×9食＝42,300食

7 ③ 自主防災組織育成事業

H24～

H33

　本県の自主防災組織率は、全国平均の74.4％に比較

して6.6％と極端に低い。市内各自治会単位を基本にし

て組織率を上げるため、講演会の開催、啓発用備蓄用

品等配布などを行い、住民の防災意識の高揚を図る。

講演会の開催（西海岸地域自治会）

啓発用備蓄用品等配布　８自治会

講演会の開催（西海岸地域３自治会）

啓発用備蓄用品等配布　８自治会

7 ④

コミュニティ助成事業（地域

防災組織育成事業）

H24～

H33

　地域の防災力の向上を図り住民の安心・安全を確保

するため、市が認定した自主防災組織に対して、災害

の被害防止活動及び軽減活動に必要な資機材整備を

行う。

市が認定した自主防災組織に対する必要な

資機材整備の実施

市が認定した自主防災組織に対する必要な資機

材整備の実施(伊佐区自主防災会への防災用資

機材購入への補助）

7 ⑤

災害時要援護者支援ネット

ワーク事業

H24～

H33

　要援護者の安心・安全を確保するため、災害時に自

力で避難することが困難な人に対して支援を行う「災害

時要援護者避難支援対策協議会」との連携を図る。

災害時要援護者登録数 災害時要援護者登録数（50名）

（今後の展開方針）

災害時要援護者登録数

H24年度（50名）→H27年度（200名以上）

8

宜野湾市基地返還跡地転用

推進基金事業

Ｈ24～

Ｈ33

市の取得目標面積は253,000㎡であるが、現在までの

ところ、目標値の10％程度の達成率である。今年度以

降の当面の目標として、49％の達成率を目標としてい

る。

特定駐留軍用地先行取得基金造成

３億8,250万円積立。

特定駐留軍用地先行取得基金造成

３億8,250万円積立

9 はごろも小学校関連事業

H24～

H24

　米軍普天間飛行場周辺は、スプロール状に住宅が密

集しており、大山小学校の過密解消が、市教育行政に

おける20年来の課題となっている。

　同校の過密解消を図り、良好な学習環境を確保する

ため、分離新設校の建設用地を確保する。

はごろも小学校分離新設校の建設用地取

得

はごろも小学校用地取得面積：20,096.54㎡

10 消防自動車購入事業 Ｈ24

　当市は普天間基地の周辺に住宅地が密集しており、

狭隘な道路が多く、ポンプ車の進入が難しい地域が多

い。また、火災、事故現場に出動するためには、市の中

央に位置する米軍普天間飛行場を迂回しなければなら

ない。こうした課題を解決し、市民等の安全安心を確保

するため、小型消防ポンプ車両を導入し、消防能力の

強化を図る。

消防ポンプ車の購入：２台 消防ポンプ車の購入：２台

11

沖縄関係仮戸籍等電子化事

業

H24

  市民の公証資料を適正に管理保存するため、戦禍で

焼失し、沖縄戸籍法により再製された仮戸籍、臨時戸

籍、福岡戸籍等を電子化する。

・紙戸籍や関連する資料の電算化の実施

　対象戸籍数：約19,600件、約67,000枚

沖縄関係戸籍の電算化率：１００％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

12

大規模駐留軍用地跡地等利

用推進事業

H24～

H33

12 ①

普天間飛行場跡地利用計画

策定事業（地権者意向調査）

H24～

H33

 　普天間飛行場の跡地利用推進のため、関係地権者

や市民の合意形成に向け、情報提供や意向把握等の

調査を行う。また、市民によって構成される「ＮＢミーティ

ング」や若手地権者等によって構成される「若手の会」

の活動を助成し、合意形成についての取り組みを行う。

地権者・市民意向把握の実施、しくみづくり

の取組

普天間飛行場跡地利用計画策定

12 ②

普天間飛行場跡地利用計画

策定事業（県市共同調査）

H24～

H33

  宜野湾市と沖縄県が平成１９年５月に策定した「行動

計画」に基づき、跡地利用の骨格に係る分野別計画の

検討と、市民・県民・地権者等に対して情報発信及び意

見の聴取を行い、普天間飛行場跡地利用計画に反映

させる。

土地利用及び機能導入、都市基盤整備、環

境づくり等の分野別計画の実施

普天間飛行場跡地利用計画策定

12 ③

普天間飛行場跡地利用計画

策定調査（自然環境調査）

H24～

H33

　基地周辺の地形や動植物の生息状況、湧水や鍾乳

洞等の宜野湾市の自然的特性に関する調査を行い、

跡地利用計画の推進を図る。

市域一体の自然環境に関する調査 普天間飛行場跡地利用計画策定

12 ④

キャンプ瑞慶覧跡地利用計

画策定事業

H24～

H33

　キャンプ瑞慶覧のうち、返還が合意されている宜野湾

市部分について、返還後の跡地利用計画を円滑に促

進するために跡地利用計画の策定及び地権者の合意

形成活動を行い、地権者全体でまちづくりを推進する体

制を実現することを目的に、地権者の跡地利用に対す

る意識高揚を図る。

キャンプ瑞慶覧（宜野湾市地区）の事業化に

向けた取組

キャンプ瑞慶覧宜野湾市地区跡地利用計画策定

12 ⑤

埋蔵文化財発掘調査支援検

討調査事業

H24 ～

H33

　埋蔵文化財調査の情報と進捗する試掘・確認調査の

関連情報が、地権者等に広く提供・公開できる「仕組

み」を整備する。併せて平成23年度に作成した普天間

飛行場の「重要遺跡保存整備基本構想」を基に、『遺跡

（埋蔵文化財）以外の文化財』と「基地外の文化財」も

統一的に見据えた「重要文化財保存整備基本構想

[案]」を作成する。

重要文化財実施設計策定 重要文化財実施設計策定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 02 宜野湾市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野湾市宜野湾市宜野湾市宜野湾市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

12 ⑥

キャンプ瑞慶覧文化財保護

マスタープラン策定調査事業

（補助）

H24 ～

H33

　返還が予定されているキャンプ瑞慶覧地区の跡地利

用の促進及び円滑化等に向けて、文化財等の利活用・

管理運営・まちづくりなどに興味・関心の高い人を地権

者や関係地域、市民等から一般公募や推薦により集

め、「運営主体作り準備懇話会（仮称）」を発足し、運営

主体づくりに向けて意見交換を行う場とし、事例視察や

周知、啓発活動等を実施する。

重要文化財実施設計策定 重要文化財実施設計策定

13 宜野湾市墓地基本計画 H24

　沖縄には独自の埋葬文化があり、個人墓地が住宅地

と混在し造られている。墓地による市街地環境の悪化

を防ぐため、墓地の集約化を検討し、地域の住環境を

保全する必要がある。市民の需要を考慮し、安心して

求めることができる多様な墓地の供給方策を示すた

め、墓地基本計画を策定する。

宜野湾市墓地基本計画の策定 宜野湾市墓地基本計画の策定

14 市民会館施設整備事業

H24～

H30

　宜野湾市民会館は文化活動の拠点として、市民の発

表の場や芸術の鑑賞の場として活用されているが、建

設から３０年経過し老朽化が進んでいる。

　しかし、普天間飛行場の移設、跡地利用に目途がつ

かない状況下では、建替計画の策定が難しいため、現

在の設備等を改修し、市民がより利用しやすい施設と

して機能向上を図る。

トイレ改修工事

（バリアフリー化）

トイレ改修工事

（バリアフリー化）

（今後の展開方針）

H25年度：屋外防水外壁改修工事等

H26年度：舞台機構改修工事等

H27年度：エレベーター掛替工事

H28～30年度：空調設備改修、ホール絨毯、

客席取替工事等

15 中央公民館整備事業

H24～

Ｈ26

　宜野湾市中央公民館は社会教育施設の拠点として、

講座、教室、講演会等の場に活用されているが、建設

後３０年経過し老朽化が進んでいる。

　しかし、普天間飛行場の移設、跡地利用に目途がつ

かない状況下では、建替計画の策定が難しいため、現

在の研修室等を改修し、市民がより利用しやすい施設

として機能向上を図る。

生涯学習活動拠点研修施設整備 生涯学習活動拠点研修施設整備

（今後の展開方針）

H25年度：舞台照明設備等改修設計

H26年度：舞台設備等改修工事

16 市民図書館施設整備事業

H24～

H28

　宜野湾市民図書館は、生涯学習の施設の拠点として

市民に活用されているが、開館から20年経過し、図書

館の施設整備及び備品拡充を図る必要がある。

　しかし、普天間飛行場の移設、跡地利用に目途がつ

かない状況下では、建替計画の策定が難しいため、現

在の施設を整備し市民サービスの向上を図る。

・施設の整備個所　１カ所

　（授乳室設置）

・施設の整備個所　１カ所

　（授乳室設置）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：空調機、外壁漏水改修工事等

Ｈ26年度：外階段滑り止め修繕、備品整備

等

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

観光振興「いしがき」プロジェ

クト

Ｈ24～

H33

1 ① 観光誘客プロモーション事業

H24～

H33

県外・国外の主要都市において、八重山の観光物産展

を開催し販路拡大を図るとともに、新石垣空港の開港

をPRすることにより、新規観光客の獲得に繋げる。

①観光キャラバン実施：9都市

②観光セミナーにおけるプレゼンテーション

①観光キャラバン実施：9都市

②観光セミナーにおけるプレゼンテーション

1 ②

スポーツ！ウェルカム！石垣

島！事業

H24～

H33

本市ブランド“ＳＰＯＲＴＳ！ＷＥＬＣＯＭＥ！石垣島！”を

立上げスポーツ誘致をすすめる。

プロモーションビデオ制作

ＷＥＢ制作

キャンプ、合宿のグループブランド化

トレーニング機器の整備

プロモーションビデオ制作

ＷＥＢ制作

キャンプ、合宿のグループブランド化

トレーニング機器の整備：5台

1 ③ 石垣島観光物産PR事業

H24～

H33

新石垣空港開港を中心とした大々的なＰＲを行い、観

光客誘致につなげる。

①観光物産展実施：2都市

②プロモーションビデオの制作

①観光物産展実施：2都市

②プロモーションビデオの制作

1 ④ 美ら島情報発信事業 H24

石垣市がこれまで、実施してきた先進地事例となる事

業や行政情報など、石垣市らしさ、特徴を網羅したパン

フレットを作成し、能動的・積極的に全国自治体へ向け

て配信し、行政視察や職員研修、コンベンションの誘致

を事業目的とする。

　また、上記内容に加え、石垣市の豊富な情報をカテゴ

リ別の動画ページを作成し、さらに石垣島らしさを伝え

るツールとして既存のホームページ強化を行う。

①誘致パンフレットの作成及び送付

　全国全市町村　1,719×2部

②既存ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙ

③動画ｺﾝﾃﾝﾂの制作

①誘致パンフレットの作成及び送付

　全国全市町村　1,719×2部

②既存ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙ

③動画ｺﾝﾃﾝﾂの制作

1 ⑤

八重山博物館所蔵資料修復

及び整理・活用事業

H24～

H33

①博物館資料のうち、虫食いや焼け等により状態の良

くない、古文書・掛軸類等紙資料の修復委託事業。②

現在所蔵している資料の整理及び台帳のデータベース

化事業。③その他、資料の保存整理活用に関する事

業。

①古文書修復数：250冊

②掛け軸修復数：2枚

③収蔵資料データベース化：16,000点

①古文書修復数：250冊

②掛け軸修復数：2枚

③収蔵資料データベース化：16,000点

1 ⑥ 石垣島シネマフェスティバル

H24～

H33

５．１ｃｈの立体音響、３Ｄの映像等と最新のシステムを

使って上映会を開催し、視覚的にも、音響的にも劇場な

らではの醍醐味を味わう。これまで16ミリ映写機（フィル

ム）が主流であったが、近年ＤＶＤ等の映写会が増え、

会館利用者からプロジェクターの設置を望む声も多い。

当フェスティバルでは、その機器を導入して映画館で鑑

賞するのと同じ臨場感を味わい、映画館で見る映画の

楽しさを再確認する。

シネマフェスティバルの開催 シネマフェスティバル入場者数：3,500人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦ 文化財ガイドマップ作成事業 Ｈ24

国内外から訪れる観光客等に市所在の指定文化財を

分かりやすく周知させるためのガイドマップを日本語、

英語、中国語で作成し、本市の文化財の活用を図り、

観光振興につなげる。

ガイドマップ作成：36,000部 ガイドマップ作成：36,000部

1 ⑧

友好・親善観光交流推進事

業

H24

友好親善関係にある国内５自治体の市民で構成される

文化芸能団を石垣市へ招聘し、文化芸能の披露を通じ

た交流を行うとともに、イベントの事前告知を行い観光

客の誘致を図る。

市民文化芸能団の招致 招へい団体数：4団体

1 ⑨ スポーツ文化交流事業 H24

青少年の芸能・スポーツ技術の向上を図ることを目的

として、郷土芸能や野球、サッカーなどの指導者による

技術指導を行いスポーツ文化環境の充実を図る。

①サッカー大会の開催: 1 回

②野球教室の開催： 1 回

①サッカー大会参加者：80人

②野球教室参加者：15人

1 ⑩

プロ野球キャンプ受入基盤

強化事業

H24～

H28

・キャンプ期間中における見学者導線の誘導及び飛球

対策に係る警備誘導員の配置。　　　　　　　　　　　・キャ

ンプ会場内に総合案内所の設置と地域連携企画の実

施

①プロ野球キャンプ警備員配置

②総合案内所の設置

プロ野球キャンプ見学者数：のべ１万７千人（16

日）

1 ⑪

サッカーパークあかんま施設

整備事業

H24～

H33

平成9年の供用開始以降、多くのプロ・アマのサッカー

チームを受け入れておりキャンプ地として人気のある

サッカー場である。施設は経年劣化により防球ネットの

劣化が激しくボールが道路に飛び出す危険な状況であ

るため、選手や通行する運転手の安全を確保しサッ

カーのキャンプ地として受入基盤を整備することで、観

光客等の誘客促進及び青少年の健全育成を図る。

・防球ネット設置工事

（H＝6.75m×L＝158m）

・防球ネット設置工事：（H＝6.75m×L＝158m）

1 ⑫ 観光施設検証調査事業 H24

観光地としての本地域を検証し、課題提起とその解決

に取り組み、観光誘客の強化を図る。

・観光従事者によるワークショップの開催 ・観光従事者によるワークショップ参加者数：30人

1 ⑬

農業用ダム湖面利用調査事

業

H24

農業用ダム湖面を活用した、各種水上スポーツのキャ

ンプ地誘致の可能性を調査する。

農業用ダム湖面利用計画書の策定

【対象となるダム】

・底原ダム（県管理）

・名蔵ダム（県管理）

農業用ダム湖面利用計画書の策定

1 ⑭

いしがきの原風景写真等デ

ジタル化事業

H24～

H28

市史編集事業で収集してきた写真・ネガフィルム等

75,000点のデジタル化

・いしがきの原風景写真等デジタル化実施

件数：15,000点/年

・いしがきの原風景写真等のデジタル化実施率：

20％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2

訪れて良かった「いしがき」

観光地プロジェクト

2 ① 美崎町再開発推進事業 H24

美崎町地区は観光客等で賑わう石垣市の繁華街であ

るが、飲食店等の雑居ビルが乱立しており景観上及び

都市機能上から課題が多く観光地としての質の低下を

招いている。また、老朽化が進行していることから防災

上からも早期に再開発に着手する必要がある。

美崎町再開発構想の策定 美崎町再開発構想の策定

2 ② 水族館建設推進事業

H24～

H33

本市には海をはじめとした自然豊かな観光資源が豊富

にあり、多くの観光客を魅了しているが、雨天、曇天時

など、これらを十分に満喫できないときがある。同時

に、海に入ることが困難な障がい者や高齢者に対し、

本市の海を感じてもらう場の提供が求められている。

よって、天候に左右されない観光資源の創出と、障が

い者、高齢者等へも安心して海を感じてもらうことを目

標に水族館建設を推進する。そのことにより、本市の観

光満足度を高めていく。平成２４年度は構想の策定を

行う。

水族館の整備方針、機能・規模、建設候補

地等建設の可能性調査の実施

水族館の整備方針、機能・規模、建設候補地等

建設の可能性調査の実施

2 ③ 星空学びの部屋事業

H24～

H25

日本一の石垣島・八重山諸島の星空を石垣島天文台

のむりかぶし望遠鏡と連携して、地域の学校教育、生

涯教育に活用するとともに、観光客への広報普及する

レクチャールームを設置する。

・星空学びの部屋の設計及び建築 ・星空学びの部屋の設計及び建築

2 ④

クルーズ船寄港誘致支援事

業

H24～

H25

大型クルーズ船寄港誘致のための外国語パンフレット

（４カ国語）の作成及び寄港時の大型タグボート経費の

一部支援を行いクルーズ船社の負担軽減により誘致を

図り、観光振興に繋げる。

①パンフレット作成（日本語版）

②パンフレット作成（英語版）

③パンフレット作成（中国語版）

④パンフレット作成（韓国語版）

⑤タグボード支援

①パンフレット作成（日本語版）：1000部

②パンフレット作成（英語版）：200部

③パンフレット作成（中国語版）：200部

④パンフレット作成（韓国語版）：100部

⑤タグボード支援：2回

2 ⑤ 観光客の安全・安心事業

H24～

H25

防犯カメラを設置する事により、盗難被害を抑制・防止

し、観光客が安心・安全に利用できる施設の防犯体制

を確立し、地域・離島の観光振興を図る。

・防犯カメラの設置 ・防犯カメラ設置数：10台

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑥

フラワーロード整備事業（道

路維持管理事業）

H24～

H28

経年劣化したアクセス路の舗装及び街路樹の植栽改

良、植樹帯・植栽枡低木の熱帯花木の植栽改良

フラワーロードの舗装改良

フラワーロードの舗装改良

①舗装改良L＝800m

②植栽改良L＝2，000ｍ

2 ⑥

フラワーロード整備事業）（島

まち美しゃ事業

H24

訪れて良かったと感じ取れる観光地を目指して、沿道

にプランターを置き、市民が花の手入れや水やりなど

意識啓発を図り、花いっぱいによる街づくりを展開す

る。

・花の苗木（プランター）設置 ・花の苗木（プランター）設置数：4500個

2 ⑦

石垣空港跡地利用事業化調

査事業

H24～

H33

現空港跡地の利活用は将来の本市まちづくりに大きな

インパクトを与えるポテンシャルを持っている。

そのため、土地利用計画の立案・実行は本市発展の大

きな原動力となることから、当該地の約96%を所有する

国・県に対し、事業導入に向けて具体的な計画を提示

する。このことにより、現空港跡地周辺の発展を促し、

ひいては本市発展の原動力とし、住みよいまちを目指

す。

石垣空港跡地利用事業化調査の実施 石垣空港跡地利用事業化調査の実施

2 ⑧ 石垣市墓地基本計画事業

H24～

H27

観光地形成のまちづくりを進めるため、土地利用の規

制誘導がスムーズに進展するよう「石垣市墓地基本計

画」の策定を委託する。

・墓地基本計画の策定 ・墓地基本計画の策定

2 ⑨

美ら島ファミリーサポート整

備事業

H24～

H28

少子高齢化時代にあって、出生率全国一位の沖縄県

の離島市である石垣市の、子育て支援の充実を図るた

め、子育て中のお母さんが乳幼児を連れて気軽に遊ば

せることのできる遊具を設置する。

遊具施設の設置 遊具施設を設置：2箇所

（今後の展開方針）

Ｈ24年度：供用開始

2 ⑩

石垣市土地保全・利活用計

画策定事業

H24～

H33

都市的土地利用と農業的土地利用を土地の保全と利

活用の視点から両者を有機的につなぎ、国土利用計画

を補完する指針を作成することによって、1次産業の土

台である農地や観光資源である景勝地などを保全する

と同時に、観光インフラや日常生活に資する土地の利

活用を図る。このことによって、本市の均衡ある発展を

目指す。

土地保全・利活用計画の策定 土地保全・利活用計画の策定

2 ⑪

スポーツイベントによる地域

活性化事業

H24

世界で通用するスポーツのトップレベル選手の育成に

つなげるため、本県で競技人口の多い野球、サッカー、

バスケット等のプロやアマチュアスポーツの公式戦を開

催するまた、各チームのファン層をターゲットとした観光

誘客を展開する。

①六大学野球の早慶野球戦の開催

②プロバスケットボールbjリーグ開催

①六大学野球の早慶野球戦入場者数：1500人

②プロバスケットボールbjリーグ開催に伴う島外

来場者数：5000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑫

観光施設及びキャンプ場誘

客整備事業

H24 ～

H33

多くの観光客が観光施設等を利用するが施設の経年

劣化が激しいため早急に改修整備を行う。観光客を迎

えるための施設に花などの緑化整備と魅力ある施設整

備を行う。

　

①玉取崎展望台屋根改修

②唐人墓トイレ屋根改修

③伊野田キャンプ場トイレ屋根改修

①玉取崎展望台屋根改修

②唐人墓トイレ屋根改修

③伊野田キャンプ場トイレ屋根改修

2 ⑬ 美ら島アクアマリン整備事業 H24

八重山の各島々と日本やアジアを結ぶ空港において、

観光客に南国らしさを直感的に感じてもらうため、亜熱

帯性特有の魚が泳ぐ水槽を設置し、八重山観光への

期待感と魅力向上を図る。

新石垣空港への水槽設置：１台 新石垣空港への水槽設置：１台

2 ⑮ 美ら島モニュメント整備事業 H24

新石垣空港の開港によって国内はもとよりアジアから

の観光需要の増加が見込まれる。そうした状況から石

垣島の著名人や八重山らしさを題材にモニュメントを設

置。新たな観光資源の創出を図る。

モニュメント設置：3か所 モニュメント設置：3か所

2 ⑯ バス停上屋整備事業

H24～

H25

新空港開港を控え、より快適な観光地としてのまちづく

りの一環として、公共交通機関であるバスの利便性の

向上及び機能充実のためバス停上屋を整備する。

・バス停上屋整備設置：5箇所 ・バス停上屋整備設置：5箇所

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：供用開始

2 ⑰ まちなか親水広場整備事業

H24～

H25

現存する井戸を復元させ、まちなかの観光スポットとし

ての利用や市民の憩いの場、また災害時における水の

再利用を目的に整備する。

井戸の復元整備 井戸の復元整備箇所：3か所

2 ⑱

観光地・観光施設への集客

力強化事業

H24～

H25

外国人を含む観光客向けに無料の公衆Wi-Fi無線を提

供することにより、バーチャルまちづくりによる集客と石

垣ブランドの浸透を図る。スマートフォンを活用した観

光・イベント情報等の発信を多言語で行うことにより、国

内外の観光客の利便性向上と、入域観光客の増加に

繋げる。

①Wi-Fi無線の設置

②観光情報等の多言語化

①Wi-Fi無線の設置箇所数：9か所

②観光情報等の多言語化発信数：4か国語

2 ⑲

観光地アクセス路安心安全

推進事業

H24～

H25

観光拠点地アクセス路の防災対策を実施し、レンタカー

で行動する観光客の利便性の向上と、快適さを確保す

る

アクセス路の測量設計委託 アクセス路の測量設計委託

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：アクセス路の防災対策工事の実

施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

青と緑が輝く「いしがき」プロ

ジェクト

3 ①

青と緑の再生プロジェクト事

業

H24～

H25

沖縄県内で唯一、国指定名勝に選ばれている川平湾

の水質は年々悪化しており対策が求められている。川

平湾を保全し、同地域をモデル地区として観光地にふ

さわしいエコタウンとしての展開を図るため、EV船の導

入補助を行い再生に向けた取組みを実施する。

・EV船導入補助件数：1件 ・EV船導入補助件数：1件

3 ② サンゴ再生事業 H24

近年、大発生状態にあるオニヒトデの食害等で枯渇化

しているサンゴ礁の再生を図るべく、サンゴ再生事業の

委託事業を実施する。

・サンゴ再生（移植）数：500個 ・サンゴ再生（移植）数：500個

3 ③ 花木再生プロジェクト事業

H24～

H27

デイゴヒメコバチの防除のため、防除樹幹注入を実施

する。

病害虫防除対策を実施したデイゴの樹幹注

入

病害虫防除対策を実施したデイゴの樹幹数：400

本

3 ④ ダイビング船係留設置事業

H24～

H25

ダイビングポイントとして利用度の高い川平石崎沖のマ

ンタポイントにおいて、ダイビング船のアンカリングによ

るサンゴ礁破壊を防ぐため、専用の係留施設を設置す

る。

・係留施設の設置 ・係留施設設置個所数：20カ所

3 ⑤

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24

石垣市の観光資源である沖縄・石垣らしさの景観保全・

創出のため、景観法、都市計画法に基づく景観地区の

将来像実現にむけ、一体的実施が必要な関連社会資

本整備事業を計画的、効果的に実施・促進するための

計画を策定し、地区住民と協働による景観形成を図る

景観形成向上行動計画の策定 景観形成向上行動計画の策定

3 ⑥ エコアイランド構想策定事業 H24

平成19年「石垣市自然環境保全条例」を制定したことを

受け、自然環境に関する構想を策定する必要があるこ

とから、循環型社会の構築、環境負荷への軽減等、自

然環境の再生に係る取組みを行う。具体的には、エコ

アイランド構想を策定するため、「（仮称）石垣市エコア

イランド構想」の調査委託をする。

エコアイランド構想の策定 エコアイランド構想の策定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑦ 石垣市防犯灯ＬＥＤ化事業

H24～

H26

市内既設の防犯灯のＬＥＤ化 ・防犯灯ＬＥＤ化数：259基 ・防犯灯ＬＥＤ化数：259基

3 ⑧ 農村集落防災灯更新事業 H24 農村集落内の既設置防災灯電球をＬＥＤ化する。 ・防災灯ＬＥＤ化実施個所数：87カ所 ・防災灯ＬＥＤ化実施個所数：87カ所

3 ⑨

街路灯省エネルギー化推進

事業

H24～

H25

街路灯を省エネ性能が高いLED化し、低炭素島嶼社会

の実現に向けた取り組みを推進し、市民の意識向上を

図り、エコアイランド構想の推進する。

・外路灯のLED化：150基 ・外路灯のLED化：150基

3 ⑩ 自然エネルギー促進事業 H24

自然エネルギーを利用し水道事業の電気料金の削減

を図るため、自然エネルギーの導入可能性調査を実施

する。

水道施設における自然エネルギーの導入の

可能性調査の実施

水道施設における自然エネルギーの導入の可能

性調査の実施

3 ⑪

オニヒトデ駆除・サンゴ保全

事業

H24～

H33

ここ数年、大量に発生しているオニヒトデの駆除を行

い、サンゴの保全に努める。

・オニヒトデ駆除数：60,000匹 ・オニヒトデ駆除数：60,000匹

3 ⑫

ラムサール条約湿地登録

「名蔵アンパルガイド」冊子

作成事業

H24

子どもから大人まで手軽に利用でき、理解しやすい小

冊子を作成する。

・名蔵アンパルガイド作成部数：5000部 ・名蔵アンパルガイド作成部数：5000部

3 ⑬ 南の島の猫アイランド事業 H27

新港地区緑地公園の衛生・環境保全のため、獣医師会

の協力を得ながら猫の捕獲・保護及び避妊・去勢等を

実施し、市民生活の環境保護に努める。

・猫の避妊・去勢個体数：150匹 ・猫の避妊・去勢個体数：150匹

3 ⑭ 赤土等流出防止対策事業

H24～

H33

農地からの赤土流出防止を図る。

①グリーンベルト（ベチベル・月桃）の設置。

②緑肥（クロタラリア・ピジョンピー・ひまわりの種）の提

供。

③施肥をまく小型すじまき機械の購入し、貸与する。

（サトウキビの株出しで赤土流出を抑える効果があ

る。）

①グリーンベルト及び緑肥の設置支援

②株だし管理機材の購入

①グリーンベルト及び緑肥の設置面積：60ha

②株だし管理機材の購入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑮ 赤土等流出防止事業 H24

農用地等からの赤土流出防止を図るために、沈砂池や

排水路等の浚渫を行い、自然環境の保全に努める。

・沈砂池の土砂浚渫：14ヶ所 ・沈砂池の土砂浚渫：14ヶ所

3 ⑯ エコカー公用車導入事業

H24 ～

H29

石垣島全体をエコ化に向けた取り組みとして、環境の

保全及び魅力ある観光地を形成することで沖縄振興に

繋げる。具体的に、EV車を公用車として導入することに

より、環境保全と先導的なエコアイランド化を推進する。

・EV車の導入台数：4台 ・EV車の導入台数：4台

4

”島人の宝”ものづくり「いし

がき」プロジェクト

4 ①

ものづくり・マーケティング総

合支援事業

H24～

H28

個人や小規模事業者等が地域農産物等を加工できる

施設を整備することや専門家等によるセミナーを継続し

て開催することにより特産品開発を促進する。また、離

島ゆえのハンディを抱えている出展業者への助成制度

をもうけることにより出展を支援する。

特産品開発のノウハウを習得するための講習会やワー

クショップを開催し、特産品開発（工芸技術者）のできる

人材を育てる

・物産展出展支援 ・物産展出展支援事業所：13事業所

4 ②

就業支援マッチング事業・人

材育成事業

H24～

H26

各分野の既存ストックを活用した職業訓練を実施し就

業支援を強化するとともに、工芸産業の技術者を育成

する。

①焼き物セミナーの開催

②八重山上布技術者講習会の開催

③特産品開発セミナーの開催

①焼き物セミナーの開催：1回

②八重山上布技術者講習会：70回

③特産品開発セミナー：6回

4 ③

商店街・中心市街地並びに

商業振興事業

H24～

H28

地元商工会、まちづくり会社、商店街関係者、商業観光

産業従事者等による中心市街地活性化を目的とする

勉強会を継続して実施し、活気あるまちづくりの実践へ

結びつけるとともに、そのためのアクションプランを策定

する

①中心市街地活性化セミナーの開催：2回

②中心市街地活性化フォーラムの開催：1回

①中心市街地活性化セミナー参加者数：50人

②中心市街地活性化フォーラム参加者数：50人

5

美味しさいっぱい「いしがき」

プロジェクト

5 ① 熱帯果樹栽培研究事業

H24～

H27

　熱帯果樹（パパイヤ、マンゴー等）の生産拡大を図り、

農業振興に寄与するとともに、製造業・観光業など他産

業とも連携した市の自立的産業構造の確立を図る。

①パパイヤの優良矮性品種の作出

②熱帯果樹の減圧低温乾燥による商品開

発

①パパイヤの優良矮性品種の作出数：0件 → 2

件

②熱帯果樹の減圧低温乾燥による商品開発数：2

件→4件

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ②

さとうきび振興事業

①新防除農薬剤補助事業

②さとうきび輪作品目として

の蕎麦栽培事業

H24～

H27

さとうきびの安定生産を図ることを目的とし、単収の増

加と品質の向上を図り、生産農家の意欲を高揚・糖業

の振興を図る。また、さとうきび輪作品目として、さとう

きび収穫後の裸地にそばを植え付け、耕土流出防止を

図る。

①病害虫防除の支援

②輪作作物の植付け

①農薬購入袋数：10,000袋

②裸地へのそば植付け面積：15a

5 ③ ”石垣産の牛”生産推進事業

H24～

H33

口蹄疫等の家畜伝染病を未然に防止し、畜産及び観

光振興の発展に資する。優良母牛を導入した農家へ１

頭最大20万円の助成を行い、地域母牛群の改良を図

り、市場性の高い子牛生産を推進する。

①消毒マット設置個所数：4か所

②優良母牛更新の支援

①消毒マット設置個所数：4か所

②優良母牛更新数：50頭

5 ④

漁場保全事業（水産振興事

業）

H24～

H25

老朽化した八重山漁協の漁船燃料タンクの危険性を除

去するため、改修に係る費用を補助する。

また、大型定置網設置箇所に関する調査事業を実施す

るとともに、オニヒトデやサメ等の有害生物による漁場

悪化を保全する

①漁船燃料タンク改修補助

②大型定置網調査の実施

③オニヒトデ駆除数：3500匹

①漁船燃料タンク改修補助

②大型定置網調査の実施

③オニヒトデ駆除数：3500匹

5 ⑤

アカジン（スジアラ）養殖実証

試験事業

H24～

H25

アカジンの仔魚をに、餌に本市特産のユーグレナ（ミド

リムシ）を混入して付加価値をつけるのとユーグレナを

混入しないものとの違いで、他との差別化を図る養殖

実証試験を行う。

・アカジン（スジアラ）養殖の実証試験 ・アカジン（スジアラ）養殖の実証試験

6

児童・高齢者・障がい者・福

祉避難所等複合型施設整備

事業

H24～

H26

災害時における「福祉避難所」と平常時における児童・

高齢者・障がい者等の社会的な居場所を確保した複合

型施設整備を図る。

児童・高齢者・障がい者・福祉避難所等複合

型施設の基本計画策定

児童・高齢者・障がい者・福祉避難所等複合型施

設の基本計画策定

7

防災に強い「いしがき」プロ

ジェクト

7 ① 地域防災力強化育成事業

H24～

H29

自主防災組織に対し救急救助資機材を整備することで

組織の立ち上げを促し、地域の防災力向上につなげる

もの

自主防災組織へ救急救助資器材の整備：

16か所

自主防災組織へ救急救助資器材の整備：16か所

7 ② 防災避難道路整備事業 H24

予想される大地震時における津波避難道路を整備し、

安全な農村集落の環境を整える。

防災避難道路整備工事　L=390ｍ 防災避難道路整備工事　L=390ｍ

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ③ 防災体制整備事業

H24～

H33

災害発生時に迅速かつ適切な避難行動をするために、

緊急情報や災害情報伝達手段の多様化、伝達体制の

整備拡充、指定避難所などへの誘導するための標識を

整備する。

防災計画に基づく防災拠点などに防災備蓄倉庫を整備

する。

低地域における津波避難施設整備基本計画を策定す

る。

①防災無線拡声子局の整備数：12基

②防災無線小型受信機の設置数：83個

③避難所標識及び避難誘導標識の設置数：

100本

④防災備蓄倉庫の整備箇所：1か所

⑤津波避難施設整備基本計画の策定

①防災無線拡声子局の整備数：12基

②防災無線小型受信機の設置数：83個

③避難所標識及び避難誘導標識の設置数：100

本

④防災備蓄倉庫の整備箇所：1か所

⑤津波避難施設整備基本計画の策定

7 ④ 災害に強い港湾整備事業

H24～

H25

ボーリング調査により、土質調査・液状化検討及び、防

災・減災機能強化の検討を行い、地震・津波等災害時

における施設及び、施設利用者の安全の確保を図る。

　港湾の防災・減災機能強化に向けた

　調査検討の実施

　港湾の防災・減災機能強化に向けた

　調査検討の実施

7 ⑤ 水難事故対応強化事業 H24

市民や観光客による水難事故の発生時のため石垣島

北西部・北部に在する消防出張所に必要資機材を配備

し、事故発生時の対応能力の向上につなげる

①水難救助用資機材の整備

１）水上バイク2台

２）牽引車輌2台

３）トレーラー2台

①水難救助用資機材の整備

１）水上バイク2台

２）牽引車輌2台

３）トレーラー2台

8

いきいき学び「いしがき」プロ

ジェクト

8 ①

災害に備えた学校環境整備

事業

Ｈ24

災害に備え、沿岸部に近接している小学校、幼稚園の

児童、園児及び職員へライフジャケットを配備する。

ライフジャケットの配備数

小学校：1261枚

幼稚園：203枚

中学校：49枚

ライフジャケットの配備数

小学校：1261枚

幼稚園：203枚

中学校：49枚

8 ②

地元新聞および郷土資料等

の総合的検索システムの構

築・導入事業

H24

地元で発行された新聞および所蔵する古文書等の画

像検索システムの構築

1952年(昭和27年)～2011年(平成23年)の間

に発行された地元新聞、30冊の古文書、

1000件の郷土資料の検索用データ作成・登

録による検索システムの構築

1952年(昭和27年)～2011年(平成23年)の間に発

行された地元新聞、30冊の古文書、1000件の郷

土資料の検索用データ作成・登録による検索シス

テムの構築

8 ③

石垣市立八重山博物館外壁

改修事業

H24

・本館は築４０年が経過しており、外壁剥離等の老朽化

が見られるため外壁改修工事が必要。改修工事によ

り、来館者の安全確保と、収蔵品等への環境保全の確

保を図り、市民や観光客に開かれた事業を展開する。

・博物館外壁の工事 ・博物館外壁の工事

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

9

のびのび育つ「いしがき」プロ

ジェクト

9 ① 情報教育充実事業 H24

情報教育環境として、学校全体で無線LANを構築し環

境を整備する。各学校に電子黒板等を配備し、併せて

それを活用する機器を導入しICT教育環境及び情報教

育への機会を充実させ、学力向上に努めることにより

人材育成を図っていく。

①小・中学校ＬＡＮの整備　学校数

1）小学校：16

2）中学校：5

3）併置校：4

②電子黒板の配備　255台

①小・中学校ＬＡＮの整備　学校数

1）小学校：16

2）中学校：5

3）併置校：4

②電子黒板の配備　255台

9 ②

ICT教育強化事業（学力向

上）

H24～

H33

　市内の小・中学校へ主要教科のデジタル教科書・教

材などを購入・配布し、教科書の拡大提示やシミュレー

ション、映像資料等による児童生徒の学習意欲を高

め、学力の向上を図っていく。

・教育用ソフトの配布

　小学校：２０校

・教育用ソフト配布学校数

　小学校：２０校

9 ③ 外国語学習支援事業

H24～

H33

　小・中学校の英語を中心とした外国語活動の授業に

おける指導補助、教材作成や英語スピーチコンテスト

等の指導補助として、各小・中学校に小中学校外国語

学習指導助手を配置することで教育環境の充実を図

り、児童生徒の国際理解やコミュニケーション能力、基

礎学力等の向上に繋げる。

外国語学習指導助手の配置

外国語学習指導助手配置数

　小学校：2人、中学校：1人

9 ④

児童・生徒選手派遣費補助

事業

H24～

H33

　小・中学校の児童生徒等や県立高等学校の生徒が、

市外及び県外で開催される運動競技大会又は文化関

係大会に参加する際の派遣費用を補助する。

・児童生徒大会派遣の補助 大会等派遣児童生徒数（累計）：1000人

9 ⑤ ユースアドバイザー事業

H24～

H33

「困難を有する子ども」支援体制の整備 ・ユースアドバイザーの配置：３人 ・ユースアドバイザーの配置：３人

9 ⑥ すこやか子育て支援事業

H24～

H33

　幼稚園教育を希望する保護者が、安心して子育てで

きる環境整備のため、預かり保育を実施する。現在未

実施の７園のうち4園で行うための用人賃金、各園への

割り当て金、及び施設設備費。

・市内預かり保育の実施：４園 ・市内預かり保育実施園：４園

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 03 石垣市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

石垣市石垣市石垣市石垣市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

10

国際交流「Ishigaki」プロジェ

クト

10 ① 国際定期便誘致事業

H24～

H28

行政、地元経済団体が一体となり、台湾、香港、上海、

韓国等の東アジア圏の各航空会社及び航空局に路線

開拓の要請を行うとともに、路線開拓先における、マー

ケティング戦略や広報戦略を図るための観光シンポジ

ウムを開催する。

・セールス＆コンテンツ委員会の開催数：3

回

・国際観光大使の委嘱：1人

・海外プロモーションの実施：2都市

・観光シンポジウムの開催

・宿泊の助成

・セールス＆コンテンツ委員会の開催数：3回

・国際観光大使の委嘱：1人

・海外プロモーションの実施：2都市

・観光シンポジウムの参加人数：200人

・宿泊助成件数：300人

10 ②

石垣港国際交流拠点形成事

業

H24～

H25

大型旅客船に対応したターミナルビルの検討及び、ビ

ルへのレクリエーション施設・商業施設の導入を検討

し、観光産業を含む国際交流拠点形成に向けた施策を

検討し離島の観光振興を図る。

石垣港の国際交流拠点形成に向けた検討

調査の実施

石垣港の国際交流拠点形成に向けた検討調査

の実施

10 ③ 海洋基本計画策定事業

H24～

H33

国の海洋基本計画、沖縄21世紀ビジョン基本計画、石

垣市総合計画との整合を保ちながら、海洋を中心とす

る取り組みを市民協働で進め、未来の「海洋都市いし

がき」を創造する。

海洋基本計画の策定 海洋基本計画の策定

11 平和宣言活用事業

H24～

H33

　次世代を担う児童生徒を対象に、広島・長崎へ平和

大使としての派遣、平和フォーラム・講演会等を開催し

て多くの市民が平和について考え学ぶ機会をつくる。

また「石垣市非核平和都市宣言」「石垣市核廃絶平和

都市宣言」の両文の碑を建立することで、両宣言の趣

旨を広く市民へ周知すると共により身近な存在にし、両

宣言文を多言語化することで石垣市の平和への願いを

国内外へ発信する。

・「平和都市宣言」の碑建立：２基

・「平和都市宣言文」翻訳発信：6ヶ国語

・広島、長崎平和大使の派遣：４人

・「平和フォーラム・講演会」の開催：３回

・「平和都市宣言」の碑建立：２基

・「平和都市宣言文」翻訳発信：6ヶ国語

・広島、長崎平和大使の派遣：４人

・「平和フォーラム・講演会」の開催：３回

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

浦添市「あまくま歩っちゅん」

推進事業

H24～

H33

1 ① 浦添市来ヮ来ヮ推進事業

H24～

H26

　市の観光資源を創出するため、調査を委託し、課題

抽出及びケーススタディ等を実施する。

観光資源、まちづくりの課題抽出 観光資源、まちづくりの課題抽出

（今後の展開方針）

H25年度：抽出された課題をもとにまちづく

りを検討

平成26年度：実施に向けた基本構想等の

策定

1 ②

浦添市歩いて楽しいまち探

検推進事業

H24～

H28

　観光地としての価値向上に資するため、植栽設置工

事や草花配布等を行う。

・市民への草花配布件数　45件 ・市民への草花配布件数　45件

1 ③ 美ら道推進事業 H24

観光地としての価値向上に資するための道路整備に

努め、道路の安全性・快適性の確保を図る。

・整備箇所２カ所(勢理客地内215㎡

・城間地内109㎡)

・整備箇所２カ所(勢理客地内215㎡・城間地内

109㎡)

1 ④

てだこの都市・浦添「あまくま

歩っちゅん浪漫ウォーク」

H24～

H33

　全国のウォーカーと友好を図り、「いきいき生涯健康

づくり」を推進するとともに、本市の歴史・文化、地域特

性を活かした交流の輪を広げるため、来年２月に「うら

そえツーデーマーチ・あまくま歩っちゅん浪漫ウォー

ク」を開催する。

「あまくま歩っちゅん浪漫ウォーク」の開催 てだこウォーク参加人数　7，500人

（今後の展開方針）

H28年度

「あまくま歩っちゅん浪漫ウォーク」

参加人数：10,000人

1 ⑤ ありんくりんクリーン事業

H24～

H33

浦添市の文化財を観光資源として活用するため、浦添

城跡、玉城朝薫や浦添御殿の墓等の清掃や除草を行

う。

文化財の美化活動の実施：９箇所 文化財の美化活動の実施：９箇所

（今後の展開方針）

H33年度

文化財見学者人数：3,000人

2

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24～

H33

2 ①

てだこ市民によるウラオソイ

風景づくり推進事業

H24～

H33

　沖縄らしい景観・風景を次世代に守り継ぎ、風土を高

める礎とするため、浦添グスク周辺エリアと西海岸周

辺エリアにおいて景観法・都市計画法に基づく「景観

地区」・「地区計画」の地区指定を行う。また、「景観向

上行動計画」を策定する。

・景観まちづくりの基本方針

・景観向上行動計画の策定

・都市モノ沿線地区のまちづくりの

　将来像と方針の検討

・景観まちづくりの基本方針

・景観向上行動計画の策定

・都市モノ沿線地区のまちづくりの将来像と

　方針の検討

・景観地区指定　２件

2 ②

浦添グスク周辺緑化推進事

業

H24～

H25

　沖縄らしい景観を形成するため、市民と協同で茶山

地区の緑地保全や浦添グスク周辺の風景づくりを行

う。

・茶山緑地整備面積　107㎡ ・茶山緑地整備面積　  107㎡ ・茶山緑地整備面積　600㎡

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③ 地域資源復元推進事業

H24～

H28

・歴史的景観の再生を図るため、地域に古くから存在

する「樋川」を復元整備する。平成24年度は発掘調査

を実施する。

・沖縄らしい風景づくりと観光振興のため、近年劣化が

著しい市指定文化財「クバサーヌ御嶽」を復元整備す

る。平成２４年度は復元整備に必要な用地購入を行

う。

「安波茶樋川」「ｸﾊﾞｻｰﾇ御嶽」復元整備 「安波茶樋川」「ｸﾊﾞｻｰﾇ御嶽」復元整備

（今後の展開方針）

H28年度までに3件の文化財復元整備を実

施する。

2 ④ 前田トンネル周辺修景事業

H24～

H25

　沖縄らしい風景や景観を守るため、前田トンネル両

側のコンクリート壁のレリーフや壁面緑化等一体的な

修景保存を行う。

実施計画の策定 実施計画の策定

（今後の展開方針）

H25年度

施設及び周辺整備緑化面積：650㎡

2 ⑤

浦添グスクの城下まちにふ

さわしい道路美装化事業

H24～

H25

浦添グスクの城下まちにふさわしい道路景観を創出す

るため、浦添グスクの麓に位置し、歴史・文化の拠点

である仲間地区の主要な市道について、コーラル舗装

をイメージした「カラーアスファルト舗装」を施す。

仲間地区主要道路のカラーアスファルト舗

装: 2,660 ㎡

仲間地区主要道路のカラーアスファルト舗装:

 2,660   ㎡

（今後の展開方針）

H25年度

仲間地区主要道路のカラーアスファルト舗

装：5,060㎡

2 ⑥

風景街なみ形成に資する建

築技術提案事業

H24

沖縄らしい風景やまちなみづくりに資するため、民間

企業に委託し、建築素材や技術の提案を受ける。（提

案は①ウラオソイ風景づくり推進事業に反映させる予

定。）

建築素材や技術提案策定 建築素材や技術提案策定

3

歴史・文化とスポーツの十字

路活性化推進事業

H24～

H28

3 ①

悠々ロマン漆に出会うまち浦

添推進事業

H24～

H28

琉球漆器の歴史や文化、アジアの美を紹介し観光振

興に資するため、浦添美術館で琉球漆器に関連した

企画展の開催及び常設展の充実を図る。

・琉球漆器関連企画展の開催

・常設展の充実

・美術館来館者数：50,000人

・常設展観覧者：2,000人

（今後の展開方針）

H28年度までの累計

美術館来館者数：500,000人

3 ②

9月3日踊り観光・文化振興

事業

H24～

H28

観光振興及び文化振興を図るため、国立劇場おきな

わを拠点に世界文化遺産である「組踊」の鑑賞機会を

設けるとともに関連イベントを開催する。

組踊り鑑賞イベント実施回数：５回 組踊り鑑賞イベント参加人数：2,000人

（今後の展開方針）

H28年度

組踊関連イベント来場者数：4000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ③

浦添スポーツの発信拠点運

動公園内体育施設の機能強

化事業

H24

観光振興の観点からスポーツイベントの誘致を推進す

るため、体育施設の機能強化を図る。

・市陸上競技場機能強化

　（トラック改修）、（競技用備品購入）

・市民球場ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ機能強化

　（観覧席取替）、（防水工事）

・市民球場ｽｺｱｰﾎﾞｰﾄﾞ機能強化

　（電光ｼｽﾃﾑ）、（電気）

・市民体育館機能強化

　（観覧席取替）、（アリーナ床面研磨）

・市民体育館設備機能

　（ﾎﾞｲﾗｰ取替）

・市温水プール機能強化

　（天井材工事等）

・市陸上競技場機能強化

　（トラック改修）、（競技用備品購入）

・市民球場ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ機能強化

　（観覧席取替）、（防水工事）

・市民球場ｽｺｱｰﾎﾞｰﾄﾞ機能強化

　（電光ｼｽﾃﾑ）、（電気）

・市民体育館機能強化

　（観覧席取替）、（アリーナ床面研磨）

・市民体育館設備機能

　（ﾎﾞｲﾗｰ取替）

・市温水プール機能強化

　（天井材工事等）

（今後の展開方針）

H26年度

運動公園内体育施設利用者数：1,000,000

人

4

浦添へ観光客誘致と特産品

の販売拡大プロジェクト

H24～

H28

4 ① 浦添の物産と観光展事業

H24～

H28

産業振興及び観光振興に資するため、地場産品の展

示販売や観光展を開催し、県民及び観光客等へ広くＰ

Ｒする。24年度は展示会等へのマスコミを誘致し来場

者数の増加を図る。

観光・物産展の開催　２回／年

観光・物産展の来場者数：30,000人

物産等販売の売上高：6,000千円

（今後の展開方針）

H28年度

物産と観光展における物産等販売額：

8,000千円

4 ②

着地型観光商品「うらおそい

てだこ回廊」開発事業

H24～

H28

着地型観光商品を開発するため、コンサルタントに業

務委託し、調査研究やワークショップの開催等を実施

する。

ワークショップの開催　４回／年

広報活動

ワークショップの参加人数：150人（延人数）

観光誘客パンフレット等作成　3,000部

（今後の展開方針）

H28年度

着地型観光商品調査開発と利用者数：

3,000人

4 ③

来て・見て・楽しい”まるごと

浦添”観光情報発信事業

H24～

H28

グルメ、アート、スポーツなど観光情報を一元的に発

信するため、ポータルサイトを構築する。また、観光客

の利便性を高めるため、モバイル・ソフトの開発等を行

う。

観光等情報ポータルサイトの構築

観光コンテンツの制作及び発信

観光等情報ポータルサイト閲覧数：10,000件

観光コンテンツの制作数：200件

（今後の展開方針）

H28年度

観光コンテンツ情報用HP閲覧数：72,000件

4 ④

ヤクルトファン浦添にめん

そーれ事業

H24～

H28

ヤクルト春季キャンプを活用した観光振興を推進する

ため、キャンプ期間中は、会場の総合運動公園を中心

に観光情報を発信し、市内の飲食店や特産品販売店

等への誘客を図る。

　また、シーズン中は神宮球場で開催される公式戦１

試合を「浦添観光キャンペーンデー」として位置づけ、

観光誘客イベントを実施し、沖縄県及び浦添市の特産

品等の紹介及び販売等を行う。

誘客イベント開催数　２回

プロ野球キャンプ来場者

誘客イベント来場者数　20,000人

プロ野球キャンプ来場者数　6,000人

（今後の展開方針）

H28年度

ヤクルトキャンプ・キャンペーン関連事業来

場者数：40,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑤

ここにおいでよ浦添タウン事

業

H24～

H28

市内への観光誘客を図るため、各商店街や通り会で

のイベント開催、観光ルートの美化・緑化等に取り組

む。

商店街イベント開催数　４回 商店街イベント参加人数　600人

（今後の展開方針）

H28年度

各商店街イベント参加人数：2,000人

4 ⑥

浦添うまれの絹が彩る観光

特産品ブランド強化事業

H24～

H28

　「うらそえ織」の観光特産品としてのブランド力を強化

するため、広報活動、販売促進活動等を実施する。

うらそえ織の広報活動2回、

販売促進活動実績２回

H24年度売上目標　17,000千円

（今後の展開方針）

H28年度

うらそえ織の販売額：34,620千円

4 ⑦

浦添特産品の県外・国外へ

の販路拡大事業

H24～

H28

生産地「うらそえ」をアピールし、特産品の知名度向上

及び販路拡大を図るため、県外や国外で開催される

見本市や物産展等へ市の特産品等を出展する。

県外・海外出展事業者の支援：30件/年 県外・海外出展事業売上額：258万円/年

（今後の展開方針）

H28年度

販路拡大に取り込んだ事業者数：100社

4 ⑧

島桑オジー＆オバーで観

光・産業・街おこしプロジェク

ト

H24～

H28

特産品開発のため、沖縄特有の桑品種である「シマグ

ワ（正式和名）」を活用し、養蚕業（繭の生産）のほか、

お茶や桑の実、繭の化粧品、絹糸等の商品化に取り

組む。浦添市シルバー人材センターの高齢者を活用

することで、コスト圧縮と事業者への安定的供給を図

る。

事業に要する桑木の植え付け 事業に要する桑木の作付け面積：3,160坪

（今後の展開方針）

H28年度（目標値）

事業に要する桑木の作付け面積：5,000坪

4 ⑨

浦添市農業フェスタ支援事

業

H24～

H28

「農協まつり」における黒糖作り体験、集客イベント開

催、会場設備等を支援することで、まつりの充実を通

じ、県内だけでなく県外観光客誘客観に取り組み観光

振興・産業振興を図る。

農協まつり開催支援 農協まつり来場者数：2100人

（今後の展開方針）

H28年度

農協まつり来場者数：3,000人

5

浦添市産業支援機能強化事

業

H24～

H28

5 ① 創業者等相談事業

H24～

H28

　創業者等を支援するため、民間事業者に業務委託

し、創業、経営革新、販路開拓などに関する相談等を

行う。

・起業等相談の実施：120日 ・起業等相談対応者数：240件

（今後の展開方針）

H28年度

企業相談数：2,160件（累計）

5 ② 経済人材育成事業

H24～

H28

　沖縄の産業振興に資する人材を育成するため、講習

会、研修会、セミナー等を開催する。

研修等の開催：６回 研修・セミナー受講者数：100人

（今後の展開方針）

H28年度

セミナー受講者数：500人（累計）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ③ IT人材研修事業

H24～

H28

　実社会でのニーズに対応できる人材を育成するた

め、ソフトウェアやコールセンター関連の研修を開催す

る。

　IT人材研修開催：５回 受講者数：20人

（今後の展開方針）

H28年度

受講者数：100人（累計）

5 ④

スーパー・コミュニケーショナ

ル・スクール事業

H24～

H28

　国際社会に対応できる人材を育成するため、英語と

中国語を集中的にマスターするための教育機関として

スーパーコミュニケーショナルスクールを設置する。

・スーパー・コミュニケーショナルスクール

の設定･運営

・スーパー・コミュニケーショナルスクールの設

定･運営

（今後の展開方針）

H28年度

スクール修了生：60人（累計）

6 那覇港物流機能等強化事業

6 ① ガントリークレーン整備事業

H24～

H25

　輸出貨物の積み残しが生じていることから、港湾機

能強化を図るため、現在２基のガントリークレーンを１

基増設する。平成24年度は製作工事を着手する。

・那覇港のガントリークレーン整備に係る仕

様書作成、３号機製作工事着手

・那覇港のガントリークレーン整備に係る仕様書

作成、３号機製作工事着手

(今後の展開方針)

H25年度：３号機製作工事

H26年度：３号機供用開始

6 ②

那覇港物流ビジネスモデル

導入事業

H24

　那覇港を活用することによる新たな付加価値を生み

出すため、「那覇港物流ビジネスモデル」の提案及び

「社会実験」の実証をするための費用を補助する。

・那覇港における外貿航路の社会実験開

始

・那覇港における外貿航路の社会実験開始

6 ③ リーファー電源整備事業 H24

年々需要が増大しているリーファーコンテナをさらに獲

得するため、リーファー電源整備を４０口増設する。

・那覇港のリーファー電源整備に係る実施

設計、整備工事着手

・那覇港のリーファー電源整備に係る実施設計、

整備工事着手

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

6 ④ 生活物資安定供給対策事業 H24

　物流機能の強化を図るため、浦添ふ頭の岸壁背後

地に防風柵を設置し、船舶のシフトの円滑化を図る。

・那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係

る実施設計、設置工事着手

・那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係る実

施設計、設置工事着手

(今後の展開方針)

H25年度：設置工事、供用開始

6 ⑤

観光客利便性向上施設整備

事業

H24～

H25

　観光旅客が安全で快適に移動できるなどの利便性

向上を実現するため、ボーディングブリッジを整備する

ための費用を補助する。

・那覇港のボーディングブリッジ整備に係る

仕様書作成

・那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕様

書作成

(今後の展開方針)

H25年度：整備工事

H26年度：供用開始

6 ⑥

総合物流センター可能性調

査事業

H24

　物流機能の強化及び物流関連企業の誘致等を促進

するため、国際・国内貨物を取り扱う那覇港総合物流

センター整備の可能性調査を実施する。

・那覇港における総合物流センターの需

要、可能性調査の実施

・那覇港における総合物流センターの需要、可能

性調査の実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ⑦

浦添市西海岸開発基本方針

検討事業

H24

  那覇港管理組合が10年毎に策定する港湾計画が平

成25年度に改定される。この改定に市のビジョンを盛

り込むため、国際観光交流拠点を拡大する土地利用

の検討、立地環境特性を考慮した地型の検討等を行

い、地先自治体として、浦添ふ頭地区の地元基本計

画を作成する。

浦添ふ頭地区の基本計画の策定 浦添ふ頭地区の基本計画の策定

6 ⑧

那覇港浦添ふ頭地区港湾関

連用地活用調査

H24

浦添ふ頭国際物流地区（港湾関連用地）を国際観光

交流拠点として拡張した場合の企業の動向等を把握

するため、需要動向調査（ヒアリング及びアンケート）

及び先進地事例調査を実施し、土地利用基本方針案

の根拠資料等に供する。

需要動向及び先進地事例の調査資料作成 需要動向及び先進地事例の調査資料作成

7

未来へ翔たく太陽っ子育成

事業

H24～

H33

　スポーツ・文化活動の全国で活躍できる体制を強化

するため、九州大会や全国大会など県外派遣に要す

る費用の一部を負担する。

・大会等派遣生徒数：延べ480人／年間 大会等派遣生徒数：480人

8

一人ひとりが輝くティーダの

子

H24～

H33

8 ①

エコアイランドに向けた人材

育成及びキャリア教育事業

H24～

H33

　社会性・協調性を養い、エコアイランド沖縄に向けた

人材育成を図るため、小学生を対象とした自然、農

業、漁業の体験学習を行う。

・市内小学校5年生全員を対象に自然、農

業、漁業の体験学習の実施：1427人

当該事業で体験学習に参加した児童数：1427人

8 ② 学力等底上げ推進支援事業

H24～

H33

　児童生徒の学力の底上げを図り沖縄振興を支える

人材を育成するため、学校教育支援員、日本語教育

支援員、教育相談員を各学校へ配置する。

学校教育支援員16名

日本語教育支援員2名

教育相談員16名

学校教育支援員16名

日本語教育支援員2名

教育相談員16名

（今後の展開方針）

H28年度（目標値）

全国学力テスト平均点：66.1点（全国平均）

9 がんじゅうちびっ子育成事業 H24

　高温多湿気候の沖縄県で、夏場においても園児の

健康を確保するため、市立幼稚園に業務用冷蔵庫を

整備するなど衛生環境の改善を図る。

・市立幼稚園への業務用冷蔵庫配置数(11

台)

衛生面・健康面での育児環境が向上した幼稚園

数：１１園

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

10 歴史と文化の薫るまち浦添

H24～

H30

10 ①

浦添の歴史文化整備保存事

業

H24～

H30

　歴史文化資料を市民共有の財産として後世に引き

継ぐために、音声資料の翻刻およびデジタル化、写真

資料のデジタル化を行い、保存等を行う。

　今後これらの資料をもとに、「浦添市移民史」および

「浦添の民話」を刊行し、浦添の歴史を語る知的財産

として記録・保存する。

①移民・出稼・移住体験聴取調査音声記録

翻刻：159件

②先嶋新聞印刷製本（戦前）：10冊

③戦前移民名簿データ入力：４資料より浦

添関係出身者抽出：2228件

④マイクロフィルム戦前新聞資料デジタル

化：７紙

⑤戦争・戦後体験および民話・民謡等聴取

調査音声記録資料デジタル化等：318本

①移民・出稼・移住体験聴取調査音声記録翻

刻：159件

②先嶋新聞印刷製本（戦前）：10冊

③戦前移民名簿データ入力：４資料より浦添関

係出身者抽出：2228件

④マイクロフィルム戦前新聞資料デジタル化：７

紙

⑤戦争・戦後体験および民話・民謡等聴取調査

音声記録資料デジタル化等：318本

（今後の展開方針）

浦添市移民史の刊行・活用普及

H25年度

「資料・証言編（仮題）」750部

H26年度

「論考編（仮題）」750部

H27年度以降

「浦添の民話」の検討・刊行・活用普及

写真資料のデジタル化：10,000点

デジタルデータの閲覧システム構築

デジタルデータの活用促進

10 ② 歴史にふれる館整備事業

H24～

H26

　港川調理場移転に伴う空き施設を文化財の保存と

展示施設として再利用するための改修設計を行う。

　本事業は、浦添城跡をはじめとする市内に所在する

遺跡の発掘調査で得られた土器・石器・陶磁器等の遺

物、市民から寄贈された多くの民具、近世の浦添の一

端を表出する近世墓と厨子甕等を展示活用すること

で、浦添市の歴史と文化への理解を深めるとともに文

化財保護の意識高揚を図る。

・歴史にふれる館の整備に係る実施設計 ・歴史にふれる館の整備に係る実施設計

（今後の展開方針）

H25年度：改修工事

H26年度：遺物・民具の移転、展示準備

施設利用者数

H28年度目標値：600人

10 ③

琉球空手のルーツを探る事

業

H24～

H26

　文化と観光の振興に資するため、琉球固有の武術

「手（ティー）」と中国武術の関連性について調査すると

ともに、相互の武術交流を実施する。

・琉球空手と中国武術との関連性の調査

・琉球空手と中国武術の交流の実施

・琉球空手と中国武術との関連性の調査

・琉球空手と中国武術の交流の実施

（今後の展開方針）

H26年度

琉球空手と中国武術の交流と各研究者に

よるシンポジウム入場者数：300人

11

学校給食衛生管理機能拡充

事業

H24

　高温多湿気候の沖縄県において、学校給食の更な

る安全・安心を確保するため、老朽化が著しい市内小

中学校の保冷庫を整備するなど衛生環境の向上を図

る。

・保冷庫設置台数

　小学校14台

　中学校７台

・食品保冷庫設置台数

  浦添共同調理場２台

・衛生環境が向上した小中学校数：12校（小学校

９校、中学校３校）

・衛生環境が向上した調理場：１調理場

12

～「子供が主役に」のまちづ

くり～子育て支援充実プロ

ジェクト

H24～

H33

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

12 ①

幼稚園てぃーだっ子のびの

び事業

H24～

H33

　全国と比較して保育所の待機児童数が多い本市に

おいて子育て支援を推進するため、小学校と連携した

公立幼稚園において２年保育と預かり保育の充実を

図る。

・4歳児及び預かり保育の実施 4歳児及び預かり保育の幼児数：633人

12 ②

浦添市学童っ子応援プロ

ジェクト

H24～

H33

　保護者の負担軽減を図り子育て環境を整備するた

め、公的施設に入居していない放課後児童クラブに対

し、公的施設移行までの間、家賃補助を行う。

学童クラブへの家賃補助

基準値（H24）：10箇所

目標値（H28）：７箇所

公的施設入居クラブ数：２クラブ

13 「備えて安心安全」推進事業

H24～

H28

13 ①

災害時備蓄食糧購入強化促

進事業

H24～

H28

　災害に備え、防災計画に基づき、市の人口の1/20の

食料３日分を備蓄する。

非常用食糧の備蓄

非常用食糧の目標備蓄率（市人口の5％）の

20％

（今後の展開方針）

H28年度

非常用食糧の備蓄率(対市人口）：５％

13 ②

災害時備蓄食料保管倉庫等

整備事業

H24～

H28

　備蓄食糧等を保管するため、備蓄食糧保管倉庫等

の設置や発電機等電源の確保、また簡易トイレ等の

設置等を行う。

備蓄倉庫：4棟

発電機：4機

造水機：4機

簡易トイレ：4箇所

備蓄倉庫：4棟

発電機：4機

造水機：4機

簡易トイレ：4箇所

市内５中学校区の各校区毎における備蓄

率

13 ③ 減災まちづくり事業 H24

　地震や津波など、災害が発生した場合に、住民が自

主的かつ迅速に避難するために必要な情報（避難場

所や避難路、海抜、危険地域等）を地図上に示した

「防災マップ」を作成し、地域住民や観光施設等の事

業所に配布する。

防災マップ配布：60,000枚 防災マップ配布：60,000枚 防災マップ配布世帯数及び企業数

14

ひと・まち・未来が輝く「てだ

このまち」平和推進プロジェ

クト

H24～

H33

14 ① 航空機騒音基礎調査事業 H24

　普天間飛行場に隣接する本市において、日常的に

航空機騒音が発生し、市民生活に大きな影響を与え

ていることから、市内３箇所に騒音測定器を設置し、騒

音被害の具体的なデータを収集分析する。

・航空機騒音測定器の設置箇所数：３件 ・航空機騒音測定器の設置箇所数：３件

（今後の展開方針）

・正確な数値・データを把握することに努め

る。

・航空機騒音被害の具体的把握により、

国・米軍側へ騒音軽減の要請活動を実施

する際の資料として活用する。

・把握したデータは、市のホームページ等

にて公表する。

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 04 浦添市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

浦添市浦添市浦添市浦添市

事業

番号

事業名

計画

期間

事業概要

H24成果目標（指標）

備　　考

（今後の展開方針等）

14 ②

戦災滅失戸籍等沖縄戸籍関

係書類システム化事業

H24

　戦禍により滅失し、戦後再生された沖縄戸籍は、現

在、紙原本で約86,000枚の書類として保管されてい

る。紙原本劣化による散逸の危険性を除去するため、

電子化して保存する。

・電子化件数：77,080件 ・沖縄関係戸籍の電算化率：100％

14 ③

里道及び水路の境界確定復

元事業

H24

　戦後、地籍が確定されないままに家屋等が建築され

た箇所等について、境界問題を解決し、公共用地を適

正に管理するため、里道及び水路の用地測量を実施

し、境界の復元・確定を行う。

・約125㎞の里道及び水路表示登記延長率 ・里道及び水路の位置確定率

14 ④

牧港補給地区跡地利用計画

基本計画策定事業

H24

　平成18年に在日米軍再編協議において全面返還が

合意された牧港補給地区において、返還後、速やかな

事業着手が行えるよう跡地利用基本計画を策定及び

効果分析を行う。

浦添市軍用地跡地利用計画審議委員会へ

の審議資料の作成

・跡地利用基本計画の策定

（今後の展開方針）

駐留軍用地跡地利用推進法における県、

市町村総合整備計画への反映

14 ⑤

牧港補給地区跡地利用まち

づくり活動支援事業

H24～

H33

　牧港補給地区の跡地利用を円滑に進めるために

は、計画段階から地権者との協働を図る必要がある。

そのため、地主会と連携を図り、地主会の若手が組織

を自立化できるよう支援する目的で、跡地利用に関す

る勉強会等を実施する。

・牧港補給地区の地主による跡地まちづく

り活動の支援

・牧港補給地区の地主による跡地まちづくり活動

の支援（3回）

（今後の展開方針）

まちづくり活動会員数の拡大

H25年度目標

地区内字数（8）×地区代表者数(2)＝16人

14 ⑥

牧港補給地区情報システム

事業

H24～

H33

　牧港補給地区に関する情報を適正に管理するため、

土地及び地権者情報をデータベースによるシステム化

を図る。

・牧港補給地区の土地及び所有者情報シ

ステムの構築

・牧港補給地区の所有権の変化に対応した情報

の把握・維持

（今後の展開方針）

牧港補給地区の跡地利用計画に資す情報

の活用

14 ⑦ 学校施設騒音測定事業 H24

　普天間飛行場に隣接する本市において、日常的に

航空機騒音が発生していることから、児童生徒の学習

環境づくりに資するため、騒音測定器を市内１６の小

中学校に設置し、教室内の航空機騒音の正確な数値

を把握する。

・騒音測定器の設置箇所数：市内小中学校

16校

・市内小中学校への騒音測定器設置率：100%

（今後の展開方針）

・正確な数値・データを把握することに努め

る。

・航空機騒音被害の具体的把握により、

国・米軍側へ騒音軽減の要請活動を実施

する際の資料として活用する。

14 ⑧

浦添市「未買収道路用地取

得」基金造成事業

H24～

H33

　戦後及び本土復帰の動乱期において、権利の補償

をせずに整備した市道の用地補償措置を計画的及び

柔軟に対応するため、基金を造成し、補償を行う。

・市道の未買収道路用地取得で市事業内

容は用地測量、不動産鑑定、用地取得業

務。

補償対象面積、約56,000㎡

補償筆数約2,500筆

・基金の積み立て：１３億円

・用地測量(基準点１級・２級)及び里道、水路の

境界確定復元事業資料調査委託

（今後の展開方針）

未買収道路用地取得基金の積立額

H25年度：9億円

H26年度：16億5千万円

H25～H33年度：未買収用地の取得

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 05 名護市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

名護市特色ある教育環境整

備事業

H24～

H33

1 ① 学習指導支援者配置事業

H24～

H33

　児童生徒の学力向上のために、学習指導支援者を配

置し、授業にあたる教師と連携を図りながら児童生徒の

支援を行うことで教育環境の充実を図る。

・学習指導支援者配置数

　　小学校：５人

学習指導支援者を市内小学校に配置：５校

（今後の展開方針）

学習指導支援者の効果的配置

1 ② 生徒指導支援者配置事業

H24～

H33

　個別の指導や相談を必要とする不登校児童生徒に対

応するため、教職員を補佐し、継続的な支援活動や

様々な体験活動を通した個別指導を行う生徒指導支援

者を小・中学校へ配置し、児童生徒の自己存在感を育

み、自立するための支援体制を構築することで教育環

境を充実させ、基礎学力等の向上を図る。

・生徒指導支援者配置数

　　中学校：５人

当該事業でサポートした児童生徒のうち、学校復

帰など改善が見られた人数　：　４人

（今後の展開方針）

生徒指導支援者の効果的配置

1 ③

小中学校英語支援員配置事

業

H24～

H33

　小・中学校の英語を中心とした外国語活動の授業に

おける指導補助、教材作成や英語スピーチコンテスト等

の指導補助として、各小・中学校に小中学校英語支援

員を配置することで教育環境の充実を図り、児童生徒

の国際理解やコミュニケーション能力、基礎学力等の向

上に繋げる。

・英語支援員配置数

　　小学校：３人、中学校：３人

　　小中兼務：２人

英語支援員の配置

　小学校：３人、中学校：３人、小中兼務：２人

（今後の展開方針）

小中学校英語支援員の効果的配置

1 ④ 教育用ソフト購入事業 H24

　市内の小・中学校へ主要教科（国語・算数/数学・理

科・社会）のデジタル教科書・教材などを購入・配布し、

教科書の拡大提示や映像資料によるリアリティを持た

せる授業をとおし、驚きや感動を与え、児童生徒の学習

意欲を高め、学力の向上を図っていく。

・教育用ソフト配布学校数

　小学校：１４校中１４校

　中学校：８校中８校

市内小中学校における教育用ソフトの導入率

　小学校：１００％、中学校１００％

（今後の展開方針）

教育用ソフトの活用を図るため、活用事例等

の研修会を実施

1 ⑤

中学生海外短期留学派遣事

業

H24～

H33

　小さな世界都市をめざす本市の中学生を英語圏に短

期間派遣し、英語を学ぶことへの関心・意欲を高め、視

野を広げるとともに国際感覚豊かな人材育成を目指

す。

・派遣生徒数（累計）：１２人 海外短期派遣生徒数：１２人

(今後の展開方針)

海外短期派遣生徒数（累計）

　H33年度：１００人

現地学習プログラムの充実

1 ⑥

適応指導教室支援員配置事

業

H24～

H33

　適応指導教室に支援員を配置し、不登校児童生徒の

個々の状況に応じた体験活動や学習指導、教育相談

等の支援活動を行うとともに、人間関係の改善と児童

生徒の自立心を高め、社会性を身につけさせることで、

学校生活への適応を図り、学校復帰を支援する。

・適応指導教室支援員配置数：５人

当該事業でサポートした児童生徒のうち、学校生

活への適応や学校復帰等の面で改善が見られた

人数　：　６人

(今後の展開方針）

適応指導教室支援員の効果的配置

1 ⑦

名護市児童生徒等の県外派

遣等に関する補助金交付事

業

H24～

H33

　小・中学校の児童生徒等や県立高等学校及び高等専

門学校の生徒が、県外で開催される運動競技会又は文

化関係大会に参加する際の派遣費用を補助する。

・大会等派遣生徒数（累計）：80人 大会等派遣生徒数　H24年度：８０人

(今後の展開方針)

大会等派遣生徒数（累計）

　H33年度：800人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

名護市名護市名護市名護市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 05 名護市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

名護市名護市名護市名護市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧

稲田小学校ハブ除けフェンス

設置事業

H24

毎年４・５匹のハブが校内で捕獲されている稲田小学校

周辺にハブ防護フェンスを設置し、児童生徒が安全な

学園生活が送れるよう環境整備を行う。

・ハブ防護フェンス設置数：１校 ハブ防護フェンス設置数：１校

2

名護市沖縄関係戸籍の電算

化事業

H24

　本市の沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資

料として重要な役割を果たしているが、紙媒体による保

存であるため劣化が著しい。今後も安定的かつ継続的

な沖縄関係戸籍に係る住民サービスを確保するため、

沖縄関係戸籍の電算化を実施する。

・紙戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数：13,956件

沖縄関係戸籍の電算化率：１００％

3

名護市スポーツ・文化環境整

備事業

H24～

H25

3 ① 陸上競技場改修事業 H24

　住民の健康づくりやトップアスリート等による利活用を

促進するため、名護市陸上競技場の改修整備によりス

ポーツ環境の強化を図る。

陸上競技場の走路及びインフィールドのウレタン

補修の実施

陸上競技場の走路及びインフィールドウレタン補

修の実施

(今後の展開方針)

H25年：供用開始、日本陸連第3種公認検定

3 ② 真喜屋運動広場整備事業

H24～

H25

　真喜屋運動広場において様々なスポーツが快適かつ

安全に行えるよう拡張整備を実施し、多目的広場として

の利用環境を改善する。

真喜屋運動広場拡張整備に係る基本設計の実施 真喜屋運動広場拡張整備に係る基本設計の実施

(今後の展開方針)

H25年度：実施設計の実施

H26年度：拡張整備

H27年度：供用開始

4

名護市地場産業の活性化及

び６次産業推進事業

H24～

H26

4 ①

農産物６次産業化支援拠点

施設整備事業（アグリパーク）

H24～

H26

　名護市の農家所得の減少、就農者数の減少、農産物

全体の粗生産額の著しい低下等の課題解決を目的に、

６次産業化と観光とを融合したアグリパークを整備す

る。

拠点施設敷地造成設計、拠点施設設計、土質調

査等の実施

農産物６次産業化支援拠点施設の建設着手

(今後の展開方針)

H25年度：建設工事

H26年度：供用開始

4 ②

（仮称）名護市青果等市場整

備事業

H24

　地域農産物の販路の確保、地産地消の推進による農

家の所得の安定・向上及び地域農業の振興を目的に、

市外・県外への安定した農産物の供給体制を確立する

ための青果等市場を整備する。

（仮称）名護市青果等市場の整備に係る土質調

査、実施設計、外構工事、建築工事、機械工事、

電気工事の実施

（仮称）名護市青果等市場の建設着手

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

4 ③

羽地地域直売加工施設整備

事業

H24～

H25

　羽地地域に農産物、畜産物、水産物等の直売加工施

設を整備し、生産者の所得向上及び生産意欲向上によ

る担い手の確保や新規雇用効果により、同地域の経

済・産業の活性化を促進する。

羽地地域直売加工施設の実施設計の実施 羽地地域直売加工施設の実施設計の実施

(今後の展開方針)

H25年度：建設工事

H26年度：供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 05 名護市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

名護市名護市名護市名護市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5

名護市地域資源と地域特性

を生かした観光基盤整備事

業

H24～

H33

5 ①

ファイターズ・キャンプ支援事

業

H24～

H33

　北海道日本ハムファイターズのキャンプ期間中におけ

る、駐車場の確保、球場までのシャトルバスの運行、球

場周辺等に警備員・誘導員を配置し、見学者並びに車

両を安全スムーズに誘導する。

プロ野球キャンプ見学者等の誘導・安全確保

プロ野球キャンプ見学者数

Ｈ23年度：17,804人（29日間）

Ｈ24年度：20,000人（28日間）

5 ②

二見以北４小学校跡地等利

用事業

H24

　閉校となった二見以北４小学校を体験・交流施設等と

して利活用するため、危険性の高い施設を除去し、跡

利用の推進に必要な環境整備を行うとともに、学校跡

地周辺の地域資源を活用した地元主体の観光基盤整

備及び地域づくりに必要な備品等を購入する。

小学校跡利用に向けた環境整備（・解体設計・解

体工事・便益施設実施設計・便益施設建築工事・

備品購入）

危険施設の解体工事の着手

(今後の展開方針)

H25年度：事業者による跡利用開始

5 ③

大浦マングローブ林体験学

習施設基本計画策定事業

H24

　体験型観光への転換による地域の振興を図るため、

市指定天然記念物である大浦湾のマングローブ林とい

う天然資源を活用した、自然体験学習施設整備を検討

するための基本計画を策定する。

大浦マングローブ林体験学習施設基本計画策定

（ルート、各種プログラム）

大浦マングローブ林体験学習施設基本計画策定

（ルート、各種プログラム）

(今後の展開方針)

H25年度～：用地測量、土質調査、実施設計

H26年度～：建築工事

5 ④ 轟の滝周辺整備事業

H24～

H27

　貴重な文化財である轟の滝の豊かな自然環境を保

全・活用し、やすらぎと潤いある自然空間の実現に向け

た整備を行い、魅力ある観光スポットとして、まちの活

性化、観光振興に繋げる。

・轟の滝周辺整備の実施設計の実施

・用地測量

・事業認定申請

・轟の滝周辺整備の実施設計の実施

・用地測量

・事業認定申請

(今後の展開方針)

H25～26年度：用地測量、用地買収、補償設

計、物件補償

H27～28年度：周辺整備

H29年度：供用開始予定

5 ⑤

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24

　地域景観資源を保全・再生し、観光振興に活用するた

め、景観形成方策及び景観形成基準に関する検討を

行い、名護市の景観計画を策定する。

・景観計画の策定（景観形成方策及び景観形成

基準）

・景観計画の策定（景観形成方策及び景観形成基

準）

5 ⑥ 名護さくらのまち推進事業

H24～

H25

　名護さくら祭り会場となる名護城（ナングスク）及びそ

の近隣の緑道並びに観光資源となっている勝山（安和

岳、嘉津宇岳、八重岳）へのアクセス道路に桜を植樹

し、桜であふれる景観づくりを行い観光資源として活用

する。

・桜の植栽整備地区：３地区

・名護城跡地周辺の桜400本の健康度調査

・桜の植栽整備地区：３地区

・名護城跡地周辺の桜400本の健康度調査

(今後の展開方針)

H25年度：桜の健康度調査に基づく老木の植

替え及び治療の実施

5 ⑦

２１世紀の森公園等機能強化

事業

H24

　多くの市民・観光客が利用する２１世紀の森公園施設

の機能強化による利便性・安全性の向上を図るとともに

公園の美化・緑化を推進し、本市の観光振興を図る。

・コイン式シャワーユニット設置

・ハブクラゲ防止ネット設置

・乗用草刈り機購入

・高所作業車両購入

・特殊車両（ユニック車）購入

・コイン式シャワーユニット設置

・ハブクラゲ防止ネット設置

・乗用草刈り機購入

・高所作業車両購入

・特殊車両（ユニック車）購入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 05 名護市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

名護市名護市名護市名護市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6

名護市安全・安心のまちづく

り事業

H24～

H26

6 ①

行政区単位版ハザードマップ

作成事業

H24～

H26

　暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波、地すべり等の

各種災害から市民等の被害を軽減するため行政区単

位版ハザードマップを作成する。

ハザードマップ作成地区数：５地区分 ハザードマップ作成地区数：５地区分

(今後の展開方針)

H25年度：２３地区

H26年度：２３地区

6 ②

トンネル災害及びテロ災害等

対応資機材整備事業

H24

　平成23年４月に二見バイパス１号及び２号トンネルが

開通し、平成24年４月には県内で最長となる名護東トン

ネルが供用開始されるなど、本市の山間地域には複数

のトンネルがある。こうしたトンネル内で発生する車両

事故や特殊なトンネル災害に対応するための資機材を

整備し、迅速な救助活動を実現する。

トンネル災害及びテロ災害等対応資機材整備 トンネル災害等に対応した資機材の整備

7

名護市コミュニティ活性化推

進事業

H24

7 ① 喜瀬交流プラザ整備事業 H24

　喜瀬地区においては、スポーツや豊年祭をはじめとす

る伝統文化・芸能などの地域活動を通じて観光客との

交流・体験活動を計画しており、本事業によりこれら交

流拠点の整備を行う。

喜瀬交流プラザの建設着手 喜瀬交流プラザの建設着手

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

7 ②

地域力発信交流拠点施設整

備事業（大北）

H24

　近年盛んな沖縄観光の目玉である「芸能」や「食」の

発信・交流の拠点になるとともに、エイサー等の練習や

特産品開発など、地域の産業・文化・生活を活性化・再

生する拠点となる施設を整備する。

地域力発信交流拠点施設（大北）の建設着手 地域力発信交流拠点施設（大北）の建設着手

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

8

名護市自転車まちづくり推進

事業

H24～

H27

　温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の構築を

目指し、良好な「環境」の創出に寄与する「自転車まち

づくり」を推進するため、自転車のモデルレーン（自転車

指導レーン）整備を実施する。

自転車レーンの整備：1,120ｍ 自転車レーンの整備：1,120ｍ

(今後の展開方針)

H25年度：自転車レーンの整備（750ｍ）

9

名護市金融・情報特区推進

事業

H24

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 05 名護市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

名護市名護市名護市名護市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

9 ①

金融・情報通信国際都市形

成計画策定事業

H24

　平成１９年度事業で取りまとめた金融・情報通信国際

都市形成計画を踏まえ、これまで進められてきた諸事

業の進捗及び成果を検証し、再整理するとともに、検証

及び再整理に基づく平成３０年度までのロードマップの

構築を行う。

金融・情報通信国際都市形成計画の策定（５年間

のロードマップ）

金融・情報通信国際都市形成計画の策定（５年間

のロードマップ）

（今後の展開方針）

＜目標値＞

H30年度：直接雇用者数2,500名

H25年度～：＜インフラ施策＞

養鶏場跡地利用検討、通信環境改善検討、

道路整備協議

H25年度～：＜人財育成施策＞

キャリア教育充実、求職者支援充実、情報発

信

9 ②

企業招聘セミナー等広報イベ

ント事業

H24

　金融・情報通信関連企業の集積を図るため、県外企

業の経営者又は担当者に本市を訪問してもらい、本市

の取組み、立地環境、進出済企業との意見交換等の情

報提供の機会を設け、「名護市」の魅力をＰＲし、企業

進出の契機とする。

金融・情報通信関連企業の経営者等の招致：15

名

金融・情報通信関連企業の経営者等の招致：15人

（今後の展開方針）

H25年度：企業招聘セミナー開催、パンフレッ

ト作成、国内外での広報活動

9 ③

豊原地区光ファイバ設備整

備事業

H24

　金融・情報通信関連企業の集積を図るため、みらい３

号館からみらい４号館までの区間に光ファイバによる通

信回線の冗長化（二重化）のための整備を実施する。

光ファイバの区間整備：1区間 光ファイバの区間整備：１区間

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 糸満市まるごと博物館事業

H24～

H28

1 ① 具志川城跡整備事業

H24～

H26

　国指定史跡具志川城跡を展示・解説する教養等施設

を建設し、観光客の誘客などを推進する。当該年度は

施設建設に向けた用地測量及び用地購入(400平方

メートル）を実施する。

・ガイダンス等施設用地の購入（400㎡） ・ガイダンス等施設用地の購入（400㎡）

（今後の展開方針）

H25年度：施設建設

H26年度：展示設備の整備

1 ② サンゴ礁造成事業 H24

　本市の漁業の発達は、地先の礁池内における沿岸漁

業が源であった。復帰後は陸域起因物質等による海の

汚れでサンゴの生息が脅かされてきた。豊かで美しい

海を育むサンゴの減少は、水産業振興を後退させる要

因である。また、沖縄観光に訪れる観光客にとって美し

い海の存在は不可欠である。本市においては「全国豊

かな海づくり大会」が開催されることもあり、これを契機

として礁池内へのサンゴ礁移植を実施する。

・稚サンゴの移植の実施 ・稚サンゴ移植数　590体

1 ③

海のふるさと公園機能強化

事業

H24～

H25

　海のふるさと公園を漁業と海洋性レクリエーションの

拠点とし、機能の強化をはかり体験学習の場としての

活用をはかる。

・公園施設機能強化工事の実施 ・公園施設機能強化実施箇所４箇所

（今後の展開方針）

H25年度：ふるさと公園機能強化のための

施設整備実施

1 ④

ハーリー・ハーレー船造船事

業

H24

　市内の漁村地域では、爬竜船競漕が盛んでとりわけ

糸満ハーレーは沖縄の夏を告げる行事として、さらに沖

縄独特の旧暦文化を体感できる観光資源として名高

い。漁村の地域行事を一層魅力ある観光資源とするた

め、木製のサバニを整備する。

・ハーレー等舟の建造数6艘 ・ハーレー等舟の充足率100%

1 ⑤ 沖縄らしい風景づくり事業

H24～

H25

　本市は、農村と漁村の風景が残る他に類を見ない地

域である。この魅力的な地域の風景を活かした観光地

づくり等を進める為風景づくり計画の策定を実施する。

・市民会議、策定員会及び地域部会の実施

（8地区）

・風景づくり計画（素案）の策定

（今後の展開方針）

H25年度：風景づくり計画の策定

1 ⑥

昔ながらの原風景写真デジ

タル保存事業

H24～

H25

　市史編集事業の一環で収集したフィルム等の写真資

料は、沖縄県の高温多湿な環境により劣化が著しい。

地域を記録する貴重な写真等は、今後『市史』等刊行

物での活用だけでなく、教育現場や観光関連産業等、

本市についての情報を発信するあらゆる機会での活用

が期待できる。本事業では、貴重な歴史資料を後世に

残し、有効活用する為、同情報のデジタル化を実施す

る。

・写真資料デジタル化及びデータベース化

の実施（対象資料数120,000件）

・所蔵写真資料等のデジタル化及びデータベース

化率100%

（今後の展開方針）

H25年度：写真資料デジタル化及びＤＢ化の

実施

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦ 新しい公共交通検討事業

H24～

H26

　観光客が地域内（小さなムラ）を散策する姿が増加傾

向にあるが、散策型観光を支える小さなムラへの交通

手段が途絶える危機に直面している。

　市内に点在する小さなムラ（市まるごと博物館の観光

資源）をつなぐ公共交通手段の確保に向け、公共交通

の調査検討事業を導入する。

・糸満市の公共交通の現況及び先進事例等

の調査の実施

・実証実験の手順案の作成

・糸満市の公共交通現況調査及び実証実験等の

手順書作成

（今後の展開方針）

H25年度：実証実験詳細計画

H26年度：実証実験

1 ⑧

戦火を逃れた文化遺産の保

護事業

H24

　沖縄県本島南部は大戦の激戦地で多くの歴史文化

遺産が焼失した。本市には奇跡的に残った砂岩質の石

碑（報得橋記）があり、尚敬王によって架設された報得

橋の経緯や役割等について記載されいる。同石碑を報

得橋敷地内に移設し、表示板の設置等を行い、市民及

び観光客に公開して本市の観光振興に資したい。

・石碑の移設及び覆屋等の設置 ・石碑の移設及び覆屋等設置の実施（1式）

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：喜屋武・荒崎海岸地籍測量及び

文化講演会

Ｈ26年度：一石経等保存修復

1 ⑨

生活感幸（観光）環境づくり

事業

H24～

H33

　市内集落に関する小冊子と地図を作成することによ

り、本市の風土・文化・歴史などについて学び、散策で

きる環境を整え、観光客など本市を訪れる人々の利便

を図る。

・市史講座の開催　2回/年

　字単位資料及び民俗地図の作成　8地区

分

・市史講座受講者数　50人

（今後の展開方針）

H25～33年度：市内各集落に関する史資料

調査、民俗地図等の作成

1 ⑩ 地域散策道路整備事業

H24～

H28

　観光客が地域内を散策する姿が増加傾向にあるが、

域内散策をする道路の利便性や安全性が脆弱である

こと、さらに、市で取り組んでいる地域の観光資源化事

業（村まるごと生活博物館）を進めるうえでも地域の道

路整備が求められることから、農村地域の散策道路等

を整備する。

・地域の散策道の整備

・地域の散策道の整備

　整備延長　舗装555m、側溝553m

1 ⑪

東シナ海と太平洋が交わる

ロケーション周辺保全事業

H24

　沖縄本島の南部に位置する糸満市は、東シナ海と太

平洋が交差する風光明媚なロケーションを有している。

それらの観光客の訪れる観光ポイントの環境美化を実

施する。

・観光ポイントにおける不法投棄撤去活動

の実施

・不法投棄撤去量：15トン

1 ⑫

冬場のエコスポーツ拡大事

業

H24～

H26

　沖縄の温暖な気候を求めてスポーツ観光が拡大傾向

にあり、本市にあっては他自治体と競合しない新たな観

光資源の掘り起こしを行っている。また、本市では本土

では冬場コースが凍結し、開催が困難なマウンテンバ

イクの大会を開催している。外国人を含めたプロ選手

等が参加する大会へ拡大するため、大会拡大に対応で

きる環境整備等を行う。

・エコスポーツ（マウンテンバイク）大会の誘

致開催

・マウンテンバイク大会参加来場者数：350人

（今後の展開方針）

H25～26年度：エコスポーツ大会の誘致開

催

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2

糸満市まるごとスマート化事

業

H24～

28

2 ①

庁舎スマート化基本計画策

定事業

H24

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、糸

満市庁舎のエネルギー利用をより効率化するための調

査計画を行う。

・庁舎のエネルギ－スマート活用調査の実

施

・調査により得られた庁舎のエネルギースマート

の方策案　5件

2 ②

太陽光エネルギー利用設備

合理化事業

H24

糸満市庁舎の太陽光発電設備の合理化により効率化

をはかるとともに施設内容を解説する説明板を整備す

る。

・市庁舎への高効率太陽光パネルの設置

・市庁舎への説明板の設置

・市庁舎への高効率太陽光パネルの設置

・市庁舎への説明板の設置

2 ③ 省エネ設備化推進事業 H24

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、庁

舎の照明及び市管理防犯灯をＬＥＤ化し省エネ化を推

進する。

・市庁舎へのLED照明の設置

・ＬＥＤ防犯灯のＬＥＤ設置

・市庁舎へのLED照明の設置

・ＬＥＤ防犯灯のＬＥＤ設置

2 ④

風力エネルギー利用推進事

業

H24

糸満観光農園に設置されている風力発電施設をこの地

域の電力系統に整合するように変更し、地元電力会社

に売電が出来るよう施設改善を行い、エネルギーの有

効活用を推進する。

・風力発電設備の改善の実施

・売電実施

・風力発電設備の改善の実施

・売電実施

2 ⑤ エコカー導入事業 H24

公用車にエコカーの導入と電気自動車用充電器を設置

することにより、クリーンエネルギーの普及啓発を推進

する。

・庁用充電施設の設置　1箇所（12基）

・庁用電気自動車導入台数　　８台

・庁用充電施設の設置　1箇所（12基）

・庁用電気自動車導入台数　　８台

2 ⑥ 電動式塵芥収集車導入事業

H24～

H25

塵芥収集車に電気自動車を導入し、クリーンなまちづく

りを啓発する。

・電動式塵芥収集車の導入数　1台 ・電動式塵芥収集車の導入数　1台

（今後の展開方針）

H25年度：電動式塵芥収集車の導入：1台

2 ⑦ 燃料ごみ処理モデル事業

H24～

H28

現在、４地区のみで取り組んでいる可燃ごみの固形燃

料化を市全域に広めていくよう「燃料ごみ処理モデル事

業」を推進する。

・燃料ゴミ収集の実施　104回/年

・燃料ゴミ化推進広報の実施10回/年

・H24年度再資源化(RPF)量145トン

（今後の展開方針）

H25～28年度：燃料ゴミモデル事業の実施

3

アマチュアスポーツのメッカ

事業

H24～

H26

3 ①

運動公園・体育施設機能強

化事業

H24～

H26

西崎運動公園・体育館等の機能を強化しアマチュアス

ポーツのメッカにし、市民スポーツと地域の振興をはか

る。

・運動公園等の機能強化工事の実施 ・運動公園等の機能強化工事の実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ② スポーツ観光分野開拓事業

H24～

H25

地域資源（歴史・文化・自然）を散策しつつ、ウォーキン

グ・海洋スポーツによる軽スポーツと連携した事業を導

入する。

・ウォーキングコースの開発（4コース）

・ウォーキング大会の開催

・ウォーキング大会の開催

・ウォーキング大会・海洋スポーツ大会参加者数

1,300人/年

（今後の展開方針）

H25年度：ウォーキング大会・海洋スポーツ

大会開催・種目選定

3 ③

地域スポーツ施設の拡充事

業

H24～

H26

西崎に大規模スポーツ施設が存在するが、事業のすべ

てを同施設内で完結することは難しい。多くの選手団を

受け入れ円滑な大会運営を確保するため、地域に散在

するスポーツ施設を年次的に改善する。

・地域スポーツ施設機能強化工事の実施 ・地域スポーツ施設機能強化工事の実施

4

観光客が安心して訪れるま

ち事業

H24～

H28

4 ① 海抜表示委託事業

H24～

H25

本市は、観光客が多く訪れる地のひとつであり、訪問地

は海に近いところが多い。観光地をはじめ市内要所に

海抜表示を行うことにより市民、観光客が安心なまちづ

くりとする。

・海抜表示の設置 ・海抜表示の設置箇所数：555箇所

（今後の展開方針）

H25年度：海抜表示の設置　100箇所

4 ②

海洋レジャー客等安心確保

事業

H24

サーフィン大会が開催されるなど既存施設以外の海上

利用があり、不測の事態への対応範囲が拡大してい

る。

海洋レジャーの救助活動等不測の事態に対応し、観光

客等の安心を担保する環境整備に取り組む。

・ジェットボートの配置　1艇

・スロープ設置工事の実施１箇所

・ジェットボートの配置　1艇

・スロープ設置工事の実施１箇所

4 ③ 観光地危機管理対策事業

H24～

H28

大型ホテルや道の駅の設置、観光レジャーの拡大等県

内有数の観光地として成長する本市にあって、観光客

の増大に伴う事故や不測の事態への対処できる体制

の確立が急がれるため、多様で高度な事故等へ対応

できる環境整備を行う。

・市内防災拠点施設への防災資器材の設

置

・防災拠点への防災資器材設置箇所７箇所

（今後の展開方針）

・H25～28年度：各地域拠点への防災資器

材の整備：9箇所

4 ④ 減災マップ政策事業 H24

災害時非難に必要な標高、避難場所情報等が掲載さ

れた地図の作成し、市民や観光施設等事業所へ配布

し、観光地として不測の事態に対応できる環境を整備

する。

・減災マップの作成・配布の実施 ・観光拠点へのマップ設置率100％

4 ⑤

学校校舎緊急避難施設整備

事業

H24

スポーツ観光施設利用者や近隣住民等の緊急避難箇

所がきわめて少ないため、学校施設内にスロープや車

いす等で利用できるようにトイレをバリアフリー化し、突

発的に発生する災害時の緊急避難施設として整備す

る。

・学校施設の緊急避難施設としての機能強

化工事の実施

・学校施設の緊急避難施設としての機能強化工

事の実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 宣伝・受入体制整備事業

H24～

H28

5 ①

多言語観光案内マップ作成

事業

H24～

H25

近年、糸満市にも中国、台湾、韓国など外国からの観

光客の訪問が目に見えて増えてきており、その便宜を

図るよう多言語表示の観光ガイドマップ（ブック）を作成

する。

・多言語観光ガイドマップ（ブック）の作成

　日本語版33,000部（観光ブック）

　韓国語版8,000部（観光マップ）

・多言語観光ガイドマップ（ブック）配布数21,000部

5 ② 糸満ふるさと祭推進事業

H24～

H28

糸満市の各字に残る民俗行事などを披露し、市民の融

和と伝統行事の継承と意図すると共に観光客にも糸満

の地域行事を楽しむ場とする。

・ふるさと祭りの開催 ・ふるさと祭りの開催

5 ③ 平和の光イベント推進事業

H24～

H28

糸満市は、年末年始にかけて平和の光事業（ピースフ

ルイルミネーション）を実施しているが今年度は関連事

業として平和の柱事業を加えてより強く恒久平和の発

信を行う。

・平和の光イベントの開催

・平和の柱イベントの開催

・平和の光イベント来場者数79,000人

5 ④ 体験交流促進事業

H24～

H28

滞在型観光を推進することを目的として体験交流事業

を開催する。

・体験交流指導員の育成

・体験交流イベントの開催

・体験交流事業参加者数100人

5 ⑤ 接客スキルアップ事業

H24～

H26

アジア圏域の旅行客が市内を訪れているが、地域の波

及はきわめて少ない。アジア圏域の旅行者に対応でき

るよう、語学習得や接客法等事業所のスキルアップを

支援し、受け入れ態勢を整備する。

・語学習得講座の開催　１６回

・接客法等講座の開催　３回

・語学習得・接客法等講座受講者数70人

5 ⑥ 伝統行事観光化事業

H24～

H26

大綱引やハーレー行事等の誘客に力を入れる場合、観

客に配慮した取り組みが求められる。組み立て式の観

覧席等を年次的に整備し、受け入れ態勢を向上させ

る。

・観覧席の整備

・体験ツアーの開催

・仮設トイレの整備

・体験ツアー参加者数90人

5 ⑦ 緑と花の演出事業

H24～

H26

何度も訪れたい美しいまちとして観光客の心に刻むた

め、大型ホテルが位置する西崎周辺や本市が進める

花の名所づくり実施地域に南国らしい緑と花の異空間

づくりに取り組む。

・花の名所づくり実施地域への花木等植栽

整備の実施

　厚装基材吹付　１，５００㎡

・花の名所づくり地域への植栽花木数50本

5 ⑧ 観光情報発信事業 H24

スマートフォン等の普及に伴い、インターネットを利用し

た情報発信の重要性が増している。このため、本市独

自の観光情報や平和情報等を積極的に発信する取り

組みを行う。

・観光情報発信新システム導入 ・観光情報事業による新システム導入

（今後の展開方針）

H25年度：本格運用

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ⑨ 民泊受入体制強化事業

H24～

H28

自然体験や農業体験等教育旅行の需要が増えてお

り、安心・安全な民泊がなされるよう研修や救急措置法

等の講習会を実施し、民泊受け入れ世帯のスキルアッ

プを行う。併せて、受け入れ世帯の拡大に向け、広報

周知を行う。

・民泊受入民家向け講習会の開催

・受入れ世帯拡大のための広報活動

・民泊受入民家向け講習会受講者数（延）150人

6 海幸振興事業

H24～

H28

6 ①

糸満市水産業振興センター

設置事業

H24～

H28

新たな水産技術の習得と応用により、養殖・水産加工

業等の新たな水産業の確立を目ざす施設として整備す

る。

水産振興センター用地購入

　11,039㎡

・水産振興センター用地購入

（今後の展開方針）

H25年度：実施設計

H26年度：施設整備

H27～28年度：運営強化

6 ②

フィッシャリーナ施設運営強

化事業

H24

糸満フィッシャリーナの施設運営管理強化することで、

新たな水産業の業態を生み出し、水産業と観光業の振

興をはかることを目的とする。

・フィッシャリーナ駐車場管理システム導入

の実施

・フィッシャリーナ駐車場管理システム導入の実施

6 ③ 海人沖縄爬龍船大会 H24

沖縄の水産業の象徴であるサバニを漕ぐ爬龍船大会

を海人のまちとして名高い本市において、漕ぎ手沖縄

一を決める大会を本市で開催する。

・海人沖縄爬龍船大会の開催 ・海人沖縄爬龍船大会来場者数：30,000人

6 ④ 海やからのまち推進事業 H24

水産都市として名高い本市は、水産業を総合産業とし

て位置付けその発展可能性を導き出したい。そのた

め、振興計画を策定する。

・海やからのまち振興計画策定調査の実施 ・海やからの町振興計画の策定

6 ⑤

豊かな海づくり大会を通じた

広報宣伝事業

H24

全国豊かな海づくり大会の式典の模様は全国にテレビ

等で発信される。この機会に糸満市を広報宣伝するこ

とを目的としてこの事業を実施する。

・会場や沿道への花プランター設置

・シャトルバスの運行

・おきなわ豊かな海づくりフェスタの開催

・全国豊かな海づくり大会・関連イベント来場者数

50,000人

7 陸幸振興事業

H24～

H28

7 ① 耕作放棄地対策事業

H24～

H28

耕作放棄地の実情を把握した後の流動化を促進し、規

模拡大希望農家への農地斡旋を推進する。

・耕作放棄地の調査活動の実施 ・耕作放棄地の実態調査　350,000㎡

（今後の展開方針）

H25～28年度：調査及び農地あっせん実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ② 糸満和牛群改良整備事業

H24～

H26

ヤギや豚を食する文化が根強く、食用牛を育てる基盤

が他自治体に比べ弱い。近年石垣牛など地域のブラン

ドとして高い需要があり地域経済をけん引している。糸

満市においても経済波及を生むよう質の高い食用牛の

改良に取り組む。

・優良母牛のリースの実施 ・優良母牛リース頭数　40頭

7 ③ 小規模農家支援事業

H24～

H26

　本市は、小規模農家が多く、圃場が点在している。さ

らに、個別の小さな畑が隣接するなど、農作物ごとに使

用制限のある農薬が飛散しやすい。簡易パイプハウ

ス、防風ネットの施設整備支援を行い改善を図る。

防風ネット設置及び簡易パイプハウス設置

・防風ネット設置数　３６箇所（件）

・簡易パイプハウス設置数　３５基

（今後の展開方針）

H25～26年度：防風ネット・簡易パイプ施設

整備事業の実施

8 海幸・陸幸連携事業

H24～

H28

8 ① 姉妹都市等物産交流事業

H24～

H28

姉妹都市の宮崎県都農町、友好都市北海道網走市と

の物産交流を行い相互の特産品の販路拡大を推進す

る。

・物産交流会の開催

・物産交流会参加事業者数：18事業者

・物産交流展来場者数（延）：300,000人

8 ②

全国豊かな海づくり大会物

産フェア実施事業

H24

全国豊かな海づくり大会時にふれあい交流事業を実施

する中で物産フェアーを開催し、本市の特産品を全国

に発信する。

・物産フェアの開催

・参加事業者数：37事業者

・全国豊かな海づくり大会物産フェア来場者数

　50,000人

8 ③

報得川タマン祭・西崎フェス

タ

H24～

H28

本市は水産の街として発展してきた歴史があり、森・

川・海の連鎖を常に認識している。河川下流にある西

崎商業地域において、森（農業）と海（水産業）を再認識

させるイベントを実施し、市内農水商の連携を強くする

事業に取り組む。

・西崎フェスタ・報得川タマン祭りの開催 ・西崎フェスタ・タマン祭り来場者：6,000人

8 ④ キッズインザキッチン

H24～

H26

本市の基幹産業の一つである農業において就農者離

れが著しい、親子で農業体験と地場産品を活用した料

理教室を行うことでレシピの共有につなげ、地産地消と

食育を促進する。

・農業体験及び料理教室会場の整備 ・農業体験・料理教室参加者：250人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

9 固有な歴史的経緯対応事業

H24～

H28

9 ① 平和の語り部育成事業

H24～

H28

戦争体験者の高齢化が著しく、この先１０年程度で多く

の語り部を失うことが予想される。同事業により新たな

語り部を育成することで人的観光資源の養成につなが

る。

・語り部育成各段階における研修会及び講

演会の開催

・語り部育成研修会受講人数　15人

9 ②

戦災滅失戸籍等沖縄関係書

類電算化事業

H24

沖縄戦で滅失した戸籍等を終戦後再生したが、用紙の

劣化等により再び公文書の減失する現状にある。同文

書の電算化を図り保存する。

・沖縄戦滅失書類等の電子化

　161,300枚

・沖縄戦滅失戸籍等の電子化整備率　100%

10 糸満市人材育成事業

H24～

H28

10 ①

確かな学力を育むサポート

事業

H24～

H28

糸満市においては、学習支援を必要とする児童が多数

おり、学校現場へ学習・自立支援教諭を配置、支援し

課題解決をはかる。

・学習・自立支援教諭の配置

　小学校10人、中学校6人

・学習自立支援教諭配置数

　小学校10校、中学校6校

10 ②

障害児支援ヘルパー派遣事

業

H24～

H28

発達障害を含む様々な障害を持つ児童生徒に支援ヘ

ルパーを配置するとともにヘルパーの資質向上を目的

とした研修会を開催する。

・障害児支援ヘルパーの配置

・ヘルパー研修会の開催

　幼稚園8人、小学校16人、中学校1人

・障害児支援ヘルパーの配置数

　幼稚園6園、小学校8校、中学校1校

10 ③ 学習ボランティア推進事業

H24～

H28

退職教諭や学生等による「学習ボランティア」の組織を

つくり学校現場へ学習ボランティアを派遣する。また、

学習指導ボランティアの連絡協議会を開催し運営者指

導の充実をはかる。

・学習ボランティアの組織化（協定）

・学習ボランティア連絡協議会の開催

・学習ボランティア組織化の協定数：2件

10 ④ 英語指導強化事業

H24～

H28

　小中学校の英語授業における英会話指導、発音指導

や学級での英会話指導を行う。

・英語指導教諭の配置

　小学校　5人　中学校2人

・英語指導教諭の配置数

　　小学校　10校　中学校6校

10 ⑤ 学びの体験事業

H24～

H28

学力向上で成果を上げている秋田県に直接児童等を

派遣し、学習に対する心構えや学校生活・放課後の過

ごし方など、先進地の学校における“学び”を体験し、派

遣元の生徒や地域に波及させ、全国下位にある学力

向上を図る。

先進地体験交流事業の実施 ・先進地体験交流参加者数　47人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 06 糸満市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

糸満市糸満市糸満市糸満市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

11 糸満市子育て支援事業

H24～

H28

11 ①

幼稚園児預かり保育関連整

備事業

H24～

H28

当該幼稚園の在園する園児で、保護者が「預かり保

育」を希望する園児を募集し、教育課程修了後～午後

６時までの「預かり保育」を実施する。

・預かり保育環境整備工事の実施 ・幼稚園預かり保育利用者数：80人

11 ② 地域子育て推進事業

H24～

H28

全ての家庭が安心して子育てができる環境を整備する

ことを目的とし、地域における子育て支援ネットワークを

構築する。

すこやか館・児童館への地域子育て支援員

（3人）及び児童厚生指導員（4人）の配置

・すこやか館・児童館利用者数（延）：23,000人

11 ③

子育て応援ＮＰＯ活動支援

事業

H24～

H28

子育ての困難な親が増加しており、適切な支援を必要

とする機会増えている。NPOを活用して親の居場所づく

りや子育ての見守り、支援を行う。

（NPO活動団体への事業委託）

・NPOを通じた親向け学習会の開催

・支援員(1人）の配置

・NPOを通じた親向け学習会の参加者数：480人

11 ④ 公立保育所環境整備事業 H24

　園庭に開閉式遮光ネットを張り、安心して戸外遊びが

できる保育環境を整備する。併せて保育所建物の断熱

塗装工事等に取り組み子どもたちの健やかな成長を支

える。

・断熱塗装等工事の実施 ・紫外線・冷房対策実施保育所利用児童数：31人

12 糸満市元気な人づくり事業

H24～

H27

12 ① 障害者就労支援事業

H24～

H27

住んでいる地域でも自らが商品を販売できるよう移動

式販売所設置するなど働く環境の整備をする。

・事業所連絡会議の開催　5回

・事業所職員研修の開催　4回

・新商品開発件数　3件

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

コザ文化を活かした観光振

興プロジェクト

H24～

H30

1 ① 観光基盤整備事業

H24～

H27

　魅力ある観光資源の情報発信および観光客等の利

便性の向上を図ることを目的とし、終日気軽に本市の

観光情報等が入手できるよう、タッチパネル式のデジタ

ル観光インフォメーションの設置に対する支援や観光

案内ポータルサイトの作成およびＡＲ基盤アプリケー

ションなどを整備する。

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ式観光掲示板の設置　4件

無料公衆wi-fiの導入　13エリア

観光ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの構築　内容22種類

ＩＣＴサービスの実施　アプリ内容10種類

観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの実施　各ﾒﾃﾞｨｱ1回以上

事業効果測定　国内1回　海外1回

主要イベント来場者数　641.9千人

主要施設来場者数　2,235.5千人

【主要イベント】

沖縄全島エイサーまつり、エイサーナイト、お

きなわマラソン、ピースフルラブロックフェス

ティバル、ミュージックタウン音市場イベント、

キジムナーフェスタ、沖縄こどもの国フェスティ

バル、沖縄国際カーニバル、沖縄市産業まつ

り

【主要施設】

コザ運動公園、沖縄こどもの国、ヒストリート、

ちゃんぷるー市場、倉敷ダム、パヤオ直売店

1 ②

ｋｏｚａフィルムオフィ

ス事業

H24～

H27

　伝統文化や景観など本市の地域資源を観光情報とし

て発信し、誘客の拡大を図るため、魅力ある地域のロ

ケ地情報の発信や撮影の誘致等を支援する。

誘致活動

撮影支援

撮影誘致助成　2件

撮影助成　1件

フィルムオフィスＨＰの構築

ロケ地マップ等の製作　2,000部

誘致活動

撮影支援

撮影誘致助成　2件

撮影助成　1件

フィルムオフィスＨＰの構築

ロケ地マップ等の製作　2,000部

1 ③ 音楽資源収集事業

H24～

H25

　音楽資源を活かした観光振興を図るため、沖縄民謡

をはじめ、戦後のアメリカ文化の影響によるロックや

ジャズなど多彩な本市の音楽・芸能資源の収集・整理、

関係者への聞き取り調査、概要版映像を作成するな

ど、音楽資料の常設展示に向け取り組む。

音楽･芸能資源収集数２２０点

展示会の開催：１回以上

音楽･芸能資源収集数２２０点

展示会の開催：１回以上

1 ④ 音楽観光誘客事業

H24～

H27

　本市の音楽資源を活かした観光を振興するため、観

光産業や音楽産業との連携により、観光ホテルと中心

市街地を結ぶバス周遊等を実施するとともに、観光資

源であるライブハウスなどにおける定期イベントを開催

する。

平日ライブの開催（月40ｽﾃｰｼﾞ×6月）

ライブハウスサーキットの開催

（月6ｽﾃｰｼﾞ×6月）

ライブハウス入場者数　7,200人

ライブハウス集客率　60%

1 ⑤ 外国人誘客推進事業

H24～

H27

　アジア地域からアーティストおよびマスメディアの招聘

等により、誘客の拡大を図ることを目的とし、本市発祥

のオキナワンロックなどを中心とした多彩な音楽イベン

トを拡充し、それらを実施する団体に支援を行う。

アジア地域からのﾐｭｰｼﾞｼｬﾝ招聘　2組

アジア地域からのメディア招聘　2国

ピースフルラブ・ロックフェスティバル来場者数

　H23年度：2,800人→H24年度：3,300人

1 ⑥

市民小劇場あしびなー改

修事業

H24～

H30

　音楽や文化による観光を推進するため、市民小劇場

あしびなーの設備機器の機能強化に取り組む。

・市民小劇場あしびなーの設備（備品）の購

入

・市民小劇場あしびなーの設備（備品）の購入：1

件

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦

（仮称）国際交流セン

ター事業

H24～

H27

　国外の観光客も訪れることから、語学力や異文化理

解能力の向上を目的に、多様な国籍の住民等が交流

できる国際交流の拠点を設置し、情報発信をはじめ、

各種語学講座や異文化理解講座等を行う。

（仮称）国際交流センターの設置

【コザインターナショナルプラザに名称決定】

多言語講座、多言語相談、多言語情報コー

ナーの設置。

（仮称）国際交流センターの設置

【コザインターナショナルプラザに名称決定】

多言語講座、多言語相談、多言語情報コーナー

の設置。

多言語講座受講者数　　600人（延べ）

相談件数　20人（登録者数）

1 ⑧ エイサー文化発信事業

H24～

H27

　エイサーを活用した観光振興や地域活性化を図るた

め、エイサーの拠点となる（仮称）青年エイサー会館の

整備に向けた取り組みを推進するとともに、エイサー関

連資源のブランド化の支援を行う。

　また、「沖縄全島エイサーまつり」におけるシャトルバ

スの運行やエイサーの担い手の育成、エイサーによる

文化交流活動への支援などを行う。

エイサー会館基本方針の策定

エイサー会館準備室の運営

エイサーまつりｼｬﾄﾙﾊﾞｽの運行

エイサーキャラバンの支援

エイサーグッズ開発の支援　4種類

沖縄全島エイサーまつり来場者数

　H24年度：310千人

エイサーナイト来場者数

　H24年度：10千人

1 ⑨ エイサーサイン整備事業

H24～

H29

エイサーを活用した観光振興や地域活性化を図るた

め、エイサーの絵柄を取り入れた下水道のマンホール

蓋等を設置する。

市内観光施設付近におけるエイサー絵柄の

マンホール設置箇所

９０ヶ所／年

市内観光施設付近におけるエイサー絵柄のマン

ホール設置箇所：９０ヶ所／年

（今後の展開方針）

H29年度までに540ヶ所整備

1 ⑩ 伝統文化観光推進事業

H24～

H27

　本市の伝統文化や工芸を魅力ある観光資源として活

用し、伝統文化の継承発展と観光誘客の拡大を図るた

め、本市の伝統工芸である知花花織で沖縄こどもの国

の動物を着飾ったイベントの開催および伝統行事であ

る「ウマハラセー（美ら競馬）」の復活への支援を行う。

ウマハラセーの実施　2回 伝統文化であるウマハラセーの復活

1 ⑪ 文化財整備等事業

H24～

H27

　市指定文化財の「奉安殿」や「忠魂碑」は、県内にお

いても貴重な文化財であり、沖縄戦の歴史を語り継ぐ

貴重な文化資料として保存・活用するため、経年劣化

による損傷を修復する取り組みをおこなう。

奉安殿及び忠魂碑の修復等設計業務の実

施

奉安殿及び忠魂碑の修復等設計業務の実施

（今後の展開方針）

H25年度：奉安殿・忠魂碑の保存修理工事

の実施

1 ⑫

文化財等公開デジタル化

事業

H24～

H25

　市民および観光客など利用者の利便性向上による誘

客を図るため、市が所有している文化価値の高い収蔵

品や映像資料、民話データ等のデータ公開システムを

構築する

博物館資料のデジタルデータ化作業 博物館資料のデジタルデータ化作業

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑬ 地域自然環境調査事業

H24～

H27

　　自然と共生する観光を推進するため、嘉手納弾薬

庫等により市域が分断され貴重な自然環境資源が現

存する「嶽山原」地域および本市北部地域の自然環境

実態を把握するため、植生概観と動物概観に関する調

査を行う。

「嶽山原」地域の自然調査の実施 「嶽山原」地域の自然調査の実施

（今後の展開方針）

H25年度：嶽山原地域の調査

H26年度：市内全域の調査

H27年度：原稿執筆など特別展示に向けた

取り組み

H28年度：刊行物の発刊および特別展示展

1 ⑭

戦後文化資料等展示事業

(デジタル化)

H24～

H27

　沖縄市戦後文化資料展示室「ヒストリート」のさらなる

誘客の拡大を図るため、本市関係戦後新聞記事資料

のデジタル化を行う。

新聞記事デジタル化作業：約６０万件 新聞記事デジタル化作業進捗状況：６０％

（今後の展開方針）

H25年度：デジタル化１００％

2

スポーツコンベンション

推進プロジェクト

H24～

H28

2 ① スポーツ推進整備事業

H24～

H28

多くの市民そしてスポーツ合宿団体が利用する沖縄市

総合運動場について、施設とスポーツ備品を整備し、よ

り利用しやすい体育施設・スポーツ合宿地として強化

し、利用者の競技力向上や健康増進はもとよりスポー

ツ合宿の増大による観光振興を図る。

・サッカー人工芝化の実施設計

・備品整備：２件

・サッカー人工芝化の実施設計の実施

・備品整備：２件

（今後の展開方針）

H25年度：サッカー人工芝化等工事および運

用開始

2 ② コザ運動公園整備事業

H24～

H25

　スポーツ環境を活かした観光を推進するため、スポー

ツコンベンションの拠点であるコザ運動公園の車両出

入り口の改良に関する調査検討を行う。

コザ運動公園の車両出入り口改良工事に

関する実施設計の実施

コザ運動公園の車両出入り口改良工事に関する

実施設計の実施

（今後の展開方針）

H25年度：コザ運動公園の車両出入り口改

良工事

3 観光都市基盤整備事業

H24～

H33

3 ① 道路緑化推進事業

H24～

H33

　観光地周辺道路のにぎわいを演出するため、四季お

りおりの草花を植栽する。

道路緑化箇所　４箇所 道路緑化箇所　4箇所

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ② 道路景観形成推進事業

H24～

H33

観光地周辺の道路の快適性の向上や安全性の確保の

ため、道路植栽の整備計画をはじめ、道路空間活用計

画や道路鋲の整備計画の検討、道路照明設置やデザ

インの検討などを行う。

整備計画路線20路線

・市道沿線環境美化業務

・道路植栽等整備計画策定業務

・照明灯ＬＥＤ化調査業務

 ・照明灯デザイン作成業務

　

・市道沿線環境美化業務10路線実施

・照明灯ＬＥＤ化調査業務20路線実施

・照明灯デザイン作成業務実施

（今後の展開方針）

H25年度以降：植栽等整備実施設計、照明

灯設置工事及びLED取替工事など

3 ③ 観光地周辺道路整備事業

H24～

H33

観光施設の利便性向上に向け、アクセス道路における

道路施設や歩道および街路樹の整備等の調査業務を

行う。

市道東南植物楽園線実施設計を実施 市道東南植物楽園線実施設計を実施

（今後の展開方針）

Ｈ25年度以降：観光地周辺の道路景観整備

4 こども文化創造事業

H24～

H32

4 ①

国際児童・青少年演劇

フェスティバルおきなわ

推進事業

H24～

H28

　こどもたちが優れた文化芸術にふれ、体験・交流でき

る機会を創出するため、「国際児童・青少年演劇フェス

ティバルおきなわ（キジムナーフェスタ）」やフリンジ（非

招待）公演を開催する。また、世界各国から演劇関係

者が集う国際児童青少年演劇協会（アシテジ）第１回国

際会議を開催する。

・招待作品数：10作品

・自主参加作品数：30作品

キジムナーフェスタ観客動員数：32,000人

4 ②

沖縄こどもの国施設整備

事業

H24～

H32

　次世代を担うこどもたちの科学への興味や豊かな感

性を育てるため、ワンダーミュージアム展示品等整備お

よびロボット展を開催するとともに、琉球弧の動物展示

施設整備を行う。

・沖縄こどもの国公園・琉球弧動物展示施

設の実施設計および第１期工事の実施

・ワンダーミュージアム展示品の整備

沖縄こどもの国公園・琉球弧動物展示施設の実

施設計および第１期工事の実施

（今後の展開方針）

Ｈ25年度以降：琉球弧第2期工事の実施

4 ③ こどものまち推進事業

H24～

H28

　こどもたちが夢に向かって元気にたくましく育つ環境を

つくるため、こどものまち推進アクションプログラムの策

定や、こども市民会議(仮称）の運営、こども学講座の

開講、えほんの国の開設などを行う。

・こどものまち推進アクションプログラムの策

定

・えほんの国の整備

沖縄こどもの国来場者数：

　H23年度：383,559人→H24年度：385,000人

5 未来を創る人材育成事業

H24～

H28

5 ①

沖縄市こども科学力向上

事業

H24～

H28

　こどもたちが科学の面白さや学ぶことの楽しさを体験

する科学企画展、科学実験イベント、体験ワークショッ

プ、出前科学教室を開催する。

・科学企画展の開催：2回

・科学イベントの開催：2回

・科学ワークショップの開催：20回

・出前科学教室の開催：60回

科学関連イベント参加人数：44,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ②

児童生徒の「わかる・意

欲・学ぶ」を支援する事

業

H24～

H28

　児童生徒のわかる・意欲・学ぶを支援するため、キャ

リア教育コーディネーターによる職場見学や職場体験

の指導・支援、教科コーディネータ－による授業改善の

指導・支援、外国人児童生徒への日本語指導、児童生

徒への外国語指導、書画カメラ等情報教育機器の整備

を行う。

・キャリア教育コーディネーターの配置：2人

・教科コーディネーターの配置：3人

・日本語指導員の配置：4人

・外国語指導助手の配置：25人

・情報通信機器の整備：デジタルテレヒﾞ148

台、書画カメラ565台

・キャリア教育コーディネーターの配置：2人

・教科コーディネーターの配置：3人

・日本語指導員の配置：4人

・外国語指導助手の配置：25人

・情報通信機器の整備：デジタルテレヒﾞ148台、書

画カメラ565台

5 ③

吹奏楽部支援楽器整備事

業

H24

　生徒の音楽に対する興味と表現力を育み、音楽をと

おしたまちづくりや人材育成を図るため、老朽化した吹

奏楽の楽器を整備する。

吹奏楽の楽器購入

購入台数：74台

吹奏楽の楽器購入

購入台数：74台

5 ④

気になる子等の学びを支

援する事業

H24～

H28

　小中学校に特別支援教育支援員を配置するととも

に、行動や学習に配慮を要する児童生徒（気になる子）

についての支援を図る。

また、不登校や学力不振の児童生徒への学習支援を

行う。

・臨床心理士の配置：1人

・保健師の配置：1人

・看護師の配置：1人

・スクールカウンセラーの配置：10人

・心の教室相談員の配置：8人

・スクールソーシャルワーカーの配置：3人

・スクールサポーターの配置：1人

・学校支援教育補助者の配置：14人

・臨床心理士の配置：1人

・保健師の配置：1人

・看護師の配置：1人

・スクールカウンセラーの配置：10人

・心の教室相談員の配置：8人

・スクールソーシャルワーカーの配置：3人

・スクールサポーターの配置：1人

・学校支援教育補助者の配置：14人

5 ⑤ 幼稚園園舎遮熱対策事業

H24～

H28

　保育環境の充実のため、幼稚園舎の窓ガラスに日射

調整、断熱、台風等による飛散防止を兼ねた遮熱フィ

ルムを施工する。

遮熱対策を実施した幼稚園数：2園 幼稚園の遮熱対策実施率：12.5％

（今後の展開方針）

幼稚園の遮熱対策実施率１００％を目指す

6 すこやか子育て推進事業

H24～

H28

6 ① こどもいきいき安心事業

H24～

H28

　こどもたちが安心して過ごすことができる場の確保・

充実のため、放課後児童支援センターの設置、児童館

整備計画に伴うニーズ調査等を行う。

放課後児童支援センターの設置 放課後児童支援センターの設置

（今後の展開方針）

H25年度：児童館整備計画に伴うニーズ調査

H26年度～H28年度：

　　・民間放課後児童クラブ強化・支援

　　・地域、学校、放課後児童クラブ等連携強化

　　・新たなこどもの居場所づくりの模索

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ②

園児の健やかな成長を支

える保育事業

H24～

H28

　子育て家庭の保育ニーズに対応するため、幼稚園に

おいて、教育時間の終了後も引き続き園児を預けるこ

とのできる、「預かり保育」を実施する。

預かり保育実施幼稚園数：16園（全園） 市内幼稚園における預かり保育実施率：100％

6 ③ 認可外保育施設支援事業

H24～

H28

　保育環境の充実支援を図るため、認可外保育施設指

導監督基準を満たす施設に対する施設修繕費、保育

士の新規採用に対する補助を行う。

・保育士人件費補助：13人

・施設改善費補助：5施設

・保育士人件費補助：13人

・施設改善費補助：5施設

7

沖縄市きめ細かな就労支

援事業

H24～

H27

7 ① 若年者就労等支援事業

H24～

H27

　雇用の創出および失業者対策を図るため、若年求職

者及び保護者、企業等を対象に支援員等による就労支

援、ワークショップ・サロンの定期開催等を実施する。ま

た、心因性の理由等により就職が困難な若者を対象

に、社会的・経済的自立支援を図るため、就労へ向け

た支援やインターンシップ、職業訓練等を実施する。

アウトリーチ件数：240件

農業実習：24回

自立訓練：6回

インターンシップ：6日

ビジネスマナー講習：3回

自己理解講習：2回

巡回就労相談：週3回

サロン・ワークショップ月2回

若年者就職マッチング説明会：月1回

沖縄版キッザニア：年4回

セミナー・講座：月4回

（仮称）若年者就労支援ネットワーク連絡

会：年4回

アウトリーチ人数　200人

生活支援人数　400人

巡回就労相談人数　240人

7 ②

ITワークプラザスタジオ

設備改修事業

H24

　情報通信関連施設の利用環境を向上し、コンテンツ

産業等における雇用の創出を図るため、モーションキャ

プチャーシステムを改修する。

モーションキャプチャー設置台数：32台 モーションキャプチャー設置台数：32台

7 ③

空き店舗活用モデル推進

事業

H24

　地域において障がい者の雇用の場を確保し、地域の

一員として社会参加の場づくりを推進するため、空き店

舗を活用した植物工場を設置し、葉野菜の計画的栽培

や直売および商品開発を実施するとともに、空き店舗

活用のモデルを構築する実証実験を行う。

空き店舗を活用した植物工場の設置

障がい者の雇用促進　4人

（当該事業実施による雇用数）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ④

中城湾港新港地区物流促

進支援事業

H24～

H27

　港湾機能の充実により地元中小企業の振興と雇用の

創出を図るため、中城湾港新港地区においてコンテナ

等の整備に対する支援や物流輸送にかかる支援の実

施および物流促進に関する調査・検討を行う。

・港湾機能の充実に向けた調査委託等の実

施

・物流コンテナの購入補助

中城湾港における実証実験船貨物量　450ｔ／回

7 ⑤ 雇用基盤等環境整備事業 H24

　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、都市

基盤が脆弱な状況にある準工業地域等において、整備

計画や実現方策並びに誘致企業の検討など、雇用お

よび経済効果の可能性を調査する。

産業・雇用基盤に係る目指す将来像につい

て基本構想（案）、基本方向（案）の策定

産業・雇用基盤に係る目指す将来像について基

本構想（案）、基本方向（案）の策定

7 ⑥

沖縄市振興計画検討調査

事業

H24

　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、本市

の持つ地域資源や可能性及び優位性等の調査・検討

を行う。

沖縄市振興計画策定に向けた調査・検討の

実施

沖縄市振興計画策定に向けた調査・検討の実施

8

地域資源を活かした沖縄

市ブランド推進事業

H24～

H27

8 ① 伝統工芸産業支援事業

H24～

H27

　工芸産業の振興を図るため、本市の伝統工芸、工芸

産業振興の中核である知花花織事業協同組合の販路

拡大および販売促進に対し支援を行う。

知花花織事業協同組合への支援

・販路拡大支援

・販売促進支援

知花花織事業協同組合売上

 H23年度：1,555万円　→　H24年度：1,800万円

8 ② 工芸による街づくり事業

H24～

H27

　工芸品の販路拡大をはじめ、工芸従事者の生産意欲

の高揚および工芸に対する市民の意識啓発など、工芸

産業の振興を図るため、沖縄市工芸フェアの開催等を

支援するとともに、工芸産業の全般的な振興に寄与す

ることを目的として、（仮称）沖縄市伝統工芸館の創設

に向け基本構想の策定等を実施する。

・県外での出展　　１回

・工芸フェア開催　　１回

・伝統工芸館基本構想策定の検討　４回

沖縄市工芸フェア売上額：1,500万円

伝統工芸館基本構想の策定の検討

8 ③ 地域ブランド推進事業

H24～

H27

　魅力ある沖縄市ブランドの確立によるものづくり産業

を振興するため、市内の優れた地域資源（二次加工品

等）を沖縄市ブランドとして認定する沖縄市地域ブラン

ド認定制度等を実施し、沖縄市ブランドの広報活動等

を行うとともに、新商品の開発または販路開拓等に対し

支援する。

・新商品開発　　２件

・商品の高付加価値化　　２件

・コザスター認定マーク商標登録　１件

・展示即売会の開催　２３業者参加

コザスター商品認定数：6商品

コザチョイス商品選定数：60商品

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

9 アグリビジネス推進事業

H24～

H26

　農業生産および農業経営の安定化を図るため、台風

等の自然災害に影響を受けにくい栽培施設の整備に

対し支援を行う。

食用菊強化型パイプハウス設置農家戸数

5戸

食用菊強化型パイプハウス設置面積　5,124

㎡

食用菊強化型パイプハウス設置農家戸数　5戸

食用菊強化型パイプハウス設置面積　5,124㎡

10

コミュニティーパーク整

備事業

H24～

H27

 市民の健康づくりや地域コミュニティ等を促進するた

め、地域住民と協働による公園の基本計画を策定す

る。

若夏公園の基本計画策定 若夏公園の基本計画策定

11

災害に強いまちづくり事

業

H24～

H33

11 ① 地域防災対策強化事業

H24～

H33

　災害等に備えるため、デジタル防災行政無線親局の

整備に向け取り組むとともに、災害用備蓄倉庫（備蓄品

含む）の整備、防災マップ（観光情報も掲載）の作成、

避難場所標識の設置等を行う。

デジタル防災行政無線親局の実施設計の

実施

災害用備蓄倉庫（備蓄品含む）の整備

防災マップ（観光情報も掲載）の作成（6万

部）

避難場所標識の設置 等

デジタル防災行政無線親局の実施設計の実施

災害用備蓄倉庫（備蓄品含む）の整備：2箇所で3

棟

防災マップ（観光情報も掲載）の作成：6万部

避難場所標識の設置 等：10箇所

（今後の展開方針）

H25年度：デジタル防災行政無線親局等の

整備

11 ②

災害時緊急避難通路整備

事業

H24～

H33

　自然災害などに対する防災力の向上のため、低地に

おける里道を利用した緊急避難通路の整備を行う。

災害時緊急避難通路整備計画の策定

　４地域１０箇所実施

災害時緊急避難通路整備計画の策定

　４地域１０箇所実施

（今後の展開方針）

H25年度：緊急避難通路整備実施設計　３箇所

H26年度：緊急避難通路整備実施設計　３箇所

　　　　　　緊急避難通路整備工事　３箇所

11 ③

沖縄市防災研修センター

改修事業

H24～

H25

防災に関する知識及び技術の向上、ならびに防災意識

の高揚を図るため、また、海抜の低い地域における津

波に関する防災研修が行えるよう、沖縄市防災研修セ

ンターの改修に向け取り組む。

防災研修センターの基本設計の実施

防災研修備品等の購入

防災研修センターの基本設計の実施

防災研修備品等の購入

（今後の展開方針）

H25年度：防災研修センターの工事

11 ④ 学校安全対策強化事業

H24～

H28

全園児・児童・生徒へ配布する安全下敷きと学校掲示

用安全マップの作成

・園児・児童・生徒への防災意識啓発用の

下敷きの配布：約16,700枚

・学校掲示用安全マップ設置数：全幼稚園

（16園）、小学校（16校）、中学校（8校）

・園児・児童・生徒への防災意識啓発用の下敷き

の配布：約16,700枚

・学校掲示用安全マップ設置数：全幼稚園（16

園）、小学校（16校）、中学校（8校）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 07 沖縄市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

沖縄市沖縄市沖縄市沖縄市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

12

米軍統治期や基地等にか

かる課題に対処する事業

H24～

H33

12 ① 航空機騒音測定事業

H24～

H25

　平成２５年４月１日から施行される「航空機騒音に係

る環境基準」に対応した航空機騒音測定器を設置し、

本市における航空機騒音の実態を把握する。

航空機騒音自動測定器の設置：4箇所 航空機騒音自動測定器の設置：4箇所

12 ②

里道および水路の境界確

定復元事業

H24～

H33

戦後の米軍統治下の影響による不明確な里道および

水路の位置を確定するため、境界の確定測量および復

元作業を行う。

・境界が不明確な里路の境界確定測量の実

施：１００箇所

・境界が不明確な水路の境界確定測量の実

施

・境界が不明確な里路の境界確定測量の実施：

　１００箇所

・境界が不明確な水路の境界確定測量の実施

(今後の展開方針)

H25年度：

　機能していない里道(建物などが占有して

いるヶ所）約65ヶ所および機能している里道

（建物などの占有がみられない里道）35か所

の調査

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 08 豊見城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

地域特性を活かした観光振

興事業

H24～

H29

1 ① 瀬長島観光拠点整備事業

H24～

H27

瀬長島の自然環境の保全、活用を図りつつ、歴史・文

化的な価値等を踏まえた広場等の拠点施設を整備す

る。

瀬長島観光拠点施設整備計画の策定、用

地取得（9,283㎡）、施設設計・整備

瀬長島観光拠点施設整備計画の策定、用地取得

（9,283㎡）、施設設計・整備

（今後の展開方針）

H25年度：西海岸テラスゾーン等整備

H26年度：瀬長島外周道路整備

1 ② 文化観光創出事業

H24～

H27

豊見城城址公園とその周辺について、重要な都市景観

を形成し、憩いや安らぎを提供する観光資源等としての

活用を図るため、調査等を行い同地域の土地利用構

想を策定する。

豊見城城址公園とその周辺に係る土地利

用構想の策定

豊見城城址公園とその周辺に係る土地利用構想

の策定

1 ③ 西海岸活性化構想事業

H24～

H29

本市の西海岸地域の地理的特性を活かし、臨空産業

や観光関連施設などの誘致、開発計画、周辺アクセス

道路整備などの総合的検討を行い、沖縄観光振興の

増進を図るため、基本構想の策定を行う。

西海岸活性化基本構想の策定 西海岸活性化基本構想の策定

（今後の展開方針）

H25年度：西海岸地域における駐車場の整

備検討

1 ④

西海岸観光地域利用促進事

業

H24～

H25

  質の高いリゾート地を形成し利用促進するため、観光

振興地域のビーチ（砂浜）において、マリンスポーツの

快適な実施に必要な砂浜の清掃機器及び整備機器を

購入するとともに倉庫等の施設整備を行う。

・清掃機器及び整備機器等備品購入（クリー

ナー等車両、ハブクラゲネット他）

・クリーナー等倉庫建設

・清掃機器及び整備機器等備品購入（クリーナー

等車両、ハブクラゲネット他）

・クリーナー等倉庫建設

1 ⑤

体験事業受入施設及び産業

振興施設整備事業

H24

体験事業受入施設及び産業振興施設を設置し、市内

事業所が実施する体験事業を本施設に集積することに

より、観光客や修学旅行の受入拠点とするとともに観

光・産業振興を図る。

体験事業受入施設及び産業振興施設の整

備

体験事業受入施設及び産業振興施設の整備

（今後の展開方針）

平成25年７月供用開始予定

1 ⑥ バス停上屋整備事業 H24

　観光客が多く立ち入る地域において快適に公共交通

を利用していただくとともに観光地にふさわしい景観を

形成するため、沖縄らしい装飾等を付したバス停上屋

を整備する。

市内西海岸地域におけるバス停上屋整備

数：８基

バス停上屋整備数：８基

1 ⑦ 観光情報コンテンツ化事業 H24

観光関連団体が行う豊見城市における観光マップ、飲

食店特産品マップ、それらに関連するデジタルコンテン

ツ（WEBサイト向け)及びWEBサイトの多言語化（英語、

中国語、韓国語）を行う等、観光情報発信ツールを制作

する事業に対して補助を行う。

観光情報発信等の対象事業への補助：３件

①飲食店特産品ガイドブック（マップ付）作成

②ガイドブックのデジタルコンテンツ化

③多言語WEBサイト作成

・飲食店特産品ガイドブック（マップ付）作成

　H23年度：０部→H24年度：55,000部

・ガイドブック等デジタルコンテンツ化

　H23年度：０件→H24年度：２件

・多言語化WEBサイト構築数

　H23年度：０サイト→H24年度：４サイト

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

豊見城市豊見城市豊見城市豊見城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

豊見城市豊見城市豊見城市豊見城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧ 観光案内サイン整備事業 H24

市内に点在する観光施設や名所等、拠点間を有機的

に結びつけるため、外国人観光客を含む全ての方々に

わかりやすい案内サインを整備し観光地としての利便

性を高める。

市内観光施設などの案内サイン設置：6箇

所

案内サイン設置：6箇所

2

持続可能な安全・安心なまち

づくり事業

H24～

H25

2 ①

那覇空港周辺における航空

機騒音測定事業

H24～

H25

当該区域は航空機騒音増加により騒音測定の必要性

があり、測定により実態を把握し、その結果を基に空港

と共生するまちづくり等について検討・議論が促進する

ことを目指す。

那覇空港周辺における航空機騒音測定の

実施：３地点×２回

那覇空港周辺における航空機騒音測定の実施：

３地点×２回

2 ② 防災情報通信設備整備事業 H24

市庁舎と市内沿岸地域とを無線システムで結び、屋外

拡声装置を取り付けた防災無線子局を当該地域に設

置して防災無線システムを構築する。

防災無線等の整備箇所数：９０カ所設置

防災無線の自治会カバー数

　H23年度：17自治会→H24年度：47自治会

2 ③

トンネル災害対応資機材整

備事業

H24

那覇空港自動車道豊見城トンネルは沖縄県の空の玄

関口、那覇空港に最も近く観光客等が中北部を訪れる

際、主に利用する幹線道路である。トンネル内において

の特殊災害、交通事故等による火災等に対応、迅速な

救助及び消火活動を可能にするために早急な整備を

図る必要がある。

移動式呼吸器用高圧コンプレッサーユニット

整備　１台

移動式呼吸器用高圧コンプレッサーユニット整備

１台

2 ④ 水難救助車整備事業 H24

　各種水難救助用の資機材とクレーンや救助ボート等

を装備するとともに、車内でウエットスーツに着替えるス

ペースを確保することで、出動指令で潜水士免許既得

者や水難救助訓練を積んだ隊員が迅速に出動できる

体制を整備する

水難救助車等整備　１台 水難救助車等整備　１台

2 ⑤ 海抜表示板設置事業 H24

地域住民を含めた市内滞在者、とりわけ地理に不案内

の観光客が、津波発生時に現在位置に関する情報を

容易に確認し、迅速に避難・安全確保できるよう、海抜

５メートル以下の地域を中心に電柱等に海抜表示看板

を設置する。

沿岸部及び指定避難所、自治会公民館へ

の海抜表示案内板設置（３８３箇所）

沿岸部及び指定避難所、自治会公民館への海抜

表示案内板設置（３８３箇所）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 08 豊見城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

豊見城市豊見城市豊見城市豊見城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

地域特性を活かした農業活

性化事業

H24～

H27

3 ① いきいき野菜生産支援事業

H24～

H25

市場や量販店の求める定時・定量・定品質な野菜の安

定生産を図るため、ＪＡ又は生産者団体が設置する耐

候性野菜栽培施設（パイプハウス）の設置費の一部を

補助する。

耐候性野菜栽培施設整備補助

補助対象JA（３２，７８２．５㎡、９１棟、１９農

家）

耐候性野菜栽培施設整備補助

補助対象JA（３２，７８２．５㎡、９１棟、１９農家）

3 ②

豊見城産マンゴー販売促進

事業

H24～

H27

県の拠点産地に認定されるなど、評価が高い豊見城産

マンゴーの更なる販売促進を図るため、首都圏におい

て試食等を含めた普及事業を実施する。

首都圏等におけるマンゴー販売促進活動回

数６回　県内３回　県外３回

販売促進活動回数６回　県内３回　県外３回

4 次世代育成支援事業

H24～

H28

4 ① 預かり保育事業

H24～

H28

預かり保育担当教諭を配置し、ひとり親世帯や共働き

世帯の園児を午後、幼稚園で預かることで、子育て支

援を行う。

預かり保育担当教諭配置：２１名

預かり保育した園児数

　H23年度：323名→H24年度：約400名

4 ② 認可外保育園環境整備事業

H24～

H25

認可外保育施設の保育環境を整備することにより、入

所児童の健全育成を促進し、保育の質の向上を図ると

ともに、保育事業者の認可化に対する意欲向上が期待

される。

施設整備を支援した認可外保育園数：１８園 施設整備を支援した認可外保育園数：１８園

5

生きる力を育む人材育成事

業

H24～

H28

5 ① 学力向上サポート事業

H24～

H28

児童生徒の学力向上のために、学習指導支援者を配

置し、授業にあたる教師と連携を図りながら、児童生徒

の支援を行うことで教育環境の充実を図る。

学力向上対策補助員配置：

　小学校８名：中学校３名

学力向上対策補助員配置：

　小学校８名：中学校３名

5 ②

キャリア教育コーディネー

ター配置事業

H24

キャリア教育コーディネーターを活用し、小学校の職場

見学、中学校の職場体験を受け入れる事業所を開拓

することで、キャリア教育の充実を図る。

・キャリア教育コーディネーター配置：１名

キャリア教育受入事業所バンク登録事業所数

　H23年度：156件→H24年度：250件

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 08 豊見城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

豊見城市豊見城市豊見城市豊見城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ③ 情報教育補助員派遣事業

H24～

H28

情報教育補助員を各小中学校へ巡回派遣し、PC教室

で授業を行う教員の支援や児童生徒へ直接支援する

ことで、教員や子どもたちの情報リテラシーの向上を図

る。

情報教育補助員配置：２名 情報教育補助員配置：２名

5 ④

適応指導教室学習支援員配

置事業

H24～

H28

適応指導教室に支援員を配置し、心因的不登校児童

生徒の個々の状況に応じた体験活動や学習指導、教

育相談等の支援を行い、人間関係の改善と児童生徒

の自立心を高め、社会性を身につけさせることで、学校

生活への適応を図り、引きこもり解消や学校復帰を支

援する。

適応指導教室学習支援員配置：２名 適応指導教室学習支援員配置：２名

5 ⑤ 幼小中学校長寿命化事業

H24～

H28

沖縄特有の潮風による塩害や紫外線、度重なる台風

の影響により劣化した校舎屋根や壁面等を改修するこ

とにより、安全・安心を確保し校舎の断熱など機能を向

上させるとともに長寿命化を図り、学習環境の向上を図

る。

長寿命化等の安全対策を実施した校舎数

幼稚園：3校

小学校：1校

長寿命化等の安全対策を実施した校舎数

幼稚園：3校

小学校：1校

（今後の展開方針）

Ｈ25年度

小学校：1校

中学校：1校

5 ⑥ 小学校空調設備設置事業

H24～

H28

亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な状

況が長期間続くことから、児童・生徒の学習環境を改善

し学習に集中できる環境を整備する必要があることか

ら、空調設備を設置する。

空調設備設置校数

小学校：2校

空調設備設置校数

小学校：2校

（今後の展開方針）

Ｈ25年度

小学校：2校

Ｈ27年度

小学校：2校

5 ⑦ 中学校空調設備設置事業

H24～

H28

亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な状

況が長期間続くことから、児童・生徒の学習環境を改善

し学習に集中できる環境を整備する必要があることか

ら、空調設備を設置する。

空調設備設置校数

中学校：1校

空調設備設置校数

中学校：1校

（今後の展開方針）

Ｈ26年度

中学校：1校

5 ⑧ 沿岸地区学校安全整備事業 H24

ライフジャケットを購入し、沿岸地区にある幼稚園・小学

校へ津波等震災に備える。実際、ライフジャケットを着

用するなど訓練を行い安全教育の充実を図る。

ライフジャケット整備：

幼稚園１３０名分、小学校６８０名分

沿岸地区の幼稚園・小学校におけるライフジャ

ケット整備率（100%）

5 ⑨

小学校ＰＣＢ廃棄物処理事

業

H24

学校内に保管された高濃度PCB廃棄物を適切に処理

することにより児童・生徒の安全・安心な学習環境を整

備する。

ＰＣＢ廃棄物処理校数

小学校：１校

長寿命化等の安全対策を実施した校舎数

小学校：1校

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

豊見城市豊見城市豊見城市豊見城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 文化のまちづくり推進事業

H24～

H27

6 ①

伝統文化等継承拠点整備事

業

H24

伝統文化の継承及び発展を目的にエイサーまつり等に

取り組む団体の活動の拠点となる施設を整備し、活動

を活性化させ、更なる人材育成及び伝統文化継承を図

るとともに新たな観光資源としての活用を目指す。

拠点施設（交流広場）の整備（470㎡） 拠点施設（交流広場）の整備（470㎡）

（今後の展開方針）

平成２５年４月：供用開始予定

6 ②

豊見城市内文化財説明板設

置事業

H24～

H27

本市に存する文化財の説明板を設置し、文化財に係る

地域住民の理解を深め、保全を促すとともに、新たな

文化、観光資源として活用を目指す。

市内文化財説明板設置設置件数 市内文化財説明板設置件数（5基）

（今後の展開方針）

H25年度：5基

H26年度：5基

H27年度：5基

6 ③ 組踊継承事業

H24～

H27

組踊継承者育成のため豊見城市にゆかりのある組踊

「未生の縁」を上演する他、専門的見地から「雪払い」

の台本復元を行い、伝統文化の保全及び新たな地域

資源として活用を目指す。

・組踊り「未生の縁」上演

・組踊「雪払い」台本復元

組踊継承者養成数（組踊「未生の縁」出演者延数

（28名）

（今後の展開方針）

H26年度：組踊「雪払い」上演予定

6 ④ 文化交流拠点整備事業 H24

伝統文化・芸能イベント等においてデジタル化等、新た

な技術による高度で効果的な演出を行うため、拠点施

設における照明設備等を更新し、様々な文化活動を支

援するとともに県民の文化交流活動の促進を促す。

拠点施設（中央公民館大ホール）における

照明及び音響設備の整備

拠点施設（中央公民館大ホール）における照明及

び音響設備の整備

（今後の展開方針）

平成２５年６月：供用開始予定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

うるま市産業振興プロジェク

ト

H24～

H33

1 ① 企業誘致推進業務委託事業

H24～

H33

　企業立地を効果的に促進するため、国内外の経済動

向分析や企業情報を収集するとともに、本県へ進出を

検討している企業に対し企業誘致を働きかける。

①訪問する企業件数　80社 ①訪問する企業件数　80社

1 ②

沖縄IT津梁パーク周辺環境

整備事業

H24

　沖縄IT津梁パーク周辺における安心安全な企業立地

環境を創出するため、州崎幹線5号に道路照明等の防

犯灯を整備する。

①沖縄ＩＴ津梁パーク周辺市道における道路

照明等設置数　11基

①沖縄ＩＴ津梁パーク周辺市道における道路照明

等設置数　11基

1 ③

コンカレントエンジニア人材

養成事業

H24～

H27

　企業立地を促進するためには、技術者などの人材育

成が重要であることから、ものづくりに関する人材養成

を実施する。

①研修の実施回数　4講座（72講義）

②受講者数（実人数）　25人

①金型技術者人材育成者数　25人

1 ④

中城湾港新港地区物流促進

支援事業

H24～

H27

　中城湾港新港地区の国際物流拠点産業集積地域と

しての基盤構築と定期船就航実現を図るため、中城湾

港新港地区物流貨物集積計画を策定する。

①中城湾港新港地区物流貨物集積計画の

策定

①中城湾港新港地区物流貨物集積計画の策定

（今後の展開方針）

H25年度　アクションプラン策定

2

うるま市雇用対策プロジェク

ト

H24～

H33

2 ①

うるま市地域雇用人材育成

事業

H24～

H33

　当市の厳しい雇用情勢を踏まえ、市内における雇用

及び就業機会を創出するため、未就職卒業者を含む失

業者に対して、民間企業と連携による人材育成（ＯＪＴ

等）を実施する。

①研修生の数（実人数）　100人

①H24年度当該事業における新規雇用者数

（100人）

2 ②

街角コンタクトセンター設置

運営事業

H24～

H33

　 雇用の拡大を図るため、街角コンタクトセンターを設

置し、相談員による就業相談、中小企業等の事業主に

対する各種支援制度の案内、求人・求職等の情報提

供、就業者のスキル向上のための交流事業等を実施

するとともに、ＦＭ放送局などを活用した求職情報等の

発信を実施する。

①キャリアカウンセラーの配置数4人

②相談の開設日数　120日

①年間利用者数　4,100人

②年間相談件数　1,400件

2 ③

うるま市失業対策アクション

プラン策定業務

H24

　当市の雇用情勢について、失業率は平成22年国勢調

査で18.2％と前回調査（平成17年国勢調査）より3.6％

悪化しており、緊急的かつ総合的な雇用対策を講じる

必要性がある。このため、失業者の実態や雇用状況等

について把握するとともに、実効性の高い雇用対策を

調査研究し、失業率の改善を図るためのアクションプラ

ンを策定する。

①失業対策アクションプランの策定 ①失業対策アクションプランの策定

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

うるま市観光振興プロジェク

ト

H24～

H33

3 ① 戦略的観光資源創出事業

H24～

H33

　当市の地理的特性を生かし観光誘客を促進するた

め、観光入域ルート周辺の滞在できる観光施設、レスト

ラン、土産販売所などの情報収集を行うとともに、今後

の観光拠点施設整備計画・観光地誘導サイン計画など

のパッケージ化に取り組むための基礎調査を実施す

る。

①レンタカー搭載ＧＰＳ機能の活用した動向

調査

②観光拠点施設等整備の方向性に関する

基礎調査

①観光レンタカー動向の実態把握

②レンタカーの入込及び動向を踏まえた観光地

誘導サイン設置計画

③観光客から得られる観光拠点施設整備の方向

性に関する調査報告

3 ② 観光商品開発流通促進事業

H24～

H33

　地域特性や地域資源を生かした観光振興・地域活性

化を図るため、リゾートウェディングをはじめとする観光

商品の企画運営を行うとともに、世界遺産勝連城跡や

自然・伝統芸能をはじめとした歴史・文化素材を活用し

観光商品を開発する。

①本市の特徴を生かした観光商品の開発と

モニターツアー等の実施

１）ﾌｫﾄｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ

２）伝統芸能・文化を活用した観光商品

①ﾌｫﾄｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞのﾓﾆﾀｰ参加者数　（10組）

②伝統芸能・文化を活用した観光商品ﾓﾆﾀｰ参加

者　（10組）

3 ③

新・食の開発等推進支援事

業

H24～

H33

　当市の豊かな農水産物および柑橘類等を活用し、新

たな食（ご当地グルメ）と土産品等の開発やセールスプ

ロモーション、またグルメイベント等を開催し、魅力ある

観光資源・コンテンツを開発する。また特産品等を観光

商品として開発支援し、販路開拓するために全国物産

展や大手百貨店などでの商談会、実演販売などの支

援を実施する。

①ご当地グルメ開発 １件

②地元農産物等を活用した商品開発　2件

①ご当地グルメの商品開発件数　1件

②商品開発件数　2件

3 ④ 特産品販路拡大支援事業

H24～

H33

　当市の市産品や特産品等を県外および国外へ販路

拡大を図るため、常設販売や物産展等を実施し、プロ

モーション活動を通じて商品の定番化と販路拡大の促

進を図る。

①活動指標：県内外における物産展等の開

催回数　8回

①県内外における物産展等での売上額　（15,000

千円）

3 ⑤

金武湾～海中道路における

海洋性リゾート空間形成事

業

H24～

H26

　地域資源を再確認し、金武湾から海中道路にかけた

地域を魅力ある観光リゾート空間として形成するため、

ニーズ及び可能性調査等を実施する。

①ニーズ調査及び可能性調査等の実施 ①ニーズ調査及び可能性調査等の実施

3 ⑥

うまんちゅ健康文化交流広

場整備事業

H24

　市民の健康づくりを推進することによって健康長寿地

域としてのイメージ発信に繋げるとともに、地域におけ

る伝統芸能・文化の継承活動と交流・体験の場として、

交流広場の整備を実施する。

①うまんちゅ健康文化交流広場整備に係る

実施設計等の実施

①うまんちゅ健康文化交流広場整備に係る実施

設計等の実施

3 ⑦

メディア活用による戦略的観

光誘客促進事業

H24～

H28

　観光地としての魅力を県外向けにＰＲし、効果的な観

光誘客を図るため、雑誌やテレビなどのメディアを有効

活用した観光情報配信等による観光誘客を実施する。

①観光情報コンテンツの作成件数 　2件

②飛行機の機内紙に掲載した件数　1件

①観光情報コンテンツの作成件数 　2件

②飛行機の機内紙に掲載した件数　1件

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑧

海中道路ライトアップ観光景

観形成事業

H24～

H25

　当市における観光の付加価値向上と満足度を高め、

観光誘客の促進と観光消費額の拡大を図るため、知名

度と評価の高い海中道路大橋のライトアップ事業を実

施する。

①海中道路ライトアップに係る基本計画の

策定及び基本設計・実施設計の実施

②ライトアップの設備設置工事

①海中道路ライトアップに係る基本計画の策定及

び基本設計・実施設計の実施

②ライトアップの設備設置工事

（今後の展開方針）

H25年度　工事

3 ⑨

石川イベント公園機能強化

調査事業

H24

　観光誘客を促進するため、石川イベント公園（通称

「石川ドーム」）において、多彩な伝統芸能・文化をはじ

め、うるま市ならではの地域資源等を生かした観光イベ

ントを開催するためのビジョンや方策、施設の活用方法

や機能強化のあり方を調査検討するとともに、施設機

能を最大限に発揮するための観光イベント（ソフト面）の

ニーズ等の調査検討を実施する。

①石川ドームの施設機能強化に向けた調査

事業の実施

①石川ドームの施設機能強化に向けた調査事業

の実施

（今後の展開方針）

H25年度　実施設計及び工事

4

うるま市文化観光振興プロ

ジェクト

H24～

H33

4 ①

勝連城跡周辺文化観光拠点

整備事業

H24～

H31

　世界遺産勝連城跡には毎年多くの観光客が来場する

ものの、周辺施設の整備が不十分であることから観光

消費及び地域活性化につながっていない状況にある。

　そこで、勝連城跡の世界遺産としての価値を保全しつ

つ、文化を軸とした観光振興を図るため、体験・交流を

含めた複合的な文化観光拠点の整備を実施する。

①文化観光拠点整備に向けた基本計画の

策定

①文化観光拠点整備に向けた基本計画の策定

（今後の展開方針）

H25年度　基本設計

H26年度　実施設計及び工事

H27年度　建設工事

4 ②

生涯学習・文化振興拠点整

備事業

H24～

H26

　本市にはエイサーや闘牛、獅子舞など多種多様な文

化資源があることから、伝統文化と生涯学習を融合し

た文化の薫るまちづくりを推進するため、生涯学習及び

文化振興拠点施設の整備を実施する。

①生涯学習・文化振興拠点施設の整備に向

けた実施設計及び用地買収等の実施。

①生涯学習・文化振興拠点施設の整備に向けた

実施設計及び用地買収等の実施

H25年度　造成工事

H26年度　外溝工事及び建築工事

4 ③

市内文化財総合整備調査活

用事業

H24～

H27

　市内に所在する貴重な歴史資産を再評価するととも

に、それらを最大限活用して、文化の薫るまちづくりを

推進するため、市内の歴史資産の環境整備と総合的な

調査を実施する。

①勝連城跡の石垣悉皆調査の実施

②市内文化財の環境整備工事の実施

①勝連城跡の石垣悉皆調査・基本計画の策定

②市内文化財の環境整備工事の実施

（今後の展開方針）

Ｈ25～H26年度　勝連城跡整備基本計画の

策定

Ｈ25年度～　市内文化財の環境整備工事

Ｈ25年度～　展示会やレプリカ製作等の活

用事業の実施

4 ④

全島獅子舞フェスティバル事

業

H24～

H33

　民俗芸能としての獅子舞の保存・継承・発展に寄与す

るとともに、沖縄らしい新たな文化観光を構築するた

め、全島獅子舞フェスティバルを開催する。

①全島獅子舞フェスティバルの開催（1回） ①全島獅子舞フェスティバルの入場者数 4,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑤ ふるさと芸能デー事業

H24～

H33

　沖縄文化を基軸とした付加価値の高い観光振興を図

るため、ふるさと芸能デーを開催する。

①ふるさと芸能デーの開催（2回） ①ふるさと芸能デーの入場者数　1,700人

4 ⑥ 文化施設機能強化事業

H24～

H28

　文化観光振興を展開するため、うるま市民芸術劇場、

きむたかホール、石川会館の設備を整備する。

①市民芸術劇場の調光卓及び舞台機構の

整備工事

②石川会館及びきむたかﾎｰﾙの舞台機構

の整備工事

①市民芸術劇場の調光卓及び舞台機構整備に

係る設計及び工事

②石川会館及びきむかたﾎｰﾙの舞台機構整備に

係る設計及び工事

（今後の展開方針）

H25年度　市民芸術劇場音響卓の整備工事

4 ⑦ 文化施設環境整備事業 H24

　地域芸術文化の振興を図るため、うるま市民芸術劇

場の外壁を機能強化する。

①市民芸術劇場外壁リニューアルに向けた

設計及び工事

①市民芸術劇場外壁リニューアルに向けた設計

及び工事

4 ⑧ 南風原文書整理翻刻事業

H24～

H28

　県文化財指定の勝連間切南風原村文書等を調査し、

その修復とスキャニングを実施し、その成果を学校教

育及び生涯学習へ利活用する。

①南風原文書の保存・修復とデジタル化作

業等

①南風原文書の修復保全件数　（約800件）

②所蔵収蔵物のデジタル化

（今後の展開方針）

H25～H28年度　翻刻作業

H25～H27年度　翻刻作業の成果として報告

書を発刊

H28年度　企画展及び講座等の開催

4 ⑨ マーラン船等復元活用事業

H24～

H28

　市指定の無形民俗文化財を調査し、その民俗技術を

次世代へ継承するため、マーラン船等の復元を実施す

る。その成果を学校教育及び生涯学習へ利活用する。

①マーラン船建造に伴う木材の選定・伐採・

製材・乾燥管理

②渡し船（木造船）の記録保存及び一部復

元

③マーラン船等の所蔵資料の整理

①マーラン船建造に伴う木材調達（資材）

②木造船の一部復元

③所蔵収蔵物のデジタル化

（今後の展開方針）

H25年度　マーラン船建造・渡し船に関する企画

展等・琉球伝馬建造に伴う木材調達

H26年度　琉球伝馬船建造・マーラン船に関す

る企画展等

H27年度　琉球伝馬船に関する企画展等

H28年度　船大工及び木造船に関する講演会等

4 ⑩ 景観調査活用事業

H24～

H28

　世界遺産勝連城跡とその周辺に関する文化的景観

の調査を実施し、学校教育及び生涯学習へ利活用す

る。

①文化的景観に関するい草等の悉皆調査、

小動物等調査及び目録作成

　１）自然標本　70点

　２）文化的景観等記録　2件

②本事業関連の所蔵資料の整理業務

①勝連城跡周辺小動物目録等

②文化的景観に関する講演会

③い草のリーフレット発行

④所蔵収蔵物のデジタル化

（今後の展開方針）

H25～28年度 小動物・民俗行事・生業等調査

H26～28年度 文化的景観に関する企画展等

4 ⑪

芸術文化振興の環境整備事

業

H24

　地域芸術文化の振興を図るため、各種展示会にて使

用する展示パネルの整備を行う。

①パネル一式（パネル280枚、ポール310

本）

①パネル一式（パネル280枚、ポール310本）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑫

新沖縄型エンターテイメント

事業

H24～

H33

　沖縄の結婚式で行われる「ニービチ余興」は、ダンス

やショートコント、合唱、寸劇、舞踊など様々なジャンル

があり、非常にユニークな取り組みが多い。「ニービチ

余興」は沖縄独自のコンテンツであることから沖縄の観

光イベントとして開催・情報発信し、観光誘客に取り組

む。

①ニービチ余興大会の開催数（予選会を含

む）　4回

①うるま祭りニービチ余興大会の来場者数（予選

会を含む）　2,000人

②予選会へのエントリー数 20組（150人）

4 ⑬ 文化財標柱等設置事業

H24～

H27

　市内の文化財・旧跡等に標柱等を設置し、市民・観光

客が広く活用しやすい環境整備を推進する。

①標柱等設置工事に向けた設計業務の実

施

②設置工事（93件）

①標柱等設置工事に向けた設計業務の実施

②設置工事（93件）

（今後の展開方針）

H25～H27年度　標柱等設置に向けた実施

設計及び設置工事

4 ⑭

蔡大鼎「伊計村遊草」等調査

研究事業

H24～

H27

　「伊計村遊草（ｲｹｲﾑﾗﾕｳｿｳ）」と著者である蔡大鼎（ｻ

ｲﾀｲﾃｲ）に関する調査・研究を進め、難解な漢文体の歴

史史料を現代の教育文化に活用できるようカラー復刻

版や翻刻解説本などを刊行し、伝統文化の保全・継承

を図る。

①原本展示会（1回）

②講演会（1回）

③カラー複製本の発刊（各5部以内）

①「伊計村遊草」等原本史料展示会の来場者数

　　（600人）

5

うるま市観光地基盤形成プ

ロジェクト

H24～

H33

5 ① 景観づくり事業

H24～

H33

　当市の多彩で美しい景観・風景を守り、潤いと癒しの

ある住みよい住環境の保全・創造を図るため、景観地

区の指定、景観に関するイベントの開催など、景観・風

景づくり推進に関する事業を実施する。

①景観地区指定に向けた地域検討会等の

開催　５回

①景観地区指定に向けた地域検討会等の開催

　５回

5 ② 伊計海岸周辺環境整備事業 H24

　伊計海岸西側付近の砂浜は、当市の貴重な観光財

産であるが、台風等の高波による砂浜の侵食が進行し

ており、砂浜と背後地の保全措置及び、観光地としての

景観を保全するため、自然石被覆護岸を整備する。

①自然石被覆護岸工事の実施

　（整備状況　高さ3.0m　延長70.0m）

①自然石被覆護岸工事の実施

　（整備状況　高さ3.0m　延長70.0m）

5 ③

海洋観光安全確保体制整備

事業

H24

　当市は周囲を海に面し、海中道路や伊計ビーチをは

じめとする多くのビーチがある。夏場は、海水浴やマリ

ンスポーツなどの海洋レジャーを楽しむ観光客が多く訪

れるが、その一方で水難事故等の発生が増加傾向に

ある。そこで、市民や観光客の安心安全を確保するとと

もに、水難事故等への迅速な対応を図るため、潜水資

機材等を整備する。

①水難事故等で使用する資機材等の整備 ①潜水資機材等の整備率　100％

（指標の説明）

潜水資機材等の整備率：潜水隊員に対する

資機材の整備割合

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ④

石川イベント公園駐車場整

備事業

H24

　石川イベント公園（通称：石川ドーム）は、沖縄自動車

道の石川ＩＣ周辺に立地し、恩納村を中心とする西海岸

リゾート地域からアクセスの利便性が高く、多くの来場

者があるが、駐車場が不足し安全安心な観光イベント

運営に支障を来している。そこで、更なる観光誘客と施

設の利便性向上を図るため、沖縄自動車道高架下を

活用し駐車場を整備する。

①駐車場整備に係る設計業務及び工事

　　駐車場整備台数　750台

①駐車場整備に係る設計業務及び工事

　　駐車場整備台数　750台

6

うるま市島しょ地域振興プロ

ジェクト

H24～

H33

6 ① 島アートプロジェクト事業

H24～

H33

　島の良さを再発見し、ゆったりとした島の空間を楽し

んでもらう新たな観光スタイルの創出と島独自の地域

活性化を図るため、若手芸術家や美術家、そして地元

住民とのワークショップを開催し、アート（造形物、オブ

ジェ、美術絵画など）による島おこしを実施する。

①イベント開催数　　2回

②イベント開催日数　20日

①島アートイベントの来場者数　4,000人

6 ② 津堅・島おこし支援事業

H24～

H26

　本市唯一の有人離島である「津堅島」に関し、現地踏

査・調査などを通して離島特有の環境・地域振興に関

する課題を抽出・分析するとともに、地域との対話等を

通して島民自らが課題を解決できるような仕組みづくり

に向けた支援事業を実施する。

①津堅島現地調査回数：2回

②住民等の参画によるワークショップ等の

開催回数：4回

①津堅島現地調査回数：2回

②住民等の参画によるワークショップ等の開催回

数：4回

（今後の展開方針）

H25～H26年度：H24年度ワークショップを踏

まえ、島民主体の島おこしを支援

7

うるま市スポーツコンベンショ

ン推進プロジェクト

H24

7 ①

石川野球場及び周辺環境整

備事業

Ｈ24

　韓国ﾌﾟﾛ野球ＬＧツインズのメインキャンプ場である石

川野球場は、両翼が92ｍとプロ野球の試合をするには

狭く、オープン戦等も開催できない状況であるため、両

翼の拡張工事、外野芝生の張替、スタンドの改修など

を実施する。

①同球場の機能強化に向けた設計及び工

事の実施

　１）野球場両翼拡張（92ｍ→95ｍ）

　２）外野芝生張替 （9,380㎡）

　３）外野防球ネット工事（1,253㎡）

　４）電光掲示板改修工事（1式）

②野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1

台の購入

①同球場の機能強化に向けた設計及び工事の実

施

　１）野球場両翼拡張（92ｍ→95ｍ）

　２）外野芝生張替 （9,380㎡）

　３）外野防球ネット工事（1,253㎡）

　４）電光掲示板改修工事（1式）

②野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台の

購入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 ②

具志川野球場及び周辺環境

整備事業

Ｈ24

　韓国プロ野球ＳＫワイバンズのメインキャンプ場であ

る具志川野球場は、オープン戦や交流戦等の開催条

件が整備されていない状況であるため、防球ネットや内

外野をメンテナンスする機械整備などを実施する。

①同球場の機能強化に向けた設計及び工

事の実施

　１）防球ネット設置工事(217ｍ）

　２）外野芝生張替工事（9,730㎡）

　３）安全ラバーフェンス設置工事（304ｍ）

　４）電光掲示板改修工事（1式）

②野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1

台の購入

①同球場の機能強化に向けた設計及び工事の実

施

　１）防球ネット設置工事(217ｍ）

　２）外野芝生張替工事（9,730㎡）

　３）安全ラバーフェンス設置工事（304ｍ）

　４）電光掲示板改修工事（1式）

②野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台の

購入

8

うるま市元気な農水産業プロ

ジェクト

H24～

H26

8 ①

桃原地区小型漁船用通路機

能強化事業

H24

　当市の宮城島と平安座島に挟まれた通路（水路）

は、干潮時には水深が浅くなり小型漁船による海上事

故が発生するなど、安全な漁業活動に支障を生じてい

る状況であるため、当該通路を一部浚渫し機能強化を

図る。

①小型漁船用通路整備に係る設計及び工

事の実施

　１）通路浚渫：8,000㎥

　２）通路の整備延長　=600ｍ

①小型漁船用通路整備に係る設計及び工事の実

施

　１）通路浚渫：8,000㎥

　２）通路の整備延長　=600ｍ

8 ②

農水産業振興戦略構築及び

拠点施設整備事業

H24～

H26

　当市は第１次産業が盛んな地域である。地域特性を

発揮し、農水産業の６次産業化を推進するため、マー

ケットや複合施設の運営等に精通している民間事業者

等と連携し、農水産業の戦略的展開を構築するととも

に、農水産物の加工・流通施設、直売所及びレストラン

等を併せ持つ複合施設を整備する。

①農水産業振興拠点施設の整備に係る基

本計画等の策定

・農水産業振興拠点施設の整備に係る基本計画

等の策定

（今後の展開方針）

H25年度：実施設計、用地買収

H26年度：建設工事

H27年度：供用開始

8 ③

水産業拠点施設機能強化事

業

H24

　当市所有の水産物鮮度保持施設（製氷施設）の機能

強化を実施し、水産業の振興にめる。

①製氷及び貯氷機器設備（一式）整備に係

る設計及び工事

・製氷及び貯氷機器設備（一式）整備に係る設計

及び工事

8 ④

グァバ産地拠点機能強化事

業

Ｈ24

　グァバの葉は茶葉として加工され、「グァバ茶」として

愛飲されている。当市はグァバが特用作物として唯一

拠点産地として認定を受けており、茶葉生産に係る機

械設備の機能強化を実施することにより、拠点産地とし

ての生産強化を図る。

①洗浄機、大型乾燥機、粉砕機、包装機の

導入に向けた補助金の交付

①洗浄機、大型乾燥機、粉砕機、包装機の導入

を支援

8 ⑤ い草産地拠点機能強化事業 Ｈ24

　当市照間地区は沖縄県唯一のい草生産地で、照間

い草はブランドとして広く認知され、希少価値が高く、そ

の品質は評価されている。その一方、高齢化による生

産農家の減少や後継者不足等が課題となっていること

から、加工機械設備の整備により、安定した生産体制

を確保する。

①ハーベスター（６台）、乾燥機（４台）、織機

（２台）の導入に向けた補助金の交付

①ハーベスター（６台）、乾燥機（４台）、織機（２

台）の導入を支援

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

8 ⑥

津堅島イモゾウムシ等根絶

対策事業

Ｈ24

　イモゾウムシの根絶対策を強化するため、イモづるや

くずイモを粉砕する機械（チッパー）を整備し、安全・安

心な農林水産物の安定供給を確保する。

①樹木粉砕機（チッパー）１台の導入 ①樹木粉砕機（チッパー）１台の導入

9

うるま市大学院大学周辺整

備推進プロジェクト

H24～

H25

9 ① 産業集積戦略構築調査事業

H24～

H25

　東日本大震災以降、多くの企業がリスク分散のため、

沖縄への進出について検討を進めている。そこで沖縄

科学技術大学院大学のリサーチパークと連携した新た

な産業集積地を整備するための基礎調査を実施する。

①産業集積地地の候補地選定 ①産業集積地の候補地選定

9 ②

沖縄アミークス周辺環境整

備事業

H24

　大学院大学関連事業の一環として、教職員や学生等

の子弟が通学する沖縄アミークスインターナショナルが

平成23年4月に開学した。通学路となっている市道の一

部を改良し、安心・安全な通学・通勤環境の確保を図

る。

通学・通勤環境の整備

①市道改良に係る実施設計及び分筆測量

②道路の一部改良工事（整備延長110.0m）

③歩道の設置工事（整備延長290.0m）

通学・通勤環境の整備

①市道改良に係る実施設計及び分筆測量

②道路の一部改良工事（整備延長110.0m）

③歩道の設置工事（整備延長290.0m）

10

うるま市国際人材育成プロ

ジェクト

H24～

H33

10 ①

小学校外国人英語助手派遣

事業

H24～

H33

　沖縄科学技術大学院大学を中心とする国際的な学術

拠点、国際的な観光地、そしてアジアと日本を結ぶ物

流・産業拠点として発展していくためには、語学教育の

強化が重要であることから、小学校における語学教育

を推進するため、外国人英語助手派遣を行う。

①英語指導助手配置数　9人 ①英語指導助手配置数　9人

10 ②

中学校外国人英語助手派遣

事業

H24～

H33

　沖縄科学技術大学院大学を中心とする国際的な学術

拠点、国際的な観光地、そしてアジアと日本を結ぶ物

流・産業拠点として発展していくためには、語学教育の

強化が重要であることから、中学校における語学教育

を推進するため、外国人英語助手派遣を行う。

①英語指導助手配置数　6人 ①英語指導助手配置数　6人

11

うるま市基礎学力向上対策

プロジェクト

H24～

H33

11 ①

小学校学力向上対策推進事

業

H24～

H33

　小学生の基礎的・基本的な学力の定着と「自ら学び、

自ら考える力」を高めるため、各小学校に学習支援員

を配置し学習支援を実施する。

①学習支援員配置数　33人 ①学習支援員配置数　33人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

11 ②

中学校学力向上対策推進事

業

H24～

H33

　中学生の基礎的・基本的な学力の定着と「自ら学び、

自ら考える力」を高めるため、各中学校に学習支援員

を配置し学習支援を実施する。

①学習支援員配置数　17人 ①学習支援員配置数　17人

11 ③

島しょ地域小学校基礎学力

向上対策事業

H24～

H28

　複式学級から単式学級への移行に伴い、習熟の難し

い科目（国語と算数）の基礎・基本の確実な定着を図る

ため、非常勤講師を配置し小学生の学習支援を実施す

る。

①非常勤講師配置数　　2人 ①非常勤講師配置数　2人

11 ④

島しょ地域中学校基礎学力

向上対策事業

H24～

H28

複式学級から単式学級への移行に伴い、習熟の難しい

科目（英語と数学）の基礎・基本の確実な定着を図るた

め、非常勤講師を配置し中学生の学習支援を実施す

る。

①非常勤講師配置数　2人 ①非常勤講師配置数　2人

12

うるま市子ども健やか安心プ

ロジェクト

H24～

H33

12 ①

児童館建設事業（実施設計

業務等）

Ｈ24～

H25

　地域で安心して子育てができ、また地域との連携によ

り次世代を担う児童の「健やかな成長に資する教育環

境の整備」、「子育てを支援する地域社会の形成」を図

るため、児童館建設に係る実施設計業務等を実施す

る。

①児童館整備に係る実施設計及び外構設

計等の実施

①児童館整備に係る実施設計及び外構設計等の

実施

12 ② 気になる子巡回相談事業

H24～

H33

　公立・法人・認可外保育施設における「気になる子」へ

の保育の充実ときめ細かい対応を図るため、臨床心理

士・認定心理士・保健師等の専門指導員を配置し、相

談・支援を行う。

①巡回相談を実施する保育施設件数

（公立：5か所　法人：26か所　認可外：32か

所）

②保育施設職員を対象とした研修会(パッ

ケージ研修)の開催回数　年間4回開催

③専門指導員の配置　2人

①巡回相談実施施設数（延数） 60施設

12 ③ 放課後児童クラブ支援事業

H24～

H28

　地域で安心して子育てができ、また地域との連携によ

り次世代を担う児童の「健やかな成長に資する教育環

境の整備」、「子育てを支援する地域社会の形成」を図

るため、放課後児童クラブ運営の適正化や指導員の資

質向上に取り組む。

①学童クラブ訪問指導員の配置　2人

②学童クラブ訪問指導回数　135回

③学童クラブ指導員研修会　5回

①放課後児童クラブ　指導員研修（参加者数

175人）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

13

うるま市児童生徒健全育成

プロジェクト

H24～

H28

13 ①

問題を抱える子ども達の自

立支援員配置事業

H24～

H28

　問題を抱える児童生徒に対して未然防止、早期発

見、早期対応に取り組み、学校復帰や立ち直りに向け

た支援や指導を行う。

　また、学校の生徒指導係と連携し、校内でのいじめ、

暴力行為、授業は受けず徘徊している生徒等への声か

けや指導を行う。

①自立支援員配置数　2人 ①自立支援員配置数　2人

13 ② 中学校教育指導推進事業

H24～

H28

　問題を抱える生徒が置かれた環境の改善を図るた

め、スクールソーシャルワーカーを学校へ配置する。教

育分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な

知識や技術を有するスクールソーシャルワーカーを活

用し、問題を抱えた生徒に対し、当該生徒が置かれた

環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活

用したりするなど、多様な支援方法を用いて課題解決

への対応を図る。

①スク－ルソ－シャルワ－カ－配置数　　3

人

①スク－ルソ－シャルワ－カ－配置数　3人

13 ③ 教育相談事業

H24～

H28

　相談室に教育相談員を配置し、市内の幼児・児童・生

徒の不登校や教育上の問題や悩みの相談に対応す

る。

①教育相談員配置数　8人 ①教育相談員配置数　8人

13 ④ 適応指導教室事業

H24～

H28

　うるま市立小・中学校に在籍する心理的・情緒的要因

による不登校児童生徒に対して、個々の状態に応じた

指導支援を行い、人間関係の改善を図るとともに、自

立心を高め社会性を身につけさせ、学校適応を促進す

るため、適応指導教室を実施し支援する。

①適応指導教室指導員配置数　3人 ①チャレンジ登校できた人数　5人（7人中）

14

うるま市基地対策プロジェク

ト

H24

14 ①

原子力艦防災活動資機材等

整備事業

H24

　ホワイトビーチ地区での事故等に備え、迅速な消防警

戒区域の設定や避難指示、避難誘導等が実施され、

市民および観光客の安全・安心の確保を図るとともに、

円滑な救急救助活動を実施できるよう原子力艦防災活

動資機材等を整備する。

①原子力艦防災活動資機材の整備

１）放射線量計一式

２）化学防護服一式

３）除染用資機材一式

４）情報収集用資機材一式

５）警戒区域設定用資機材一式

①原子力事故救急・救助活動の資機材整備率

100%

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 09 うるま市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

うるまうるまうるまうるま市市市市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

14 ②

米軍航空機騒音実態調査事

業

Ｈ24

　環境基準の類型指定エリア外の地域において、航空

機騒音を測定し、客観的なデータの集積を図ることによ

り航空機騒音の実態を把握し、市民の安全・安心な生

活に寄与するため、航空機騒音測定に必要な機器を等

を整備する。

①航空機騒音測定機の整備 ①航空機騒音測定機の整備

15

うるま市防災基盤強化推進

プロジェクト

H24～

H27

15 ①

緊急情報伝達施設機能強化

整備事業事業（中城湾港新

港地区）

H24

　企業や住宅地の進出により防災行政無線による防災

情報の聞き取りが困難となっている地域の解消を図る

とともに、津波災害時の低地帯における地域住民や観

光客等の生命と身体、財産の安全性を確保するため、

うるま市防災行政無線の増設を行う。

①中城湾港新港地区における防災行政無

線設置数　既存設備4基⇒6基増設

①中城湾港新港地区防災行政無線放送可聴エリ

アカバー率　100％

15 ② 防災避難通路整備事業

H24～

H27

　低地帯地域に居住する市民や企業等の生命と身体、

財産を確保するとともに、市内各地をレンタカーなどで

訪れる観光客等の安全・安心を確保するため、うるま市

津波対策緊急事業計画書に基づき、緊急一時避難路

を整備する。

①防災避難通路整備に係る設計業務の実

施

①防災避難通路整備に係る設計業務の実施

（今後の展開方針）

＜H24年度計画通路＞

H25年度：用地買収及び建設工事

H26年度：供用開始

＜H26年度計画通路＞

H26年度：実施設計

H27年度：建設工事

H28年度：供用開始

15 ③

桃原地区（市道与那城24号

線）避難道路整備事業

Ｈ24

　当該道路は、桃原地区から高台は避難する重要な道

路であるが、道路が未整備のため、高台から雨水等で

路面が浸食されていることから、舗装を行い、安全な避

難道路を確保する。

①桃原地区避難道路整備（延長＝200ｍ

幅員＝5.0ｍ）に係る実施設計及び工事の実

施

①桃原地区避難道路整備（延長＝200ｍ　幅員＝

5.0ｍ）に係る実施設計及び工事の実施

15 ④

うるま市災害時通信手段多

重化整備事業

H24

　大規模自然災害等の発生時に孤立するおそれのある

島しょ地域や津波災害時の低地帯における地域住民

や観光客等の生命と身体、財産の安全性を確保するた

め、通信手段（戸別受信機の増設、新たに衛星電話の

整備）の多重化を図る。

①島しょ地域及び市役所本庁における衛星

携帯電話の整備：島しょ地域5台、市役所本

庁1台

②防災行政無線戸別受信機の整備

１）文教施設設置台数　25台

２）公民館設置台数　5台

３）その他公共施設設置台数　3台

①衛星携帯電話整備率　100％

②防災行政無線戸別受信機整備率　100％

16 ① 沖縄戸籍等整備プロジェクト Ｈ24

　安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サー

ビスを確保するため、沖縄関係戸籍の電算化を実施す

る。

①沖縄関係戸籍の電算化の実施

　戸籍枚数：40,575枚

①沖縄関係戸籍の電子化率　100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 災害に強い島づくり事業

H24～

H28

1 ① 緊急物資備蓄事業

H24～

H28

　被災時の市民生活を支援するため、緊急物資の備蓄

を行う。

緊急物資の備蓄（品名及び数量）

①粉ミルク（ｽﾃｨｯｸ）：780本

②粉ミルク（缶）：10缶

③おりたたみベッド：25台

④角まくら：30個

⑤折りたたみリヤカー：7台

⑥毛布：30枚

⑦透明マルチ：2ロール

（0.03mm×135mm×200m)

⑧乾パン：5,400食

緊急物資の備蓄：2,000人分

（今後の展開方針）

Ｈ27年度までに約13,000人分の物資の備蓄

を予定

1 ②

宮古島市防災マップ製作事

業

H24

　災害時における市民の安全を確保するため、防災

マップを作成し、災害時における避難ルートや避難場

所等の周知を図る。

避難ルート及び避難場所の周知

・防災マップ配布世帯数：25,000世帯

避難ルート及び避難場所の周知

・防災マップ配布世帯数：25,000世帯

1 ③ 海抜表示委託事業 H24

　市民が居住地付近の標高を的確に把握し、災害時に

迅速に避難できるよう、海抜表示を市内各地区に設置

する。

海抜表示の設置：市内６９箇所 海抜表示の設置：市内６９箇所

1 ④

与那覇地区防災センター整

備事業

H24～

H25

　海沿いに面した海抜の低い与那覇地区に防災セン

ターを整備し、地域住民の災害時における避難場所を

確保する。

防災センターの整備着手（与那覇地区） 防災センターの整備着手（与那覇地区）

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

1 ⑤

宮古島市標高分類マップ製

作事業

H24

　災害時における市民の安全を確保するため、標高分

類マップを作成し、推定される津波到達区域や避難

ルート等を明らかにするとともに、市民への周知を図

る。

標高分類マップの掲示：市内公共施設・観

光関連施設３５箇所

標高分類マップの掲示：市内の公共施設・観光関

連施設３５箇所

2

観光飛躍的発展推進事業

（観光拠点強化事業）

H24～

H33

2 ①

トゥリバー地区マリーナ整備

事業

H24

　観光交流拠点としての機能拡充を図り、多様な交流

を促進するため、平良港トゥリバー地区のマリーナを整

備する。

マリーナ施設の機能強化

１）道路整備 ： 改良工・舗装工100ｍ

２）外灯施設整備 ： 4基

３）水道施設整備 ： 280ｍ

４）その他 ： 巻揚機1式

マリーナ施設の機能強化

１）道路整備 ： 改良工・舗装工100ｍ

２）外灯施設整備 ： 4基

３）水道施設整備 ： 280ｍ

４）その他 ： 巻揚機1式

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ②

スポーツ観光交流拠点整備

事業

H24～

H25

　年間を通して、軽スポーツが楽しめ、地域の伝統文化

に親しむことができる全天候型のスポーツ・伝統文化交

流拠点施設を整備する。

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計

業務

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計業務

（今後の展開方針）

H25年度：施設整備、供用開始

2 ③

宮古島市公設市場青空市サ

ンルーフ設置事業

H24

　公設市場の活性化と集客施設としての機能を高める

ため、青空市にサンルーフを設置する。

公設市場の機能強化

・サンルーフ設置：66.12㎡

公設市場の機能強化

・サンルーフ設置：66.12㎡

2 ④

宮古島市公設市場屋外階段

設置事業

H24

　公設市場の利便性を向上させ、集客施設としての機

能を高めるため、屋外階段を設置する。

公設市場の機能強化

・屋外階段設置：1カ所

公設市場の機能強化

・屋外階段設置：1カ所

2 ⑤ 熱帯植物園再生事業 H24

　熱帯植物園の集客機能を向上させるため、遊歩道の

設置と熱帯花木の植栽等を実施し、集客力のある施設

として再生を図る。

熱帯植物園の集客機能の向上

・遊歩道整備：１Km

熱帯植物園の集客機能の向上

・遊歩道整備：１Km

2 ⑥

宮古島市伝統工芸館整備事

業

H24～

H25

　国の無形伝統文化財に指定されている「宮古上布」

の歴史が学べ、機（ハタ）を使っての織物体験ができる

伝統工芸館を新たに整備する。

伝統工芸館の整備着手：1,080.45㎡ 伝統工芸館の整備着手：1,080.45㎡

（今後の展開方針）

H25年度：施設整備、供用開始

2 ⑦ 観光施設改修事業 H24

　観光拠点施設である「ドイツ文化村」の改修工事を実

施する。

観光施設（ドイツ文化村）の機能強化

①駐車場整備

②キンダーハウス漏水補修

③屋外プール外壁修繕

④遊具改修

観光施設（ドイツ文化村）の機能強化

①駐車場整備

②キンダーハウス漏水補修

③屋外プール外壁修繕

④遊具改修

2 ⑧

伊良部島・下地島間入江整

備事業

H24～

H27

　伊良部・下地島間の入江を観光資源として最大限に

活用するため、周辺水域の水質調査と、既存観光施設

の活用と合わせた水域一帯の整備に向けた基本計画

を策定する。

伊良部地区観光地形成基本計画(仮称）策

定

伊良部地区観光地形成基本計画(仮称）策定

（今後の展開方針）

H25年度：実施設計

H26～H27年度：入江拠点施設の整備

2 ⑨

伊良部大橋橋詰広場地域振

興施設整備事業

H24～

H25

　現在整備が進んでいる宮古島・伊良部島間を結ぶ伊

良部大橋の橋詰め広場に観光拠点となる地域振興施

設を整備する。

観光拠点施設（地域振興施設）の整備に係

る実施設計の実施

観光拠点施設（地域振興施設）の整備に係る実

施設計の実施

（今後の展開方針）

H25年度：施設整備、供用開始

2 ⑩

伊良部地区観光地環境整備

事業

H24

　観光地として多くの観光客が訪れている伊良部島・下

地島間の入江周辺にトイレ施設を整備する。

観光地の環境整備

・施設整備：公衆トイレ（４６．４㎡）

観光地の環境整備

・施設整備：公衆トイレ（４６．４㎡）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑪ 渡口の浜観光地整備事業 H24

　観光地として多くの観光客が訪れている「渡口の浜」

に観光バスやレンタカーに対応した駐車場を整備する。

アクセス道路の整備

１）アクセス道路舗装（L＝８８．０ｍ）

２）駐車場整備（５１３．０㎡）

アクセス道路の整備

１）アクセス道路舗装（L＝８８．０ｍ）

２）駐車場整備（５１３．０㎡）

2 ⑫

宮古島市neo歴史文化ロード

整備事業

H24～

H28

　「宮古島らしさ」に特化した文化財を中心に伝説と民

話に彩られたロマンあふれる散策コースを整備し、新た

な観光資源として広く活用する。

歴史・文化ロードの整備

１）文化財の復元工事の実施：3件

２）遺跡の発掘調査の実施：3件

３）案内板等の設置：16基

４）散策パンフレットの作成：100部

歴史・文化ロードの整備

１）文化財の復元工事の実施：3件

２）遺跡の発掘調査の実施：3件

３）案内板等の設置：16基

４）散策パンフレットの作成：100部

（今後の展開方針）

H25年度：下地地区コース設定

H26年度：下地・上野地区コース設定

H27年度：上野・平良地区コース設定

H28年度：平良・城辺地区コース設定、コー

スガイドブックの作成

2 ⑬ 与那覇湾環境総合整備事業

H24～

H33

　ラムサール条約に登録された与那覇湾の利活用につ

いての総合的な整備計画を策定し、貴重な自然環境の

有効活用を図る。

与那覇湾利活用調査の実施 与那覇湾利活用調査の実施

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：与那覇湾利活用基本計画策定

Ｈ26年度：与那覇湾の環境整備に係る実施

設計

Ｈ27年度～：与那覇湾の環境整備の実施

2 ⑭

宮古島市スポーツマネジメン

トプラン策定事業

H24～

H26

　スポーツを柱とした観光振興を推進するため、スポー

ツコンベンションの推進、スポーツ関連ビジネスの創

出、スポーツ産業に係る人材育成、既存ストック施設の

有効活用及び整備計画について、調査・分析を行い、

取り組むべき最適な施策とその手法を明らかにした総

合的な整備計画を策定する。

スポーツマネジメントプランの策定 スポーツマネジメントプランの策定

（今後の展開方針）

H25年度：計画に基づく施設整備に係る実施

設計

H26年度：施設整備

2 ⑮ ハブクラゲネット設置事業

H24～

H33

　夏場のビーチ内で猛毒を持つハブクラゲが発生し、海

水浴客が刺される被害があることから、ハブクラゲ防止

ネットを設置し、海水浴客の安全を確保する。

ハブクラゲ侵入防止ネットの設置：200ｍ

設置期間：観光シーズン（６月～１０月）

ハブクラゲ刺症被害者数

　H23年度：8人　→　Ｈ24年度：0人

2 ⑯ オニヒトデ駆除事業

H24～

H26

　環境保全と観光客の安全性を確保するため、宮古島

周辺に生息するオニヒトデ駆除を実施する。

オニヒトデ駆除作業実施回数：25回

オニヒトデ駆除数

　H23年度：0匹　→　Ｈ24年度：8,000匹

2 ⑰ 観光ガイド養成事業

H24～

H25

　今後、増加することが予想される外国人旅行者に対

応して、観光ガイドを養成する

観光ガイド養成研修会の開催：1回 観光ガイドの養成研修会参加人数：60人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

観光飛躍的発展推進事業

（緑化美化景観向上事業）

H24～

H33

3 ①

観光地アクセス道路環境美

化強化事業

H24～

H33

　美しい島づくりを推進するため、観光地へのアクセス

道路の環境美化を図る。

観光アクセス道路の環境美化（路線数）

宮古地区：20路線

伊良部地区：13路線

観光アクセス道路の環境美化（路線数）

宮古地区：20路線

伊良部地区：13路線

3 ②

観光地公園環境美化強化事

業

H24～

H33

　美しい島づくりを推進するため、観光地として利用さ

れている公園の環境美化を図る。

観光地公園の環境美化箇所数：３カ所

（東平安名崎公園・パイナガマ公園・カママ

嶺公園）

美化作業回数：月１回以上

観光地公園の環境美化箇所数：３カ所

（東平安名崎公園・パイナガマ公園・カママ嶺公

園）

美化作業回数：月１回以上

3 ③ 大嶽城址公園環境整備事業

H24～

H28

　本市で最も高台に位置する大嶽城址公園内に花木を

植栽し、観光公園としての整備を図る。

観光地の形成（観光公園の整備）

観光公園内の花木植栽整備に係る実施設

計

観光地の形成（観光公園の整備）

観光公園内の花木植栽整備に係る実施設計

（今後の展開方針）

Ｈ25～H28年度：植栽整備

3 ④

花と緑のあふれる島づくり事

業

H24～

H33

　花と緑あふれる島づくりを推進するため、花木、苗木

等を安定的に供給できる施設を整備する。

苗畑施設の基盤強化に係る調査業務 苗畑施設の基盤強化に係る調査業務

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：苗畑施設の基盤強化基本計画実

施

Ｈ26年度：整備に係る実施設計

Ｈ27年度以降：苗畑施設の整備

3 ⑤ ごみの不法投棄撤去事業 Ｈ24

　本市は、県内でも不法投棄されたごみの量が最も多く

確認されており、美しい島づくりを推進するため、不法

投棄ゴミの一斉撤去を行う。

不法投棄ごみの一斉撤去 不法投棄ごみの一斉撤去

3 ⑥

宮古島市墓地基本計画策定

事業

H24

　

　墓地利用の適正化を図るとともに、墓地需要の動向

を把握するなど墓地行政の総合的指針となる「宮古島

市墓地基本計画」を策定する。

宮古島市墓地基本計画策定 宮古島市墓地基本計画策定

3 ⑦ 伊良部地区景観向上事業

H24～

H26

　伊良部地区の玄関口である佐良浜港に隣接する宮

古島市振興総合センターは、築34年が経過し、老朽化

が著しく危険であり、観光地としての景観も損ねている

ため、施設の撤去等周辺整備を行い、周辺住民の安

心・安全を確保するとともに、観光振興に資する跡地利

用を進め、沖縄らしい美しい景観を形成し、観光リゾー

ト地としてのまちづくりを推進する。

観光地の形成

１）景観を損ねている危険性の高い施設の

除去：振興総合センター（1,710㎡）

２）観光振興に資する跡地利用の推進

（観光公園の整備）

観光地の形成

１）景観を損ねている危険性の高い施設の除去：

振興総合センター（1,710㎡）

２）観光振興に資する跡地利用の推進

（観光公園の整備）

（今後の展開方針）

H25年度：跡地利用に計画に基づく施設整

備に係る基本設計及び実施設計

H26年度：施設整備

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4

観光飛躍的発展推進事業

（誘客促進イベント強化事

業）

H24～

H33

4 ①

誘客促進プロモーション事業

（ＭＴＶ）

H24

　効果的な誘客を促進するため、アジア最大級を目標

とした新たな音楽イベントを開催するための取り組みに

対し、補助金を交付する。

音楽イベントの開催支援

（アイルオブ・ＭＴＶ・ミヤコジマ）

音楽イベント参加者数：4,500人

（アイルオブ・ＭＴＶ・ミヤコジマ）

4 ②

誘客促進プロモーション事業

（広告宣伝）

H24～

H25

　県内外へ観光地としての情報を積極的に発信し、観

光入域客数50万人を達成するため、沖縄県内のモノ

レール及び県外の鉄道車輌等への広告宣伝活動を行

う。

広告宣伝による誘客活動

①県内での広告宣伝活動

・モノレール車両での広告宣伝

・県庁前スーパービジョンでのCM放映

②県外での広告活動

・鉄道車両での広告宣伝

首都圏エリア：JR東日本・東京メトロ

関西エリア：JR西日本・大阪地下鉄

広告宣伝による誘客活動

①県内での広告宣伝活動

・モノレール車両での広告宣伝

・県庁前スーパービジョンでのCM放映

②県外での広告活動

・鉄道車両での広告宣伝

首都圏エリア：JR東日本・東京メトロ

関西エリア：JR西日本・大阪地下鉄

4 ③

誘客促進プロモーション事業

（純と愛）

H24

　効果的な誘客を促進するため、連続テレビ小説「純と

愛」を通して、宮古島市の魅力を広くＰＲするための取り

組みに対し補助金を交付する。

テレビドラマを活用した誘客促進活動

①番組制作支援事業：セレモニー等　　2回

②関連イベント協働事業：パネル展等　　3

回

③告知、広報事業：幟・タペストリー等

④産業振興支援事業：大正区鶴浜フェスタ

参加（物産展・パネル展）

テレビドラマを活用した誘客促進活動

①番組制作支援事業：セレモニー等　　2回

②関連イベント協働事業：パネル展等　　3回

③告知、広報事業：幟・タペストリー等

④産業振興支援事業：大正区鶴浜フェスタ参加

（物産展・パネル展）

4 ④

観光振興事業補助金

（観光協会）

H24

　観光協会の活動を支援し、観光振興を図るため、観

光協会に対し補助金を交付する。

誘客活動等への支援

①誘客宣伝活動：県内2回、県外2回

②研修会開催：2回

③観光地浄化対策の実施：2回

④観光案内所パンフ送付：120回

⑤調査研修の実施：12回

⑥民泊事業者の育成：3回（研修）

誘客活動等への支援

①誘客宣伝活動：県内2回、県外2回

②研修会参加者数：３８人

③観光地浄化対策参加者数：８０人

④観光案内所パンフ送付：120回

⑤調査研修の実施:12回

⑥民泊事業者育成数：10人

4 ⑤

南部忠平杯グラウンドゴルフ

宮古島大会補助金

H24～

H33

　島外から多くの参加者が訪れる「南部忠平杯グラウン

ドゴルフ宮古島大会」の開催を支援するため、補助金を

交付する。

南部忠平杯グラウンドゴルフ宮古島大会の

開催支援

南部忠平杯グラウンドゴルフ宮古島大会の参加

者数：400人

4 ⑥

エコアイランド宮古島大会補

助金

H24～

H33

　島外から多くの参加者が訪れる「エコアイランド宮古

島マラソン大会」の開催を支援するため、補助金を交付

する。

エコアイランド宮古島大会の開催支援 エコアイランド宮古島大会の参加者数：1,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑦ サニツ浜カーニバル補助金

H24～

H33

　夏期シーズンのイベントとして定着している「サニツ浜

カーニバル」の開催を支援するため、補助金を交付す

る。

サニツ浜カーニバルの開催支援 サニツ浜カーニバルの参加者数：1,100人

4 ⑧

宮古島100ｋｍワイドーマラソ

ン大会補助金

H24～

H33

　島外から多くの参加者が訪れる「宮古島100kmワイ

ドーマラソン大会」の開催を支援するため、補助金を交

付する。

宮古島100kmワイドーマラソン大会の開催

支援

宮古島100kmワイドーマラソン大会の参加者数：

1,200人

5

エコアイランド宮古島形成事

業

H24～

H33

5 ①

エコアイランド宮古島周遊エ

コツアー整備事業

H24～

H28

　本市のエコ関連施設において、観光客や市民等が設

備を見学できる設備の整備や島内の観光関連施設に

電気自動車の充電設備を整備することにより、電気自

動車の普及促進と観光振興を図る。

メガソーラー展望施設の整備

観光施設等への充電器の整備

メガソーラー展望施設の整備

観光施設等への充電器の整備：３箇所

5 ②

電気自動車充電設備設置補

助事業

H24～

H25

　本市の観光利用される施設に電気自動車の充電設

備を設置する者に対し、設置に係る費用の一部を補助

することで、電気自動車の普及促進と利用者の利便性

の向上を図る。

電気自動車充電施設設置補助 電気自動車充電施設設置補助：５件

5 ③

市民連携型太陽光発電整備

事業

H24～

H25

　電気的・敷地的に再生可能エネルギーの導入制約の

ある離島において、市民と連携して一般住宅等の屋根

の導入ポテンシャルを活用した太陽光発電の導入モデ

ルを構築するとともに、県の「沖縄スマートエネルギー

アイランド基盤構築事業」と連携して、来間島における

再生可能エネルギー１００％自活の地域づくりを目指

す。

来間島内に太陽光発電施設を設置 来間島内に太陽光発電施設を設置

5 ④

運輸部門における低炭素推

進事業

H24

　本市は、環境モデル都市として二酸化炭素の削減に

向けた取り組みを推進しており、エコカーを率先して導

入し、各種イベント等で活用することにより、二酸化炭

素の削減を図り、低炭素社会の実現を目指す。

エコカー（ハイブリッド車）の導入 エコカー（ハイブリッド車）の導入：５台

5 ⑤

農業産業化プラットフォーム

整備事業

H24～

H26

　再生可能エネルギーを活用した植物工場を構築し、

安定・計画生産を実現することにより、生産、加工、流

通、小売及びエコアイランドのブランド化までを一体とし

た新たな産業モデルの構築を目指すとともに、人材育

成や事業化支援を行うプラットフォームの構築に向けた

各種調査等を実施する。

植物工場やその事業化可能性に関する調

査検討の実施

植物工場やその事業化可能性に関する調査検討

の実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 ⑥

バイオエタノール高効率製

造・流通事業

H24～

H28

　

　本市の基幹作物であるサトウキビのカスケード利用を

通じた循環型社会の構築及び沖縄産バイオエタノール

の事業化を目指して以下の事業を実施する。

○バイオエタノールの高効率製造事業

○バイオ燃料の流通安定化検証

○付加価値の高いバイオエタノールの用途開発等

１）バイオエタノール製造施設の運転管理に

係る基礎的なデーターの収集

２）バイオ燃料の流通安定化検証

バイオエタノールの製造

（今後の展開方針）

H25年度：製造基礎技術の確立

H26年度：事業性評価と見直し

H27～H28年度：商業生産への準備

6 農林水産業活性化事業

H24～

H28

6 ① ヤソ防除事業

H24～

H28

　さとうきびをヤソの被害から守るため、地上防除及び

航空防除を実施する。

ヤソ被害からの防除

１）航空防除：宮古島一円

２）地上防除：伊良部島一円

ヤソ被害からの防除

１）航空防除：宮古島一円

２）地上防除：伊良部島一円

6 ②

さとうきび病害虫防除用農薬

購入補助事業

H24～

H25

　さとうきび病害虫の被害を防止することを目的に、新

たな農薬を用いた防除体系を確立し、生産性の向上を

図るため、生産農家を対象に農薬購入補助を行う。

基幹作物（さとうきび）の安定生産の確保

・春植え・株出し用農薬購入補助

　計画面積：750ha

基幹作物（さとうきび）の安定生産の確保

・春植え・株出し用農薬購入補助

　計画面積：750ha

6 ③

甘藷（イモ）を活用した６次産

業化モデル事業

H24～

H28

　宮古島産甘藷（イモ）の生産体制を強化し、ブランド化

を図り、雇用を生み出す農業として確立するため、芋の

生産に係る機械設備を導入する。

甘藷の生産基盤強化に向けた機械設備の

導入

①甘藷機械器具一式

ﾄﾗｯｸﾀｰ5台、ﾛｰﾀﾘｰ1台、甘藷移植機9台、

甘藷つる切機械9台、甘藷掘取機械9台、甘

藷収穫機10台

②運搬トラック一台

③プレハブ冷蔵庫一基

甘藷の生産基盤強化に向けた機械設備の導入

①甘藷機械器具一式

ﾄﾗｯｸﾀｰ5台、ﾛｰﾀﾘｰ1台、甘藷移植機9台、甘藷つ

る切機械9台、甘藷掘取機械9台、甘藷収穫機10

台

②運搬トラック一台

③プレハブ冷蔵庫一基

（今後の展開方針）

H25年度：加工施設の実施設計

H26年度：加工施設の整備

H27年度～H28年度：

研究開発（商品開発）施設の整備

6 ④ 資源循環型農業推進事業

H24～

H26

　本市の資源リサイクルセンターでは、庭木や街路樹

等の剪定後に出る枝葉等を利用して有機質肥料を製

造しており、農地へ還元することにより、化学肥料の低

減や地下水の保全につなげている。年々剪定枝等、原

料の搬入が増加しているが、現在の機械設備では処理

能力が十分ではないため、処理能力のより高い機械設

備を導入するとともに、雨天時対策として、雨よけ屋根

を整備し、施設の機能強化を図る。

資源リサイクルセンターの機能拡充

１）破砕機等の導入件数：４台

①油圧ショベル

②ホイルローダ

③破砕機

④自走式選別機

２）施設整備：計量器上屋増築

資源リサイクルセンターの機能拡充

１）破砕機等の導入件数：４台

①油圧ショベル

②ホイルローダ

③破砕機

④自走式選別機

２）施設整備：計量器上屋増築

（今後の展開方針）

H25～H26年度：ストックヤードの整備

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ⑤ 農産物加工施設導入事業

H24～

H25

　本市で生産される農産物の規格外商品を島内で加工

し、全国へ販売することで、販路拡大を図るとともに、

「宮古島産農産物」を広くPRする。

１）農産物加工設備の導入

①原料冷凍庫：1台

②製品冷凍庫：1台

③軽量保管庫：1台

④金属検出器：1台

⑤X線検出器：1台

２）加工施設の整備：368㎡

１）農産物加工設備の導入

①原料冷凍庫：1台

②製品冷凍庫：1台

③軽量保管庫：1台

④金属検出器：1台

⑤X線検出器：1台

２）加工施設の整備：368㎡

（今後の展開方針）

H25年度：施設整備、供用開始

6 ⑥

宮古島市海業センター整備

基本計画検討調査事業

Ｈ24

　宮古島地域の栽培漁業を行う海業センターの役割を

再検討し、今後の栽培漁業の方向性や可能性を探るこ

とを目的に、検討調査を実施する

宮古島市海業センター整備基本計画策定 宮古島市海業センター整備基本計画策定

7 雇用促進事業

H24～

H25

　本市の雇用促進に向けて、平成23年度に「地域雇用

創造実現事業」にて開発された「島シャツ」の商品化に

向けた取り組みを実施し、地域雇用の拡大を目指す。

苧麻を活用した島シャツの研究開発 苧麻を活用した島シャツの研究開発

8 伝統工芸産業振興事業

H24～

H28

　本市の伝統工芸産業の振興に向けて、国の重要無

形文化財に指定されている「宮古上布」の生産・保存・

伝承を支援するため、織物事業協同組合に対し、補助

金を交付する。

伝統工芸産業（宮古上布）の振興に向けた

支援

①新商品の開発

②国内外への販路拡大

伝統工芸産業（宮古上布）の振興に向けた支援

①新商品の開発

②国内外への販路拡大

9 「結いの島」推進事業 H24

　地域の子ども達に健全な遊びを与え、健康増進と情

操を豊かにすることを目的として児童館建設にかかる

設計業務を委託する。

児童館建設のための実施設計 児童館建設のための実施設計

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：施設整備（本体工事）

10 人材育成強化事業

H24～

H33

10 ①

スクールソーシャルワーカー

活用事業

H24～

H33

　本市児童生徒の個々に応じた支援の充実に向けて、

スクールソーシャルワーカーを教育委員会に配置し、学

校からの要請に応じて、学校及び対象児童生徒宅など

を訪問し、保護者を交えた相談活動を通して、ニーズを

把握した上で、学校、関係機関、地域の協力者等と連

携・協働しながら、同児童生徒の生活環境改善のため

の支援を行う。

スクールソーシャルワーカー配置数

　　小中学校：4人（校区別）

スクールソーシャルワーカー配置数

　　小中学校：4人（校区別）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

10 ② 問題行動等学習支援者事業

H24～

H33

　本市の不良行為や不登校等の問題を抱えた児童生

徒への適切な指導・支援の取り組み強化に向けて、問

題行動等学習支援者を対象児童生徒の在籍する学校

に配置する。

問題行動学習支援者配置数

　　中学校：3人

問題行動学習支援者配置数

　　中学校：3人

10 ③ 選手派遣補助金交付事業

H24～

H33

　

　本市の児童生徒のスポーツ、文化活動において、地

区選抜代表選手として、県大会や全国大会への派遣

旅費について補助を行う。

◆H24年度計画人数

大会等派遣児童生徒数：1,677人

○内訳

   小学校　　636人（県外含む）

   中学校　1,041人（県外含む）

◆H24年度計画人数

大会等派遣児童生徒数：1,677人

○内訳

   小学校　　636人（県外含む）

   中学校　1,041人（県外含む）

10 ④

宮古島市子ども劇団設立事

業

H24～

H33

　こども劇団を設立し、演劇を通して児童生徒の人格形

成を図りながらコミュニケーション力を高め、社会性を

理解する力を育むと共に、オリジナル作品を発表し、宮

古島を表現することで、地域アイデンティティーを共有

し、地域の誇りを伝承する礎とする。

演劇を活用した人材育成

子ども劇団の設立

演劇を活用した人材育成

子ども劇団の設立

（今後の展開方針）

H25年度：オリジナル創作劇発表

11 地下水保全事業

H24～

H28

11 ① 水道水源水質改善事業

H24～

H28

　本市の水道水源流域である白川田・東添道・福里北・

伊良部地下水流域内で農業を営む耕作者を対象に地

下水保全に関する緩効性肥料の重要性について、専

門家による啓発資料の作成と周知を図り、地下水の汚

染につながる速効性肥料の使用を抑制し、緩効性肥料

への転換を促すことで、地下水保全を推進する。

緩効性肥料の普及啓発

・パンレット配布世帯数：24,500戸

緩効性肥料の普及啓発

・パンレット配布世帯数：24,500戸

11 ②

水道水源流域保全調査及び

啓発事業

H24～

H26

　本市の水道水源流域のうち、最も重要な白川田・東

添道地下水流域は、その北側において隣接する他の

地下水流域との境界が不明瞭であるので、電気探査・

ボーリング調査等を実施し、厳正な地下水保全を図る

べき地域を明らかにする。また、これにより地下水の流

域面積が明らかになり、そこでの地下水貯水量を正確

に推定するため、降水の何％が地下水になるのかを明

らかにするための蒸発散量調査も併せて行う。これら

の流域保全調査が完了した後、水道水源保全地域で

あることを示し地下水保全を呼びかける啓発のための

表示版を設置する。

・流域保全調査の実施

・白川田・東添道地下水流域界の確定調査

の実施

・流域保全調査の実施

・白川田・東添道地下水流域界の確定調査の実

施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 10 宮古島市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宮古島市宮古島市宮古島市宮古島市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

12 文化振興事業

H24～

H28

12 ① 博物館図録作成事業

H24～

H28

　本市の博物館には、約８，０００点に及ぶ資料が収蔵

されており、資料の幅広い活用を図るため、収蔵資料

を整理し、データーベース化、デジタル化及び図録を作

成する。

図録等の作成

（宮古島市の自然資料編）400部

図録等の作成

（宮古島市の自然資料編）400部

（今後の展開方針）

図録等の作成

Ｈ25：宮古島市の歴史資料編

Ｈ26：宮古島市の民俗資料編１

Ｈ27：宮古島市の民俗資料編２

Ｈ28：宮古島市の美術・工芸編

12 ② 博物館内設備改修事業 H24

　本市の歴史、文化、風習、自然等を映像コンテンツと

してデジタル化し、来館者に対し最新の情報を提供す

る。

総合博物館内設備の充実

歴史、文化、風習、自然等の映像コンテンツ

のデジタル化による館内設備の充実

１）タッチパネル式音声案内テレビの設置：５

台

《内容》

①島尻のパ－ントゥ

②台風のメカニズム

③宮古上布とハジチ

④地下水

⑤ものしり博物館

２）.パネル・写真・説明パネル制作

①宮古島の御獄

②宮古島の地下水

③宮古島の史跡

④遺跡等

総合博物館内設備の充実

・歴史、文化、風習、自然等の映像コンテンツのデ

ジタル化による館内設備の充実

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

観光客等誘客促進・受入体

制強化事業

H24～

H27

1 ① 観光物産拠点整備強化事業

H24～

H25

　魅力的な観光地づくりを図るため、Webサイトや各種

広報媒体等を活用した観光客への情報発信拠点及び

観光案内所を含めた、地域観光物産館を整備する。

地域物産館の実施設計及び整備工事 地域物産館の建設着手

(今後の展開方針)

H25年度：駐車場の整備、供用開始

1 ② 市域景観形成強化事業

H24～

H26

　魅力的な観光地、まちづくりを形成するため、市域内

の道路・歩道のカラー舗装、コンクリート吹付等の工法

用いて、市道の景観形成を行う。また周辺の空きス

ペース等には地域住民による色彩豊かな花の植栽等

の緑化活動を実施する。

市道植栽帯防草工事実施

　整備路線数　1箇所

　整備延長　L=0.8km

市道植栽帯防草工事実施

　整備路線数　1箇所

　整備延長　L=0.8km

（今後の展開方針）

H25年度：整備路線数 3箇所

　　　　　　 整備延長 L=4.1km

H26年度：整備路線数 2箇所

　　　　　　 整備延長 L=1.7km

1 ③

 "南城市の魅力発見"観光

ガイドマップ作成事業

H24

　本市は世界遺産「斎場御嶽」など県を代表する観光

施設を有し、年間を通じて国内外から多くの観光客が

訪れている。本市の魅力をＰＲするため、日本語のみな

らず、外国語を用いた観光ガイドマップを作成する。

南城市観光ガイドマップ作成

　（日本語・英語併記）　４万部作成

南城市観光ガイドマップ作成

　（日本語・英語併記）　４万部

1 ④

海外移住者子弟研修・国際

交流推進事業

H24～

H25

　本市と移住国との国際交流を推進するため、本市出

身の海外移住者子弟の研修生を受け入れ、本市の文

化・伝統・各種技術等の研修や研修生と市内小中学校

との交流授業等を行う。

海外移住者子弟の研修生受入実施

アルゼンチン共和国研修生　１名受入

海外移住者子弟の研修生受入実施

アルゼンチン共和国研修生　１名受入

1 ⑤

久高島離島宿泊交流館施設

整備事業

H24

　夏場の高温時においても、島民と観光客等が快適に

交流できる環境を整備するため、久高島の観光拠点施

設である宿泊交流館に空調設備を整備する。

久高島宿泊交流館の空調設備整備 久高島宿泊交流館の空調設備整備

1 ⑥

世界遺産「斎場御嶽」周辺整

備事業

H24～

H26

　魅力的な観光地づくりを図るため、世界遺産「斎場御

嶽」周辺一帯の散策道、手摺り等の整備及び用地購入

を行う。

世界遺産「斎場御嶽」周辺整備

・実施計画の策定

・不動産鑑定、用地測量及び地形測量の実

施

・公有財産購入（２筆）

世界遺産「斎場御嶽」周辺整備着手

（今後の展開方針）

H25年度：石畳参道や戦争遺跡等の遺構検

出及び測量、土質・地下水調査

H26年度：石畳参道及び戦争遺跡修復工事

1 ⑦

南城ウェルネス機能拡張事

業

H24

　観光客等の誘客促進を図るため、観光資源を活用し

た心身の再生（ウェルネス）を柱とした観光プログラム

の実践及びNFCタグ等を活用した認証システム等を構

築する。

非接触IC等を活用した認証システムの構築 非接触IC等を活用した認証システムの構築

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧

第1次コミュニティＦＭ放送施

設整備事業

H24

　観光情報、市内のイベント情報、緊急時には災害情

報等を提供することを目的にコミュニティＦＭ放送に必

要な演奏所及び送信所の整備を行う。

FMスタジオ内装工事及び放送機材の購入

送信所、局舎の設計、工事

南城市コミュニティFM放送局の放送開始

1 ⑨ 準天頂衛星実証実験事業 H24

　新たな観光誘客に繋げるため、「準天頂衛星観測セ

ンター」の本市への誘致及び準天頂衛星の活用につい

ての検証を行う。

準天頂衛星実証実験の実施 準天頂衛星実証実験の実施

1 ⑩ デマンド交通導入検討業務

H24～

H27

　滞在型観光を推進するため、「デマンド交通システム」

を活用した検討業務を行い、実用化に向けた検証を行

う。

デマンド交通の運行実施計画（案）策定 デマンド交通の運行実施計画（案）策定

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：運行管理システムの構築

・Ｈ25～Ｈ27年度：試験運行・分析の実施

1 ⑪

なんじょうハートプロジェクト

推進事業

H24～

H25

　地域資源を生かした南城市のイメージアップを図るた

め、南城市の地形である「ハート」を一体的に捉えたま

ちづくり・市キャラクター「なんじい」を活用したグッズ等

による観光ＰＲ等を実施する。

・商品パッケージの開発（３品目）

・ＰＲグッズ等の制作及び配布

・ＰＲイベントの開催（１回）

・商品パッケージの開発（３品目）

・ＰＲグッズ等の制作及び配布（11,500個）

・ＰＲイベントの参加者数（2万人）

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：ＰＲイベントの開催（１回）、ラッピ

ングカーの購入（１台）

1 ⑫ なんじょう誘客対策事業 H24

　南城市滞在型の誘客を促進するため、本市の持つ豊

富なコンテンツ力に魅力あるストーリーを加え、地元で

の宿泊（ホテル・民泊）をしながら｢なぞ解きの｣旅行ス

ケジュールを企画する。

ミステリーツアーの開催（２回）

アンケート調査の実施

ミステリーツアーの参加者数　100名

1 ⑬

お新下り（聞得大君即位式

等）再現事業

H24

　世界遺産「斎場御嶽」は沖縄観光のパワースポットと

して多くの観光客に親しまれています。魅力的な観光

地づくりを促進するため、「お新下り」聞得大君の即位

式の一部再現を行う。

・お新下り記録映像の作成

（全記録収録120分×3本）

（編集済み記録映像　80分×3本）

・お新下りリーフレット作成　（2万部）

・お新下り記録映像の作成

（全記録収録120分×3本）

（編集済み記録映像　80分×3本）

・お新下りリーフレット作成　（2万部）

1 ⑭

電動自転車による市内観光

活用事業

H24

　本市は世界遺産「斎場御嶽」をはじめ、歴史文化遺産

が多いことから観光入域客も年々増加している。観光

地の環境負荷軽減など、自動車に頼らない観光地づく

りを促進するため、レンタサイクル実証実験を行う。

レンタサイクル(電動自転車)実証実験の実

施

（３箇所、各１０台）

レンタサイクル利用者965名

（3箇所、各10台・実証実験日数45日）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑮

南城市地域特産品開発及び

販売促進計画策定事業

H24

　魅力ある観光特産品を提供するため、農水産品及び

工芸品等を活用した魅力ある特産品の研究開発を行

い、南城市特産品の需要及び販売ルート等の調査を行

う。

・特産品ニーズ調査

・地域特産品開発

・販売ルート指針作り

・特産品認定制度の構築

・販売促進計画策定

・特産品ニーズ調査、特産品開発、販売ルート指

針作り、認定制度の構築、促進計画策定の実施

1 ⑯

南城ツーリズム「元気を取り

戻す旅」誘客モニター事業

H24～

H25

　本市の特徴を活かしたメンタルヘルス対応の社員研

修のモニターツアーを行い、体験滞在交流型観光を推

進する。

モニターツアーの開催　１回 モニターツアー参加者数２０人

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：ニーズ調査を踏まえたモニター

ツアーの商品設計

1 ⑰ 尚巴志関連展開調査事業

H24～

H25

　観光客等の誘客を促進するため、琉球王国を興した

尚巴志に関連する事業展開の可能性やその戦略につ

いての調査研究を行い、尚巴志関連事業展開基本プラ

ンを確立する。

尚巴志関連事業の展開可能性調査の実施 尚巴志関連事業の展開可能性調査の実施

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：可能性調査を踏まえた基本プラ

ンの策定

1 ⑱ スポーツツーリズム推進事業

H24～

H26

　観光客等の誘客促進及び青少年の健全育成を図る

ため、競技場の天然芝の良質な状態を保持するための

管理用機器を導入する。

天然芝管理用機材の導入 天然芝管理用機材の導入

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：フィールド内暗渠工事

2 雇用促進・人材育成事業

H24～

H25

2 ①

雇用サポートセンター就労支

援事業

H24～

H25

　新たな雇用の機会を創設するため、就労を希望する

市民を人材として登録し、人手不足に悩む農家や事業

所等に人材情報を提供する。

雇用創出サポートセンター登録数100人 雇用創出サポートセンター登録数100人

2 ②

企業誘致・定住促進環境整

備事業

H24

　雇用創出を実現し、定住促進及び地域振興を図るた

め、企業立地区域の環境整備を実施する。

企業誘致及び企業立地区域の環境整備計

画策定

南城市水道事業基盤整備計画策定

都市計画再編に伴う新たな下水道計画策

定業務の実施

企業誘致及び企業立地区域の環境整備計画策

定

南城市水道事業基盤整備計画策定

都市計画再編に伴う新たな下水道計画策定業務

の実施

2 ③

南城市超高速通信サービス

整備事業

H24

　南部圏域における情報通信関連産業の振興にあた

り、超高速通信サービス整備は必要不可欠である。

 企業誘致、雇用促進を図るため、市内全域（久高島を

除く）に超高速通信サービスを整備する。

超高速通信サービス環境の整備

※市内総面積48.39㎡（久高島除く）

超高速通信サービス環境の整備

※市内総面積48.39㎡（久高島除く）

(今後の展開方針)

H25年度：全エリア（久高島除く）サービス開

始予定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 平和発信プロジェクト事業

H24～

H28

3 ① 平和発信プロジェクト事業

H24～

H28

　戦後65年が経過し、沖縄戦の記憶が薄れていく中、

改めて市民一人ひとりが平和や命の大切さを考える機

会とするため、南城市独自の平和の日を制定し、講演

会、コンサート等を実施する。

平和の日の制定（８月１０日）

こころぽっかぽかコンサートの開催１回

こころぽっかぽかコンサート入場者数　４００名

3 ② 戦没者追悼慰霊祭事業 H24

　恒久平和の誓いを発信するため、本市では、合併前

の旧町村単位で、慰霊祭が行われている。近年は参加

する遺族の高齢化や月日の経過とともに小規模化しつ

つあるため、慰霊碑を１箇所に整理・統合し、市一円の

大規模な慰霊祭を実施する。

慰霊碑の整理・統合（３箇所→１箇所）

大規模慰霊祭の開催

慰霊碑の整理・統合（３箇所→１箇所）

大規模慰霊祭の開催

4

農水産業活性化プロジェクト

事業

H24～

H28

4 ①

さとうきび優良種苗安定確保

事業

H24～

H28

　沖縄県の基幹作物であるさとうきびについては、平成

６年度からの品質取引制度の導入に伴い多収性品種

から高糖性品種への転換が推進されている。

　安定した農家所得の向上、さとうきびの生産向上を図

るため、優良品種作付けの普及を推進する。

採苗圃設置面積

現状２５０アール→目標３００アール

さとうきび優良種苗植付面積1,780アール 　

4 ② 農業生産体制強化事業 H24

　農業生産物の生産体制の強化を図るうえで、作物の

品質保持は欠かせない要素である。

　作物の粉塵による生育不良や日照量低下の解消、大

雨時の路盤の流出した後の凹凸による生産物の荷崩

れを防止する為、既設の簡易農道にアスファルト舗装

を実施する。

農道舗装　  L＝1200m 農道舗装　  L＝1200m

 

4 ③ 蔬菜花卉園芸施設整備事業

H24～

H28

　農産物の安定生産、農家所得の向上を推進するた

め、施設栽培を奨励し、ビニールハウス導入経費を助

成する。

既存ハウス等施設の整備24ヵ所 既存ハウス等施設の整備24ヵ所  

4 ④

沖縄型野菜工場実証試験事

業

H24

　低コスト化、低炭素社会実現を推進し、農業振興を図

るため、空き施設（公共施設）を利用して野菜工場を作

り、生産性、継続性等の実証実験を行う。

沖縄型野菜工場実証試験の実施

・運営維持方法の策定

・野菜工場整備の着手

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑤

漁港巻上機・施設機能強化

事業

H24～

H25

　水産業の振興を促進するため、巻き上げ機施設の機

能強化事業を実施する。

巻き揚げ機設置件数　２件（志喜屋漁港、久

高漁港）

志喜屋・久高上下架可能漁船の台数：１１隻

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

5 防災安全基盤強化事業

H24～

H26

5 ① 地域防災対策強化事業 H24

　防災組織、地域防災リーダーの育成を図るため、地

域住民による防災活動を実施する。

　また、地域によって異なる災害を想定した避難訓練、

防災知識の普及啓発、防災資機材の整備を行う。

・１団体で、組織結成に向けた防災訓練の

開催

・１団体で、組織結成に向けた防災訓練の開催

5 ②

災害に強いまちづくり推進事

業

H24～

H25

　安心・安全の確保及び災害に強いまちづくりの実現を

図るため、被災者の長期避難生活を想定した非常用食

料品、日用雑貨、備品等の整備を実施する。

海抜表示板の設置(200箇所)

備蓄食料の整備(660食）

海抜表示板の設置(200箇所)

備蓄食料の整備(660食）

(今後の展開方針)

平成28年度までに備蓄食料18,000食を整備

5 ③

台風・大雨浸水被害対策事

業

H24～

H26

　災害に強いまちづくりの実現を図るため、地域の排水

路における雨水の流入・流出ルートを調査し、適切な排

水路整備を計画する。

佐敷地区雨水流域調査 佐敷地区雨水流域調査

5 ④

人にやさしいなんじょう情報

マップ事業

H24

　災害が発生した場合の住民や観光客への安心安全

を確保するため、なんじょう情報マップを作成する。

市内全域の情報マップの作成　17,000冊

中学校区毎のマップの作成　5,400枚

市HP及び市GISでのデータの活用

市内全域の情報マップの作成　17,000冊

中学校区毎のマップの作成　5,400枚

市HP及び市GISでのデータの活用

6 環境未来都市形成事業

H24～

H25

6 ①

電気自動車充電ステーション

設置事業

H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

多くの市民や観光客等が利用する公共施設へ電気自

動車充電ステーションを設置する。

調査設計の実施、設置工事 電気自動車充電ステーションの設置工事の着手

(今後の展開方針)

・Ｈ25年度：供用開始

6 ②

太陽光採光システム普及事

業（企業・一般家庭）

H24～

H25

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

太陽光照明システムの一般家庭への普及を推進する。

太陽光採光システムの設置台数　120台

電気使用量削減量　2,477kw

太陽光採光システムの設置台数　120台

電気使用量削減量　2,477kw

（今後の展開方針）

H25年度：太陽光採光システムの設置台数

（累計）　360台

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ③

太陽光採光システム普及事

業（公共施設）

H24～

H25

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

自然エネルギー・再生可能エネルギーの普及拡大、沖

縄の豊かな太陽光を利用した照明システムを公共施設

へ導入する。

太陽光採光システムの設置台数　50台

電気使用量削減量　4,800kw

太陽光採光システムの設置台数　50台

電気使用量削減量　4,800kw

（今後の展開方針）

H25年度：太陽光採光システムの設置台数

（累計）　100台

6 ④

鶏糞バイオマス発電導入調

査事業

H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

鶏糞バイオマスを利用した発電を視野に入れ、更なる

利用方法等の導入調査事業を実施する。

鶏糞バイオマス発電等調査の実施 鶏糞バイオマス発電等調査の実施

6 ⑤

風力・太陽光ハイブリッド発

電導入調査事業

H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

風力エネルギー及び太陽光エネルギーを組み合わせ

たシステムを普及させるための実証実験を実施する。

風力・太陽光ハイブリッド発電システムの設

置　1台

風力・太陽光ハイブリッド発電システムの構築

6 ⑥ 畜産悪臭対策事業 H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

市内３箇所の豚舎等で、水質改変装置を設置し、臭気

濃度と臭気指数及び畜産業に関連する特定悪臭物質

の成分現況調査・分析等のモニタリング調査を実施す

る。

臭気濃度と臭気指数及び畜産業に関連す

る特定悪臭物質の成分現況調査・分析等の

モニタリング調査を実施（３地点　８項目）

臭気濃度と臭気指数及び畜産業に関連する特定

悪臭物質の成分現況調査・分析等のモニタリング

調査を実施（３地点　８項目）

6 ⑦ 環境浄化エコリサイクル事業 H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するため、

市内で回収した伐採草木及び市内食品工場等から排

出される生ごみを利用した腐葉土の生産及び販売に取

り組む。

ホイールローダー１台

自動計量機付袋詰機１台

ホイールローダー１台

自動計量機付袋詰機１台

7 心豊かな人材育成事業

H24～

H25

7 ①

英語コーディネーター配置事

業

H24～

H25

　国際性豊な人材を育成するため、外国人や英会話能

力の優れた講師を教育委員会に配置し、英語教諭及

びＡＬＴ等への授業改善や、小学校において英語の授

業を実施する。

・英語コーディネーター配置数

　　　　市教育委員会　：　１人

・英語コーディネーター配置数

　　　　市教育委員会　：　１人

　

7 ②

小中学校学習教室空調設備

整備事業

H24～

H25

　児童・生徒の感受性豊かな人格形成を図るため、夏

場においても、安全・快適な学習環境を保持できるよう

空調設備を整備する。

空調機天井吊形設置工事

(家庭科教室空調機天吊り形2台設置)

空調機天井吊形設置工事

(家庭科教室空調機天吊り形2台設置)

(今後の展開方針)

空調設備の整備

幼稚園　保育室　2室　2台

小学校　理科室　1室　2台

中学校　家庭科室　 2室  5台

　　　　　音楽室3台　美術室　2台

7 ③ 受水走水田園体験事業

H24～

H25

　将来を担う感受性豊かな児童の育成を図るため、沖

縄の稲の発祥地とされる受水走水において、体験学習

プログラムの一環として稲栽培を実施する。

田園体験学習　参加者453人 田園体験学習　参加者453人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 11 南城市

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南城市南城市南城市南城市

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

8

地域文化の継承と生涯学習

実践事業

H24～

H29

8 ①

文化のまちづくり実行委員会

支援事業

H24～

H25

　地域伝統文化の継承及び観光振興を図るため、南城

市文化センターを拠点に芸能公演、夏休み短期音楽ス

クール、ボランティア育成事業等の各種公演、研修事

業を実施する。

主要イベントへの運営費補助 　４件

賈　鵬芳(ｼﾞｬｰ･ﾊﾟﾝﾌｧﾝ)コンサート入場者　495名

心ぽっかぽかコンサート入場者　400名

ｼｭｶﾞｰﾎｰﾙ発地域めぐり出前ｽﾃｰｼﾞ　1,100名

7th' JAZZ in Nanjo　414名

(今後の展開方針)

芸能公演等各種公演を実施

8 ②

なんじょう歴史文化保存継承

事業

H24～

H29

　本市は神の島久高島や世界遺産「斎場御嶽」、国指

定文化財「グスク等」の多くの歴史遺産、琉球王朝時代

から引き継がれた精神文化が今も数多く残る地域であ

る。

これら貴重な文化遺産を後世に引き継ぐことを目的に

なんじょう歴史文化保存継承事業を実施する。

H24年度

 御嶽・グスク等調査：６０字

H24年度

 御嶽・グスク等調査件数：６０字

(今後の展開方針)

H25年度：漏れ調査の実施、戦争関連資料

収集

H26年度：御嶽・グスク執筆依頼、戦争関連

資料収集

H27年度：御嶽・グスク編印刷

H28年度：戦争編執筆依頼

H29年度：戦争編印刷

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 12 国頭村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

国頭村誘客プロモーション推

進事業

H24～

H28

1 ①

やんばる地域情報発信プロ

モーション委託事業

H24

自然が保全されているやんばるエリア（国頭村・大宜味

村・東村）の地域観光情報を広く発信、集客活動を実施

し、観光活性化を推進、観光を基軸とした新たな地域

のまちづくりを図る。

全国情報誌（るるぶやんばる）の発行

観光プロモーション実施：２回

観光資源メニュー開発：２件

全国情報誌（るるぶやんばる）の発行：13,000部

観光プロモーション実施：２回

観光資源メニュー開発：２件

1 ② 産業まつり誘客推進事業

H24～

H28

産業まつりにおいて、観光客を含めた参加型のイベント

を開催し、村民と県内外の観光客との交流の場を提供

することにより、国頭村の魅力や認知度の向上を図り、

リピーターの増大につなげる。

産業まつり開催支援

産業まつり会場への来場者数

H23年：3,000人→H24年：3,877人

（今後の展開方針）

産業まつり来場者数

平成２８年度：5,000人

2 森林セラピー推進事業

H24～

H26

2 ①

森林セラピーガイド認定シス

テム等構築事業

H24～

H25

森林セラピー推進協議会と連携して他地域の森林セラ

ピーガイド認定システムを調査し、国頭村独自のガイド

認定・登録を構築し、質の高いガイドを育成する。

森林セラピーガイド認定制度の検討 森林セラピーガイド認定制度の検討

（今後の展開方針）

H25年度：認定制度の構築

H26年度：認定ガイドの育成

2 ② 受入民間団体体制強化事業

H24～

H26

森林セラピーの受け入れ体制を充実するため、受入民

間団体の組織化を図るとともに、ガイド研修などの人材

育成を実施し、組織体制の強化を図る。

森林セラピーの受入民間団体への支援 森林セラピーの受入民間団体への支援

（今後の展開方針）

森林セラピーガイドの育成（累計）

H29年度：２０人

2 ③

薬草風呂等体験施設整備事

業

H24～

H25

森林セラピーの体験メニューの充実を図る基盤整備の

一つとして、雄大な自然を望みながら、薬草風呂や薬

草スキームを満喫できる体験施設を整備し、森林セラ

ピーの誘客増加を図る。

薬草風呂体験施設の実施設計 薬草風呂等体験施設の実施設計

（今後の展開方針）

H２５年度：建設工事

H２６年度：供用開始

2 ④

癒し食メニュー開発及びモニ

ターツアー実施事業

H24～

H26

「健康・長寿沖縄」の根源をなす地域食材と、４つのセラ

ピーロードの特徴を活かした癒し食メニューの開発する

とともに、癒し食メニューを含んだモニターツアーを実施

する。

癒し食体験ﾓﾆﾀｰツアーの実施：１回

・癒し食モニターツアー参加者数

　H２４年度　：　１０人

（今後の展開方針）

癒し食モニターツアー参加者（累計）

H２９年度：５０人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

国頭村国頭村国頭村国頭村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 12 国頭村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

国頭村国頭村国頭村国頭村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑤

セラピーロード付帯施設整備

事業

H24～

H25

山中で展開される森林セラピーツアー客の利便性向上

を図るため、多言語の案内看板や説明版の設置や水

源や電源のない山中でも設置可能なエコトイレなどの

付帯施設を整備する。

セラピーロード付帯施設の実施設計

セラピーロード付帯施設の整備着手

・案内看板：４基

・エコトイレ：３基

（今後の展開方針）

H２５年度：建設工事

H２５年度：供用開始

3

やんばる国頭村木育活用

「木育」推進事業

H24～

H28

3 ①

「木育」インストラクター・「木

育」マイスター養成講座事業

H24～

H28

国頭村木材を活用した「木育」の推進に不可欠なインス

トラクターや木育玩具を作成するマイスターを養成し、

「木育」推進体制の構築を図る。

木育ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ・ﾏｲｽﾀｰ養成講座の開催：６

回

・養成講座参加者数

　H２４年度　：　１５人

（今後の展開方針）

木育インストラクター・マイスター養成人数

（累計）　　H２９年度：２０人

3 ② ウッドスタート推進事業

H24～

H28

国頭村木材を活かした、玩具、家具、内装材などを開

発し、木に対する親しみや木の文化への理解を深める

活動を推進し、子供から大人まで木に触れ合う機会を

増やしことにより、「木づかいファン」を増やし、国頭村

木材の利用促進による林産業の活性化を促す。

木育玩具の製作 木育玩具の製作

（今後の展開方針）

木育玩具出荷数（累計）

H２９年度：２００個

3 ③

「木育」イベント等出展PR事

業

H24～

H28

県内で開催される「木育」イベント等に参加し、国頭村

木材おもちゃの普及を図るとともに、全国の木のおも

ちゃ職人が集結する「森の恵みの子供博」へ出展し、国

頭村木材による木のおもちゃのPRや他地域の職人等

と交流によるスキルアップを図る

・木育イベント開催件数：３回

・木育イベント参加者数

　H２４年度：　５００人 /年

（今後の展開方針）

木育イベント参加者

H２９年度：１，０００人/年

3 ④

「森のおもちゃ広場」等整備

事業

H24～

H28

命薬の森と呼ばれる国頭村の森の中に「森のおもちゃ

広場」を設置し、だれでも気軽に利用できるおもちゃの

空間を演出し、国頭村の木育の拠点として整備する。

また、都市部での「木育」おもちゃ広場の要望に応えら

れるようう、移動おもちゃ広場のキットを作成する。

森のおもちゃ広場施設の実施設計の実施

移動おもちゃ広場キットの作成

森のおもちゃ広場施設の実施設計の実施

移動おもちゃ広場キットの作成

（今後の展開方針）

H２５年度：森のおもちゃ広場建設工事、供

用開始

4

国内外水族館「観賞魚」の供

給体制構築事業

H24～

H26

定置網等で水揚げされた魚を「観賞魚」として県外水族

館に供給できる体制構築を目指し、国内水族館の亜熱

帯の魚のニーズ調査及び関係構築によるネットワーク

化に取り組む。

国内水族館のニーズ調査

国内水族館とのネットワーク形成

国内水族館のニーズ把握

国内水族館とのネットワーク強化

（今後の展開方針）

H25年度：国内外試験搬送の実施

H26年度：国内水族館とのネットワーク構築

（3箇所）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 12 国頭村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

国頭村国頭村国頭村国頭村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5

自然を活かした観光の村づく

り事業

H24～

H28

5 ① 多自然川づくり事業

H24～

H28

中心市街地を流れる辺土名川を整備し河川敷などの

空間の有効活用、治水安全度の向上等、河川全体の

自然環境を最大に生かした河川再生を図るとともに街

づくりとリンクして、地域の活性化を図る。

河川環境調査、土質調査、測量調査の実施 ・辺土名川河川整備に係る調査業務の実施

（今後の展開方針）

H25年度：基本設計

H26年度：実施設計、用地物件、整備工事

H27年度：用地物件、整備工事

H28年度：整備工事

H29年度：供用開始

5 ② 魅力あるヤンバル路づくり

H24～

H28

「魅力ある安心・安全な観光ルートづくり」に向けて、観

光地へアクセスする村道の景観美化を集中的・重点的

に実施する。

景観美化を実施する観光ルート数

　１１路線

景観美化を実施する観光ルート数：１１路線

5 ③

緑の美ら島づくり環境整備事

業

H24～

H28

森林セラピーや森林ツーリズムなど、森林の癒しの効

用や自然観察等を目的に訪れる観光客への満足度を

高めるため、観光地周辺や林道沿いの不法投棄、散乱

ゴミの回収や雑草除去等を実施し、快適な観光地とし

て、リピーターの増加を目指す。

景観美化実施箇所数：３箇所 景観美化実施箇所数：　３箇所

6

国頭村文化財観光資源活用

事業

H24～

H27

6 ① 文化財観光資源化事業

H24～

H27

　国頭村指定文化財「義本王の墓」の観光資源化のた

めその周辺踏査・文献調査等を行い、観光活用の土台

を作る。

「義本王の墓」の調査及び整備 「義本王の墓」の調査及び整備

6 ② 文化財観光振興事業

H24～

H27

　国頭村指定文化財「義本王の墓」の記録・修復等を行

い、そこから得られた情報をもって周知を図るとともに

観光活用の土台を強化する。

「義本王の墓」の記録・修復に係る調査や植

物調査等の実施

「義本王の墓」の記録・修復に係る調査や植物調

査等の実施

（今後の展開方針）

H25年度：比地アサギ整備等文化財関連施

設を整備

6 3 文化財観光活用事業

H24～

H27

　文化財観光資源化事業及び文化財観光振興事業に

よって得られた成果を基に、文化財説明版や案内板の

設置を行い国頭村観光コンテンツとして文化財を活用

する。

文化財総合案内サイン設置：１基

解説サイン設置：２基

誘導サイン設置：７基

文化財総合案内サイン設置：１基

解説サイン設置：２基

誘導サイン設置：７基

（今後の展開方針）

案内サイン等整備数（H27累計）

　案内サイン設置：2基

　解説サイン設置：4基

　誘導サイン設置：12基

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 12 国頭村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

国頭村国頭村国頭村国頭村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7

観光地の安全・安心促進事

業

H24～

H25

7 ①

比地大滝吊り橋点検改修事

業

H24

　比地大滝の吊り橋本体の鉄骨・床板（木部）・金具等

の点検改修を行い利用者の安全・安心を確保する。

比地大滝の吊橋点検調査、吊り橋改修工事

の実施

比地大滝の吊橋改修整備着手

（今後の展開方針）

H２５年度：建設工事、供用開始

7 ② 比地大滝歩道改修事業

H24～

H25

　比地大滝の歩道沿いの危険箇所（法面・階段）の整

備と、起伏の激しい箇所においては、バリヤフリー対策

を講じ子供から年配者まで気軽に散策できるように整

備する。

比地大滝の歩道危険個所調査、歩道改修

設計等の実施

比地大滝の歩道改修整備着手

（今後の展開方針）

H２５年度：建設工事、供用開始

8

やんばる「森林業」創出プロ

ジェクト事業

H24～

H28

8 ①

「森林業」研修セミナー等実

施事業

H24～

H26

　多種多様な森林資源を活用する「森林業」の可能性

を調査・研究すため、専門の講師を招き、研修等を実

施するとともに、林道の落葉を活用した腐葉土や製材

残差として残るバークを混ぜた培養土開発を実施す

る。

森林業研修セミナー実施：３回

腐葉土・培養土の開発調査

森林業研修セミナー参加者数：２８人

腐葉土・培養土の開発調査

（今後の展開方針）

H25年度：森林業研修セミナー開催、腐葉土

等開発実証調査

8 ②

有用樹木・有用植物調査及

び苗木等開発事業

H24～

H28

　幹だけでなく葉や香りなどを活用できる樹木や、薬

草、寄せ植え、食事の妻もの等に活用される植物など

を調査し、苗木の栽培技術を確立する。

有用樹種・有用植物調査及び苗木等の開発 有用樹種・有用植物調査及び苗木等開発

（今後の展開方針）

有用樹種苗生産（累計）

　H29年度：３，０００本

8 ③

低炭素社会モデル推進調査

事業

H24～

H28

　県外の山間部や林業地域で取り組まれている低炭素

社会モデルの調査研究を行い、国頭の森における低炭

素社会モデルの実現可能性を検証する。

低炭素社会モデル推進調査の実施 低炭素社会モデル計画の基礎資料作成

（今後の展開方針）

H25年度：低炭素社会モデル計画の策定

9 平張網掛施設整備事業

H24～

H28

　国頭村においては、露地栽培作物の柑橘類への有害

鳥獣等による被害が多く発生しており、農家の生産意

欲を低下させる要因となっている。このため、農家の園

地平張網掛施設を整備し、ノグチゲラ、ヒヨドリ、コウモ

リ等からの被害を防除する。

平張網掛施設の整備件数：８件 平張網掛施設の整備件数：８件

（今後の展開方針）

平張網掛施設整備件数（累計）

H29年度：４８件

10

ヤンバルクイナの郷づくり構

想策定事業

H24～

H28

ヤンバルクイナが生息する自然と共生する安田区及び

東部地域の地域活性化を図るため、「ヤンバルクイナ

の郷づくり構想」を策定し、ヤンバルクイナモニュメント

設置や自然散策路等の整備など、観光産業と地域活

性化が連動する各種事業を展開することにより、「ヤン

バルクイナの郷」としての地位確立を目指す。

ヤンバルクイナの郷づくり基本構想・基本計

画の検討（先進地視察、策定委員会開催、

ワークショップ開催、むらづくり研修会の開

催）

・ヤンバルクイナの郷基本構想の策定

（今後の展開方針）

H25年度：基本構想に基づく施設整備

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 12 国頭村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

国頭村国頭村国頭村国頭村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

11

安全・安心で住みよいむらづ

くり

H24～

H28

11 ①

海抜マップ及び看板設置事

業

H24

　津波に対する危険性を村民及び観光客に認知しても

らい、防災意識の向上を図るため、海抜高度マップの

作成及び海抜表示看板の設置を行う。

海抜高度マップの作成：5,000部

避難所海抜表示看板の設置：50箇所

海抜高度マップの作成：5,000部

避難所海抜表示看板の設置：50箇所

11 ②

国頭村減災地域社会形成事

業

H24～

H28

　地震・津波、風水害等の災害に対する村役場の災害

対応力と村域全体の防災力の向上を図るため、地域防

災計画や災害時初動対応マニュアルを策定するととも

に、自助・共助支援のための観光地域防災訓練や防災

学習を実施する。

・地域防災計画（新基準）策定に向けた基礎

調査の実施

・集落毎防災訓練の実施：１０集落

・地域防災計画（新基準）策定に向けた基礎調査

の実施

・集落毎防災訓練実施数：１０集落

（今後の展開方針）

H25年度：国頭村地域防災計画（新基準）の

策定

H26年度：計画実施

11 ③

集落別減災地域社会形成事

業

H24～

H28

　各集落の減災社会の形成のために各集落と調整を

行い、安全・安心な避難路や避難施設の整備を行う。

桃原区避難経路実施設計の実施 桃原区避難経路実施設計の実施

（今後の展開方針）

H25年度：避難経路の整備

H26年度：供用開始

12 観光地の施設整備促進事業

H24～

H25

　自然資源を利用する観光客やビーチ利用者等への

サービス向上を図るため、観光地内の老朽化した施設

（公衆トイレ・シャワー等）を整備し、施設利用者の利便

性及び快適性の向上とリピーター確保を目指す。

辺土名ビーチ公衆トイレ・シャワー施設実施

設計

辺土名ビーチ公衆トイレ・シャワー施設実施設計

（今後の展開方針）

H25年度：建設工事

H26年度：供用開始

13 教育施設環境整備事業

H24～

H25

　亜熱帯気候である沖縄においては、１年のうち高温多

湿の状況が長期的に及ぶことから、本村の幼稚園、小

学校、中学校の夏場の暑さ対策として、空調設備の設

置を実施し、教育環境の改善を図る。

・空調施設の設置箇所数

　幼稚園：１園

　小学校：７校

　中学校：１校

・空調施設の設置箇所数

　幼稚園：１園

　小学校：７校

　中学校：１校

14

体験交流型観光受入体制促

進事業

H24～

H28

14 ① 体験型民泊受入促進事業

H24～

H26

　旅行業者・学校関係者・雑誌社へ国頭村民泊事業の

ＰＲのためのモニターツアーを企画・実施し、国頭村で

の民泊事業への誘客を図るとともに、民泊事業者等を

対象に講習会や先進地域との交流視察研修等を実施

し、民泊受入体制を強化する。

・旅行業者・学校関係者・雑誌社向け、民泊

PRモニターツアーの企画・実施

・民泊ステップアップ研修の実施

・旅行業者・学校関係者・雑誌社向け、民泊PRモ

ニターツアーの企画・実施

・民泊ステップアップ研修参加者数：４２人

（今後の展開方針）

H25～H26年度

①民泊受入ステップアップ研修

②旅行業者へ営業活動

14 ②

地域資源継承・交流拠点地

域整備事業

H24～

H28

国頭村与那地区において、グリーンツーリズムやエコ

ツーリズム、文化ツーリズム（海神祭や豊年祭、田舎の

暮らし等）等による観光客との交流・体験活動を促進す

るマスタープランを策定するとともに、文化交流や体験

活動の拠点となる施設を整備する。

交流拠点施設整備マスタープラン作成 交流拠点施設整備マスタープラン作成

（今後の展開方針）

H25年度：交流施設設計

H26年度：用地取得、建設工事

H27年度：付帯施設整備工事

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 13 大宜味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

大宜味村観光受入体制強化

促進事業

H24～

H29

1 ①

大宜味村観光周遊ルート形

成整備事業

H24～

H29

　大宜味村の特徴ある観光資源（自然・文化・歴史・祭・

文化財等）を連携させる各ポイントの整備計画から村

一円の観光周遊ルート整備計画を作成し、受入体制の

強化による観光振興を図る。

大宜味村観光周遊ルート計画の作成

（観光スポット、メインルート検討）

観光スポット、メインルートの設定

整備計画案の作成

（今後の展開方針）

H25年度：大保ダム湖面利用桟橋設置

H26年度：周遊ルート沿看板設置実施設計

1 ②

「長寿と癒やしの森」整備事

業

H24～

H29

　大宜味村の三大重点プロジェクトに位置付けている

「長寿と癒しの森」の整備に向けて、具体的な実施計画

を作成し、沖縄北部やんばる地域特有の自然等を生か

した体験型観光が実施できるよう環境整備を行う。

長寿と癒やしの森整備計画の作成

（基本方針、ゾーニング、導線等の計画作

成）

長寿と癒しの森整備計画の作成

・フロントゾーン　ウエルネスセンター整備計画

・森の体験ゾーン

（今後の展開方針）

H25年度：ウエルネスセンター整備実施設計

H26年度：ウエルネスセンター整備工事、森

の体験ゾーン構内道路実施設計

1 ③

大宜味村観光情報発信整備

事業

H24～

H29

　村の観光資源などの情報をより効果的に広く発信す

るため、イメージキャラクターの作成、誘客イベントの開

催、観光サイトやＶＴＲによる情報発信等により大宜味

村らしい観光情報発信を展開し、誘客を促進する。

キャラクター着ぐるみの製作２体

PRキャラクターイラスト集製作１００図

誘客イベント開催支援（産業まつり、おおぎ

み椿まつり）

イメージキャラクターの製作（着ぐるみ、イラスト

集）

産業まつり参加者数：3,000名

おおぎみ椿まつり参加者数：1,000名

（今後の展開方針）

H25年度：村PRホームページの作成

H26年度：村PR観光案内板設置

1 ④

エコツーリズム人材育成事

業

H24～

H29

村における人材（ガイド、指導者へ）の認定制度を設

け、北部やんばる地域の世界遺産登録に寄与できる体

制整備と大宜味（やんばる）らしいエコツーリズム実践

のためのインタープリターの要素を備えた、認定ガイド

等の育成を図る。

大宜味村エコツーリズム人材育成基礎調査

（人材育成基本方針の検討、観光資源の発

掘利用検討）

大宜味村エコツーリズム人材育成方針の策定

（今後の展開方針）

H25年度：ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑｶﾞｲﾄﾞ育成基本計画の

策定

H26年度：ガイド育成手引きの作成、試行プ

ログラム(講座）の実施

1 ⑤

石灰岩の山資源調査・活用

促進事業

H24～

H29

大宜味村の中央部山地にある全国でも稀な石灰岩の

山を観光資源として活用するため、鍾乳洞、湧水、滝、

自然資源（生物・植物）等の調査を行う。あわせて、小

水力発電等による自然エネルギー活用の可能性も含

めた新たな活用方法について調査を行い、大宜味村の

特性を活かした観光事業につなげる。

山資源の基礎調査

（石灰岩の山　洞窟、鍾乳洞、湧水、河川な

どの調査を行い利用方針を検討）

洞窟、鍾乳洞、湧水など山資源の基礎データ把

握

（今後の展開方針）

H25年度：山資源の詳細調査・利用方針・計

画検討

H26年度：基本計画の作成

1 ⑥ 結の浜公園整備事業

H24～

H29

　産業振興と村の定住環境空間の拠点として位置付ら

れた公有水面埋立地「結の浜」を県民や観光客等が交

流する拠点公園として整備することにより、観光振興の

受入体制を強化する。

結の浜公園整備測量設計の実施

結の浜公園整備工事の実施

（土木工事（造成、植栽、駐車場等舗装、遊

戯施設等）

結の浜公園整備測量設計の実施

結の浜公園整備工事の実施

（土木工事（造成、植栽、駐車場等舗装、遊戯施

設等）

（今後の展開方針）

H25年度：結の浜公園整備（中）（植栽工

H26供用開始）、結の浜公園（北）実施設計

H26年度：結の浜公園（北）整備工事（H27供

用開始）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

大宜味村大宜味村大宜味村大宜味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 13 大宜味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

大宜味村大宜味村大宜味村大宜味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24～

H29

　大宜味村の地域性にあった景観づくりに向けて、景観

法に基づく景観計画の方針を明らかにし、大宜味村の

地域にあった魅力ある優れた景観形成のための事業

を実施する。

景観計画の策定 景観計画の策定

（今後の展開方針）

H25年度：景観条例の制定

H26年度：重点地区指定、普及活動の実施

H27年度：重点地区指定②、普及活動の実

施

1 ⑧

芭蕉布会館機能高度化整備

事業

H24～

H25

　国の重要無形文化財である芭蕉布の継承発展及び

観光客への文化発信拠点として重要な施設である芭蕉

布会館において、体験ブースの設置やバリアフリー化

等の機能強化を実施し、体験受入事業による施設利用

者の増加を図る。

芭蕉布会館における体験ブース設置やバリ

アフリー化等の整備工事

芭蕉布PR用パンフレット・作業工程パネル

の作成

芭蕉布会館における体験ブース設置やバリアフ

リー化等の整備工事

芭蕉布PR用パンフレット・作業工程パネルの作成

（今後の展開方針）

H25年度：体験プログラムの実施

【来館者数】

H23年度：約7,500人

H25年度（目標）：約8,500人

2 仮戸籍申告書の電算化事業 H24

　沖縄県の戸籍の証明書等は、太平洋戦争下で多くが

消失しており、昭和２８年に琉球政府が設立した「戸籍

整備法」に基づいた戸籍の再製作業において、住民の

記憶を基に作製された書類となっており、作製から５８

年が経ち劣化が激しく、今後の保存活用に耐えられな

い。このため、仮戸籍申告書の電子データ化及び管理

システムの構築を図る。

仮戸籍の電算化：2,304件（戸籍数） 仮戸籍の電子化率：１００％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

東村観光客受入体制強化事

業

Ｈ２４

1 ①

東村ヒルギ公園等美化保全

計画策定事業

Ｈ２４

観光地に相応しい公園施設の景観美化や長寿命化を

図ることによる施設の保全の為公園美化保全計画を策

定する。

公園美化保全計画の策定 公園美化保全計画の策定

1 ②

東村特産品加工直売施設整

備事業

Ｈ２４

観光客の増大に対応できるよう、東村特産品加工直売

施設（ｻﾝﾗｲｽﾞひがし）の駐車場を拡張整備する。

東村特産品加工直売施設（ｻﾝﾗｲｽﾞひがし）

の駐車場拡張整備

　（大型バス４台、普通車２５台）

東村特産品加工直売施設（ｻﾝﾗｲｽﾞひがし）の駐

車場拡張整備　（大型バス４台、普通車２５台）

1 ③ 東村産業祭り強化事業 Ｈ２４

村外からの誘客を促進するため、東村産業祭りの充実

を図り、パインアップルをはじめとする本村の特産品及

び産業など村の魅力のＰＲを行う。

東村産業まつりの開催支援

産業祭り来場者数：1,000人（H23）→1,300人

（H24）

1 ④ 東村観光産業人材育成事業 Ｈ２４

村内の観光関連団体との連携のもと、新たな顧客を掴

むための東村観光（主に農家民泊）の営業や、新たな

体験メニューの創出等に必要なノウハウを実践的に身

につけることにより、観光産業の振興に資するコーディ

ネーターを育成する。

観光コーディネーター育成　1人

特産品販売員育成　1人

観光コーディネーター育成　1人

特産品販売員育成　1人

2 東村防災体制強化事業 Ｈ２４

2 ①

東村災害に強い観光地

づくり事業

Ｈ２４

　避難所として利用している各地域の集会所(6地域)や

村保健福祉センター、観光客が訪れる主要観光施設等

に発電機を整備し、台風等の災害時における避難施設

の利用改善を図る。

避難所等への発電機設置：10箇所 避難所等への発電機設置：10箇所

2 ② 東村避難所公園整備事業 Ｈ２４

 村立有銘小中学校は避難所として指定されているが、

海抜3．7ｍに位置し、大きな津波発生時の避難所とし

ては不十分であるため、背面高台周辺を大きな災害時

でも対応できる避難所として整備する。

避難所公園及び避難経路の整備（有銘地

区）

避難所公園及び避難経路の整備（有銘地区）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

東村東村東村東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 14 東村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

東村東村東村東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 東村農業生産基盤整備事業 Ｈ２４

3 ① 東村鳥獣被害防止対策事業 Ｈ２４

 収穫前のパインアップルは、カラスなどの鳥獣類によ

る被害を受けやすいことから、平張りハウスに鳥獣被

害対策ネットを整備し、被害の減少を図る。

平張ハウス（防鳥施設）の設置工事 平張ハウス（防鳥施設）の設置工事

3 ②

東村台風に強い農業施設整

備事業

Ｈ２４

 本村の主要作物の一つであるマンゴーは、台風による

被害を受けやすいことから、防風ネット等を整備し、被

害の軽減を図る。

防風ネット（二重カーテン）の設置：３箇所 防風ネット（二重カーテン）の設置：３箇所

4 東村ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ推進事業

Ｈ２４

～

Ｈ２５

 本村の豊かな自然資源を利用したクリーンエネルギー

の普及による環境に優しいエコな村づくりを推進するた

め、村内の公共施設に太陽光ﾊﾟﾈﾙを設置し太陽光発

電を整備するとともに、浄水場の流水を利用し水力発

電を整備する。

・太陽光発電施設設備詳細設計の実施

・東村川田浄水場における小水力発電設備

詳細設計の実施

・太陽光発電施設設備詳細設計の実施

・東村川田浄水場における小水力発電設備詳細

設計の実施

（今後の展開方針）

H25年度

・太陽光パネル設置（16箇所）

・小水力発電設備工事

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 15 今帰仁村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 ①

今帰仁村健康長寿体験滞在

型観光の促進事業

H24～

H26

沖縄県第２の長寿村である今帰仁村は、「ヘルスツーリ

ズム」を推進し、民泊事業等による観光の振興を図るこ

ととしている。本事業では、住民へのアンケートや会議

を通し長寿の秘訣を探り、健康長寿基本システムを構

築することで、体験滞在型観光を促進する。

・健康長寿基本システム構築に向けたアン

ケート調査

・健康長寿作戦会議開催

・健康長寿基本システム構築に向けたアンケート

調査

・健康長寿作戦会議開催

2

今帰仁村こども教育充実事

業

H24～

H33

2 ① 指導用情報機器購入事業 H24

教職員指導用ノートパソコン、タッチパネル等を導入し

電子教科書を活用した学習が可能となり児童・生徒の

学習意欲の向上を図る。

・教育用情報機器配布学校数

　小学校：３校

　中学校：１校

・教育用情報機器配布学校数

　小学校：３校

　中学校：１校

2 ②

学習指導要領に準拠した改

訂版の副読本の作成事業

H24

学習指導要領に準拠した副読本を作成することにより、

小学校３・４年生の社会科の学習で郷土についての幅

広い知識を身につけることができる。

・副読本の作成

・副読本配布学校数

　小学校：３校

2 ③ 吹奏楽楽器購入事業 H24

吹奏楽に必要な楽器を整備することにより、村内の祭り

やスポーツイベント、式典などの多様な場面において、

演奏活動を行うことが可能となり、今帰仁村の教育・文

化・観光産業に寄与する。

吹奏楽楽器の整備：27個 吹奏楽楽器の整備：27個

2 ④ 人材育成事業

H24～

H33

小学生を対象に、山形県酒田市と将来の指導者育成

の為、交流事業を行う。南国沖縄県にとって、本州の北

に位置する東北地方はまさに「異文化」であり、異なる

環境で生活している同年代との交流は子供達の視野

の広がりと将来に向けて刺激を与えることができる。

・派遣生徒数：36人 ・派遣生徒数：36人

（今後の展開方針）

派遣生徒数（累計）：360人

2 ⑤

東ティモールと本村児童の交

流推進事業

H24～

H33

東ティモールの児童を招聘し、本村4小学校との交流で

国際感覚を育成し、今後村としても人道的支援や姉妹

校締結を目指し、交流を通して本村児童の人間性の育

成や国際貢献できる人材の育成を図る。

・受入児童数：4人、引率：1人

国際交流活動による海外からの受入者数

・受入児童数：4人、引率：１人

（今後の展開方針）

研修生受入者数（累計）：50人

2 ⑥ 芸術家招聘事業

H24～

H27

本村の小学校校歌の作詞者親族であるソプラノ歌手

（講師）を村内の各学校に招聘し、コンサートと東ティ

モール支援に係る講演会を実施する事によって、本村

児童と東ティモールの児童との交流を図る。

・公演会開催校：小学校2校 ・公演会に参加した児童生徒数：462名

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

今帰仁村今帰仁村今帰仁村今帰仁村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 15 今帰仁村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

今帰仁村今帰仁村今帰仁村今帰仁村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑦ 未来を担う人材育成事業

H24～

H33

国公立大学進学に特化した大学進学講座を実施し、進

学実績の向上と地域に根差した特色ある学校づくりの

観点から地域教育資源を活用し学力向上と地域の活

性化を目指す。

・講座参加人数：16名 ・講座参加人数：16名

3

今帰仁村観光客受入強化事

業

H24～

H33

3 ① 景観形成強化事業

H24～

H28

村が管理する道路の舗装、粉塵防止、防護柵等を整備

し、歩行者が安全で歩きやすい歩行空間を確保するこ

とで、集落の深部への観光客受入れ体制を整える。

・歩きやすい歩行空間の確保（道路の舗装、

粉じん防止、防護策設置等） ・快適な観光アクセスルートの整備（2.2㎞）

3 ② 環境保全美化推進事業

H24～

H33

本村の観光拠点となっている今帰仁城跡や観光地及

び観光ルートの美化を実施し、観光客受入体制を整え

る。

・今帰仁城跡及び観光地の美化

・美化した観光ルートの路線数

・今帰仁城跡及び観光地の美化

・快適な観光アクセスルートの整備(27路線)

3 ③ 風景づくり推進事業 H24

今帰仁村らしい景観を保全・継承し、さらに発展させて

いく景観計画の策定、その実施に向けた推進体制を行

政・住民・事業者で構築して、地域振興にも寄与する景

観計画を策定する。

・景観計画の策定 ・景観条例の制定

3 ④ 観光力基盤強化事業

H24～

H33

今帰仁村の観光地としての認知度アップを図るため、

「現代版組踊　北山の風」などのイベントを実施する。ま

た、今帰仁村総合運動公園を高校駅伝やハーフマラソ

ンの拠点とすることで、民泊事業の導入拡大を図り、村

観光協会と連携し、観光関連産業の活性化につなげ

る。

・現代版組踊　北山の風の開催、イベントへ

の開催支援

・現代版組踊　北山の風の開催、イベントへの開

催支援

3 ⑤ 観光地安全強化事業

H24～

H33

主要観光地である世界遺産今帰仁城跡を訪れる観光

客の安全の確保を図るため、イベント時に、車両の誘

導及び駐車場、横断歩道等に交通整理員を配置する。

・今帰仁城跡来訪者安全対策 ・今帰仁城跡来訪者安全対策

3 ⑥

今帰仁村総合運動公園施設

機能強化事業

H24～

H28

「スポーツ交流むら」は天然芝グラウンド、温水プール、

クラブハウスなどが集積され、各種大会、合宿、キャン

プ地として高い評価を受けている。しかしながら、夜間

照明の改善による夜間トレーニングへの対応や、故障

者のコンディショニングへの対応、駐車場等の整備など

の課題を抱えており、課題解決のための機能強化を推

進する。

・今帰仁村運動公園機能強化に係る基本計

画の策定

・今帰仁村運動公園機能強化に係る基本計画の

策定

（今後の展開方針）

Ｈ25～28年度：実施設計、整備工事

Ｈ29年度：供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 15 今帰仁村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

今帰仁村今帰仁村今帰仁村今帰仁村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑦

バンガロー機能強化整備事

業

H24～

H25

今帰仁村森林公園のバンガロー・キャンプ場宿泊施設

の機能強化を図り、観光客・村民の観光拠点施設とし

ての基盤強化を図る。

・バンガローキャンプ場宿泊施設の機能強

化

・バンガローキャンプ場宿泊施設の機能強化

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：遊歩道実施設計・改修工事

Ｈ26年度：供用開始

3 ⑧ 観光拠点整備強化事業 H24

今年度建設予定のワルミ大橋活性化施設（仮称）の建

築に伴う駐車場整備の用地取得と備品を購入し、太陽

光システムを導入するとともに、観光案内板を設置し、

北部観光資源を結ぶ周遊ルートの拠点化を図る。

太陽光システムの導入

観光案内板の設置：2箇所

駐車場の整備：28台、大型バス2台

ワルミ大橋活性化施設（仮称）の備品整備

用地取得2,695㎡

太陽光システムの導入

観光案内板の設置：2箇所

駐車場の整備：28台、大型バス2台

ワルミ大橋活性化施設（仮称）の備品整備

用地取得2,695㎡

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

3 ⑨

今帰仁城跡周辺環境整備事

業

H24～

H27

世界遺産今帰仁城跡をはじめ、国指定文化財及び県

指定文化財を保有する重要な地域に位置する今泊港

川の整備をすることにより、河川敷などの空間を有効

活用、治水安全度の向上を図り、また、城跡さくら祭り

のさくらを植栽し、緑化や美化を地域ぐるみで推進し、

観光客受入体制を強化する。

・実施設計・測量・調査設計の実施 ・実施設計・測量・調査設計の実施

（今後の展開方針）

H25～27年度：河川の整備

H28年度：供用開始

3 ⑩

古宇利ふれあい広場機能強

化整備事業

H24

今帰仁の駅「そーれ」は、村の特産物販売施設である。

本部町の美ら海水族館や世界遺産の今帰仁城跡、古

宇利島への本部半島周遊観光ルート上で今帰仁村の

中心地に位置している。観光客増加に対応するために

トイレを新設整備し観光拠点施設として基盤強化を図

る。

・実施設計・建築工事の実施 ・実施設計・建築工事の実施

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

3 ⑪

古宇利ふれあい広場機能強

化整備事業

H24

平成１７年２月古宇利大橋開通、平成２２年１２月ワルミ

大橋開通により古宇利島への来島者が大幅に増加し

た。近年の観光客増加に対応するためにトイレを新設

整備し観光拠点施設として基盤強化を図る。

・実施設計・建築工事の実施 ・実施設計・建築工事の実施

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

3 ⑫ 体験滞在観光促進事業 H24

村営グラウンド及び、兼次小学校敷地内に照明施設、

屋外トイレを新設整備し、体験提供施設として利用する

ことで、郷土芸能であるエイサー等沖縄文化の発展・継

承を促進しながら、民泊事業を促進する。

・村営グランド及び兼次小学校への照明施

設等の整備

・村営グランド及び兼次小学校への照明施設等

の整備

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

3 ⑬ 観光ガイドブック作成事業 H24

観光客等に村施設の情報提供を行うため、観光ガイド

ブック・観光マップ・ＰＲポスターを作成し本村の魅力を

発信する。

・観光ガイドブック：28,000部

・観光マップ：40,000枚

・ＰＲポスター：1,000枚

・観光ガイドブック配布箇所数：10箇所

・観光マップ配布箇所数：10箇所

・ＰＲポスター配布箇所数：20箇所

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 15 今帰仁村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

今帰仁村今帰仁村今帰仁村今帰仁村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑭

今帰仁城跡駐車場安全強化

事業

H24

世界遺産今帰仁城跡の駐車場をアスファルト舗装し、

区画線及び安全対策をする事で利用者の安全性と快

適性の向上を図る。

・今帰仁城跡駐車場のアスファルト舗装及び

安全対策整備

・今帰仁城跡駐車場のアスファルト舗装及び安全

対策整備

（今後の展開方針）

H25年度：第3駐車場　実施設計・改修工事

3 ⑮

民泊・体験型観光受け入れ

基盤整備調査事業

H24

民泊・体験型観光の運用体制構築・基盤整備のための

基本調査を実施する。

・ヒアリング調査

・旅行社訪問調査

・民泊説明会開催回数

・調査報告書：50部

運用体制構築・基盤整備のための課題等把握

3 ⑯

今帰仁城跡多言語リーフレッ

ト作成事業

H24

世界遺産今帰仁城跡は年間を通じて国内外から多くの

観光客が訪れている。そのため日本語のみならず多言

語リーフレットを作成し城跡の魅力を発信する。

・今帰仁城跡多言語リーフレットの作成：５カ

国語、235,000部

・今帰仁城跡多言語リーフレットの配布箇所数：12

箇所

4 今帰仁村定住条件充実事業 H24

4 ① 沖縄関係戸籍の電算化事業 H24

沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資料として

重要な役割を果たしているが、紙媒体による保存であ

るため劣化が著しい。安定的かつ継続的な沖縄関係戸

籍に係る住民サービスを確保するため沖縄関係戸籍を

電算化する。

・仮戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数：49,757枚

仮戸籍の電子化率100％

4 ② 地域防災計画策定事業 H24

地域住民の安心・安全の確保のため地域防災計画の

見直しを行う。

・地域防災計画の策定 ・地域防災計画の策定

5 ①

今帰仁村南米移住者子弟研

修生受入事業

H24～

H33

南米諸国の村出身の海外移住者子孫（２世・３世）を研

修生として受け入れ、村の歴史・文化（伝統芸能・三味

線・エイサー・ウチナー口）等の体験を通し国際交流の

促進を図り、南米諸国との架け橋となる人材を育成す

る。

・研修生受入数：1人 国際交流活動による海外からの受入者数：1人

（今後の展開方針）

H33年度までの研修生受入者数：5人

※隔年で受入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 16 本部町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 本部町観光拠点形成事業

H24～

H28

1 ① 花いっぱい運動の推進事業

H24～

H28

　一年を通して花いっぱいのまちづくりを推進するため

に、町内の各種団体と連携して国道及び県道沿いにプ

ランターの設置や花の植え付けを行う。また、「本部町

まちぐるみ花いっぱい推進協議会（仮称）」を設立し、花

いっぱいのまちづくりを推進する。

美化作業への参加者数：270人

プランター設置数：540個

美化作業への参加者数：270人

プランター設置数：540個

1 ②

八重岳及び町有公園の美化

推進事業

H24

　町有公園等の観光施設には多くの木々や花が植えら

れているが、亜熱帯気候地域に位置する沖縄（本部

町）は、適切な管理を行わなければ雑草の繁茂が早く、

花が見えなくなる現状である。魅力ある観光地づくりを

推進し、観光施設の整備を図るためにも、景観美化等

を実施する。

八重岳線沿い（約4.5km間）

剪定、伐木、植栽、下刈り

観光地美化の実施：4.5km

1 ③ 観光アクセスロード整備事業 H24

　本町を訪れる観光客は散策を楽しむ傾向があるが、

町内にある観光文化施設へのアクセスロードは老朽化

が進み歩行者にとって危険な道路となっている箇所が

多くあるため、観光客の安全や観光イメージを損なわな

いためにも、アクセスロードの整備を実施する。

アクセス道路の整備（カルスト散策道・石くび

り道・土帝君道）約L=500m

アクセス道路の整備（カルスト散策道・石くびり道・

土帝君道）約L=500m

1 ④ 周遊観光実証調査事業

H24～

H28

　観光客に認知されていない本部町内の穴場的スポッ

トを観光コース化するとともに、周遊観光事業としての

実施可能性調査や観光ガイド等の人材育成を実施す

る。

周遊観光実証調査 新たな観光コースの創出数：2ルート

(今後の展開方針)

H25年度：運営体制づくり

H26年度以降：本格運営

1 ⑤ もとぶ港まち活性化事業 H24

　平成24年5月に整備された渡久地港プロムナードは、

近くに町営市場や飲食店などが多数ある町中心地域で

あり、本スペースの有効的な活用と新たな観光スポット

を形成するため、商工会や観光協会と連携し『もとぶ夜

市』を開催し、観光客の誘客を図る。

みなと夜市の実施

イベント開催数年8日

みなと夜市の実施

イベント開催数：年8日、来訪者数：500名

1 ⑥

外国人対応観光人材育成事

業

H24～

H28

　近年、外国からの観光客が増加してきており、外国人

インバウンドを促進するためにもホテルや飲食店、土産

物店などの観光業や商工業従事者などの関係者に対

し、語学や郷土文化の研修等を実施し、外国人サービ

ス向上を図る。

中国語講座の実施

講座開催数：年9回

観光人材の育成数：10名

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

本部町本部町本部町本部町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 16 本部町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

本部町本部町本部町本部町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦ 観光施設設備整備事業 H24

　高齢化社会を迎える中で、観光に訪れるお客様も、お

年寄りの団体観光が増えてきており、高齢者に配慮し

た環境整備が急務である。町内における観光施設の公

衆トイレを整備し、高齢者にやさしいトイレ環境を整備

する。

公衆トイレ整備 公衆トイレ整備数：１箇所

1 ⑧ 市場駐車場整備事業 H24

　町営市場の慢性的な駐車場不足の解消のため、市

場駐車場を整備し、観光客等の利便性を向上させるこ

とにより、集客力の増大を図り、観光の振興につなげ

る。

公共駐車場整備 公共駐車場整備台数：32台

1 ⑨

本部半島ジオパーク推進事

業

H24～

H28

　平成25年度に日本ジオパークに認定されることを目

標に、本部半島のジオサイト（地球科学を中心とした自

然・文化的みどころ）調査、住民理解の促進、ジオツ

アーの企画・実施、ホームページの作成、解説板の整

備等を行う。

ジオツアーの企画・実施

HP作成

解説板設置

ジオツアーへの参加者数：60人

(今後の展開方針)

H25年度：ジオパーク認定

1 ⑩ 自然体験研修施設整備事業 H24

　旧健堅分校施設を有効活用するために、町内の海・

山を利用した自然体験施設を整備し、本町の児童生徒

をはじめ、修学旅行等で本町を訪れる児童生徒にも施

設を活用して自然体験を提供し、児童生徒の情操の教

育と、観光振興にも繋げる。

シャワー施設整備 シャワー施設整備：１箇所

1 ⑪

スポーツツーリズム環境整備

事業

H24

　本部町運動公園は、プロサッカーチームや実業団陸

上部等の合宿施設及び競技会場として利用されている

が、設備環境が不十分なこともあり、今後も安定した合

宿や公認競技等の誘致のために、公認競技場の認定

取得及びプロスポーツ等の練習施設としての環境整備

を行い、スポーツツーリズムを通して観光振興に繋げ

る。

運動公園の環境整備 公認陸上競技場3種認定

2

本部町亜熱帯農業生産体制

強化事業

H24～

H28

2 ①

本部町キク拠点産地強化事

業

H24～

H26

　本町の拠点産地である輪菊については、産地拡大の

課題となっている収穫労働の省力化を図るため、花卉

選別機の整備により産地基盤の強化を図る。

自動結束ロボット付重量選別機導入数：7台

（内訳）

沖縄県農業協同組合：3台

沖縄県花卉園芸農業協同組合：4台

自動結束ロボット付重量選別機導入数：7台

（内訳）

沖縄県農業協同組合：3台

沖縄県花卉園芸農業協同組合：4台

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 16 本部町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

本部町本部町本部町本部町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ② 園芸農業防災施設整備事業

H24～

H25

　沖縄県は台風が多々発生し、農産業に大きな被害を

与えるため、台風などの自然災害に強い農業生産施設

（ビニールハウス）の整備を図り、台風時の農業生産物

被害の軽減や生産農家が年間を通して計画的な生産・

販売を行える環境を整備する。

施設の整備件数：8件 施設の整備件数：8件

2 ③

本部町有害鳥獣駆除対策事

業

H24～

H28

　近年、果樹類については、カラス・ヒヨドリ等による鳥

獣被害が増大しており、生産農家の生産意欲が低下し

ている。このため、鳥獣被害対策が非常に重要な課題

となっており、その対策を実施する。

カラス捕獲箱設置数：5箱

タンカン網掛け本数：1,300本

銃器駆除数：1,000羽

鳥獣駆除数：1,500羽

(今後の展開方針)

鳥獣駆除数（累計）

H28年度：7,500羽

2 ④

亜熱帯バイオマス有効活用

事業

H24

　本町は、中山間部が多く、周年温暖であるため、草

木・木材等の植物系および水産加工を主体とした動物

系等バイオマス資源を豊富に有している。バイオマス

資源のストックヤードの整備を図ることにより、現在焼

却処分等で対応している植物系・動物系等各種バイオ

マス資源の総合的利活用システムを確立する。

バイオマス活用施設整備

機材整備（トラック、ショベルローラー）

ストックヤードの整備・活用

2 ⑤ 水納島産業創出支援事業 H24

　本町の唯一の離島である水納島は、夏期は観光、冬

期は農業が中心となっている。冬期に生産される野菜

は高品質で消費者ニーズも非常に高い、水納島の農業

振興により島民の農業所得向上を図るため、農業用機

械の整備を推進する。

農業機械の導入 農業機械の導入：１台

2 ⑥

もとぶ自産自消推進モデル

構築事業

H24～

H28

　本町には観光客向けのホテルや飲食店等が多数立

地しているが、町内にまとまった出荷組織がなく、個別

の生産者単位では定期・定量出荷が困難であるため町

内産の食材はほとんど活用されておらず、観光振興及

び農業振興上の大きな課題となっている。ゴーヤー・

キャベツを始めとする、在来ネギ、島ラッキョウ、ハンダ

マ、在来紅いも等、本町特有の島ヤサイ等の集出荷体

制を整備し、それらを地元で消費する「自産自消推進モ

デル」を構築する。年間300万人が訪れる本町の観光

業と農業をリンクさせ、農業振興及び観光振興の相乗

効果を図り、地域経済の活性化につなげる。

生産者直売所モデルの構築

地域に適合した移動集荷・販売モデルの実

証

伝統的な島ヤサイの普及

出品登録者数：20人

町内取引先数：10件

(今後の展開方針)

出品登録者数（累計）：H28年度　100人

町内取引先数：H28年度　50件

3

本部町漁業生産体制強化事

業

H24

　高齢化や後継者不足による漁業従事者の減少や自

然環境の悪化などによる水産資源の減少等により、安

定した漁家経営を行うことが難しくなっている現状を踏

まえ、渡久地港北側岸壁の船揚場に漁船巻揚げ機を

設置し、漁業作業の効率化を図る。

漁船巻揚げ機整備 漁船巻揚げ機整備：１基

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 16 本部町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

本部町本部町本部町本部町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 本部町地域産業安定化事業 H24

　現在、未開拓のまま放置されている上本部飛行場跡

地に、平成23年度に策定した「上本部飛行場跡地利用

基本構想・基本計画」に基づき、６次産業化の実践、観

光体験型農業の実践、農産物・農産加工品のブランド

化など産業創出に係る企業を立地させるため用地取得

を実施する。

基地跡地用地：94筆 基地跡地用地：94筆

5 本部町文化拡充事業

H24～

H28

　琉球古典音楽、沖縄民謡、クラッシク、ポップスなど、

ジャンル枠を超えて多数の音楽家を輩出している本町

を「地域一体型音楽のまち」としてイメージを確立し、

様々なジャンル及び地域とのコラボレーションによる音

楽イベントを開催しまちの活性化につなげる。

　地域一体型音楽の中で、児童生徒を巻き込んで、芸

能文化の継承を図る。音楽の持つ感動体験は児童生

徒にとってかけがえのない体験であり、この体験を通し

て豊かな感性を育む。

　また、これらの音楽イベントを観光客向けのコンサート

として定例化を図り、観光資源としても利活用していく。

イベント等開催：5回 イベント等動員人員数：250人

(今後の展開方針)

イベント等動員人員数（累計）

H28年度：1,250人

6 本部町自然環境保全事業

H24～

H28

　貴重な観光資源となる美しい海を保全するため、赤土

流出が見られる流域の現地調査、地形調査、水文調査

等を実施し、木材チップによるマルチングや、グリーン

ベルトおよびガラスリサイクル製品で製作したフィル

ターによる効果実証事業を実施する。

土砂流出流域の現地・地形・水文調査 グリーンベルト等による効果実証

（今後の展開方針）

H25年度

　・防止対策事業：大小堀川流域

　・調査事業：満名川支線流域

H26年度

　・防止対策事業：大小堀川・満名川流域

　・調査事業：満名川支線流域

H27年度

　・防止対策事業：満名川流域

　・調査事業：満名川支線流域

7 本部町防災体制強化事業 H24

　本部町は、美ら海水族館等の主要観光地を抱え、毎

年多くの観光客が訪れる。情報が不足しがちな観光客

の安全を確保するために、アクセス道路である国道、主

要観光施設、宿泊施設等に海抜表示板等を整備し、防

災体制の強化を図る。

海抜表示板等設置箇所数：350ヶ所

避難場所等設置箇所数：30ヶ所

海抜表示板等設置箇所数：350ヶ所

避難場所等設置箇所数：30ヶ所

8 本部町仮戸籍等電子化事業 H24

　戦争で焼失した戸籍を再編する際の経緯に基因し、

従前戸籍と実家戸籍との間で誤りが多く土地、相続手

続き等で支障を及ぼす場合が多々あり、国、県、市町

村等の事業を進める際に支障をきたしている。

　これらを電子化しサービスの改善を図る。

電算化した仮戸籍の数：11,070件 仮戸籍の電子化率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 17 恩納村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

恩納村観光促進・安心滞在

型観光推進事業

H24～

H28

1 ①

仲泊内海周辺活性化施設整

備事業

H24～

H28

恩納村の入口であり、仲泊貝塚などの国指定文化財や

村博物館、農水産物販売センター「おんなの駅」に隣接

する仲泊内海周辺に、賑わい及び交流拠点としてプロ

ムナードを整備し、魅力あふれる観光地として更なる誘

客活動を実施する。

・仲泊内海周辺にプロムナード等（交流拠

点）調査・実施設計、整備工事を実施

・仲泊内海周辺にプロムナード等（交流拠点）調

査・実施設計、整備工事を実施

(今後の展開方針)

H25年度：一部供用開始

1 ②

文化・観光情報発信拠点整

備事業

H24～

H27

恩納村の歴史・文化並びに地域における各種イベント

等の観光関連情報を観光客へ発信する為の基盤整備

を行い、「文化交流型産業」の活動を推進する。

・仲泊内海隣接地へ恩納村文化情報セン

ターを整備

・実施設計の実施

恩納村文化情報センター施設の実施設計の実施

(今後の展開方針)

H25年度～H27年度：建設工事

H28年度：供用開始

1 ③

赤間運動公園内貯水施設整

備事業

H24

プロ野球チームやナショナルサッカーチームのキャンプ

地として活用されている赤間運動公園に整備されてい

る芝の維持管理に必要な水源を確保し、年間を通し芝

を良好な状態に保ち、キャンプ等の定着を図る。

・赤間運動公園内に貯水施設整を整備

・調査・実施設計、整備工事の実施

赤間運動公園内貯水施設の実施設計、整備工事

の実施

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

1 ④

恩納村コミュニティーセンター

広場照明施設取替工事

H24

「うんなまつり」や「美らしまオキナワセンチュリーラン」

等の会場であるコミュニティー広場の照明施設を改善

し、夜間、未明に行われるイベント開催時の照度の向

上と安全を確保し、各種イベントの定着化を図る。

・コミュニティーセンター広場の照明施設取

替工事

・実施設計、取替工事の実施

コミュニティーセンター広場照明施設の実施設

計、取替工事の実施

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

1 ⑤

恩納地区観光環境整備事業

（恩納多目的広場遊具等整

備事業）

H24

恩納地区における児童遊具及び大人を対象とした健康

器具を設置することにより、本村海浜公園を訪れる観

光客等のアクティビティーが充実し、更なる観光客等の

誘致を図る。

恩納多目的広場へ遊具等の整備

実施設計、工事の実施

恩納多目的広場遊具等の整備

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

1 ⑥

瀬良垣地区観光環境整備事

業（瀬良垣漁港便益施設整

備事業）

H24

本村の瀬良垣地区は、目前に美しい海を活かしたﾏﾘﾝ

ﾚｼﾞｬｰ関係事業が盛んであり、ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ等目的の観光

客が多く訪れている。その拠点となる瀬良垣漁港は船

揚場等基本的な整備はされているが、ﾄｲﾚ等整備され

ていないため不便をきたしている。そこで、漁港内にﾄｲ

ﾚ等便益施設を整備する事により、観光客等の受け入

れ体制の充実を図り満足度を高め、更なる観光客の誘

客活動を実施する。

・瀬良垣漁港における観光客受入体制の整

備

・実施設計、整備工事の実施

瀬良垣漁港便益施設の整備

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

恩納村恩納村恩納村恩納村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 17 恩納村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

恩納村恩納村恩納村恩納村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦

恩納村「みどりの回廊」整備

事業

H24～

H28

魅力ある観光地づくりを行うため、村内景勝地などの周

辺を緑あふれる癒しの沿道景観づくりのほか、海浜に

おける漂着ゴミ等の処理を行い観光客の誘客促進を図

り、地域の活性化を実現する。

・植栽本数（累計）：３８０本／年

・漂着ゴミ除去箇所：１１か所／年

・植栽本数（累計）：３８０本／年

・漂着ゴミ除去箇所：１１か所／年

（今後の展開方針）

植栽本数は年間約４００本、平成２８年度に

は2,000本（累計）

1 ⑧

万座毛周辺活性化施設整備

事業

H24～

H28

年間８４万人が訪れる景勝地「万座毛」は、トイレやお

みやげ品店等の老朽化が激しく、また狭隘な駐車場は

観光客と車両が混在する等の危険な状況である。そこ

で、トイレ、売店、休憩所等の活性化施設及び周辺環

境整備を行うことにより安全で魅力ある観光地の形成

を図るための基本計画を策定する。

・万座毛周辺整備基本計画の策定 ・万座毛周辺整備基本計画の策定

（今後の展開方針）

H25年度以降：設計・整備工事

H29年度：全体供用開始

1 ⑨

県外観光客誘客促進事業

（おんな村観光物産展事業）

H24～

H26

東京池袋（サンシャインシティ）において本村の観光、文

化、特産品を紹介する観光物産展を開催する。エイ

サーの実演、特産品の販売等を行い村産品の販路開

拓、観光ＰＲを実施する。

サンシャイン「沖縄めんそーれフェスタ」

物産展の開催

サンシャイン「沖縄めんそーれフェスタ」

物産展来場者数：H24年度6万人

（今後の展開方針）

物産展来場者数：H25年度7万人を目標

1 ⑩

県内外観光客誘客促進事業

（「春や春おんなWEEKでたの

しまナイト！！」事業）

H24～

H28

沖縄県内の若手芸能トップレベルの実力を持つ「沖芸

琉球芸能専攻ＯＢ会」のメンバーを中心に琉球芸能、

組踊り、芝居、空手などの舞台公演を実施するとともに

会場周辺での地元特産品販売等を実施する。

・芸能イベント開催件数

H24年:4回

公演入場者数

H24年：900人

（今後の展開方針）

芸能イベント開催件数　H25年：8回

イベント入場者数　H25年：1,200人

1 ⑪ 観光地防災対策強化事業 H24

平成23年度において地域防災計画見直しを行った。そ

の中で高齢者、障害者、外国人、観光客等様々な方に

対応するマニュアルの作成、避難経路点検及びマップ

の作成などを村が実施すべき事項として掲げている。

それらを推進していくため、災害時初動行動マニュアル

作成、災害時要援護者避難支援プラン作成、防災マッ

プ見直し作業を実施する。それと併せて海抜表示板設

置業務を行い、全ての滞在者が避難の際の目安を確

認できる環境整備を行う。

・災害時初動行動ﾏﾆｭｱﾙ（行政編、事業所

・自治会等防災組織編）作成

・要援護者避難支援プラン作成

・恩納村防災マップ見直し、作成

・海抜調査及び海抜表示板設置数

・初動行動ﾏﾆｭｱﾙ作成

・要援護者避難支援プラン作成

・防災マップ作成

・海抜表示板設置個所数　５４６箇所

1 ⑫

観光地危険生物駆除事業

（ハブ駆除事業）

H24

ハブ及び、外来種のタイワンハブが村内で頻繁に捕

獲、発見されるようになり、観光施設周辺や国頭方西

海道（歴史の道）などにおけるハブ出没も多く、観光地

周辺や歴史の道の散策者などへの咬傷事故が予想さ

れるため、積極的に駆除することを目的とする。

・ハブ生息地へのハブ捕獲器設置数：４００

箇所／年

・ハブ捕獲数：150匹

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 18 宜野座村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 観光振興プロジェクト事業

H24～

H33

1 ① 景観維持緑化振興事業

H24～

H33

村内幹線道や観光、文化施設周辺の美化活動のた

めに必要な車輌を導入し、花の村づくり運動を村内全

域に推進することにより、観光客受入体制を強化する。

活動車輌の配備 美化緑化活動　歩道植樹帯約：２ｋｍ

1 ②

阪神タイガース春季キャンプ

受入事業

H24～

H33

阪神春季キャンプの受入体制の強化を図り、キャンプ

中はもちろん年間を通して誘客出来る観光資源（タイ

ガースタウン)としてを開拓していく。

グラウンド等の改修整備

キャンプ受け入れ態勢の整備

（土入替え、防球ネット、歓迎のぼり等整備

1 ③ 海抜表示板設置事業 H２４

　海岸付近にペンションや海洋療養施設、物産セン

ター、ホテルなどが立地している為、海抜表示板を設置

し、利用者へ注意喚起することにより「安心・安全な村」

「何度も訪れたい魅力ある村」をアピールする。

海抜表示板設置箇所数：２５０カ所 海抜表示板設置箇所数：２５０カ所

1 ④

リバーパーク整備事業（パー

クゴルフ場）

H24

　パークゴルフ場を整備し、民泊事業と連携を図ること

で、年間を通した民泊需要を確保する。

パークゴルフ場の整備（１８ホール） パークゴルフ場の整備（１８ホール）

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

1 ⑤

かんなタラソ沖縄活性化事

業

H24

　村内にある「かんなタラソ沖縄」に身体測定システム

導入など機能強化することにより、長期滞在型の観光

モデル形成やスポーツ合宿、阪神タイガースキャンプと

連携した誘客を図る。

かんなタラソ沖縄資機材の整備 長期滞在観光施設の機能強化

1 ⑥ ビーチクリーンアップ事業

H24～

H33

　ビーチクリーナーを整備し、台風後の海岸美化活動を

推進することにより、観光シーズンの観光客受入環境

を強化する。

ビーチクリーン実施回数：１０回 ビーチクリーン実施回数：１０回

1 ⑦

宜野座村文化のまちづくり魅

力発見事業

H24～

H33

　宜野座村文化センター「がらまんホール」を中心とし

て、様々な芸術文化・伝統芸能公演を開催し、地域芸

能のアピールと文化振興、交流事業を図り、村外や県

外からの観光客を誘致する。

芸術文化・伝統芸能公演の回数：４回 伝統文化・芸能公演来場者数：16,000人

（今後の展開方針）

伝統文化・芸能公演来場者数

　H33年度（目標）　32,000人／年

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野座村宜野座村宜野座村宜野座村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 18 宜野座村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

宜野座村宜野座村宜野座村宜野座村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2

学力向上及び教育支援等事

業

H24～

H33

2 ① 小学校学力向上対策事業

H24～

H33

小学校に学習支援員を配置し児童一人一人への確

かな学力を身につけさせ生きる力を育成すると共に、

TT（チームティーチング）による指導で判断力、思考

力、表現力とねばり強さを育て、学習の基礎・基本的事

項の確実な定着を図っていく。また、小学校にIT指導員

を配置しタブレット端末などの操作技術、活用能力を取

得し、情報化社会に対応できる人材を育成する。

支援員配置数：８人 支援員配置数：８人

2 ② 中学校学力向上対策事業

H24～

H33

中学校に学習支援員を配置し生徒一人一人への確

かな学力を身につけさせ生きる力を育成すると共に、

TT（チームティーチング）による指導で判断力、思考

力、表現力とねばり強さを育て、学習の基礎・基本的事

項の確実な定着を図っていく。

支援員配置数：４人 支援員配置数：４人

2 ③ 幼稚園預かり保育事業

H24～

H33

　幼稚園において預かり保育を実施し、親子が健やか

で安心して日常生活を送れるような支援を充実させて

いく。

預かり保育担当配置数：４人 預かり保育担当配置数：４人

3

農林水産活性化プロジェクト

事業

H24～

H33

　減農薬、減化学肥料による環境保全型農業を目指し

「有機の里宜野座村」を確立、エコビレッジ構想を推進

する。また、畜産農家と耕畜連携を強化するため、施肥

資材を整備する。

3 ① 有機の里宜野座村確立事業

H24～

H33

　エコビレッジ構想を推進するため、専門技術員による

栽培指導を実施する。

エコファーマーの認定に向けた栽培指導 エコファーマーの認定数：５名

（今後の展開方針）

H25年度　エコファーマー認定数（延）：30名

3 ②

堆肥センター（バキューム車

購入）整備事業

H24

　畜産農家と耕畜連携を強化するため施肥資材を整備

する。

バキューム車の購入：１台 施肥利用農家数：３名

4 仮戸籍申告書の電子化事業 H24

　劣化が激しく長期保存に耐えられない戸籍関係書類

をデータ化し、管理システムを構築することにより、住民

サービスの向上を図る。

電算化した仮戸籍数：２，１０３戸 仮戸籍の電算化率：１００％

5

上水道遠隔監視設備設置事

業

H24

　村の立入りが許可されない米軍演習場内にある水源

水質等の遠隔監視を強化するため、水道施設８カ所の

遠隔操作管理システムを機能強化する。

・高性能濁度計設置　１台

・無線LAN伝送板設置　５台

米軍演習場内水道施設・水質などの遠隔監視体

制の強化

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 19 金武町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 金武町観光振興プロジェクト

Ｈ24～Ｈ

25

1 ① 金武町歓迎の塔改修事業 Ｈ24

国道沿いに設置されている歓迎の塔（モニュメント）を改

修し、また観光案内板の設置等を行うことにより、観光

客受け入れ体制の強化を図る。

観光案内板の設置数：２基 観光案内板の設置数：２基

1 ②

金武町ベースボールスタジア

ム外構整備事業

Ｈ24

金武町ベースボールスタジアムの観覧席屋根の設置、

外野スタンド擁壁、周辺排水工事及び屋外トイレの設

置工事を行い、施設の機能強化を図る。

スタジアムの機能強化

（観覧席屋根設置、外野スタンド擁壁、周辺

排水工事、屋外トイレ設置工事）

スタジアムの機能強化

（観覧席屋根設置、外野スタンド擁壁、周辺排水

工事、屋外トイレ設置工事）

1 ③ バス停上屋整備事業 Ｈ24

ギンバル訓練場の跡地利用により、リゾートホテル等が

整備されると観光客の増加が見込まれる。本町の今後

の観光振興を推進するため、公共交通機関の利便性

を高める必要があり、バス停の上屋を整備する。

町内路線バス停留所の上屋整備：９箇所 バス停留所上屋の整備率：100％

1 ④

民泊運営管理システム導入

事業

Ｈ24

民泊事業の推進に当たり、年々増加している受入件数

の円滑な処理と管理体制を強化するため、予約・実施・

収支管理を行うコンピューターシステムの導入を行う。

民泊運営管理システムの導入 民泊運営管理システムの導入

1 ⑤

新開地地区防犯灯LＥＤ電球

設置事業

Ｈ24

金武町キャンプ・ハンセン第１ゲート前付近の新開地地

区内のＬＥＤ防犯灯を機能強化整備し、観光客受け入

れ体制を強化する。

新開地地区防犯灯LＥＤ電球設置数：230基 新開地地区防犯灯ＬＥＤ化率：100%

1 ⑥ 新開地地区緑化整備事業 Ｈ24

新開地地区内の防犯灯にハンギングバスケットを設置

し、既設植栽枡と併せ緑化することにより、観光客受入

体制を強化する。

ハンギングバスケット・植栽枡設置：230箇所 ハンギングバスケット・植栽枡設置：230箇所

1 ⑦

ウォーキングコース等整備事

業

H24～

H25

町営グラウンド周回道路及び隣接する金武地区公園内

遊歩道にゴム状のチップ鋪装等を整備し、陸上競技大

会の開催や、県外大学合宿等の誘致を図る。

ウォーキングコースのゴム状チップ鋪装等

の実施

ウォーキングコースのゴム状チップ鋪装等の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：ウォーキングコースのゴム状チッ

プ舗装の実施

Ｈ２６年度：供用開始

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

金武町金武町金武町金武町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 19 金武町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

金武町金武町金武町金武町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2

学力向上及び特別支援教育

支援等事業

H24～

H33

2 ① 小中学校学習等支援事業 H24

児童生徒の学力向上のために、学習指導支援員等を

配置し、授業にあたる教師と連携を図りながら児童生

徒の支援を行うことで教育環境の充実を図る。

学習支援員配置数

小学校：７人

中学校：８人

学習支援員配置数

小学校：７人

中学校：８人

2 ② 特別支援教育支援事業 H24

発達障害等を持つ幼児・児童・生徒の学習生活、学校

生活等の困難の改善と克服を目的に教育を支援し、適

切な指導及び支援を行い、学力向上に資する。

特別教育支援員配置数

幼稚園：４人

小学校：１０人

中学校：１人

特別教育支援員配置数

幼稚園：４人

小学校：１０人

中学校：１人

2 ③ 幼稚園預かり保育事業 H24

子育て環境改善を目的に嘱託職員を配置し、預かり保

育の充実を図る。

預かり保育支援員配置数

幼稚園：３人

預かり保育実施率：９０％

3 仮戸籍申告書の電算化事業 H24

安定かつ継続して仮戸籍申告書に係る住民サービスを

提供する為、仮戸籍申告書の電子データ化及び管理シ

ステムを構築する。

仮戸籍申告書の電算化

対象戸籍数：１４９６戸

仮戸籍申告書の電算化率：100％

4 国際化推進事業

H24～

H33

4 ① 芳魂の塔改修整備事業

H24～

H25

太平洋戦争等において、悲惨な体験をした事実を後世

へ伝えていくことは、本町の使命であり、毎年６月に行

われている金武町戦没者追悼式の継承は、恒久平和

を願う金武町民の心を伝えるものである。

芳魂の塔整備に係る実施設計、改修工事の

実施

芳魂の塔整備に係る実施設計、改修工事の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年：供用開始

4 ② 金武町青年海外派遣事業

H24～

H33

国際交流機会の増加促進に寄与するため、本町の青

年を海外に派遣し、本町と海外移住国との有効親善関

係及び人材育成の推進に資することを目的としている。

派遣研修生数：２人 派遣研修生数：２人

（今後の展開方針）

派遣研修生数（H33累計）：２０人

5

ギンバル訓練場跡地利用事

業

H24

ギンバル訓練場跡地利用事業が世間に周知され、多く

の人に関心を持ってもらうためにモニュメントを設置す

る。

モニュメント整備に係る実施設計、設置工事

の実施

モニュメント整備に係る実施設計、設置工事の実

施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 20 伊江村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

村立診療所人工透析施設整

備事業

H24～

H25

　人工透析患者の住民が、離島である本村で安心して

暮らせるようにするとともに、本村に訪れる人工透析が

必要な観光客に対し、安全・安心な観光を提供するた

め、人工透析施設を整備する。

・人工透析施設の実施設計、用地購入 ・人工透析施設の実施設計、用地購入

(今後の展開方針)

H25年度：建設工事

H26年度：供用開始

2 伊江村立東保育所整備事業 H24

　幼児が安心・安全で快適に過ごすことができる新しい

耐震基準（平成12年改正建築基準法）を満たす保育所

を整備する。併せて現在の多様化した保育ニーズに対

応できる保育環境を確保することにより、保護者の子育

てと就労が両立できる環境を促進する。

・保育所の整備

・新しい耐震基準（平成12年改正建築基準法）を

満たす保育所の供用開始

3 沖縄関係戸籍の電算化事業 H24

　本村で戸籍事務の電算化が未整備である沖縄関係

戸籍（いわゆる福岡戸籍等）は、現在でも戸籍訂正や

つぶれ地補償事務において、極めて重要な役割を果た

しているが、紙媒体で保存されているため、劣化が著し

い。安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民

サービスを確保するため、紙媒体で保存されている沖

縄関係戸籍を電算化する。

・沖縄関係戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数：23,620件

沖縄関係戸籍の電算化率：１００％

4 伊江村観光振興事業 H24

4 ①

フラワーロードプロジェクト推

進業務

H24

　年間を通して休耕地や沿道等に四季を通じた植栽を

行う。

・主要幹線道への花の苗本数：2,400本 ・主要幹線道への花の苗本数：2,400本

4 ②

ハイビスカスプロジェクト推進

業務

H24 　ハイビスカスを植栽し、花の島づくりを推進する。 ・ハイビスカス苗500種購入育成 ・ハイビスカス苗500種購入育成

4 ③

村花・世界のゆり植栽推進

業務

H24 　村花・世界のゆりを植栽し、花の島づくりを推進する。 ・ゆり球根30,000球購入植栽 ・ゆり球根30,000球購入植栽

4 ④

名所・景勝地等案内板設置

工事

H24

　花の名所・景勝地等に案内板を設置し、観光客受入

態勢を強化する。

・観光案内板の設置：３２箇所 ・観光案内板の設置：３２箇所

4 ⑤ 観光客誘客環境整備事業 H24

　ハブ対策ネットの整備により、安全で安心な観光客受

入態勢を構築する。

・防護フェンス設置数：1個所 ・防護フェンス設置数：1個所

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊江村伊江村伊江村伊江村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 21　読谷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 読谷型観光の振興事業

H24～

H33

1 ①

大型定置網漁船購入補助事

業

H24

　観光業と連携した地域漁業活性化に向けて、観光客

などを対象にした定置網体験漁業のために必要な大型

定置網船の新造を支援する。

大型定置網船１隻の新造を補助 大型定置網船１隻の新造を補助

1 ②

ジンベイザメ生簀購入設置

補助事業

H24

　観光業と連携した地域漁業活性化に向けて、ジンベ

イザメを観察しながら一緒に泳げる体験型観光漁業に

必要な生簀設置を支援する。

ジンベイザメ生簀購入設置の補助 ジンベイザメ生簀購入設置の補助

1 ③

スポーツコンベンション誘致

促進事業

H24～

H33

　スポーツコンベンションの誘致及び観光客の誘客や

物産販売の促進のため、本村でキャンプをしているプロ

スポーツ団体の本拠地において、キャンプ受入体制の

アピールと観光や特産物をＰＲするイベントを実施す

る。

中日ドラゴンズ（ナゴヤドーム）公式戦

・観光ＰＲチラシ配布1,000枚

・読谷観光ＰＲビデオ上映

サガン鳥栖（ﾍﾞｽﾄｱﾒﾆﾃｨｽﾀｼﾞｱﾑ）公式戦

・観光ＰＲチラシ配布1,000枚

・読谷観光ＰＲビデオ上映

中日ドラゴンズ（ナゴヤドーム）公式戦

・観光ＰＲチラシ配布1,000枚

・読谷観光ＰＲビデオ上映

サガン鳥栖（ﾍﾞｽﾄｱﾒﾆﾃｨｽﾀｼﾞｱﾑ）公式戦

・観光ＰＲチラシ配布1,000枚

・読谷観光ＰＲビデオ上映

1 ④ 平和の森球場機能強化事業 H24

　良好なトレーニング環境の提供による更なるスポーツ

コンベンション誘致と良好なキャンプ見学環境を提供す

ることによる観光客の誘客を図るため、平和の森球場

の全面改修を実施する。

平和の森球場改修工事設計及び改修工事

・平和の森球場改修工事設計書の作成

・平和の森球場の機能強化

（今後の展開方針）

平成25年度：供用開始

1 ⑤ 景観形成事業 H24

　地域性にあった景観づくりの実現に向けて、景観法に

基づく景観計画のもとでの方針を明らかにし、読谷村の

地域特性を活かした魅力ある優れた景観形成のため

の事業を実施する。

景観地区指定における調査の実施

（座喜味地区）

景観地区指定における調査の実施

（座喜味地区）

1 ⑥ 読谷型観光情報発信事業 H24

　読谷村への観光客の誘客を促進するため、村ホーム

ページを活用した国内外への観光資源情報の発信力

を強化する。

村ホームページ機能強化整備

（多言語化・観光情報コンテンツの作成）

村ホームページ機能強化整備

（多言語化・観光情報コンテンツの作成）

1 ⑦ 情報中継車整備事業 H24

　観光客や地域住民を対象にインターネットやＦＭラジ

オ等を活用した地域の情報発信を強化するため、村内

イベントの現地取材・放送等を行うための情報中継車

両を整備する。

情報中継車両の購入整備 情報中継車両の購入整備

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

読谷村読谷村読谷村読谷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 21　読谷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

読谷村読谷村読谷村読谷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧ 多言語観光ビデオ制作事業 H24

　海外の潜在観光客をターゲットに沖縄にある読谷村

の知名度やイメージの向上を図り訪問動機を高めるた

め、本村の自然や歴史、文化、地域特性等を広く紹介

した「村づくり紹介映像」を多言語化する。

多言語観光ビデオ制作（英語、北京語、広

東語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語）

多言語観光ビデオ制作（英語、北京語、広東語、

韓国語、スペイン語、ポルトガル語）

1 ⑨

スポーツコンベンション誘致

促進事業（残波いこいの広

場グラウンド機能強化工事）

H24

　地域振興及び経済活性化に向けて、スポーツコンベ

ンション誘致の促進を図るため、残波岬公園運動広場

芝グラウンドの機能を強化する。

・残波岬いこいの広場グラウンドの工事設計

の実施

・残波岬いこいの広場グラウンド芝生張替

え、防球ネット設置工事の実施

・残波岬いこいの広場グラウンドの工事設計の作

成

・残波岬いこいの広場グラウンド機能強化

（今後の展開方針）

平成25年度：供用開始

1 ⑩

読谷村残波岬いこいの広場

施設機能強化事業

H24

　読谷村への観光客の誘客を促進するため、洋式トイ

レを整備するなど読谷村残波岬いこいの広場施設機能

強化をする。

読谷村残波岬いこいの広場のトイレを和式

から洋式に整備

読谷村残波岬いこいの広場のトイレを和式から洋

式に整備

2

共に学び、共に育つ場づくり

事業

H24～

H33

2 ①

小中学校情報教育支援員配

置事業

H24～

H33

　島しょ県であるハンディを克服し、国際性豊かな人材

育成と情報教育を活用した学力向上への環境を整える

ため、読谷村内小中学校に情報教育支援員を配置す

る。

情報教育支援員配置数

　小学校1人　中学校1人

情報教育支援員の配置

　小学校1人　中学校1人

2 ② 日本語教育支援員配置事業

H24～

H33

　二重国籍や帰国児童などで日本語を習得していない

子ども達への支援体制を強化するため、日本語支援員

を配置する。

日本語教育支援員配置数

　小学校2人

日本語教育支援員の配置

　小学校2人

2 ③

騒音計の購入・騒音基礎調

査事業

H24

　米軍の嘉手納弾薬庫において行われる不発弾処理

及び弾薬処理作業時に発生している騒音が授業の妨

げにならないようその対策を検討するため、騒音計を購

入し、騒音基礎調査を行う。

・騒音計の購入

・騒音測定及び記録

・騒音計の導入

・騒音の測定及び記録

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 21　読谷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

読谷村読谷村読谷村読谷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

駐留軍用地跡地利用推進事

業

H24

3 ①

読谷補助飛行場跡地民有地

部分「北地区」予備設計等支

援委託業務

H24

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、地区計画の予備設計を

行う。

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」

予備設計の実施

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」予備

設計の作成

3 ②

読谷補助飛行場跡地民有地

部分「北地区」地区計画決定

図書等作成支援委託業務

H24

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、当該地区の都市計画決

定図書等の作成を行う。

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」

地区計画決定図書等の作成

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」地区

計画決定図書等作成

3 ③

読谷補助飛行場跡地民有地

部分「北地区」環境基礎調査

委託業務

H24

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、当該地区の環境基礎調

査を行う。

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」

環境基礎調査の実施

読谷補助飛行場跡地民有地部分「北地区」環境

基礎調査の実施

3 ④

楚辺通信所跡地環境基礎調

査委託業務

H24

　平成23年度に作成した楚辺通信所跡地利用促進支

援業務報告書に基づき、跡地利用の具体化を図るた

め、当該地区の環境基礎調査を行う。

楚辺通信所跡地環境基礎調査の実施 楚辺通信所跡地環境基礎調査の実施

3 ⑤

楚辺通信所跡地地区計画策

定調査委託業務

H24

　平成23年度に作成した楚辺通信所跡地利用促進支

援業務報告書に基づき、跡地利用の具体化を図るた

め、当該地区地区計画の都市計画決定に向けた調査

委託業務を行う。

楚辺通信所跡地地区計画策定調査の実施 楚辺通信所跡地地区計画策定調査の実施

3 ⑥

第２次読谷補助飛行場跡地

村民センター地区跡地利用

基本計画策定委託業務

H24

　平成23年度に作成した読谷村村民センター南側地区

等基本計画調査業務報告書に基づき、向こう１０箇年

を目途とし、改めて整備施設の規模・配置を明らかに

し、村民センター地区全体の土地利用を確定するため

の基本計画を策定する。

第２次読谷補助飛行場跡地村民センター地

区跡地利用基本計画の策定

第２次読谷補助飛行場跡地村民センター地区跡

地利用基本計画書の策定

3 ⑦

読谷補助飛行場跡地第Ⅱ工

区道路整備予備設計等支援

委託業務

H24

　読谷補助飛行場の跡地利用の具体化を図るため、農

地整備をⅠ期・Ⅱ期に分けて行っており、その第Ⅱ期

工区の道路予備設計を行う。

読谷補助飛行場跡地第Ⅱ工区道路整備予

備設計の実施

読谷補助飛行場跡地第Ⅱ工区道路整備予備設

計の作成

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 21　読谷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

読谷村読谷村読谷村読谷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑧

読谷村道路網計画及び道路

整備プログラム策定事業

H24

　駐留軍用地跡地も含めた読谷村全体の読谷村道路

網計画の見直しを行い、道路の交通機能のみならず空

間機能の観点も含めた、望ましい道路の交通体系を目

指す新しい「読谷村道路基本計画」の策定を行う。

読谷村道路基本計画の策定 読谷村道路基本計画の策定

3 ⑨

読谷補助飛行場跡地赤犬

子・展望広場及びロードパー

ク基本計画策定委託業務

H24

読谷補助飛行場跡地における赤犬子・展望広場及び

ロードパークの基本計画について、今後密接に連携す

る、国道バイパスや区画整理地との配置計画を含め検

討する。

読谷補助飛行場跡地赤犬子・展望広場及び

ロードパーク基本計画策定

（計画・敷地条件の検討、調査、公園敷地計

画の方針設定、導線の検討、配置計画の策

定）

読谷補助飛行場跡地赤犬子・展望広場及びロー

ドパーク基本計画策定

（計画・敷地条件の検討、調査、公園敷地計画の

方針設定、導線の検討、配置計画の策定）

4 地域文化の創造発展事業

H24～

H34

4 ① 地域文化振興事業 H24

　読谷村は、三線の祖とされている赤犬子の終焉の地

とされ、三線・箏・琉球舞踊・茶道等の伝統文化・芸能

の盛んな村である。この伝統を継承・伝授すべく外部講

師を村内小中学校等へ派遣する。

外部講師派遣人数：27人

外部講師派遣人数：27人

参加者数：　500人

4 ②

ユンタンザフィールドミュージ

アム構築事業

H24～

H28

　読谷の自然・歴史・文化資源等に関する情報を共有・

発信・活用できるにように再整理し、読谷村の文化的生

活の向上や人材育成、地域活性化、観光振興に役立

てる。

文化財ガイドマップ設置：３箇所 文化財ガイドマップ設置：３箇所

(今後の展開方針)

各字文化財ガイドマップ設置数（H28年度：

16箇所）

4 ③ 読谷村戦災文化財修復事業 H24

　沖縄戦で破壊を受けた文化財を修復し、読谷村の文

化的生活の向上や地域活性化、観光振興に役立てる。

戦災文化財修復数：３件 戦災文化財修復数：３件

4 ④ くるちの杜１００年プロジェクト H24

　沖縄固有の文化である三線文化の継承と、更なる発

展を図るため、三線の材料となるくるち（黒木）の植樹、

くるち（黒木）と三線に関する講座、コンサート等を開催

するとともに、読谷村の魅力を国内外にアピールする。

・植樹祭、コンサート等イベント開催

・黒木の植樹本数：200本

・植樹祭、コンサート等イベント参加者数：700人

・黒木の植樹本数：200本

4 ⑤

読谷村移民・出稼ぎ調査編

集事業

H24～

H28

　国内外へ読谷村をアピールし、海外からの観光客の

誘客や国際交流を図るため、移民・出稼ぎについて調

査・整理を行う。

読谷村移民・出稼ぎ調査の実施

（ヒアリング・テープ反訳）

・読谷村移民・出稼ぎ調査中間報告書の作成

（ヒアリング・テープ反訳）

(今後の展開方針)

H25～28年度：調査

H29年度：HP等により情報発信

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 22　嘉手納町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

嘉手納町観光客誘客促進基

盤整備事業

H24～

H33

1 ①

嘉手納町観光振興基本計画

策定事業

Ｈ24

　通過型の観光から滞在型の観光への転換を効率的

かつ効果的に実施するため、嘉手納町の観光の現状、

課題分析、ニーズ調査や地域資源調査を行い、本町の

歴史・文化財、自然、人材、施設などの資源を活用した

観光振興を中長期的に推進するための基本的な計画

を策定する。

観光振興の基本計画の作成 観光振興の基本計画の作成

1 ②

嘉手納町かでな文化セン

ター機能向上事業

H24～

H27

　滞在型の観光振興の促進を図るため、既存アナログ

設備を時代のニーズに適合した活用のできる設備へと

機能を拡充するとともに、多くの方々から多くの改善の

要望が寄せられている施設のバリアフリー化を図る。

・設備機能向上工事実施設計の実施

・舞台照明設備工事の実施

・音響設備工事の実施

・バリアフリー化基本設計の実施

・設備機能向上工事実施設計の作成

・舞台照明設備の機能改善

・音響設備の機能改善

・バリアフリー化基本設計書の作成

(今後の展開方針)

H25年度：ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ機能実施設計

H26・27年度：ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ機能整備

H28年度：供用開始

1 ③

嘉手納町観光振興ちゅらま

ち景観創出事業

H24

　観光資源へアクセスしやすい環境整備と景観美化の

形成を行い、町内への誘客と魅力ある観光地づくりを

推進するため、町内の主要箇所に多言語総合観光案

内板及び道路名称看板、観光拠点施設内の多言語案

内板を設置するとともに、ポケットパークを整備する。

・ちゅらまち景観創出事業実施設計の実施

・総合観光案内看板設置工事の実施

・主要道路愛称名板設置工事の実施

・多言語施設案内看板設置工事の実施

・ポケットパーク整備工事の実施

・ちゅらまち景観創出事業実施設計の作成

・総合観光案内看板の設置：２箇所

・主要道路愛称名板の設置：７箇所

・多言語施設案内看板の設置：２箇所

・ポケットパークの整備

1 ④

嘉手納町観光史跡等説明板

整備事業

H24～

H27

　地域資源・文化資源を活用した観光振興を図るため、

観光基盤の強化に向けて、町内に点在する史跡・旧跡

に説明板を設置する。

観光史跡等説明板設置工事の実施 観光史跡等説明板の設置：９箇所

(今後の展開方針)

H25年度：　1ヵ所

H26年度：　2ヵ所

H27年度：　2ヵ所

1 ⑤

嘉手納町観光リーフレット作

成事業

H24

　広く国内外へ道の駅かでな及び嘉手納町の観光情報

を発信し観光客の誘客を図るため、日本語・外国語版

の観光リーフレットを作成する。

観光リーフレット作成業務の実施 観光リーフレット作成製本：５０万部

1 ⑥

嘉手納町比謝川緑地広場整

備事業

H24～

H26

　体験型・滞在型の観光振興の強化を図るため、現

在、エコツアーを開催している比謝川において観光客

や施設利用者の利便性を高める受入基盤の整備を行

う。

用地買収の実施 用地取得面積：３９０㎡

(今後の展開方針)

H25年度：自然体験施設の設計

H26年度：自然体験施設の整備

H27年度：供用開始

2

嘉手納町未来へ羽ばたく人

材育成支援事業

H24～

H33

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

嘉手納町嘉手納町嘉手納町嘉手納町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 22　嘉手納町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

嘉手納町嘉手納町嘉手納町嘉手納町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ① 学習支援員配置事業

H24～

H33

　基礎学力向上対策の上で課題となっている算数・数

学、国語、英語の基礎学力定着のため、チームティー

チング、習熟度別授業、長期休業中の個別指導及び放

課後の補習授業に必要な学習支援員を小・中学校へ

配置する。

生徒指導支援者配置数

　小学校：３人、中学校：１人

生徒指導支援者配置数

　小学校：３人、中学校：１人

2 ② 英会話指導員配置事業

H24～

H33

　本町は平成２２年度に教育課程特例校の認定を受

け、英語教育に取り組んでいる。ネイティブスピーカ－

の講師が授業に参加することにより、日常的に英語に

親しめる環境をつくるため、町立幼・小・中学校に英会

話指導員を配置する。

英語指導員配置数

　小学校：３人、中学校：２人

英語指導員配置数

　小学校：３人、中学校：２人

2 ③ パソコン指導員配置事業

H24～

H33

　教科学習や総合的な学習の時間、特別活動の時間

において教科担任と連携しパソコン指導にあたるととも

に、ＩＣＴを活用した授業の促進と情報化時代に対応で

きる人材の育成を図るため、町立幼・小・中学校にパソ

コン指導員を配置する。

パソコン指導員配置数

　　小学校：２人、中学校：１人

パソコン指導員配置数

　小学校：２人、中学校：１人

2 ④

不登校対策生徒指導支援員

配置事業

H24～

H33

保護者不在、携帯電話による交友関係の広がり、外泊

等規則正しい生活リズムを築けない状況にある生徒が

いる。生活リズムの正常化を目指すために、指導員に

よる家庭訪問を行い在宅確認及び本人と家族支援を

実施する。又、時差登校をする生徒への対応として別

室での相談を実施する。

生徒指導支援者配置数

　　中学校：２人

生徒指導支援者配置数

　中学校：２人

3 ①

法定外公共物・未買収道路

現況調査事業

H24

　戦後米軍嘉手納飛行場の建設により町域の大部分を

接収された混乱期に、道路等の基盤整備が計画的に

行われないまま市街地が形成されたため本町のいたる

ところに筆数や面積を詳細に把握できていない法定外

公共物や未買収道路が点在している。

　今後の良好な市街地形成を図るため、法定外公共物

及び未買収道路の筆数や面積を確定する調査を行う。

法定外公共物調査の実施

　要調査延長：27㎞

法定外公共物・未買収道路調査率：100％

4 ①

災害時避難場所表示灯整備

事業

H24

　沖縄県は台風の常襲地域でもあり、自然災害を被り

やすい地域であることから、災害により電力供給が停

止し、夜間の防犯灯が災害時に不点になる恐れがあ

る。

　夜間の防災機能を強化し、災害避難時の町民及び観

光客等の安心・安全を図るため、本町指定の避難場所

の入口付近にソーラー照明灯を設置する。

ソーラー照明灯設置工事の実施

　整備箇所数：10箇所

避難場所へのソーラー照明灯設置率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 観光振興事業 H24

1 ①

北谷町観光情報センター整

備事業

H24

 　国内外から訪れる観光客に新鮮で詳細な観光情報

を発信するとともに、物産振興と文化振興の推進、地域

安全と環境浄化活動の拠点にもなりうる施設を整備し、

本町の観光振興の拠点とするため、北谷町観光情報セ

ンターを整備する。

・北谷町観光情報センター基本設計

　および実施設計の実施

・観光情報センター建設

　（建築面積174㎡）

・北谷町観光情報センター基本設計および

　実施設計の実施

・観光情報センター建設

　　（建築面積174㎡）

1 ②

少年少女野球キャンプ招聘

事業

H24

　温暖な気候に恵まれた北谷町において、少年少女を

対象にしたスポーツキャンプ事業を展開する。

少年少女野球キャンプの実施 少年少女野球キャンプの実施

1 ③ 花と緑のまちづくり事業 H24

　美浜アメリカンビレッジにおいて、観光・ショッピング街

に相応しい花と緑にあふれた景観を形成に向けて、美

浜メディアステーション周辺の美化事業を実施する。

花壇への植花作業

　（173.38㎡）

花壇への植花作業

　（173.38㎡）

1 ④ 国際的観光地形成促進事業 H24

　本町の西海岸一帯を中心とした国際的観光地の形成

に向けて、人脈の形成と今後のネットワーク構築の足

がかりとするため、ハワイで開催される催し物に参加す

る。

　併せて、新たな観光メニューを開発するため、気候や

観光資源が類似するハワイの音楽やエンターテイメント

のプロデュースや観光施設等を視察する。

・イベントの参加

　(沖縄フェスティバル)

・観光施設等の視察：１4カ所

・観光振興計画案への反映

・ハワイアンイベントの開催検討

1 ⑤

北谷町文化発信拠点整備事

業

H24～

Ｈ30

　（仮）町立博物館を建設を購入する。

対象土地取得　面積6,078.98㎡

（内訳）

国有地3,775.56㎡　県有地707.42㎡

保留地1,596.00㎡

土地取得率100％

（今後の展開方針）

H25～26年度：基本計画

H27年度：基本設計

H28年度：実施設計

H29～30年度：施設建設、公開準備

H31年度：供用開始

1 ⑥

北谷町観光物産プロモーショ

ン事業

H24

　中日ドラゴンズキャンプの開催時期や他の時期にお

いても、本町への観光客誘客を図るため、中日ドラゴン

ズ「沖縄ウィーク in ナゴヤドーム」において、本町の観

光情報、地域特産品情報を広く告知する観光物産プロ

モーション事業を実施する。

　また、本町の知名度を一層向上させ、沖縄及び北谷

町への外国人旅行者の訪日旅行促進を図るため、「第

20回　台北国際旅行博（ITF2012）」に設置される沖縄

県ブースに参加し、本町の観光情報、地域特産品情報

を広く告知する。

プロモーション活動回数　２回

・沖縄ウィークｉｎナゴヤドーム 北谷デイ

　町特産品、パンフレットの配布：1,000個

・第２０回台北国際旅行博（ITF2012）

　町特産品、パンフレットの配布：400個

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北谷町北谷町北谷町北谷町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北谷町北谷町北谷町北谷町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦

北谷町観光産業啓発広報促

進事業

H24

　これまでパンフレット等で補いきれなかったタイムリー

で充実した情報発信を図り、観光産業振興を推進する

ため、本町の観光拠点地である美浜アメリカンビレッジ

内で屋外大型ディスプレイを設置し、来訪する国内外の

観光客に観光イベントや地域情報等の観光情報を多言

語でＰＲする。

液晶ディスプレイ（防塵・防水対応）設置：２

台

デジタルアーカイブ映像の作成

デジタルアーカイブ映像の配信開始

1 ⑧ 西海岸環境保全事業 H24

　台風等悪天候の後にビーチへ漂着する多くの流木等

を迅速に撤去するため、ビーチクリーナーを購入すると

ともに、ビーチクリーナーを保管する倉庫を設置する。

・ビーチクリーナー購入：1台

・ビーチクリーナー倉庫工事の実施

・ビーチクリーナー1台

・ビーチクリーナー倉庫の設置

1 ⑨

西海岸歩行者ネットワーク整

備事業

H24

　安良波公園から浜川漁港フィッシャリーナ地区まで

ウォーキングや散策ができ、多くの町民や観光客が集

まるような魅力ある遊歩道を整備するため、造成工事

を実施する。

・盛土工　V=6,500㎡

・L型擁壁工　L=52m

・逆T型擁壁　L=6m

・植生擁壁　L=74.5m

・傾斜路工　1箇所

・階段工　2箇所

・防護柵工　L=214.7m

・遊歩道整備着手　214.7m

（今後の展開方針）

　Ｈ24年度：造成工事

　H25年度：遊歩道整備完了

1 ⑩

宮城海岸マリンレジャーゾー

ン整備事業

H24～

H26

　宮城海岸の水叩き部分を既設部分(県施工)に合わせ

てインターロッキングブロック舗装及び休憩舎を設置す

ることにより景観的に優れた護岸整備を行う。

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　A=1,642㎡

休憩舎設置　　　　　　　　一箇所

景観に優れた護岸の整備

　（ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装：1,642㎡）

　（休憩舎設置）

（今後の展開方針）

　Ｈ25年度：ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装710㎡

　　　　 　　　休憩舎　１箇所整備

　H26年度：ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装1,100㎡

2 人材育成事業

H24～

H33

2 ①

英語指導助手派遣事業（小

学校）

H24～

H33

　教育環境の充実を図り、児童生徒の国際理解やコ

ミュニケーション能力、基礎学力等の向上に繋げるた

め、小学校の英語を中心とした外国語活動の授業にお

ける指導補助、教材作成や英語スピーチコンテスト等

の指導補助として、各小学校に英語指導助手を派遣す

る。

・英語指導助手（AET）配置数

　　全小学校に各１人：４人

・英語指導助手（AET）配置数

　　全小学校に各１人：４人

（今後の展開方針）

H33年度

　児童英語検定の平均正答率90％

2 ②

英語指導助手派遣事業（中

学校）

H24～

H33

　教育環境の充実を図り、児童生徒の国際理解やコ

ミュニケーション能力、基礎学力等の向上に繋げるた

め、中学校の英語を中心とした外国語活動の授業にお

ける指導補助、教材作成や英語スピーチコンテスト等

の指導補助として、各中学校に英語指導助手を派遣す

る。

・英語指導助手（AET）配置数

　　全中学校に各１人：２人

・英語指導助手（AET）配置数

　　全中学校に各１人：２人

（今後の展開方針）

H33年度

　沖縄県達成度調査（英語）の正答率60％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 23　北谷町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北谷町北谷町北谷町北谷町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③

北谷の次代を担う人材育成

事業

H24～

H28

　直接異文化にふれ、歴史を学び、交流体験すること

で、心豊かな国際性に富み、将来の北谷町を担い、国

際社会に貢献する素地を醸成に繋げるため、中学生を

海外に派遣する。

・派遣生徒数：４人

（英語スピーチコンテスト並びにカンバセー

ションコンテストの上位入賞者）

・派遣生徒数：４人

（英語スピーチコンテスト並びにカンバセーション

コンテストの上位入賞者）

（今後の展開方針）

H33年度

・派遣生徒総数：４０人

3 跡地利用推進事業 H24

　キャンプ桑江南側地区の有効かつ適切な跡地利用計

画を策定するため、跡地利用推進調査事業において外

国大学誘致検討委員会の設置や外国大学誘致基本構

想（案）を策定する。

外国大学誘致基本構想（案）の策定 外国大学誘致基本構想（案）の策定

4 仮戸籍等電子化事業 H24

　現在でも戸籍訂正の基礎資料として重要な役割を果

たしている沖縄関係戸籍は、紙媒体であるため劣化が

著しいことから、今後も安定的かつ継続的に同戸籍に

係る住民サービスを確保するため、同戸籍の電算化を

実施する。

沖縄関係戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数 ： 5，627件

沖縄関係戸籍の電算化率 ：100 ％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

ツーリズム「北中城」促進事

業

H24～

H33

1 ①

あやかりの杜滞在型施設活

用事業

H24～

H29

 長期滞在型の宿泊施設、キャンプ場等がある「あやか

りの杜」を活用し、野外活動するためのインストラクター

養成等を実施する。

・体験交流事業数：2事業

・体験交流人数：50人

・体験交流人数：50人

1 ②

歴史文化散策路ネットワーク

整備構想・計画調査事業

H24～

H29

　誘客を図るため、世界遺産「中城城跡」を核として、村

内にある歴史文化遺産の活用と、村の魅力を発信する

ため、徒歩で周遊できる散策遊歩道整備の計画を作成

する。

・重点地区の計画策定 ・重点地区の計画策定

（今後の展開方針）

・H25年度⇒基本計画（予定）

・H26年度⇒実施計画（予定）

・H27年度⇒整備・運用開始（予定）

1 ③ 北中城まつり活性化事業

H24～

H33

　県内外の誘客及び村民コミュニケーション醸成を図る

ため、夏場の祭りとして、沖縄の伝統文化である「青年

エイサー」、秋場の「北中城まつり」の開催、そして冬場

の祭りとして、沖縄の温暖な気候を活かした日本一早

い「ひまわりまつりin北中城」を開催する。

・まつりの実施：３回

・まつり開催日数：20日

・三大祭りにおける来場者数：10万人

・地元産業事業者参画数：40事業所

1 ④ 音楽で村づくり支援事業 H24

　村内の各イベントや各自治会におけるまつり等と子供

たちの音楽活動を融合させ、幅広い世代による地域活

性化と魅力ある観光地形成を目指す。その初年度とし

て子供たちがより充実した活動が行えるよう楽器等の

機材を購入する。

・北中城まつりにおける音楽発表

・楽器の購入(５０種類)

・北中城まつりにおける音楽発表

1 ⑤

荻道・大城湧水群周辺環境

整備事業

H24～

H29

　平成の名水百選に選ばれた湧水群について、新たな

観光資源としての活用を目指し、水質の調査や、世界

遺産「中城城跡」のすぐ近くに点在するという環境を活

かし、湧水群周辺整備調査を実施する。

・湧水群周辺整備調査の実施 ・湧水群活用基本構想策定

（今後の展開方針）

・H25年度⇒基本計画（予定）

・H26年度⇒実施計画（予定）

・H27年度⇒整備・運用開始（予定）

1 ⑥

東海岸まちづくり構想策定事

業

H24

　特色ある観光地としての基盤整備を目指し、本村の

東海岸域はアーサ（ヒトエグサ）の産地であることから、

魅力ある「食」の観光資源としての活用を図るため、東

海岸地域まちづくり構想を策定する。

・東海岸地域まちづくり基本構想策定 ・東海岸地域まちづくり基本構想策定

（今後の展開方針）

・H25年度⇒基本計画（予定）

・H26年度⇒実施計画（予定）

・H27年度⇒整備・運用開始（予定）

1 ⑦

観光コミュニティバス導入検

討事業

H24～

H27

　村内にある観光資源をターゲットとした観光コミュニ

ティーバス導入に向け、本村の観光特性・交通特性・課

題を把握し、交流活性化の具体策とモデル事業への検

討を行う。

・観光コミュニティーバス導入検討調査の実

施

・観光コミュニティーバス導入検討調査の実施

（今後の展開方針）

・H25年度⇒社会実験検討調査（予定）

・H26年度⇒社会実験実施（予定）

・H27年度⇒本格運用（予定）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧ 農道除草作業事業 H24

魅力的な観光地を形成するため、日本一早い「ひまわ

りまつり」（１月～２月開催）会場周辺の除草作業を実施

する。

・会場周辺農道除草

　（除草予定面積：686㎡）

・会場周辺農道除草率：100%

1 ⑨ 景観計画策定事業 H24

　本村における景観特性や目指すべき「将来像」及び

「景観形成に関する方針」等を示し、良好な景観形成の

ための行為の制限等を定めることにより、実現性の高

い景観形成を推進するため、景観計画を策定する。

・景観計画の策定 ・景観計画の策定

1 ⑩

公営墓地整備基本計画策定

事業

H24

　沖縄独特の墓地散在化の規制と、景観的な配慮をす

るため、公営墓地の形態、規模、運営方法、候補地選

定の基本計画を策定する。

・公営墓地整備基本計画の策定 ・公営墓地整備基本計画の策定

1 ⑪

南米３カ国青年研修・葛巻町

青少年交流事業

H24～

H33

　友好親善と国際交流の推進を図るため、本村出身者

が多くいる南米３カ国（ペルー、アルゼンチン・ブラジル）

に研修生を派遣する。

　また、北中城村の文化・伝統等の発信と将来を担う人

材ネットワークの形成を図り、国内外の観光客の誘客

強化のための人材育成を目指すため、姉妹町村である

岩手県葛巻町の青少年交流事業を実施する。

・南米3カ国派遣人数：2名

・葛巻町交流生徒派遣人数:15名

・南米3カ国派遣人数：2名

・葛巻町交流生徒派遣人数:15名

（今後の展開方針）

H33年度末

・南米３カ国派遣人数（累計）：２０人

・葛巻町交流生徒派遣人数(累計）：１５０名

2

駐留軍用地跡地等利活用事

業

H24～

H29

2 ①

アワセゴルフ場地区観光拠

点づくり計画策定事業

H24

　観光客誘客が期待される駐留軍用地跡地である「ア

ワセゴルフ場地区」の観光拠点まちづくり及び安心安全

なまちづくりの推進と、災害にも強く魅力ある観光まち

づくりを目指し、災害時及び災害復旧時を想定した避難

路、輸送路、物資供給などの調査を実施し、計画を策

定する。

・アワセゴルフ場観光拠点計画の策定 ・アワセゴルフ場観光拠点計画の策定

2 ②

アワセゴルフ場地区景観形

成検討調査事業

H24

　アワセゴルフ場地区における魅力的で快適な観光拠

点としてのまちづくりにたち、総合的な観点から無電柱

化にむけた整備計画を策定する。

・景観整備計画の策定 ・景観整備計画の策定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③

アワセゴルフ場地区歴史・ま

ちづくり映像保存事業

H24～

H29

　戦後強制収容で消滅した比嘉集落の戦前の営みから

返還合意・跡地の利用までを記録として残し歴史文化

の継承を図るため、映像としてまとめる。

・記録映像の作成

・記録映像の作成

・記録映像の撮影時間：3時間

（今後の展開方針）

　H25年度～H29年度：

    ｱﾜｾｺﾞﾙﾌ場まちびらき映像保存

2 ④

アワセゴルフ場地区利用推

進プロジェクト管理事業

H24～

H27

　プロジェクト管理能力のあるプロジェクトマネージャー

の助言を得て跡地利用の迅速な推進を図るため、アワ

セゴルフ場跡地開発の全体計画の作成、工期の短縮

検討、進捗管理、将来予測、ステークホルダー(プロジェ

クトに関係しているあらゆる人々)との調整及び管理を

実施する。

・アワセゴルフ場地区利用推進プロジェクト

調整・管理の実施

・アワセゴルフ場地区利用推進プロジェクト調整・

管理の実施

（今後の展開方針）

　H25年度；土地造成等管理

　H26年度：公共施設等整備管理

　H27年度：使用収益開始等管理

2 ⑤

サウスプラザ地区跡地利用

検討基礎調査事業

H24

　昭和49年に返還されたサウスプラザ地区（約3.0ha)

は、アワセゴルフ場跡地に国道を挟んで隣接しているこ

とから、一体的に整備することが有効的であり、未調査

である環境調査・測量調査を行う。

・サウスプラザ地区の環境調査・測量調査

（調査予定面積：3ha）

サウスプラザ地区の調査実施率：１００％

2 ⑥

アワセゴルフ場地区総合整

備計画修正事業

H24

　平成22年度に作成した「アワセゴルフ場総合整備計

画」は、大型商業施設と大型医療施設を核とした総合

整備計画に基づくまちづくりに必要な要素を満たしてき

ているものの、「地域の歴史、文化」、「健康増進」、「ス

ポーツ交流」などの分野が満たされておらず、それらを

満たす必要な施設の配置等を検討するため見直しを行

う。

・アワゴルフ場総合整備計画の見直し（歴史

文化、健康増進、スポーツ等の分野を追加）

・アワゴルフ場総合整備計画の見直し（歴史文

化、健康増進、スポーツ等の分野を追加）

3 雇用サポートセンター事業

H24～

H33

　活力ある地域作りを目指し、高い水準で推移している

失業率の改善を図るとともに、退職期を迎えた「団塊の

世代」の再就職希望に対応するため、雇用サポートセ

ンターを設置する。

・雇用サポートセンターの設置

・職業サポートの実施

・失業者のマッチング人数：10人

・新規求人数：100件

4 平和祈念活動事業

H24～

H29

4 ① 沖縄戦戦後復興調査事業

H24～

H29

　戦後６７年を迎え、聞き取り調査の対象者（当事者）が

高齢化する中、沖縄戦・戦後の復興体験を後世に伝え

るため、米兵が綴った日誌など未調査の英文資料（比

嘉太郎・マーフィン資料）の翻訳を行うとともに、聞き取

り調査等を行う。

・資料翻訳の実施

・聞取調査テープの文字起こし

・翻訳件数：２５件

・調査済みテープの文字起こし：３０件

（今後の展開方針）

　H25年度～H29年度：聞き取り調査、翻訳

等

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ②

戦没者管理システム導入事

業

H24

　自治体等で行われる戦没者追悼などの平和活動へ

活用するため、沖縄戦における北中城村の戦没者約

2,000名（当時の人口の約1/3）についてデータベース化

を行う。

・戦没者情報のシステム化の実施

(８００件予定）

・戦没者情報のシステム化率：100％

5 農水産アクティビティ事業

H24～

H33

5 ① 地域ブランド構築事業

H24～

H33

　産業振興、担い手育成を図ることを目指し、農水産物

資源を活かし付加価値を高めるための北中城村独自

のブランド化に向けた商品開発を行い、商品選定委員

会で選定された特産品の販売拡大や県外物産フェアへ

の出店を行う。

・ブランディング推進委員会開催数：　　4回

・PR活動回数：2回

・地域特産品販売所の工事着手

・地域特産品販売所の工事着手

・PR活動回数：2回

（今後の展開方針）

H25年度：組織強化・商品化検討等

H26年度：組織強化・商品化等

H27年度以降：組織強化・販路拡大等

5 ② 農業経営改善支援事業

H24～

H33

　生産性の向上と後継者不足及び耕作放棄地の解消

を目指し、農業者の技術支援及び助言と、就農を希望

する若者の人材育成のため、農業経営改善支援員を

派遣する。

・農家の経営指導の実施 ・経営指導農家の件数：40件

5 ③

再資源化ストックヤード等整

備事業

H24～

H33

　循環型農法の推進とともに、焼却回避によるゴミ減量

化を目指し、青草、伐採木の堆肥化・再資源化を図る

ためのスットクヤード整備、伐採木等のチップ処理機械

を導入する。

・車両購入（ユニック、軽トラック2台）

・機械備品購入（ﾁｪｰﾝｿｰ、薪割機、樹木破

砕機、ホイールロダー、ふるい機）

・用地購入（５筆、3031.76㎡）

・実施調査測量設計書

・車両、機械の導入

・用地購入率：１００％

・実施調査測量設計書の作成

（今後の展開方針）

H25年度～：処理機械等の導入

6

地域連携防災システム構築

事業

H24～

H27

6 ①

地域防災・危険箇所調査等

事業

H24～

H27

　災害の予防、災害発生予想箇所の調査、海抜表示板

の設置、災害時応急対策、災害復旧対策に係る一連

の防災活動を適切にかつ迅速に実施するため、新たな

防災・減災計画を策定するとともに、防災体制ネット

ワークの強化を図るため、大規模災害時等の長期避難

生活に備え、食料品、その他避難生活に必要な最低限

の日用雑貨等を備蓄する環境整備を行う。

・防災、減災計画の策定

・備蓄品11品目の追加補充

・防災、減災計画の策定

・備蓄品11品目の追加補充

（今後の展開方針）

H25年度～H27年度：自主防災組織立上げ

支援

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ②

災害時要援護者避難支援計

画策定事業

H24～

H27

　本村ホームページにおける統合型ＧＩＳシステムによる

視覚的観光情報発信手段構築を視野に入れ、そのレイ

ヤー構築の１つとして観光客が安心安全に滞在できる

よう大規模災害時を想定した避難支援計画の策定を行

う。

・要援護者避難支援計画の策定 ・要援護者避難支援計画の策定

6 ③

航空機騒音自動測定機器導

入事業

H24

　普天間飛行場から離発着する航空機等の騒音測定

を目的に機器（３機）を購入する。

・騒音測定機器の購入数：３機 ・騒音測定機器の導入数：３機

6 ④

北中城小学校避難施設改修

事業

H24

　災害時の避難施設として指定されている北中城小学

校が、台風・塩害等により屋根葺き材（防水シート）の劣

化が著しく、台風襲来のたびに近隣に危険を及ぼして

いる。避難施設として安全・安心にその機能の活用を

図るため、施設の改修を行う。

・北中城小学校整備棟数：3棟 ・北中城小学校整備棟数：3棟

7 エコアクション推進事業

H24～

H33

7 ① 全村植物公苑化推進事業

H24～

H33

　本村まちづくりの基本目標の１つである「全村植物公

苑づくり」のもと、村全体を植物公苑とみたて、観光拠

点周辺の地域緑化を行う。

・村内主要道路等の美化・緑化の実施

　（面積：1,600㎡）

・村内主要道路等の美化・緑化率：１００％

7 ②

公共施設等エコアクション推

進事業

H25～

H29

　北中城村全体でCO2削減に向けたエコアクションの先

駆けとして、公共施設においてクリーンエネルギー（太

陽光）の先行導入と照明機器等の省エネルギー化のた

めのＬＥＤへの切り替え、電気自動車の導入を行う。

・エコカーの購入数：２台

・太陽光設置工事の実施（２か所）

・エコカーの導入数：２台

・公共施設への太陽光先行導入数：２か所

（今後の展開方針）

H25年度：実施計画策定、太陽光設置（各地

区公民館）、エコカー導入、LED省エネ化の

推進等）

H26年度：太陽光設置（各地区公民館）、、エ

コカー導入、LED省エネ化の推進、BDF再構

築検討、低炭活動みえる化事業

H27年度以降：太陽光設置（各地区公民

館）、太陽光システム導入補助（一般家

庭）、BDF実用化、低炭素活動みえる化事業

等

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

8

国際化・ICT人材教育推進事

業

H24～

H33

8 ① 総合英会話指導支援事業

H24～

H33

　国際性豊かな人材育成を目指し、外国人や英会話能

力の優れた講師による生きた英語に触れることにより

「総合的な学習の時間」や「特別活動」などの時間にお

いて、国際理解教育の一環として、指導員による英会

話指導を行う。

・英語指導員配置数

　　小学校：2人、中学校：1人

・英語指導員配置数

　　小学校：2人、中学校：1人

8 ②

アメリカ教育機関ネットワー

ク形成事業

H24～

H33

　国際化社会に対応できるよう、子どもから大人までを

対象とした人材育成・教育方法等を教育現場に活かす

ため、米国の教育機関とインターネット講座ができる

WEBシステムを導入し、米国大学教員による集中講座

を行う。

・WEBシステムの導入

・米国大学教員による集中講座の開催

①小学生講座回数：30回

②中学生講座回数：30回

8 ③ 学校ICT活用指導支援事業

H24～

H33

　コンピュータ操作指導やＩＴに関する専門的な知識向

上のために、指導員を配置するとともに、操作指導・イ

ンターネットモラルなどのＩＴ教育の推進を図るため、学

校ＩＣＴ機器機能拡充を行う。

・PCインストラクター支援員配置数：1名 ・PCインストラクター支援員配置数：1名

9 歴史文化継承基盤整備事業

H24～

H29

9 ① 琉球歴史風致資産調査事業

H24～

H29

　琉球の歴史を踏まえたまちづくりに向けて、村内の歴

史的建造物及び歴史伝統のある文化を後世に引き継

ぐため、伝統的建造物のほか、文化財未指定ではある

が沖縄の特殊な歴史の産物として再評価できる文化財

を悉皆調査する。

・歴史風致資産の悉皆調査の実施

（総調査予定件数：800件）

・歴史風致資産の悉皆調査率：３０％

　（240件）

9 ②

文化財情報データベース作

成事業

H24

　村内の文化財について、データベース化を図り、村

ホームページにおいて、容易に検索できるシステムを

構築し、魅力ある文化財の紹介・発信を行う。

・文化財データベース化の実施

　（データベース化予定件数：１１件）

・文化財データベース化率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 24　北中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北中城村北中城村北中城村北中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

10

子育て環境充実サポート事

業

H24～

H33

10 ① 一時預かり室整備事業

H24～

H26

　本村の公立保育所２園のうち１園は、ニーズの高い一

時預かり保育について、預かる環境が充分でないた

め、その対応のため保育室の増築工事を行う。

保育室の増設工事の着手

　整備面積：45㎡

保育室の増設工事の着手

　整備面積：45㎡

（今後の展開方針）

H25年度：預かり保育の実施、フォローアッ

プ調査

H26年度：預かり保育の実施、育児・就労支

援策の強化

10 ②

幼稚園預かり保育給食対応

事業

H24～

H33

　幼稚園預かり保育（午後）において、小・中学校と同様

の学校給食を提供するため、賃金調理員の配置を行

う。

・食器・輸送コンテナ等の整備

・調理員の配置数：１人

預かり保育実施幼稚園への給食提供数：600食/

月

11 臨時戸籍電子化事業 H24

　終戦直後に整備（約5,000枚）された紙資料の臨時戸

籍の劣化が進み保存状態が悪いことから、保存のため

電子化を行う。

・紙保存の臨時戸籍修復保存作業及び電子

化の実施

対象数：５，０００件

・紙保存の臨時戸籍修復保存作業及び電子化

率：100％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 25 中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 吉の浦周辺施設整備事業 H24

①

吉の浦会館施設機能強化事

業

H24

　村民のスポーツや学習、サークル活動等の拠点と

なっており、利用者が増加している吉の浦会館につい

て、塩害や台風被害による破損箇所を修繕するととも

に太陽光発電システムを導入する等、機能強化を図

る。

・屋根(銅板）撤去工事

・屋根防水工事

・太陽光発電システム設置工事

・ＬＥＤ証明機器設置工事

・空気調和設備設置工事

・屋根(銅板）撤去工事

・屋根防水工事

・太陽光発電システム設置工事

・ＬＥＤ証明機器設置工事

・空気調和設備設置工事

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

②

吉の浦体育館施設機能強化

事業

H24

　サッカーをはじめとするスポーツキャンプの誘致に資

するとともに村民の健康づくりに活用するため、吉の浦

体育館内にトレーニングジムを設置する。

各種機器の設置

・体内脂肪計

・全自動血圧計

・有酸素マシン - トレッドミル

・エアロバイク

・その他各種トレーニングマシン等

吉の浦体育館内にトレーニングジム設置

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

2

護佐丸歴史資料図書館の整

備事業

H24～

H27

　沖縄や中城村の歴史や文化、世界遺産等について村

民等が学ぶ場所として、また、村内外に広く知らしめる

情報発信拠点として、護佐丸歴史資料図書館の建設を

行う。なお、当該施設は、災害時に地域住民等の身の

安全を確保するため、「防災タワー」を兼ねた複合施設

とする。

・建設準備委員会の設置、開催

・建設検討委員会の設置、開催

・基本構想・基本計画の策定

・建設予定地の選定

・建設検討委員会の設置、開催

・護佐丸歴史資料図書館の基本構想・基本計画

・建設予定用地の購入

（今後の展開方針）

H25年度：実施設計

H26年度～27年度：建設工事

3

護佐丸島むん農業活性化事

業

H24

①

トマトの安定生産に向けた取

組

H24

　トマトの品質向上及び作業効率の向上を図るため、

栽培施設へ灌水設備及び防除機を導入する。

・灌水設備設置支援

・防除機設置支援

・灌水設備設置支援件数：３件

・防除機設置支援件数：１件

②

島人参の安定生産に向けた

取組

H24

  中城村ブランドである島人参の安定生産を目指し、収

穫機械の導入、品種管理圃場及び平張り施設の整備、

品種選抜の実施、土壌消毒器による土壌病害対策等

を行う。

・収穫機械の導入

・平張施設の設置個所選定・設置工事

・収穫機械の導入件数：１件

・平張施設の設置個所選定・設置工事の着手

（今後の展開方針）

H25年度：設置工事

③

キャベツの安定生産に向け

た取組

H24

　キャベツの生育環境改善及び作業効率の向上を図る

ため、定植機、播種機、運搬機の導入を支援する。

・定植機設置支援

・運搬機設置支援

・灌水設備設置支援

・防除機設置支援

・定植機設置支援件数：２件

・運搬機設置支援件数：５件

・灌水設備設置支援件数：３件

・防除機設置支援件数：１件

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

中城村中城村中城村中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 25 中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

中城村中城村中城村中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

④

輪ギクの安定生産に向けた

取組

H24

　輪ギクの作業効率向上および生産拡大を図るため、

施肥作業と選別・調整作業の機械化を実施する。

・選別機械の導入支援 ・選別機械の導入支援件数：３件

4 とよむ中城産業まつり事業 Ｈ24

　中城村内で生産、製造又は提供される産業製品を村

内外に紹介し、販路拡大を図るため開催される「とよむ

中城産業まつり」を支援する。

・とよむ中城産業まつり開催 ・まつり来場者数：3,000人

5

護佐丸が村を守るグスク整

備事業

H24

①

中城防災行政無線の撤去及

び増設工事

H24

　県事業の対象となる土砂災害危険区域以外の地域

においても災害情報の伝達手段を確保するため、ス

ピーカーや増強アンプ等を設置し、防災無線放送エリア

を拡充する。

・防災行政無線の整備

・既存防災無線施設37箇所を他事業と連携

し48箇所に増設整備する工事の着手

・防災行政無線の整備

・既存防災無線施設37箇所を他事業と連携し48

箇所に増設整備する工事の着手

（今後の展開方針）

H25年度：防災行政無線の増設整備、供用

開始

②

防災行政無線Jアラート整備

工事

H24

　災害や有事の際、通信衛星から村に送信される緊急

情報（Ｊアラート）を防災行政無線で村民等に瞬時に伝

達するため、自動起動機を設置する。

・Jアラート自動起動機の設置数：１箇所 ・Jアラート自動起動機の設置数：１箇所

③ 地域防災計画策定 H24

　海岸線を有し、毎年、台風の襲来を受ける本村にお

いて、住民等の避難誘導を図るため、地域防災計画の

全面改訂及びハザードマップの見直しを行う。

・地域防災計画の策定

・防災マップの作成：7,000部

・地域防災計画の策定着手

・防災マップの作成：7,000部

（今後の展開方針）

H25年度：

地域防災計画の策定着手

防災マップの作成

④ 災害対策避難路整備事業

H24～

H25

　海岸線に近い本村における台風や津波等の対策とし

て、避難路を整備し、児童等の安全を確保する。

・避難路の測量及び実施設計の実施

・避難路整備築造工事の着手

・避難路の測量及び実施設計の完了

・避難路整備築造工事の着手

（今後の展開方針）

H25年度：築造工事・供用開始

⑤

南上原地内緊急災害時避難

広場整備事業

H24

　台風や大規模地震等の自然災害や有事の際に、地

域住民や観光客の安全安心を確保するため、緊急避

難広場を整備する。

・緊急災害避難広場の住民説明会

・緊急災害避難広場の実施設計の実施

整備箇所数：3ヵ所

・緊急災害避難広場の住民説明会

・緊急災害避難広場の実施設計の完了

整備箇所数：3ヵ所

（今後の展開方針）

H25年度：建設工事・供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 25 中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

中城村中城村中城村中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6

教育・子育て環境づくり整備

事業

H24～

H33

①

中城の歴史と文化を学ぶプ

ロジェクト

H24～

H26

「郷土の歴史・文化についての学習」を充実させるた

め、小中学校の教材等を編纂する。今年度は小学生向

け教材の企画検討、執筆者編集委員会の設置等を行

う。

・幼小学校教材（絵本　読み物　３年・４年・５

年・６年教材）の作成

・幼小学校教材（絵本　読み物　３年・４年・５年・６

年教材）の作成

（今後の展開方針）

H25年度：中学校教材作成

②

 学校ICT環境整備等による

学習意欲学力向上推進事業

H24～

H33

 児童生徒が、コンピューター等の情報手段に慣れ親し

み適切に活用できるよう、情報支援員の配置やコン

ピュータの設置等により環境を整備する。

・新世代教室パソコン設置

・コンピュ－タ-教室パソコン設置

・情報教育対応補助者

　小中学校：1人

・新世代教室パソコン　（40台）

・コンピュ－タ-教室パソコン（40台）

・情報教育対応補助者1人配置し

　各小中学校への指導

③

 きめ細かな児童生徒支援事

業

H24～

H33

　特別に支援を要する児童生徒等について、個に応じ

たきめ細かな支援を行うため、特別教育支援員や学習

支援員を各学校に配置する。　不登校になる児童生徒

へのスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセ

ラーを配置し、児童生徒と保護者に対して、精神的にき

め細かく支援する体制を整備する。

・生徒指導支援者配置数

　小学校：4人、中学校：2人、教育相談室：2

人

・生徒指導支援者配置数

　小学校：4人、中学校：2人、教育相談室：2人

④  国際理解人材育成事業

H24～

H33

　学校の外国語活動及び国際教育を充実させるために

英語指導の補助員を配置する。

・英語指導員配置数

　　小学校へ１人

・英語指導員配置数

　　小学校：１人

⑤ 沖縄文化推進事業 H24

　児童生徒が沖縄の文化である歌や三味線をはじめ、

様々な音楽を継承するために、楽器等を購入し、音楽

の授業やクラブ活動等の環境を整備する。

・楽器等音楽環境整備

　２小学校と１中学校への

　音楽備品購入　一式

・楽器等音楽環境整備

　各小中学校音楽備品購入　一式

⑥

学校施設窓ガラス遮熱対策

事業

H24

　児童等の学習環境の改善等を図るため、学校の窓ガ

ラスに加工を施し、亜熱帯特有の強い日差しから健康

被害をもたらす紫外線と、温度上昇をさせる赤外線な

ど、日中の教室の授業を阻害する無益な太陽光を遮断

して、快適で健康的な環境を提供する。

・窓ガラスフミンコ－ト吹き付け

　小学校２校　785.96㎡

　中学校１校　455.75㎡

・窓ガラスフミンコ－ト吹き付け

　小学校２校　785.96㎡

　中学校１校　455.75㎡

⑦

児童館・子育て支援センター

強化事業

H24～

H33

　子育ての不安を解消し、子供たちへの虐待を防ぐた

め、相談体制の強化を図るとともに、地域のボランティ

ア育成を強化する。

・指導員、保育士の配置

（児童館：３人、子育て支援センター２人）

・指導員、保育士の配置

（児童館：３人、子育て支援センター：２人）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 25 中城村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

中城村中城村中城村中城村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7

戦災滅失戸籍等沖縄戸籍関

係書類システム化事業

Ｈ24

　本村の沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資

料として重要な役割を果たしているが、紙媒体による保

存であるため劣化が著しい。今後も安定的かつ継続的

な沖縄関係戸籍に係る住民サービスを確保するため、

沖縄関係戸籍の電算化を実施する。

沖縄関係戸籍の電算化の実施

対象戸籍数：37,000枚

沖縄関係戸籍の電子化率　100％

8

ごさまるエネルギープロジェ

クト

H24～

H33

　中城村に建設中の吉の浦火力発電所は、沖縄で初

めて導入されるＬＮＧ（液化天然ガス）を燃料として発電

を行う。液化された天然ガスが気化する際に発生する

廃熱を中城村の地域振興と地域エネルギーシステムの

確立に利用するため琉球大学及び中城村商工会の産

官学連携により共同研究を行う。

①産学官による、再生可能エネルギーの共

同研究

②琉球大学・中城村連携推進協議会の発

足

①産学官による再生可能エネルギーの共同研究

H24年調査・研究内容

 ・琉球大学・中城村連携推進協議会の発足

 ・冷熱エネルギー発生と発電ガス利用の仕組み

及び制度調査

 ・先行調査の整理と評価

 ・先進事例調査

②琉球大学・中城村連携推進協議会の発足

（今後の展開方針）

H25年度調査・研究内容

　・冷熱ｴﾈﾙｷﾞｰ利用ｼｽﾃﾑ

　・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰとﾘﾝｸした地域　ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ利用ｼｽﾃﾑ

　・実証調査

　・経済性評価及び経済効果

　・地域振興効果の評価

　・具体的な事業化計画

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 26 西原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 農水産業活性化事業 H24

1 ①

農産物直売施設商圏調査事

業

H24

本町の農作物を活用した６次産業化を進め、地産地消

の推進を図るため、農作物の加工・直売所施設建設に

向けた商圏調査を実施する。

・商圏調査の実施 商圏調査の実施

（今後の展開方針）

H25年度：用地取得

H26年度：建設工事

1 ②

農業活性化支援システム開

発事業

H24

作物毎の収穫時期や生産量を的確に予想し、効率的

な農業経営及び営農指導等を実施するため、町内の

農地情報を一括管理するシステム開発を行う。

・農地情報管理システムの構築 農地情報管理システムの構築

2 観光客受入基盤強化事業

H24～

H28

2 ① 観光マップ作成事業 H24

魅力的な観光スポットや文化財等を紹介した多言語対

応の観光マップを発刊し、まちの魅力を発信する。

・観光マップの作成：20,000部

観光マップの作成：20,000部

（町内５施設、モノレール駅及び県外沖縄事務所

等に配布）

2 ② 地域防災計画策定事業 H24

国指定史跡となった「内間御殿（うちまうどぅん）」や沖縄

本島東海岸の新たな観光地として賑わう「西原マリン

パーク」等に多くの観光客を安心・安全に迎えるため、

本町における地域防災計画を策定する。

・地域防災計画の策定 地域防災計画の策定

2 ③

棚原の石畳道の石垣整備事

業

H24

観光振興及び文化財保護の観点から、本町に古くから

ある集落（棚原地区）の石畳道を保存整備する。

・棚原石畳道（幅員1.8ｍ、延長27ｍ）の石垣

整備

棚原石畳道（幅員1.8ｍ、延長27ｍ）の石垣整備

2 ④ 走る広告塔事業 H24

本町の地域振興・観光振興を図るため、本町独自の絵

柄を施した原動機付自転車標識を作成・取付する。ま

た、従来標識にはない「発光塗料」も併せて採用するこ

とで、交通安全の一助となるよう工夫する。

・オリジナルナンバープレートの制作

　5,000枚（3年分）

オリジナルナンバープレートの制作

　5,000枚（3年分）

2 ⑤

沖縄都市モノレール新駅周

辺まちづくり調査事業

H24

観光振興及びパークアンドライドの推進を図るため、沖

縄都市モノレール新駅周辺の土地利用及び沖縄自動

車道との結節等について調査を実施する。

・沖縄都市モノレール新駅周辺まちづくり調

査の実施

沖縄都市モノレール新駅周辺まちづくり調査の実

施

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

西原町西原町西原町西原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 26 西原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

西原町西原町西原町西原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑥

災害に強い観光まちづくり推

進事業

H24

台風等の災害時に観光客等に必要な情報を迅速かつ

確実に伝達するため防災行政無線システムを整備し、

併せて海抜表示板設置及び防災マップの作成等を行

う。

・屋外拡声子局の整備：76箇所

・海抜表示板の設置：158箇所

・防災マップの作成：1,000部

屋外拡声子局の整備：76箇所

海抜表示板の設置：158箇所

防災マップの作成：1,000部

2 ⑦

災害・事故等避難所環境整

備事業

H24

台風等の災害時に観光客等の安全を確保するため、

避難所である中央公民館の台風や塩害による破損箇

所等を整備し、安全性向上と長寿命化を図る。

・中央公民館の破損箇所等の整備

・中央公民館の破損箇所等の整備及び安全性の

向上

2 ⑧

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24～

H25

本町の地域特性を活かし、自然と文化、都市が調和し

た沖縄らしい風景・景観を保全するため、景観法に基づ

く景観計画を策定する。

・景観計画の策定 景観計画の策定

2 ⑨ 公園樹木等環境整備事業

H24～

H28

沖縄県は国内唯一の高温多湿の亜熱帯性気候という

気象条件から、季節を問わず年中雑草等が繁茂し、植

物の育成が早いという特徴がある。観光振興の観点か

ら、沖縄らしい風景・景観等を保全するため、観光地形

成促進地域内の公園樹木の環境整備を行う。

町内公園の美化・緑化実施箇所：3箇所 町内公園の美化・緑化実施箇所：3箇所

3 次代を担う人材育成事業

H24～

H33

3 ①

小学校英語活動指導員派遣

事業

H24～

H33

幼い頃から英語に触れ、学ぶことは、将来国際性を身

につける上でも大変貴重な体験となり、英語を学ぶこと

により、国際的視点、感覚への足掛かりとなる。児童の

国際感覚を育むため、町立小学校に英語活動指導員

を派遣し、英語教育の充実を図る。

・小学校英語活動指導員配置数：2人 中学生の英検3級取得者数：50人

3 ② 教育相談員配置事業

H24～

H33

いじめや校内暴力、不登校等、問題行動の未然防止や

早期発見、早期対応を図るため、児童や保護者の相談

窓口、学校及び教育委員会等のパイプ役として教育相

談員を配置する。

・教育相談員配置数：3人 教育相談員への相談件数：600件

3 ③ 学校等公共施設改修事業 H24

全国と比較して学力格差の著しい沖縄県において、夏

場においても安全で快適な学習環境を保持する必要が

あることから、教室内の老朽化の著しい扇風機を取り

替える。

・西原東小学校扇風機改修：64台 西原東小学校扇風機改修：64台

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

西原町西原町西原町西原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4

子育て世代ゆいまーる支援

事業

H24

乳幼児の感染症予防のため、空気清浄機（殺菌機能

付）やインフレエンザ予防湿度計等を保育所（認可、認

可外）、学童クラブ、児童館等へ設置する。

・空気清浄機設置数：77台

・インフルエンザ予防温湿度計：64台

空気清浄機の設置：77台

インフルエンザ予防温湿度計の設置：64台

5 スポーツ環境整備事業

H24～

H25

西原町民陸上競技場は、芝管理の評価が高く、毎年、

プロサッカーチームの試合や合宿等が行われている。

今後、国内外トップチームの誘致をさらに進め、観光資

源としても活用するため、スプリンクラーや芝面の排水

設備、全天候ウレタン舗装の整備を行い、施設の機能

強化を図る。

・陸上競技場内芝面の排水設備整備及び走

路のウレタン整備

陸上競技場内芝面の排水設備整備及び走路の

ウレタン整備

(今後の展開方針）

H25年度：備品購入、プロサッカーチームの

誘致等

6

ICT技術を活用した観光振

興・人材育成推進事業

H24～

H27

ICTを活用した観光振興を図るため、ポータルサイトの

構築や観光アプリ開発を行う。観光アプリについては、

開発過程を研修対象とすることで若年者のITスキル向

上を図る。また、町の情報発信と人材育成を兼ねて、若

年者によるインターネット動画配信番組の制作に取り組

む。

・ポータルサイトの構築

・観光アプリの開発

ポータルサイトの構築

観光アプリの開発

（今後の展開方針）

ICT人材育成数

H27年度：1730人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 27 与那原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 与那原町観光振興事業

1 ①

歴史・文化を活かした観

光振興事業

H24～

H29

与那原大綱曳をＰＲするための大綱曳大看板設置や町

内への多言語案内板の設置、山原船活用推進に向け

た委託等を実施する。

大看板設置１ヶ所

観光ガイドブック発行２万部

山原船改修

大看板設置１ヶ所

観光ガイドブック発行２万部

山原船改修

(今後の展開方針）

平成25年度：山原船を水路、マリーナ周辺

の遊覧を行う。

1 ②

伝統行事を活かした観光

振興事業

H24

伝統行事の与那原大綱曳をＰＲするため大看板及び多

言語案内板等の設置、与那原大綱曳への補助

大看板設置１ヶ所　　　　　　　　　　　　　　　観

光ガイドブック等１万５千部発行

大看板設置１ヶ所

観光ガイドブック等１万５千部発行

与那原大綱曳誘客数10,000人

1 ③

地域活性化イベント支援

事業

H24

　商店街でのイベント（ちゃんぷる～市・軽便市）開催に

よる誘客活動を活発にしていく。それに必要な経費助

成とイベント用備品整備を行い商工・観光の活性化を

図る

ちゃんぷる～市・軽便市を年６回開催、誘客

数6,000人

ちゃんぷる～市・軽便市を年６回開催、誘客数

6,000人

1 ④

商工会青年部南北交流支

援事業

H24

　本町商工会青年部と北海道浜中町商工会青年部と

の交流事業を通して沖縄と与那原をPRを図り、南北少

年少女体験交流を支援し将来の沖縄観光リピーターを

生み出す。

交流派遣者数 ２４人 交流派遣者数　２４人

1 ⑤

観光地美化・緑化きれいなま

ちづくり事業

H24～

H29

町内散策コースの美化・緑化を促進し、観光客が安心・

安全で気持ちよく町内を回遊できるように環境美化・整

備を行い観光振興を図る。

散策コース美化清掃

緑化工事2.5ｋｍ

散策コース美化清掃実施

沿岸線緑化工事実施（2.5ｋｍ）

(今後の展開方針）

平成25年度：美化清掃にて回遊箇所の緑化

及び植栽工事

1 ⑥

聞得大君「御新下り」と

「与那原街道」復元・周

辺整備事業

H24

歴史、文化を活かした観光資源の確立と、聞得大君を

キーワードに御殿山を起点にした一体感を持った「史跡

散策コース」を設定し、集客力の強化と、需要を見越し

たガイドボランティア団体の結成と育成の実施、周辺整

備による安心安全な観光地を目指す。

史跡散策コースの復元・再現調査

史跡散策コースの復元・再現調査実施

1 ⑦

与那原の伝統・文化・言

語(方言)を活かした紙芝

居等作成事業

H24

方言標識を設置し、観光マップとリンクさせた町内散策

ルートを整備する。

大綱曳きや与那原かるた、与那原ことばテキストを活

用し伝統文化の紹介、継承者育成、イベントの開催を

行う。

紙芝居、かるた、テキストの編纂

方言標識の作成

観光マップとのリンクした散策コースの設定

伝統・文化・方言を活かしたコンテンツ数：３種類

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那原町与那原町与那原町与那原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 27 与那原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那原町与那原町与那原町与那原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧

歴史資料館（仮称）整備

事業

H24

　県内外問わず積極的に収集した綱曳(引き)に関する

アーカイブ機能を確立させ、綱曳、民族、戦争遺品等の

平和資料を展示した「歴史資料館(仮称)」の建設検討

調査を行い。新たな観光ニーズに十分な対応のできる

歴史資料の拠点建設を目指す。

建設可能性調査 建設可能性調査の実施

1 ⑨

東浜水路活用調査及び与

那原町観光計画策定事業

H24

沖縄県及び与那原町の観光に関する資料のとりまとめ

と観光計画の策定及び東浜水路の活用調査に関する

ワークショップの開催

・与那原町東浜水路活用調査の実施

・与那原町観光計画の策定

・与那原町観光計画の策定

・観光メニュー創出　10プログラム

2

与那原町観光交流施設等

整備事業

H24～

H27

2 ① 交流施設駐車場整備事業

H24～

H25

レンタカーを利用する環境客が本町を訪れ、自由に散

策できるよう駐車場の整備を行い、観光客が史跡巡り

や街中の散策がしやすい環境を整備し、本町の観光振

興及び経済振興を図る。

・交流施設駐車場の実施設計、工事

・交流施設駐車場の整備着手

　（駐車可能台数：54台）

(今後の展開方針）

H25：供用開始

2 ②

来訪者と町民の交流施設

整備事業

H24～

H27

本町が取り組む新たな観光資源創出の一環として、来

訪者と町民が親睦を深める交流会等の開催が可能な

施設を整備することで、将来のリピーターを生み出し持

続可能な観光振興を図る。

・基本・実施設計の実施

・与那原町観光交流施設の基本・実施設計の実

施

(今後の展開方針）

H24：基本・実施設計

H25～H27：建設工事

H28：供用開始

3

軽便鉄道与那原駅跡公園

整備事業

H24～

H25

太平洋戦争で破壊された軽便鉄道の与那原駅跡の用

地を購入し、軽便鉄道の説明版やモニュメントを設置

し、与那原町の新しい観光スポットとして公園及び道路

の整備を行う。

軽便鉄道与那原駅;跡公園の整備

　・不動産鑑定

　・用地取得

　・公園設計、道路設計

　・工事

・軽便鉄道与那原駅;跡公園の整備着手

(今後の展開方針）

H25：供用開始

4 次代を担う人材育成事業

H24～

H29

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 27 与那原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那原町与那原町与那原町与那原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ①

学校ICT環境整備等による

学習意欲学力向上推進事

業

H24～

H29

　将来を担う児童生徒の学力向上及び人材育成を

図る為、デジタル教科書の充実、ソフトを利用す

るデジタルテレビ、電子黒板等を整備する。ま

た、各教職員や情報教育支援員が、ICTを活用し

た、きめ細かな教育が支援できるよう人員配置を

行う。

情報教育支援員の配置及びデジタル教科

書・電子黒板等の整備

情報教育支援員の配置　１人

町内小中学校における教育用ソフトの導入率

小学校　100％　・　中学校　100％

（今後の展開方針）

・情報教育支援員の人員増

H24　1人　→　H25　2人

4 ②

きめ細かな児童生徒支援

事業

H24～

H29

　特別な支援を要する児童生徒をはじめ、学習の

遅れ気味な児童生徒に対し、個に応じたきめ細か

な支援を行う為に、学習支援員を各学校に配置す

る。

学習支援員・スクールカウンセラーの配置

学習支援員の配置　５人

スクールカウンセラーの配置　１人

※当該事業でサポートした児童生徒のうち、学校

　復帰など改善が見られた人数　：　２人

（今後の展開方針）

・学習支援員の人員増

　H24　5人　→　H25　17人

・特別支援員の人員増

　H24　0人　→　H25　11人

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの人員増

　H24　1人　→　H25　2人

4 ③ 国際理解人材育成事業

H24～

H29

　沖縄振興の発展に重要な国際的感覚や視点を身

に付ける人材育成の為に、英語指導員(ALT)の他に

英語指導の補助員を配置し、外国語活動及び国際

理解教育を充実させる。

英語指導助手の配置 英語指導助手の配置　１人

（今後の展開方針）

・H24～28

英検前年度取得者数プラス10人増

・英語指導助手の人員増

H24　1人　→　H25　2人

4 ④ 沖縄文化推進事業

H24～

H28

　沖縄の特異文化である歌・三味線や、様々な音

楽文化を継承し、地域イベントへの積極的な参加

を支援する為に、三線や管楽器等の楽器整備を行

う。

三味線・管楽器等の整備

三味線・管楽器等の整備

小学校　三味線・ﾋﾟｱﾉ　・　中学校　管楽器等

(今後の展開方針）

・楽器指導者　派遣

・発表会開催（年間２，３回）

5 ほっとハート子育て応援事業

H24～

H33

0歳児童の待機児童対策を目的に、9人以上の0歳児童

保育を実施する為に看護師配置をする認可保育所へ

その経費の一部を助成する。

認可保育園への看護師配置

5施設中3施設（各１名配置）

0歳待機児童数

H23（10月）24人→H24（10月） 14人

6

与那原三叉路情報発信大型

ビジョン活用事業

H24

与那原三叉路に大型ビジョン屋外型デジタルサイネー

ジを設置し、地域情報や地域イベント情報を届け、新た

な賑わいを創出・演出して観光客誘客を図る。ビジョン

活用により商店街活性化も同時に繋げる。

観光情報発信大型ビジョンの設置

1箇所

観光情報発信大型ビジョンの設置　1箇所

7

与那原町観光発信・観光誘

致事業

H24

本町の海岸沿いは、昔ながらのリーフが現存しており、

風光明媚な景色を創出し観光スポットとして観光客が

多く訪れている。そのため、町道に電光掲示板を設置

し、広く地元客や観光客に観光案内・観光発信を行い、

観光誘致と観光振興強化を図る。

・観光案内電光掲示板の設置：２箇所 ・観光案内電光掲示板の設置：２箇所

(今後の展開方針）

H25：供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 27 与那原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那原町与那原町与那原町与那原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

8 与那原町景観形成強化事業

Ｈ24～

Ｈ27

本町は、沖縄らしい風景を象徴する赤瓦の県内唯一の

生産地であることから、赤瓦を利用した与那原町らしい

まちづくりを形成し観光振興を図る為の景観計画を策

定する。

景観計画の策定 景観計画の策定

(今後の展開方針）

平成25年度：住民ワークショップ等

9 与那原町商工業振興事業 H24

9 ① 地場産業振興支援事業 H24

　県内唯一の赤瓦生産地として赤瓦原料（クチャ）の埋

蔵量調査を行い、需要と供給を予測して今後の地場産

業振興と沖縄県全体の赤瓦街並み形成による観光振

興を図る。

赤瓦原料（クチャ）埋蔵量調査箇所数　５ヶ

所

赤瓦原料（クチャ）埋蔵量調査箇所数　５ヶ所

9 ② 商工業振興支援事業 H24

　商店街をきらめきのある光で魅力ある賑わいの場を

演出し、商店街及び町の観光シメージアップを図り商工

観光振興につなげていく。

商店街街路灯設置数　２０基 商店街街路灯設置数　２０基

10 与那原町水産業振興事業 H24

10 ①

人工的ひじき生息環境

（ひじき畑）の整備事業

H24

　ひじき藻場の保全、増殖技術の研究、人工的にひじき

生息環境を整えて収穫増量につなげる取り組みを支援

する。

ひじき藻場整備（1,290㎡）

ひじき藻場乗り入れ道路整備（2,000㎡）

ひじき収穫量

　H23年度：５６ｔ　→ H24年度：６０ｔ

10 ②

水産加工品ブランド定着

化事業

H24

特産品のひじき、水揚げの多いソデイカなどを活かした

付加価値の高いブランド加工品開発により、漁獲・加

工・販売の６次産業化の支援を行う。

ブランド加工商品数　５品 ブランド加工商品数　５品

11

与那原町海抜及び津波避難

ビル表示整備事業

H24

東日本大震災の教訓を踏まえ、町民及び観光客の減

災対策として、町内の電柱や津波避難施設へ海抜表

示等を設置する。

海抜表示板の設置　65箇所

津波避難ビル表示板の設置　19箇所

海抜表示板の設置　65箇所

津波避難ビル表示板の設置　19箇所

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 南風原町人材育成事業

H24～

H33

1 ① 青少年国際交流事業

H24～

H28

国際的視野を広め、国際化時代に対応しうる青少年

リーダーの育成を図ることを目的として、町内の青少年

リーダーを海外へ派遣し、教育・文化・歴史産業などの

視察研修、そして現地の学校への体験入学、ホームス

テイを実施する。

交流事業派遣生徒数：10名 交流事業派遣生徒数：10名

（今後の展開方針）

交流事業派遣生徒数（累計）

H33年度：90名

1 ②

小学校英語指導助手配置事

業

H24～

H33

小学生のうちから英会話に触れさせ、外国の言語や文

化について興味を持たせ英語力を向上させる為に、外

国語に精通した日本人を各小学校に配置する。

・小学校英語指導助手配置数：4人 ・小学校英語指導助手配置：4人

1 ③ 学力調査等事業

H24～

H33

学力が低い沖縄県において、本町を担う児童生徒の学

力向上推進のために、学力調査等を専門業者に委託

する。

標準学力調査の実施

　小学校４校中４校

　中学校２校中２校

標準学力調査の実施

　小学校４校中４校

　中学校２校中２校

1 ④ 学習支援員配置事業

H24～

H33

沖縄の学力の低さは、基礎学力の不足が原因と言わ

れている。そこで、基礎学力を定着させるため、授業に

遅れがちな児童生徒に対するきめ細かな指導により基

礎学力向上を図るため、学習支援員を配置する。

・学習支援員配置数

　小学校：5人、中学校：4人

・学習支援員配置

　小学校：5人、中学校：4人

1 ⑤

特別支援教育補助員配置事

業

H24～

H33

児童生徒の総合的な学力向上を図るため、町内の幼

稚園、小学校、中学校に特別支援教育補助員を配置

し、教師と連携して補習や個別指導を実施する。

・特別支援教育支援員配置数

幼稚園：13人、小学校：24人、中学校：3人

・特別支援教育支援員配置数

幼稚園：13人、小学校：24人、中学校：3人

1 ⑥ 学校ICT推進事業

H24～

H28

町内の小中学校において電子黒板やデジタル教科書

を整備し、教育の質向上による児童生徒の学力向上を

図るため、ICT環境の充実を図る。

電子黒板設置

　・小学校 ： 4台×4校

　・中学校 ： 3台×2校

デジタル教科書購入

　・小学校　48件

　・中学校　12件

電子黒板導入率

　・小学校：H23年度：19%→H24年度：38%

　・中学校：H23年度：16.5%→H24年度：33%

デジタル教科書導入率

　・小学校：H23年度：40％→：80%

　・中学校：H23年度：71.4％→H24年度：85.7%

(今後の展開方針）

電子黒板導入率

・小学校

　H25年度：49%、H26年度：66%

　H27年度：83%、H28年度：100%

・中学校

　H25年度：43%、H26年度：62%

　H27年度：81%、H28年度：100%

デジタル教科書導入率

　H26年度：小学校100%

　H27年度：中学校100%

※デジタル教科書は、教科書改訂年度に合わせて整備

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦ 児童健全育成事業

H24～

H33

怠学や問題行動･暴力行為等の不登校生徒の居場所

として自立支援教室を設置、専任の指導員を配置し、

よりきめ細やかな対応、均等な学習指導を行う。また、

怠学等の児童生徒の校外指導を行うため校外指導員

を配置する。

・自立支援教室指導員(中学校)：2人

・生徒校外指導員(中学校)：3人

・登校支援員(小中学校)：2人

・登校支援車：2台

・自立支援教室設置1校

・自立支援教室指導員(中学校)：2人

・生徒校外指導員(中学校)：3人

・登校支援員(小中学校)：2人

1 ⑧ 教育相談支援事業

H24～

H33

不登校または不登校傾向にある児童生徒や、子どもへ

の対応に悩みを持つ保護者に対する支援を充実させる

ため、教育相談支援員を小中学校に配置する。

・町教育相談員配置数：1人

・心の教室相談員配置数：2人

・町教育相談員配置数：1人

・心の教室相談員配置数：2人

1 ⑨

中学校外国人英語指導助手

配置事業

H24～

H33

中学校英語教育の充実と国際理解教育推進に資する

ため、外国人英語指導員を中学校へ派遣する。

・中学校英語指導助手配置数：1人 ・中学校英語指導助手配置数：1人

2 観光・産業振興事業

H24～

H33

2 ① 地域観光まちづくり推進事業 H24

県内外へ観光地としての知名度を上げていく方策とし

て、平成24年1月から12月まで、県の緊急雇用創出事

業基金を活用し観光協会設立に向けた推進室を町商

工会内に設置しており、引き続き、交付金を活用し事業

を実施する。

・観光協会の設立準備 ・観光協会の設立

2 ②

南風原町観光景観美化整備

事業

H24～

H33

本県は亜熱帯性の固有な自然環境であり、年間を通し

て植物の繁茂がある。町内の観光ルートの環境美化を

町内の求職者を雇用して実施する。また、専用の車両

も購入する。

・観光ル－ト延長L=12,600m、

・町道のメンテナンス（草木の伐採等による

景観美化の管理）を恒常的に行う

・観光ル－ト延長L=12,600mの町道メンテナンス

（草木の伐採等による景観美化の管理）を実施

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅰ　かすりの道景観活

性化事業）

H24～

H33

地域の観光資源である「かすりの道」を活用した観光客

誘客活動を行う。具体的には、滞在型観光客の受入体

制の整備やイベントの開催、散策体験プログラムの策

定等を実施する。

・かすり体験プログラムの制作：１本

・かすりの道緑化活動：10回

・壁面かすりの柄装飾：43ヶ所

・かすり体験プログラムの制作：１本

・かすりの道緑化活動：10回

・壁面かすりの柄装飾：43ヶ所

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅱ　観光ビジュアル戦

略プロジェクト事業）

H24

町の観光振興のため、インターネット、DVD、ポスター、

パンフレット等、広報媒体を活用して旅行エージェントや

一般旅行者へ誘客を図る。

・観光用DVD作成：１本

・観光用ポスター作成：３種

・観光用パンフレット作成：5,000部

・観光用DVD作成：１本

・観光用ポスター作成：３種

・観光用パンフレット作成：5,000部

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅲ　観光資源創出）

H24

町の新たな観光資源を開発するために、NPO等を支援

し、滞在型観光プログラムを制作する。

・滞在型観光プログラムの制作：1本 ・滞在型観光プログラムの制作：1本

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅳ　やさしい観光地づ

くり）

H24～

H33

スマートフォンを活用した観光誘客を図るため、野外

ホットスポットの設置や観光アプリケーションの制作等

を行う。

・wifiアンテナ設置：２ヶ所

・観光ポータルサイトの制作：１サイト

・観光プロモーション実施（３回）

・wifiアンテナ設置：２ヶ所

・観光ポータルサイトの制作：１サイト

・観光プロモーション実施（３回）

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅴ　かぼっちゃマンス

クール事業）

H24～

H28

地域活性化に資する人材を育むため、ダンススクール

やマナー講習会を開催する。

・ダンススクール開催数（15回）

・マナー講習会開催数（8回）

・ダンススクール受講者数（25人）

・マナー講習会受講者数（15人）

（今後の展開方針）

ダンススクール受講者数（累計）

　H28年度：100名

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅵ　復活かぼっちゃマ

ンプロジェクト）

H24～

H33

平成11年から10年間活躍してきたローカルヒーローか

ぼっちゃマンを参考に、町の伝説を取り入れた新たな

キャラクターを作る。新たなキャラクターにより地域活性

化を図る。

・かぼっちゃマンの活動映像資料のDVD化

・活動記録集の発刊：500部

・かぼっちゃマンのモニュメント製作

・New キャラクターの衣装製作（5種類6体）

・かぼっちゃマンの活動映像資料のDVD化

・活動記録集の発刊：500部

・かぼっちゃマンのモニュメント製作

・Newキャラクター衣装製作（5種類6体）

（今後の展開方針）

・DVDは希望者へ貸し出しを行う

・記録集は主要観光施設や小中学校へ配

布

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅶ　イメージキャラク

ター制作事業）

H24

観光誘客を図るため、南風原町の新たなイメージキャ

ラクターを制作しPR活動を展開する。

・住民投票によるイメージキャラクターの制

作

・南風原町イメージキャラクターの制作

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅷ　デザイン・くくり担い

手育成）

H24～

H33

町の伝統工芸品である「琉球絣」を発展継承するため、

絣事業協同組合において後継者の指導育成を行う。

・デザインくくり担い手育成人数：5人 ・デザインくくり担い手育成人数：5人

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅸ　担い手経営戦略事

業）

H24～

H33

町の伝統工芸品である「琉球絣」を発展継承するため、

後継者を対象に経営や工芸の新技術等について講座

を開設する。

絣事業担い手経営学習者数：6人 ・絣事業担い手経営学習者数：6人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅹ　伝統工芸と観光戦

略）

H24～

H33

琉球絣を町民だけではなく、広く知ってもらうため、滞在

型観光につながる絣体験のコンテンツをプログラム化

し、町でしか経験できない体験を作る。さらに絣事業の

拠点でもある琉球絣会館を観光客のニーズに対応し、

琉球絣の行程が見学できるよう改修工事を行い、町内

外より観光客の増加を図る。

・かすり体験プログラム制作：１本

・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施

・かすり体験プログラム制作：１本

・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施

（今後の展開方針）

H25年度：琉球絣会館改修工事

H25年度：供用開始

2 ③

観光による地域産業活性化

事業（ⅹⅰ　町独自の商品開

発・技術力強化）

H24～

H26

地域資源の活用や異業種連携による商品開発及び企

業と連携により消費者ニーズを踏まえたデザイン性・機

能性に優れた南風原らしい、商品開発等を行い産業展

開する。H24年度はターゲットを２点に絞り、H25年度は

実際に商品を作り、販路を開発する。

・試作品製作：２品 ・試作品製作：２品

（今後の展開方針）

H25年度：商品化

H26年度：商品化・調査・販路開拓

2 ④ 地域資源利便性向上事業

H24～

H25

地区の高度利用及び景観形成図るため、建物の高さを

制限し都市計画で想定した市街地の形成を妨げている

低い位置にある高圧線の鉄塔を嵩上げする。

市街地形成の妨げになっている高圧線の鉄

塔の嵩上げ

市街地形成の妨げになっている高圧線の鉄塔の

嵩上げ

2 ⑤ 南風原町情報発信事業

H24～

H25

町ホームページを観光による地域産業活性化事業とも

タイアップし、町をピーアールする動画配信や音声案内

を導入するなどリニューアルを行う。

観光情報発信サイトのリニューアル

・FLASHの導入

・スマートフォン対応

・サイト内検索機能構築

・電子書籍公開機能構築

・GoogleMap対応

・音声案内

観光情報発信サイトのリニューアル

・FLASHの導入

・スマートフォン対応

・サイト内検索機能構築

・電子書籍公開機能構築

・GoogleMap対応

・音声案内

2 ⑥ 物産と食開発プロジェクト

H24～

H26

本町の特産品のへちま、ストレリチア(極楽鳥花)、かぼ

ちゃ、スターフルーツ、はえばる豚等を活かした「南風

原町らしいグルメ」の開発のため、物産展・グルメコンテ

ストを行う。

物産展・グルメコンテスト開催：1回 「南風原町らしいグルメ」の開発：４品

2 ⑦ 食と観光全国へ発信！事業 H24

沖縄独特の食材や加工品、町内で生産され又はよく食

されている食材や伝統行事食の栄養価を分析し、「地

域版栄養成分表」を作成する。その資料を基に観光客

向けと町民向けのパンフレット作成する。

・観光客向けパンフレット作成（20,000部）

・町民向けパンフレット作成（12,000部）

・地域版食品成分表作成（200部）

・観光施設等における観光客向けパンフレットの

配布

・町民向けパンフレットの配布（全世帯：11,000枚、

町商工会等：1,000枚）

（今後の展開方針）

H25年度：医療機関、保健所等に地域版食

品成分表配布

2 ⑧

観光・文化等サイン整備事

業

H24

町内の歴史・文化・史跡・伝統工芸等の観光産業資源

に係る関連施設の案内サインを整備する。

・観光案内サインの実施設計及び設置工事

・案内板の設置箇所数：10箇所

・誘導表示板の設置箇所数：60箇所

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑨

南風原町地域農業活性化事

業

H24

本町では、ヘチマの栽培が盛んで、生産量は毎年県内

の上位に位置している。しかし、本県特有の気象条件

(台風、長雨、干ばつ等)病害虫、鳥獣等による被害が

後を絶たず安定供給の妨げになっており、耐候性施設

(強化型パイプハウス)を設置する経費に対し補助を行

う。

強化型パイプハウス設置補助：５件 強化型パイプハウス設置件数：５件

2 ⑩ 農業生産体制強化事業 H24

農産物の未舗装道路の粉塵による生育不良や、道路

の凸凹による生産物の荷崩れを防止するため、既設の

未舗装道路にアスファルト舗装を行う。

農産物の荷崩れ防止対策の実施

・未舗装道路（720m）→アスファルト舗装

（720m）

農産物の荷崩れ防止対策の実施

・未舗装道路（720m）→アスファルト舗装（720m）

2 ⑪ 動く広告塔事業 H24

本町のイメージアップを図るため、本町独自の絵柄を施

した原動機付自転車標識を作成する。また、交通安全

の推進を図るため、従来標識にはない「発光塗料」等も

併せて採用する。

・原動機付自転車オリジナルナンバープレー

ト製作枚数　3,000枚

原動機付自転車オリジナルナンバープレート製作

枚数　3000枚

（今後の展開方針）

平成25年4月1日より交付開始。

3

環境にやさしいまちづくり事

業

H24～

H28

3 ①

はえばるリサイクルループ事

業

H24～

H28

町内での食品廃棄物の循環を構築するため、町内で発

生する食品廃棄物(生ごみ、廃食用油含む)を分別回収

し、それらで養豚用飼料や堆肥、バイオディーゼル燃料

を生産する。

・生ごみ（家庭系）の年間資源化量：45トン 生ごみ（家庭系）の年間資源化量：45トン

（今後の展開方針）

生ごみ（家庭系）の年間資源化量

H28年度：89トン

3 ② 環境学習支援事業

H24～

H28

児童館や学校、教育委員会等と連携し、小学４、５年生

を対象に、専門家による「体験型」の環境教育・環境学

習を実施する。

・町内4小学校の4年生対象環境学習「買い

物ゲーム」の実施

・実施回数：12回

環境学習「買い物ゲーム」体験者数：４００人

（今後の展開方針）

環境学習「買い物ゲーム」体験者数（累計）

H28年度：2,445人

3 ③ 草木リサイクル事業

H24～

H28

「循環のシステム」を構築するため、町内から出る草木

を堆肥化し、農地で活用する。

・草木のリサイクル量：340ｔ ・草木のリサイクル量：340ｔ

3 ④

沖縄の気候を活かした環境

に配慮したクリーンエネル

ギー事業

H24～

27

地球温暖化の原因となる温室効果ｶﾞｽを削減する手段

として消費電力を抑えるため、役場庁舎に断熱フィルム

を設置する。また、汚水処理施設の電気料削減のため

太陽光発電システム導入する。

・役場庁舎

　断熱フィルム貼付面積　700.47㎡

　

・汚水処理場

  太陽光発電システムの導入

・役場庁舎

　断熱フィルム貼付面積　700.47㎡

・汚水処理場

  太陽光発電システムの導入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑤ 省エネ施設推進事業

H24～

H26

地球温暖化の原因となる温室効果ｶﾞｽを削減する手段

として消費電力を抑えるため、小中学校、公立保育所

等に断熱フィルムを設置する。また、小中学校の教室

の扇風機を取り替える。

断熱フィルム施工

・総合保健福祉防災センター：244.99㎡

・宮平保育所：145.05㎡

・小学校：980.62㎡

・中学校：549.43㎡

扇風機設置

・小学校：4台×28室、・中学校：5台×10室

断熱フィルム施工

・総合保健福祉防災センター：244.99㎡

・宮平保育所：145.05㎡

・小学校：980.62㎡

・中学校：549.43㎡

扇風機設置

・小学校：4台×28室、・中学校：5台×10室

4 災害に強いまちづくり事業

H24～

H33

4 ①

デジタルMCA携帯・無線電話

装置等導入事業

H24

台風等の自然災害による被害が多発しているため、災

害時の際に、災害現場と災害対策本部との正確な情報

交換を行い、災害対策本部からの適切な指示と迅速な

行動がとれるよう携帯用無線機等を購入する。

・携帯用無線機購入台数：4台

・レスキューキットBOX：1セット

・携帯用無線機購入台数：4台

・レスキューキットBOX：1セット

4 ② 防災体制強化事業

H24～

H28

沖縄県は島しょ県であるため、大災害が発生すると孤

立する可能性がある。町独自での自主防災として防災

行政無線の整備やハザードマップの整備、食料備蓄な

どを実施し、様々な災害に瞬時に対応できる体制を整

える。

・防災行政無線の整備

・ハザードマップの修正

・備蓄品の購入

(1)パン入り缶詰：13箱(312食)

(2)災害時用米：60箱(3,000食)

(3)保存水：150箱(1.5㍑　1,200本)

(4)粉ミルク：12缶、(5)防災毛布：50枚

(6)緊急対策用トイレ袋：150箱(3,000回分）

(7)災害時用トイレットペーパー：12セット(288

個)

(8)発電機用カセットガス：288セット(864本)

(9)非常時用ガスパワー発電機：12台

・防災行政無線カバーエリア率：70％

・ハザードマップ（修正版）配布枚数：12,917世帯

・南風原町地域防災計画の「食料等備蓄計画」の

目標備蓄数16,200食（36,000人×1/20×3日分×

3食）に対する充足率：23.5％

（今後の展開方針）

食糧等備蓄品充足率

H28年度：100%

4 ③

不発弾避難支援システム整

備事業

H24

町が保有する図面と住民情報、要援護者台帳等を連

携した避難支援システムを導入し、不発弾発見時や自

然災害時に、避難対象区域内の住民情報及び要援護

者情報を正確に把握し、避難支援を効率的に実施す

る。

・住民情報・要援護者台帳の電子化

　住民数　36,072人分（H25年2月現在）

　要援護者数　488人分（H25年2月現在）

・住民情報・要援護者台帳の電子化率：100％

4 ④

小中学校体育館屋根長寿命

化事業

H24

台風襲来の塩害により耐久性が悪くなっている体育館

の屋根を改修し、災害時の避難場所としての施設強化

を図る。

屋根の改修（施設強化）

小学校体育館：4校中1校

中学校体育館：2校中1校

屋根の改修（施設強化）

小学校体育館：4校中1校

中学校体育館：2校中1校

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑤ 災害時等避難施設改修事業

H24～

H33

台風等の自然災害による被害が多発しているため、台

風などの災害や不発弾処理等非常時の避難施設であ

る地域公民館や集会施設の整備を行う。

・施設整備補助件数：1自治会 ・施設整備補助　H23：0件→H24：1件

（今後の展開方針）

H33年度までに全19自治会を整備。

4 ⑥

災害時等避難施設防災体制

強化事業

H24～

H28

沖縄県は島しょ県であり、大災害が発生すると孤立す

る可能性があるため、災害時の避難施設である地域公

民館や集会施設に災害に備えた食料等を備蓄する。

・備蓄品の購入（19自治会）

・防災倉庫の購入（19自治会）

・備蓄品の購入（19自治会）

・防災倉庫の購入（19自治会）

（今後の展開方針）

H25年度：AED整備、H28年度：AEDパット、

H29年度：AEDバッテリー

5 子育て世代支援事業

H24～

H33

5 ①

町立幼稚園給食受室設置事

業

H24

子育て支援策として、幼稚園教育の時間延長を行い給

食提供を開始するため、幼稚園に給食受け室を増築す

るとともに給食配送車、牛乳保冷庫や食事用机など関

連備品を購入する。

幼稚園給食受室：3幼稚園

牛乳保冷庫：4台

給食運搬ワゴン：４台等

給食配送車：１台

カートイン消毒保管機等

幼稚園給食受室：3幼稚園

牛乳保冷庫：4台

給食運搬ワゴン：４台等

給食配送車：１台

カートイン消毒保管機等

5 ②

放課後児童の居場所づくり

支援事業

H24～

H33

学童クラブの経営安定化を図ることを目的に、賃借料

を負担して民間施設等で運営を行っている学童クラブ

に対して、負担軽減のため一月50,000円の上限で家賃

補助を行う。

学童クラブ家賃補助実施学童：5件

（津嘉山学童クラブ、学童クラブわんぱく家、

ドルチェ学童クラブ、こがね森学童クラブ、第

二こがね森学童クラブ）

学童クラブ家賃補助実施学童：5件

（津嘉山学童クラブ、学童クラブわんぱく家、ドル

チェ学童クラブ、こがね森学童クラブ、第二こがね

森学童クラブ）

5 ③ 預かり保育事業

H24～

H33

幼稚園の教育時間修了後も引き続き園児の健やかな

成長を支えるため、預かり保育教諭を配置する。

幼稚園預かり保育教諭配置数 (拡充分)：4

人

幼稚園預かり保育教諭配置数 (拡充分)：4人

6

南風原文化・歴史・伝統継承

事業

H24～

H33

6 ①

南風原町の歴史をふまえた

平和で豊かな暮らしの構築

事業（ⅰ）陸軍病院壕公開活

用事業

H24～

H33

町独自の資源を活用した地域づくりを図るため、平和

学習の拠点である沖縄陸軍病院南風原壕群の保存・

活用を行う。

・開壕日数：年間308日 ・見学者数：H24年度9,700人

6 ①

南風原町の歴史をふまえた

平和で豊かな暮らしの構築

事業（ⅱ）シマじまガイド事業

H24～

H33

町内各地に残されてきた歴史的・文化的財産を資源と

して活用し、町内外の人たちに南風原町の良さを広くア

ピールするため、町内歴史文化等のガイドを実施する。

・シマじまガイド事業回数：24回 ・シマじまガイド事業参加人数：1,000人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ①

南風原町の歴史をふまえた

平和で豊かな暮らしの構築

事業（ⅲ）町史編集事業

H24

失われつつある戦争の体験や記憶を整理してまとめ、

公刊誌として発刊し、広く戦争の歴史を知らせるととも

に若い世代に継承する。

･南風原町史第9巻戦争編本編発刊：600部 ・「南風原町史第9巻戦争編本編」発刊

6 ①

南風原町の歴史をふまえた

平和で豊かな暮らしの構築

事業（ⅳ）資料の公開活用事

業

H24～

H28

南風原文化センターに収蔵されている貴重な歴史資料

をデータベース化して整理し、公開活用の幅を広げつ

つ後世へと継承する。

・収蔵資料のデータベース化済資料数：

3,500点

・南風原文化センター収蔵資料データベース化

率：5％

（今後の展開方針）

H25：50,000点(74%)、H26：10,000点(88%)、

H27：6,000点(96%)、H28：2,500点(100%)

6 ①

南風原町の歴史をふまえた

平和で豊かな暮らしの構築

事業（ⅴ）文化･歴史･伝統継

承事業

H24

町独自の文化・伝統・芸能を保全し、それを町内外へ

発信していくため、地域の伝統芸能継承団体の組織化

および育成のため補助金を交付する。

・伝統芸能継承団体への補助：3団体 ・伝統芸能継承団体への補助：3団体

6 ②

平和・文化交流で育む青少

年育成事業 （ⅰ）子ども平和

学習交流事業補助金

H24～

H33

戦争の歴史を継承し、これからの平和な社会構築を図

るため、小学生を対象に戦争、平和､人権、差別などに

ついて県内外での学習・交流を行う。

・子ども和学習交流事業参加者数(16人) ・子ども平和学習交流事業参加児童数（16人）

6 ②

平和・文化交流で育む青少

年育成事業 （ⅱ）第４回町民

劇場公演事業

H24～

H33

青少年の地域文化や共同体への意識の高揚を促し、

新しい仲間と共にあらゆる表現を通して地域の連帯を

図るため、町民劇場を実施する。

･町民劇場の開催：２回

・町民劇場集客数：900人

・町民劇場への参加町民数：70人

6 ②

平和・文化交流で育む青少

年育成事業（ⅲ）伝統芸能保

存育成補助金

H24～

H33

伝統芸能継承を推進するため、各字・自治会の伝統芸

能の保存や継承への取組に対し助成を行う。

・伝統芸能保存育成補助件数：10件

･年中行事等での伝統芸能上演等回数

　  H23年度：55回　→　H24年度：67回

6 ③

戦災滅失戸籍等沖縄関係書

類電算化事業

H24

沖縄戦において滅失した戸籍を再製するために作成さ

れた仮戸籍申告書、臨時戸籍及び福岡戸籍(沖縄関係

書類等)並びに戸籍受附帳の紙情報をデータ化する。

沖縄関係戸籍の電算化の実施

対象仮戸籍申告書：約2,127戸籍約27,800

枚）

臨時戸籍：約2,126戸籍(約4,000枚）

福岡戸籍：約485戸籍（約2,600枚）

世帯簿：約2,102戸籍(約2,250枚）

受附帳：約5,550枚

沖縄関係戸籍の電算化率：100％

6 ④

南風原町海外移住者子弟研

修生交付金事業

H24～

H33

文化交流を推進するため、南風原町出身の海外移住

者子弟を南風原町に研修生として受け入れ、移民の歴

史はもちろん、相互の文化を学習させる。

･受け入れ国の数(1国：アルゼンチン)

･受け入れ研修生の数(2人)

・受け入れ国の数（１国：アルゼンチン）

・受け入れ研修生の数（２人）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 28 南風原町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南風原町南風原町南風原町南風原町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ⑤ 宮平獅子舞ハワイ公演事業 H24

青年達の伝統芸能に対する意識の向上と、文化交流

の推進を目的に、戦争で失われハワイから送られた伝

統芸能の一つである獅子舞と、現在まで継承された技

をハワイへのお礼として公演を実施する。

･ハワイ公演参加者数(10人)

･宮平獅子舞公演回数（4回）

・ハワイ公演参加者数（10人）

・宮平獅子舞公演回数（4回）

6 ⑥

伝統文化交流施設活性化事

業

H24～

H26

文化活動・伝統芸能の継承や他の地域との文化・伝統

交流等、総合的な文化事業を展開し地域活性化に繋

げることを目的に、地域交流センターの施設設備を強

化するため、付帯設備（音響・照明・スクリ－ン・舞台バ

トン・プロジェクター等）の整備を行う。

・地域交流センターの舞台装置等整備（スク

リーン、音響、照明等）

・地域交流センターの舞台装置等整備（スクリー

ン、音響、照明等）

（今後の展開方針）

H25年度：テーブル、イス、研修室モニター

H26年度：舞台背景幕、センターカメラ等

7 安心・安全な学校づくり事業 H24

沖縄は離島県で規模も小さいことから産業廃棄物等に

おける特殊物の処理が出来ないため、役場庁舎(地下

倉庫)で保管している「蛍光灯安定器」と小学校で使用

されていた低濃度(微量)PCB廃棄物の「高圧トランス」

を県外で処理する

低濃度微量PCB汚染物等の県外運搬

①蛍光灯安定器　75個

②高圧トランス　　　2台

低濃度微量PCB汚染物質保管量

　蛍光灯安定器　H23：75個→H24：０個

　高圧トランス　　H23：２個→H24：０個

8

大災害時における電力供給

及び避難拠点の整備事業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の運営

する施設を電力供給拠点及び一時避難場所として活用

できるよう整備する｡

大災害も想定した消防訓練の実施（職場1

回）

消防訓練参加人数 職場100人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 29 渡嘉敷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 渡嘉敷村観光推進事業

Ｈ２４～

Ｈ３３

1 ① 渡嘉敷村美化清掃事業

Ｈ２４～

Ｈ２６

観光地としてのイメージアップを図るため、海浜、道路、

公園など観光客等が利用する公共施設の美化、清掃

等を実施する。

観光地及びその周辺の美化　8箇所 観光地及びその周辺の美化　8箇所

1 ②

花と緑の美ら島景観整備事

業

Ｈ２４～

Ｈ３３

観光客が魅力を感じ、また来たいと思うような村づくりを

推進し、年間通して四季折々の花の咲く美しい景観の

島にするため、幹線道路及び散策道等に「ケラマツツ

ジ」や「ハイビスカス」、「サクラ」の植栽及び緑地帯等の

周辺整備を行う。

観光地へのアクセス道路等の植栽及び緑地

帯の整備　４０箇所

観光地へのアクセス道路等の植栽及び緑地帯の

整備　４０箇所

1 ③

渡嘉敷港ターミナル機能強

化事業

Ｈ２４

渡嘉敷港ターミナル利用者の利便性向上を図るため、

ターミナルと待合ロビー及び旧ターミナルの間の通路

や、旅客出入り口に屋根を設置し、さらに洋式トイレへ

の取り替え等の機能強化を行う。

トイレ改修工事、空調機取替工事、屋根改

修工事設計・施工

トイレ改修工事、空調機取替工事、屋根改修工事

設計・施工

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

1 ④

渡嘉敷村ホスピタリティー向

上及び多言語観光情報発信

事業

Ｈ２４

外国人観光客へ情報提供の充実やホスピタリティー向

上を目指し、多言語（日本語、英語、中国語、韓国語）

にて、村内の観光スポットやお勧めの散策コースといっ

た周辺情報が入手できるサービスを構築する。

iPhoneを活用した外国人にも対応した観光

案内アプリを作成し、初めて島へ来訪した観

光客が迷わず、安心してまち歩きができるこ

とで更なる観光入域客の増加を図る。

iPhoneを活用した「観光名所、食事処、宿泊、遊

び、島の特産品」を紹介するためのアプリの運用

開始

1 ⑤

慶良間海域のサンゴ保全活

動事業

Ｈ２４

慶良間海域のサンゴを保全しながら持続的に利用する

ための対策を講じるため、座間味村と共同でサンゴ保

全活動計画、及びその運用要綱を策定する。

２４年度においては関係機関との調整に不

測の時間を要し、年度内完成が困難になっ

たため、事業取り下げを行った。

1 ⑥

修学旅行等観光客誘致促

進、渡嘉敷島ＰＲ促進事業

Ｈ２４～

Ｈ２６

あらたな観光客の掘り起こしを図るため、県外からの修

学旅行生の受け入れ活動の強化、県内外で開催され

る観光イベント等での島のＰＲ活動、観光パンフレットや

広告媒体を通した観光情報の発信を行う。

・修学旅行及び離島体験交流促進事業１０

校の受入れ対応。

・渡嘉敷港旅客待合所における観光情報案

内の実施。

・村公式ホームページやフェイスブックでの

イベント情報発信の実施。

・修学旅行及び離島体験交流促進事業１０校の

入れ対応

・渡嘉敷港旅客待合所における観光情報案内業

務の実施

・村公式ホームページやﾌｪｲｽﾌﾞｯｸでのｲﾍﾞﾝﾄ情報

発信の実施

1 ⑦ 戦争遺跡遊歩道設置事業

Ｈ２４～

Ｈ２５

観光客誘致や平和学習の根拠地として活用するため、

村内の戦争遺跡に遊歩道を設置するための調査を実

施する。

概略測量設計の実施 戦争遺跡遊歩道の概略測量設計の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：設置工事

Ｈ２６年度：供用開始

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

渡嘉敷村渡嘉敷村渡嘉敷村渡嘉敷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 29 渡嘉敷村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

渡嘉敷村渡嘉敷村渡嘉敷村渡嘉敷村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑧

「鬼慶良間伝説うふなー橋」

展示及び村伝統歌「大谷辻

歌碑」建立事業

Ｈ２４

本村で古くから語り継がれている民話に登場する「うふ

なー橋（石橋）」や古謡「大谷辻」を新たに観光資源とし

て活用するため、石橋を復元展示及び歌碑を制作す

る。

石橋の復元のための調査測量設計、展示

工事、歌碑の建立工事の実施

石橋の復元のための調査測量設計、展示工事、

歌碑の建立工事の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

1 ⑨

村指定文化財「根元家の石

垣」復元修復事業

Ｈ２４

琉球王朝時代に建設したといわれている石垣は、観光

スポットとなっているが、第二次大戦において、一部破

壊され崩壊箇所があることから、更なる観光地としての

魅力向上を図るため、石垣の修復を行う。

石垣の復元修復工事の実施 石垣の復元修復工事の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

2

渡嘉敷村災害に強い観光地

づくり事業

Ｈ２４

安心安全に暮らせる村及び災害にも強い観光地づくり

を推進するため、災害情報や避難伝達情報等の伝達

体制を強化するための屋外子局の増設や、正確な情

報を提供するため、村内全戸へ戸別受信機を設置す

る。

既存ｱﾅﾛｸﾞ防災行政無線をﾃﾞｼﾞﾀﾙ防災行政

無線へ移行し、屋外子局を３局増設し計８局

とし、戸別受信機を１００％整備することで防

災力の向上を図る。

ｱﾅﾛｸﾞ防災無線のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化　　１００％

屋外子局増設　　　　　　　　　　１００％

戸別受信機取付　　　　　　　　 １００％

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

3

渡嘉敷村の活力ある農水産

業を推進する事業

Ｈ２４～

Ｈ３３

3 ① 渡嘉敷村農地保全事業

Ｈ２４～

Ｈ３３

農作物のイノシシによる被害拡大を防ぎ、農家に安心

して安定的に農産物を生産させ、農業振興を図るた

め、箱罠等を設置してイノシシを捕獲駆除する。

イノシシの捕獲駆除

イノシシ捕獲頭数：１００頭

（渡嘉敷村鳥獣被害防止対策協議会の駆除頭

数）

3 ② 渡嘉敷村水産業振興事業 Ｈ２４

漁業の安定操業や水産業の振興を図るため、製氷施

設を整備する団体へ補助する。

製氷施設の整備補助 製氷施設の整備

4 渡嘉敷村教育振興事業 Ｈ２４

4 ①

阿波連小学校学習支援員配

置事業

Ｈ２４

本村では児童の減少により、複式学級となった学校の

子ども達の学力向上の推進及び教職員の負担を軽減

するため、小学校教諭の資格を有する学習支援員を配

置する。

学習支援員配置数

小学校：１人

学習支援員配置数

小学校：１校

4 ②

渡嘉敷村立小学校（３・４年）

副読本製版事業

Ｈ２４

３・４年生の社会科副読本は、村内の特定の地区に

偏った内容となっていることから、村内全域を網羅した

資料収集と現状にあった内容を編纂し、村内の小学校

が等しく利用出来る副読本を作成する。

副読本製版の作成：３００冊 副読本製版の作成：３００冊

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 30 座間味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

座間味村歴史文化の継承・

教育振興事業

H24

1 ① 学校教育環境改善事業 H24

　学校教育施設において、空調設備が整っていない給

食室、視聴覚室及び児童生徒交流センター等の特別

教室等において、施設内環境を改善するため冷房機の

取付を行う。

学校教育施設への冷房機取付 冷房機取付：７施設×23台取付

1 ② 座間味村歴史文化継承事業 H24

 歴史・文化の次世代への継承と周知を図るため、過去

村内の長老や各家庭で聞取り聴衆した民話や童話を

取りまとめた原稿資料をもとに一冊の本として発刊する

ため編集作業等を実施する。

保存・継承した民話や童話の編集

保存・継承した民話：13件

県内主要図書館へ配布：45施設

県内市町村教育委員会等へ配布：40市町村

2

座間味村観光産業活性化事

業

H24～

H33

2 ① がんばる観光支援事業

H24～

H33

 観光客誘客に向け既存イベントである座間味村祭り・

ホェールウォッチングフェスタ等の開催内容の拡充を図

るため、主催団体及び村商工会へイベント拡充支援と

観光大使の派遣による県内外ＰＲ活動を実施する。

ﾎｪｰﾙｳｵｯﾁﾝｸﾞﾌｪｽﾀの開催

ヨットレースの開催

県外ＰＲ活動の開催

ﾎｪｰﾙｳｵｯﾁﾝｸﾞﾌｪｽﾀ来場数：

　Ｈ23年度7,600人⇒Ｈ24年度8,000名

ヨットレース：25艇300名

東京しながわ水族館ＰＲ活動50日間開催

（今後の展開方針）

毎年度県外ＰＲ活動を実施

イベント毎のプログラム拡充強化

2 ②

ファンを育てる観光地ポータ

ルサイト作成事業

H24

　増加する外国人への多言語対応や観光案内を図る

ため、自動翻訳等のホームページの充実を図り、船舶

予約時のカード決済による利便性の向上、参加型の映

像や画像等の投稿が可能となるコンテンツ開発やシス

テム構築を行う。

外国人観光客対応ホームページ充実

多言語翻訳システム構築

船舶予約カード決済システム構築

観光関連情報の配信充実

外国人観光客対応ホームページサイト充実

多言語翻訳システム構築：６ヶ国語対応

ＷＥＢ及び窓口でのカード決済システム構築

観光関連情報の配信に係るコンテンツ作成：２個

（今後の展開方針）

平成25年度：配信開始

2 ③

歴史文化・健康づくり拠点整

備事業

H24～

H28

　魅力ある観光陸域メニューの充実を図るため、既存

港公園内へビーチバレーコートの整備を実施。

また、将来、更なる充実と利便性向上を図るため全体

計画の構想策定を行う。

公園整備基本構想の策定実施

ビーチバレーコート整備の実施

公園整備基本構想の策定実施

ビーチバレーコート（２面）整備

（今後の展開方針）

基本構想に沿った計画を実施

2 ④

観光受入推進（ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ）事

業

H24

　多様化する観光客のニーズと需要に応じるため、陸

域メニュープログラム開発と、外国人観光客の生活文

化習慣の違いによる対応を可能とするため接遇や料理

講演会・多言語講座・セミナー等を開催する。

多言語パンフ・ルールブック作成

観光受入メニューのプログラム開発

多言語パンフ・ルールブック作成：３ヶ国語

　（スペイン・ロシア・中国繁体）

観光受入メニューのプログラム開発数：４個

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

座間味村座間味村座間味村座間味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 30 座間味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

座間味村座間味村座間味村座間味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3

座間味村農林水産業振興事

業

H24～

H34

3 ① 座間味村鮮魚美食事業

H24～

H29

　地元で採れる新鮮な水産物の食材を観光客や宿泊

施設へ提供と流通を図るため、地元漁協協力のもと必

要な各種冷凍機材・保冷庫及び移送用フォークリフト購

入に係る事業費の補助を行う。

直売所開設：１ヶ所

移送フォーク：１台

大型輸送用冷凍コンテナ：５台

直売所開設：１ヶ所

移送フォーク：１台

大型輸送用冷凍コンテナ：５台

（今後の展開方針）

鮮魚販売の充実と開発

3 ②

サンゴ（海の森）育成・植付

事業

H24～

H33

　白化現象やオニヒトデの異常発生の影響により、失わ

れたサンゴ礁海域の回復に向け、地元漁協及び海洋

研究所とタイアップのもと、サンゴの種の養殖と育成及

び海への植付に係る生育活動の人材支援活動を行う

ための補助を行う。

サンゴ育成活動及び種育成海上イケス作製

のための人材育成に対する支援

サンゴ育成技術研修会の実施：３ヶ月間

海上イケス作製（海上現場）

4 座間味村定住条件整備事業 H24

4 ① 阿佐地区避難路整備事業 H24

　地震・津波発生時において村内で孤立する集落及び

観光客の安全を図るため、高台へ通じる避難路確保の

ための整備を行う。

阿佐地区防災避難路の整備

阿佐地区避難場所への避難時間の短縮

　現状：50分　整備後：30分

（今後の展開方針）

Ｈ25年度：10月供用開始

4 ②

離島防災備蓄品設置対策事

業

H24

　本村の高台避難場所は拠点となる建物がなく長期避

難が不可能なため、仮設テント設備配置を図る。また、

救助活動資機材の確保と食糧・飲用水保管のため防

災コンテナ設置する。

防災倉庫の購入

（非常食・救急用品・救助機材・照明機材等

格納）

避難テントの購入

防災倉庫の購入数：６基

　50名分３日間の食糧確保。村全地区へ救助資

機材設置

避難テントの購入数：６張　240名収容（1機40名

×6基）

4 ③ 離島防災計画等策定事業 H24

　１村３島からなる本村特有の地理的要因や観光地と

しての諸条件を考慮し、実情に見合った防災・減災へ

の取り組みの指針となる離島防災計画書を策定する。

防災計画書策定

多言語防災マップの作成

防災計画書の策定

多言語防災マップ作成：日本語・英語・韓国語・中

国語（２種）

　宿泊施設配布箇所数：64件

　観光関連施設へ配布箇所数：58件

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 30 座間味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

座間味村座間味村座間味村座間味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

5 座間味村環境保全整備事業

H24～

H33

　観光誘致と特定公園である本村の自然を生かした魅

力ある観光地形成と集落内の景観促進のため、緑化

等の基本計画書の策定と、観光ポイントへ苗木や花の

植え付けを行い年間をとおして花と緑で観光客を迎え

入れる。

各離島の地理・自然条件に見合った基本計

画書の策定

記念植樹・苗木配布の実施

座間味村美ら島花の森基本計画書の策定

花の森記念植樹祭の実施

苗木配布全世帯数：500世帯

（今後の展開方針）

基本計画に沿った事業を実施

6

ハートフルサポート基盤整備

事業

H24

　離島である本村において、地理的要因によって必要

な社会福祉サービスが享受できないことがないよう、社

会福祉サービスの拠点を整備する事業者へ補助を行

う。

社会福祉サービス拠点整備に対する支援

社会福祉法人による施設開所（目標：Ｈ24年10

月）

居宅介護定員Ｈ23年０人⇒２５名

短期入所定員Ｈ23年０人⇒４名

7

座間味村観光推進体制強化

事業

H24～

H33

7 ① 座間味村観光受入拠点事業

H24～

H33

　365日対応の観光案内業務とタイムリーな観光情報

発信及びダイビングや民宿事業者への取次案内をス

ムーズに行い、外国人を含めた観光誘客に向け、企画

立案と事業展開を実施するため事業主体となる観光協

会設立へ向け支援を行う。

座間味村観光協会設立に対する支援 一般社団法人座間味村観光協会設立（Ｈ24年10

月）

7 ② 座間味村海域安全隊事業

H24～

H33

　村指定の３ビーチにおいて、観光トップシーズンから

修学旅行受入期間中、海洋事故防止及び安全確保並

びに周辺自然環境の保全活動を図るため、ライフセー

バー員を配置する。

ライフセーバ員の配置

村内３ビーチへのライフセーバ配置

Ｈ23年度：４・５月（週末のみ）～９月（常駐）まで配

置

⇒Ｈ24年度４・５月（常駐）～10月（常駐）まで配置

8

座間味村美ら島環境整備事

業

H24

　海岸保全と自然環境の保持を図るため、漂着ごみ及

び観光利用地で発生するゴミ収集後、速やかに処理を

行うため小型焼却炉を設置する。また、漂着ゴミの収集

時、人力で対応できない重量物対応機材を整備する。

小型焼却炉の設置

フォークリフトの購入

ユニック車の購入

小型焼却炉の設置：２機

移送用フォークリフト１台購入

移送用ユニック車１台購入

9 座間味村外来植物伐倒事業

H24～

H33

　自然環境保全と観光地である本村の景観保持のた

め、村内至る所で野生化した外来種「モクマオウ木、ギ

ンネム木」繁殖の抑制を図るため伐倒事業を実施す

る。

外来植物の伐倒（村内一円）

外来植物の討伐（村内一円）

　討伐本数500本（モクマオウ・ギンネム）

（今後の展開方針）

毎年：600本程度討伐

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 30 座間味村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

座間味村座間味村座間味村座間味村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

10 座間味村高速船購入事業 H24

　村では観光客及び離島住民の海上移動の足として、

沖縄本島と本村を結ぶ高速船クィーンざまみを運行し

ており、現在リース船である高速船を一括購入し、安定

した運行を確保することにより、定住条件整備と観光振

興を図る。

高速船購入１隻（クィーンざまみⅢ） 高速船購入１隻（クィーンざまみⅢ）

11

座間味村村内運航に係る対

策事業

H24～

H33

　離島と離島を結ぶ海上交通手段として、小型船舶の

資格を有する賃金職員２名を採用し、座間味島と阿嘉

島間を定時運航、渡嘉敷村と座間味村の諸島間新規

運航を実施し、離島交通の足の確保と観光振興を図

る。

渡嘉敷村及び阿嘉島へ定期船運行の実施

定期船運航

　座間味～阿　嘉：1日４便(目標運航800回）

　座間味～渡嘉敷：１日２便（目標運航60回）

（今後の展開方針）

定期便運航：１日４便

渡嘉敷運航：予約航海/年間

12

座間味村島ちゃび解消移動

手段安定化対策事業

H24～

H33

　離島観光利便性の向上と離島住民の足を確保し、観

光振興と定住条件を図るため、フェリー及び高速船が

悪天候などにより欠航等の場合、ヘリチャーターによる

移動した際の運賃の一部支援を行う。

航路欠航等によるヘリコプターチャーターに

対する支援

慶良間空港～那覇空港間フライト数：125回

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 31 粟国村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 観光受入支援・整備事業

H24～

H28

1 ① 文化資源活用観光推進事業

H24～

H25

粟国村発祥の雑踊り「むんじゅる節」を観光資源として

広めていくためにむんじゅる節の映像化や関連商品開

発を実施する。

地域資源を活用した観光商品開発

４件

地域資源を活用した観光商品開発：４件

1 ②

粟国島パークゴルフ場機能

拡充事業

H24

粟国村の新たな観光資源として平成24年5月に開業し

た粟国島パークゴルフ場の機能を充実させるために貯

水タンク及び散水栓等を整備し、機能向上を図る。

シャワー室兼更衣室1棟及び散水栓4カ所の

整備

シャワー室兼更衣室1棟及び散水栓4カ所の整備

1 ③ マハナ崎整備事業

H24～

H25

観光客や住民の憩いの場である島1番の景勝地マハナ

崎の快適性及び安全性の向上を目的に東屋及び安全

柵を整備する。

東屋1棟及び安全防止柵約350mの整備 東屋1棟及び安全防止柵約350mの整備

1 ④ 環境美化促進事業

H24～

H28

観光地の景観を維持していくために観光地及び観光地

へのアクセス道路などの美化・緑化活動を重点的に実

施する。

観光地及びアクセス道路の美化 15箇所 観光地及びアクセス道路の美化：15箇所

2 ものづくり振興支援事業 H25

地産地消の推進及び雇用創出に向け、周年栽培が可

能である葉野菜を中心とした植物工場の整備に向け、

ビジネスモデル作成や先進地視察調査等を実施する。

植物工場整備に向けた可能性調査の実施 植物工場整備に向けた可能性調査の実施

3

災害に強い観光地づくり推進

事業

H24～

H25

3 ① 多目的施設整備事業

H24～

H25

災害時における村民・観光客等の生命・財産を確保す

るための避難施設、地域住民と観光客が交流できる複

合施設を整備する。

避難及び交流等のための多目的施設の整

備

避難及び交流等のための多目的施設の整備

3 ② 防災マップ作成事業 H24

　東日本大震災の影響を受け、本村でも防災・減災の

意識向上が求められている。そこで、村民・行政・大学

等との協働により、ワークショップ等を通じ、防災マップ

（ハザードマップ）を作成する。

災害等における緊急時避難通路等の周知

のための防災マップ作成

防災マップ全世帯作成（450世帯分）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

粟国村粟国村粟国村粟国村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 32 渡名喜村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 観光チュラシマづくり事業

H24～

H33

1 ① 景観むらづくり推進事業 H24

　景観行政団体として良好な景観むらづくりを推進する

ため、景観条例の制定及び景観ガイドラインの作成を

実施し、地域をあげて渡名喜らしい景観の保全・継承を

目指す。

・景観条例の制定

・景観ガイドラインの作成

・景観条例の制定

・景観ガイドラインの作成

1 ② 環境保全・美化推進事業

H24～

H33

　島の自然と人文の調和を基調とした魅力的な観光地

づくりを推進するため、集落内や観光スポット周辺等の

緑化及び美化活動を実施するとともに、外来植物（ギン

ネム等）の駆除及び在来植物の保全育成を図る。ま

た、観光客も含めたごみ処理に対応するため、新たに

小型焼却炉設備の設置を行う。

・緑化及び美化活動実施箇所：28箇所

・外来植物駆除実施箇所：8箇所

・在来植物保全育成実施箇所：14箇所

・小型焼却炉設備設置件数：1件

・緑化及び美化活動実施箇所：28箇所

・外来植物駆除実施箇所：8箇所

・在来植物保全育成実施箇所：14箇所

・小型焼却炉設備設置件数：1件

1 ③

景観配慮型街路灯（フットライト

等）設置事業

H24

　観光客を含む歩行者等の安全を確保しつつ、集落内

からも美しい星空が見えるよう、集落内の主要交差点

及び集落外周道路において、景観に配慮した街路灯

（フットライト等）の設置を行う。

・景観配慮型街路灯の設置

　3.17Km、240基

・景観配慮型街路灯の設置：3.17Km、240基

2

渡名喜村防災支援センター機能

強化事業

H24

　津波や地震等の自然災害から住民及び観光客を守

るため、既存の防災支援センターにて施設の補強や避

難居室、物資保管庫の整備等の機能強化工事を実施

し災害に強い観光地づくりを行う。

・防災支援センターの機能強化工事の実施 ・高台避難場所の確保：1箇所

3

多様な住み手・担い手の住宅確

保事業

H24

農漁業をはじめ多様な産業・業務の担い手のための住

宅を確保し地域雇用の創出と定住人口の増加を図るた

め、集落内に集落景観に配慮した多用途住宅を整備す

る。

・多用途住宅の整備：6棟9戸 ・多用途住宅の整備：6棟9戸

（今後の展開方針等）

H25年度：供用開始

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

渡名喜村渡名喜村渡名喜村渡名喜村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 33 南大東村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 南大東村定住促進事業

1 ① 健康診査用機材搬送事業

H24～

H28

特定健診等の集団検診に使用する健診機材、胸部ﾚﾝﾄ

ｹﾞﾝ車の海上輸送運賃等の負担軽減を図る。

集団検診機材の海上輸送運賃の補助 集団検診受診者：300人  受診率 30.%

（今後の展開方針）

Ｈ２６年度：受診率65%

1 ② 医師訪問診療事業 H24

終末医療等で在宅療養されている家庭への訪問や移

動困難な患者宅への訪問医療の安定的な実施を図り、

医師が島内移動するための車両を整備する。

終末在宅医療者等への訪問車両の整備 終末在宅医療者等への訪問車両１台

1 ③ 自立促進雇用対策事業 H24

ビニールハウスを設置し、地元食材の確保による地産

地消の推進や、花等の育苗による村内美化緑化の推

進を図る。また移動式朝市を設置し村内活性化による

自立促進の取組を行う。

ビニールハウスの設置：２棟

機械格納庫：１棟

朝市の開催準備

ビニールハウスの設置：２棟

機械格納庫：１棟

朝市の開催準備

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

1 ④ 快適定住推進事業 H24

島内は池沼が多く存在していることや、製糖工場から

発生する副産物（バカス・ケーキ等）がはえ等の格好の

産卵場所となり害虫の異常発生が起こっている。そこで

高性能煙霧器を導入し、害虫駆除による伝染病予防と

快適な生活環境の造成を図る。

高性能煙霧機の購入：５台 高性能煙霧機の導入：５台

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度～年間１４回駆除実施

1 ⑤ 地産・地消推進事業 H24

地産地消を推進するために、地域の食糧自給率及び

地域生産物、島外入荷物等を調査し生産者の拡充を

図る。また、低価格な食料の需給を図るため地産・地消

推進計画及び行動計画を策定する。

特産品加工器具の購入

地産地消推進計画・行動計画の策定

特産品加工器具の設置

地産地消推進計画・行動計画の策定

2 南大東村観光振興事業

2 ①

フェノロジーカレンダー作成

事業

H24

観光客誘致等を図るため、島の歴史、景観、動植物、

食文化等の魅力発信として、南大東島における食の宝

フェノロジーカレンダーを作成する。

食の宝ﾌｪﾉﾛｯｼﾞｰｶﾚﾝﾀﾞｰ作成：1,000冊 食の宝ﾌｪﾉﾛｯｼﾞｰｶﾚﾝﾀﾞｰ作成：1,000冊

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：資料配付

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南大東村南大東村南大東村南大東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 33 南大東村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南大東村南大東村南大東村南大東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ② 南大東島魅力発信事業 H24

観光産業を今後の新たな産業の柱と位置づけ「島丸ご

とミュージアム構想」を推進し、年間観光客数１万人を

目指して、島の魅力をＰＲする観光コンテンツ映像を作

成しホームページ等で島の魅力をアピールする。

観光ｺﾝﾃﾝﾂ映像の撮影、編集、製作 観光ｺﾝﾃﾝﾂ映像の撮影、編集、製作

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：映像配信

2 ③

月見ちゅら島公園機能強化

事業

H24

本村の観光振興を図る為には、更なる体験型観光の

環境整備が必要である。そこで、カヌー体験地点の月

見橋周辺を中心に美化緑化の推進や、月見ちゅら島公

園内に遊具・健康器具を設置し観光客等が憩いの場と

しての整備を図る。

月見ちゅら島公園内への遊具・健康器具の

設置

月見ちゅら島公園内への遊具・健康器具の設置

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

2 ④

大池地区水辺環境保全整備

事業

H24～

H28

本村には多くのカルスト湖が点在し、その中でも大池と

呼ばれる池が最大規模となっている。現在の大池は水

草が繁茂し景観を損なうとともに、生態系への影響や

環境保全の点からも課題となっている。そこで水草除

去、水路汚泥浚渫、危険防止の橋梁を新設し、大池に

カヌー体験プログラムを導入するなどして、新たな観光

資源の開発を図る。

大池地区水辺環境の保全・再生

①水草の除去

②水路汚泥浚渫

大池地区水辺環境の保全・再生

①水草の除去

②水路汚泥浚渫

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：一部供用開始

3 南大東村防災体制促進事業

3 ① 地域防災計画策定事業 H24

東日本大震災後において、村域における防災対策全般

について、地域の特性をふまえて、地域防災計画を見

直し、村民や観光客の安全安心等を確保する。

南大東村地域防災計画の策定 南大東村地域防災計画の策定

3 ② 防災サイン等整備事業 H24

本村の地域特性をふまえて、地域防災対策を行う必要

があることから、遠隔離島の不利性などを考慮し備蓄

食糧と防災保管倉庫の確保を実施する。また避難場所

のトイレ、防災道具保管庫等の整備を行うことにより観

光客への利便性と安心安全の確保を目的とする。

防災サインの設置

・海抜表示板：６０箇所

・避難場所表示板１箇所

備蓄食料の整備：１６００人×２食分

備蓄倉庫の整備：２箇所

防災避難場所の整備：ﾄｲﾚ、駐車場、進入道

路

防災サインの設置

・海抜表示板設置６０箇所

・避難場所表示板設置１箇所

備蓄食料の備蓄：３２００食

備蓄倉庫の建設：２箇所

ﾄｲﾚ、駐車場、進入道路の整備

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

3 ③ 安心安全強化対策事業 H24

災害時の避難所に指定する南大東村高齢者福祉セン

ターを災害時の指定避難所として位置づけ、避難時の

食糧備蓄庫と非常食を整備し、施設の災害対応への機

能強化を図る。

非常用物資の備蓄：３０人×３日分×３食

非常用発電機、ﾄｲﾚ整備：１箇所

備蓄倉庫の整備１箇所

非常用物資の備蓄：２７０食

非常用発電機１機

簡易ﾄｲﾚ整備：１箇

備蓄倉庫の建設１箇所

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 33 南大東村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

南大東村南大東村南大東村南大東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4

やすらぎの空間環境整備事

業

H24

本村においては将来的にも広域化、法人等の霊園墓

地整備は困難な状況下にあり、公営霊園墓地の整備を

行う実施調査設計を委託する。

霊園墓地整備に係る調査委託（測量調査、

実施設計）

墓地整備に係る測量調査、実施設計の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：墓地区画事業への供用

5 仮戸籍電算化事業

H24～

H25

国が進める高度情報通信ネットワ－ク社会に対応して

行く必要があり、紙ベ－スで管理している戸籍、除籍、

附票、改正原戸籍等は用紙の劣化等により公文書の

滅失する現状にあり、その対応として沖縄関係戸籍の

電算化を実施する。

紙戸籍の電算化の準備（機器導入） 沖縄関係戸籍の電子化の着手

6

廃棄物ストックヤ－ド整備事

業

H24

産業廃棄物の沖縄本島への搬出一時保管施設を整備

し、搬入、搬出を管理し、産業廃棄物の適正な処理に

よる景観等の保全を目指します。

土質調査、実施設計、路盤工事、外構工事

の実施

廃棄物ｽｯﾄｸﾔｰﾄﾞ整備工事着手

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

7

ボロジノ島歴史文化保存事

業

H24

歴史を語る貴重な写真や文化資料及び現在の祭事・

行事をデジタル保存、製本にして後世に伝えると共に

教材や観光関係にも活用する。

文化資源をﾃﾞｼﾞﾀﾙ保存・製本化の実施 文化資源をﾃﾞｼﾞﾀﾙ保存・製本化の実施

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 34 北大東村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 魅力的な観光地づくり促進事業

1 ①

道路中央線・歩行者通路整備等

事業

H24～

H33

　島の観光に重要なアクセス道路や周回道路等の修景

及び美化の重点的な実施を行い、魅力的な観光地づく

りを促進する。

・アクセス道路及び周回道路の美化実施

10箇所

アクセス道路及び周回道路の美化の実施　10箇

所

1 ②

地域の観光文化資源の担い手育

成事業

H24～

H33

　島の文化資源である『八丈太鼓』の担い手を育成する

と共に、県外等での交流発表を開催し、観光誘客を促

進する。

・大東太鼓担い手育成数：1人

・文化交流イベントの開催：5回

・文化資源の担い手育成数：1人

・文化交流イベント参加者数：20人

2 ① 食の安心基盤構築事業 H24

　北大東村の定住化を支える農業振興と台風等の災害

時の食料確保を支える基盤整備に向け、種苗等生産

施設を整備し、村による地域の種苗供給等の農業基盤

を構築する。

・種苗等生産施設の整備 ・種苗等生産施設の整備

3 ① 定住受入基盤構築事業 H24

　北大東村に若者を呼び戻し、島外や県外からの移住

を促進する為、集合住宅（4世帯）を建設し、定住者の

受入基盤を整備する。尚、島外住宅の入居者選定に当

たっては、観光や農業等、島の産業高度化に寄与する

人材を優先する。

・多用途集合住宅（４世帯）の整備 ・多用途集合住宅（４世帯）の整備

4 定住条件特別対策事業

H24～

H33

4 ①

離島の定住促進に向けた子育て

基盤構築事業

H24～

H33

　待機児童を解消する為、2歳児を含む未就学園児に

対する幼稚園の預かり保育を強化する。又、特別支援

教育を充実させる為、学習支援員を配置する。

・幼稚園児の預かり保育の実施

・学習支援員の配置

・預かり保育を利用する園児数：10人

4 ② 離島の児童の交流促進事業

H24～

H33

　離島の不利益を克服し、児童生徒の島外・県外交流

を促進する為、スポーツや交流学習における渡航費の

一部を負担する。

・スポーツや交流学習の為に派遣した児童

生徒数（延べ数）：20人

・スポーツや交流学習等の為に派遣した児童生

徒数（延べ数） ：20人

4 ③ 離島特別医療質確保推進事業

H24～

H33

　離島の不利益を克服し、妊婦等の健康を守る為、妊

婦検診等、島内で対応できない医療サービスを受ける

際の渡航費の一部を助成する。

・妊婦検診助成回数

　H23年度：3回/1人、H24年度：5回/1人

・妊婦検診助成回数

 H23年度：3回/1人　→　H24年度：5回/1人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

北大東村北大東村北大東村北大東村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 35 伊平屋村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

伊平屋島観光商工業活性化

事業

H24～

H33

1 ① 商工観光産業支援事業

H24～

H28

観光客の受入れ体制整備の強化、誘客の促進を図る

ことを目的とし、商工観光事業者向けセミナーの開催、

相談会の実施、異業種間の連携促進、旅行社による旅

行プランの企画・プランニングの補助等を実施する。

・事業者向けセミナー・相談会の実施

　接遇セミナー等の開催：年4回

　民泊事業講習会の開催：年3回

H24年度セミナー参加者：25人

(今後の展開方針)

観光関連セミナー参加者数

基準値（H23年度）：23人

目標値（H28年度）：50人

1 ②

観光地イメージアップ推進事

業

H24～

H33

魅力的な観光地づくりの推進を目的とし、海浜、道路、

公園など観光客が利用する公共施設等の美化、清掃

や花木の植栽などを実施する。

観光アクセス道路の美化清掃：29.5ｋｍ 観光アクセス道路の美化清掃：29.5ｋｍ

(今後の展開方針)

H23年度：美化清掃回数6回

H33年度：美化清掃回数10回

1 ③ 海岸漂着物処理対策事業 H24

観光地としてのイメージアップを図り、伊平屋島の定住

を支える重要な産業である観光を振興を推進するた

め、海岸漂着物の処理を行う小型焼却炉を導入する。

小型焼却炉整備：１基 小型焼却炉整備：1基

1 ④ 海浜公園植栽等整備事業

H24～

H28

沖縄らしい原風景の創出と安心、安全で利便性、快適

性の高い観光地づくりを目指し、台風や塩害に強く、緑

陰機能に優れた在来樹種への植栽転換を実施する。

また、ハブ対策として防蛇網の整備を行う。

緑陰植物植栽植栽工事

植栽計画策定業務

ハブ侵入防止工事

緑陰植物植栽植栽工事

植栽計画策定業務

ハブ侵入防止工事

(今後の展開方針)

H25年度：緑陰植栽整備（東側）

H26年度：緑陰植栽整備（南側）

H27年度：緑陰植栽整備（西側）

H28年度：供用開始

1 ⑤ 誘客イベント推進事業

H24～

H28

本村の観光振興及び、年間を通じた安定的な集客を図

ることを目的とし、各種観光イベントを強化して実施す

る。また、いへやまつり及び伊平屋マラソンを実施する

団体への支援を行う。

・集客イベント開催：8件

主要観光イベント来場者数

いへやまつり：1,000人

ﾑｰﾝﾗｲﾄﾏﾗｿﾝ：1,400人

合計：2,400人

(今後の展開方針)

主要観光イベント来場者数

基準値（H23年度）：2,000人

目標値（H28年度）：3,000人

1 ⑥ 観光情報発信強化事業 H24

観光情報発信の強化により本村の観光振興を図ること

を目的とし、観光ポスター、観光パンフレットの多言語

化や、観光施設でのHPの開設を行い、観光情報発信

の強化により、本村の観光振興を図る。

多言語観光パンフレット：1,000部

キャンプ施設HP開設

多言語観光パンフレット：1,000部

キャンプ施設HP開設

1 ⑦ 多言語観光DVD制作事業 H24

多言語版DVDを制作し、デジタルコンテンツによる、海

外の旅行者に本村の魅力を視覚的に訴え、インバウン

ド観光での観光客増加を目指し、海外に向けて、開か

れた観光を目指す。

多言語DVD製作：4言語/100枚 多言語DVD製作：4言語/100枚

1 ⑧ シャトルバス運行支援事業

H24～

H28

空港から運天港までのシャトルバスを運行（需要の高

い７～８月は毎日運行、それ以外は週末のみ）し観光

客の伊平屋島へのアクセスを向上させることによって、

本村の観光振興を図る。

シャトルバス運行（那覇空港～運天港区間）

　1日4便（2往復）6月～10月

シャトルバス運行（那覇空港～運天港区間）

　1日4便（2往復）6月～10月

(今後の展開方針)

H28年度：ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ利用者1500人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊平屋村伊平屋村伊平屋村伊平屋村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 35 伊平屋村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊平屋村伊平屋村伊平屋村伊平屋村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑨ 水道水安定供給対策事業 H24

台風時やイベント時の許容範囲を超えた水需要に対応

するため、水道施設の機能強化を行い、観光地として

の受入れ体制を強化し、観光客の快適性、利便性等の

向上を図る。

・水道水安定供給対策

　浄水機器機能強化工事

　送水ポンプ機能強化工事

・水道水安定供給対策

　浄水機器機能強化工事

　送水ポンプ機能強化工事

2

伊平屋島農林水産業振興事

業

H24～

H26

2 ① 堆肥利用促進促進事業 H24

堆肥の利用促進による地力向上と減農薬化による農

産物のブランド化を目指し、既存の堆肥生産施設の機

能強化を実施する。

堆肥製造撹拌機器機能強化：１基 堆肥製造撹拌機器機能強化：１基

2 ② 肥培管理及び塩害対策事業

H24～

H25

台風等の影響による塩害を最小限に抑えさとうきびの

安定収量の確保と農家所得の向上を目指し農業用水

用のマリンタンクを設置する。

マリンタンク（２ｔ）設置：8箇所 マリンタンク（２ｔ）設置：8箇所

(今後の展開方針)

H25年度：マリンタンク（2t）5基設置及び供用

開始

2 ③ 病害虫防除事業

H24～

H26

作物の生産性の向上と農家所得の向上を目指し、さと

うきびの収量低下の原因となっている病害虫の被害を

防ぐため防除駆除を実施する。

防虫剤（フェロモン剤）散布：149ha 防虫剤（フェロモン剤）散布：149ha

(今後の展開方針)

さとうきび単収量

基準値（H23年度）：2,2ｔ

目標値（H26年度）：4.0ｔ

2 ④

黒糖関連商品の開発・販売

支援事業

H24～

H25

島の特産品である黒糖商品の需要奮起や販売拡大を

目指し新たな特産品の開発と販売支援を行いブランド

イメージの向上を目指す。

島外（県内）イベント実施数：5回 島外（県内）イベント実施数：5回

(今後の展開方針)

H25年度：島外ｲﾍﾞﾝﾄ実施3回

2 ⑤ 干ばつ対策事業

H24～

H26

夏場や作付け時期となる終期・春期の水不足に対応す

るため、作業効率の高いマリンタンクの設置と送水ポン

プを設置し、生産性の効率化と農家所得の向上を目指

す。

マリンタンク（21ｔ）設置：10箇所 マリンタンク（21ｔ）設置：10箇所

(今後の展開方針)

H25年度：マリンタンク（21t）5基設置及びパ

イプライン敷設

H26年度：共用開始

2 ⑥ 林産副産物生産支援事業

H24～

H26

新たな産業として林産副産物（木炭・シイタケ等）の生

産支援を行い雇用の創出と新規特産物の開発を目指

す。

圃場整備：34ha

林産副産物（木炭）生産量

基準値（H23年度）：0.6ｔ

目標値（H24年度）：1.0t

(今後の展開方針)

H25年度：シイタケ及び花き園芸種苗生産開

始

H26年度：全圃場供用開始

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 35 伊平屋村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊平屋村伊平屋村伊平屋村伊平屋村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑦

モズク用資材保管倉庫整備

事業

H24

台風時におけるモズク用資材の保管倉庫を整備し、漁

家経営の安定化と担い手支援を行う。

モズク用資材倉庫建築工事

荷役設備（フォークリフト）：1台

モズク収穫量

H24年度：950ｔ→H25年度：1,300ｔ

2 ⑧ 漁船避難施設整備事業 H24

台風や荒天時の漁船等の陸揚げ施設として巻き揚げ

機を整備し、漁家経営のリスク軽減化や観光遊漁船の

安全性を確保し漁業、マリンレジャー等の産業支援を

行う。

船舶陸揚げ機器の整備：１基 船舶陸揚げ機器の整備：１基

2 ⑨ 特産品等販路拡大推進事業

H24～

H25

島で生産されるモズクや黒糖関連商品、魚類燻製商品

やその他加工品の販路拡大を目指し、島外での販売

促進やイベント等への出店を支援する。

島外（県外）イベント出店支援：3回 島外（県外）イベント出店支援：3回

3 伊平屋島人材育成強化事業

H24～

H28

3 ① 島発ち教育推進事業

H24～

H28

島に高校がないことから中学卒業後に島発ちすること

を前提とした人材育成の一環として、家庭、学校、地域

が協働で児童生徒を育成する環境やプログラムを構築

するため、コーディネーター、アドバイザーとして専門員

を１名配置する。

教育指導主事配置数：1名 教育指導主事配置数：1名

（今後の展開方針）

高校中退率

基準値（H23年度）：6.8%

目標値（H28年度）：3.0%

3 ② 伝統文化継承支援事業

H24～

H28

島への誇りと愛着を醸成し、次世代を担う健全な人材

を育成するため、社会教育の一環として伝統文化、伝

統芸能について、老人会等との連携による課外講座を

実施する。

伝統文化の日の制定

伝統文化教室の開催：11教室/11回

伝統文化の日の制定

伝統文化教室の開催：11教室/11回（100名）

（今後の展開方針）

伝統文化教室開講数

基準値（H24年度）：11教室

目標値（H28年度）：14教室

3 ③ 学校環境整備事業

H24～

H25

学校環境の充実と児童・生徒の安全性を確保するた

め、夏場の直射日光の影響による水道水の残留塩素

の希釈を改善する必要があり、高架タンクへの追塩装

置を整備する。

水質管理機器の設置：2基 水質管理機器の設置：2基

（今後の展開方針）

飲料水基準値適合施設数

基準値（H24年度）：１校

目標値（H25年度）：3校（全学校施設）

4 伊平屋島定住条件整備事業

H24～

H33

4 ① 幼稚園預かり保育支援事業

H24～

H28

伊平屋島の定住条件を整備するため、幼稚園預かり保

育強化として嘱託保育士を配置する。

嘱託保育士の配置：1名 預かり保育利用児童数：5名

（今後の展開方針）

預かり保育利用児童数

基準値（H23年度）：5人

目標値（H28年度）：10人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 35 伊平屋村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊平屋村伊平屋村伊平屋村伊平屋村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ② 妊婦健診渡航費助成事業

H24～

H33

妊婦健診の受診促進として、通院に要する船賃、宿泊

費等を助成する。

妊婦健診に係る渡航費助成：16名

妊婦平均受診回数

　H23年度：4回/人　→　H24年度：6回/人

（今後の展開方針）

妊婦健診平均受診回数

基準値（H23年度）：4回

目標値（H33年度）：8回

4 ③ 障がい者自立支援事業

H24～

H28

障がい者自立支援としてＮＰＯ法人等の育成のための

地域生活支援について委託を行う。

地域生活活動：24回 障がい者活動参加人数：8人

（今後の展開方針）

障がい者活動参加人数

基準値（H24年度）：8人

目標値（H28年度）：15人

4 ④ 介護ヘルパー養成講座事業 H24

介護体制強化として介護保険ヘルパー資格取得のた

めの養成講座を行う。

介護保険ヘルパー資格（2級）養成講座開催

介護保険ヘルパー資格（2級）養成講座開催

H24年度受講者数：10名

4 ⑤ 高齢者福祉施設整備事業

H24～

H25

島内に一カ所しかない高齢者福祉施設の需要増加に

よるデイサービス時のトイレや洗面等の待ち時間を解

消するため既存施設の機能強化を行う。また、ショート

ステイや緊急避難時の在宅介護者の受入に対応する

ため、既存事務所や倉庫の増改築に係る設計業務を

行う。

施設機能強化・増設工事に係る実施設計及

び施設機能強化工事の実施

高齢者福祉施設の機能強化工事着手

(今後の展開方針)

H25年度：施設増設工事、供用開始

4 ⑥ 地域自立支援推進事業

H24～

H26

行政と住民が協働して行う島づくりの体制を構築するた

め、住民主導型のワークショップの開催や、課題抽出・

解決策の検討、行動計画の策定を行う。

ワークショップ開催：5回

先進地調査：2回

行動計画の策定

ワークショップ開催：5回

先進地調査：2回

行動計画の策定

(今後の展開方針)

H25年度：ワークショップ開催

H26年度：行動評価実施

4 ⑦

コミュニティビジネス支援事

業

H24～

H25

コミュニティビジネスの拠点施設としてさとうきび関連商

品や野草、薬草等の加工、販売施設を整備する。

加工施設整備工事 加工施設整備工事

(今後の展開方針)

H25年度：供用開始

4 ⑧

自動車航送コスト負担軽減

事業

H24～

H33

島と島外を結ぶ唯一の交通手段である村営フェリーに

おいて、特に移動の大きな支障及び住民生活を圧迫す

る要因となっている自動車航送運賃コストを軽減するた

め、その一部を助成する。

自動車航送運賃の低減支援

自動車航送運賃の低減

現状運賃：18,750円→低減後運賃：6,843円

5

伊平屋島「災害に強い村づく

り」推進事業

H24～

H25

地域住民はもとより訪れる観光客等に安心・安全な地

域環境を提供するため「災害に強い村づくり」の構築に

向けた、防災マップ、避難マニュアル、非常食、備蓄倉

庫等の整備を行う。

防災マップ・避難マニュアルの策定：1,000部

非常食の常備：全世帯1食分

防災マップ・避難マニュアルの策定：1,000部

非常食の常備：全世帯1食分

（今後の展開方針）

防災マップ配布・非常食常備数

H24年度：無し

H25年度：全世帯、全事業者

非常食：全世帯6食分

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 36 伊是名村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 伊是名島観光振興事業

H24～

H33

1 ① 観光誘客生活基盤整備事業 H24

観光客が増加傾向にある中、自然災害などにおける観

光客の安全面を確保する上で情報通信システムが必

要である。本事業では、災害時等に観光客や村民への

的確な情報の提供をするため防災行政無線設備を整

備し、安全確保に努めるため安全安心な基盤整備を推

進する。

防災行政無線

・親局　1箇所

・屋外子局　11箇所

・戸別受信機の設置　840世帯（事業所等含

む）

防災行政無線の世帯カバー率　１００％

1 ②

伊是名村観光客受入体制づくり

強化事業

H24

伊是名ビーチは、毎年10月に開催される「いぜな88トラ

イアスロン大会」のスイム競技の会場であり、また、5月

の大型連休や夏休みには多くの観光客がキャンプを楽

しんでいる。そのほか、「いぜな島体験修学旅行」として

県外から訪れる修学旅行生の海水浴場として利用され

ているが、シャワー・トイレ室が一箇所しかなく、支障を

きたしている状況である。ビーチ利用者の利便性の向

上を図るためシャワー・トイレ室等を一体的に整備し、

観光施設として体制づくりを推進する。

・海水浴場のシャワー・トイレ室等の実施設

計及び整備工事の実施 ・海水浴場のシャワー・トイレ室等の整備

1 ③ 観光地等クリーンアップ事業

H24～

H33

本村には、数多くの史跡や文化財があることから、各種

イベントで使用する会場周辺や観光施設、観光ルート

の清掃や花木の植栽など美化・緑化活動を強化し、島

全体を一つの観光地として整備する。

・観光ルートの雑草の除去及び花木の植栽

・植栽後の定期的な肥培管理の実施

美化緑化箇所：15箇所

【まつり会場(1箇所)、、フットパスコース(1箇所)、

集落内外(5箇所)、フラワーロード(4箇所)、他観光

施設等(4箇所)】

1 ④ 沖縄らしい風景づくり推進事業

H24～

H25

魅力ある自然や文化・景観等の保全・活用による人と

自然が共生する村づくりを推進するため、地域と一体と

なった魅力的な観光地づくり、地域における景観形成

の取り組みを推進するため景観計画を策定する。

・伊是名村景観計画（素案）の検討

伊是名村景観計画（素案）の策定

伊是名村が景観法に基づく景観行政団体に移行

（今後の展開方針）

H25年度：景観計画策定、景観条例の制定

（予定）

1 ⑤ いぜな尚円王まつり支援事業

H24～

H33

いぜな尚円王まつりにおいて各字・島外文化交流、マリ

ンレジャー、スポーツ交流、各種体験プログラムを実施

し観光客の誘致を図る。

・いぜな尚円王まつりの開催支援 いぜな尚円王まつりの来場者数：約1,000名

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊是名村伊是名村伊是名村伊是名村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 36 伊是名村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊是名村伊是名村伊是名村伊是名村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑥

「尚円王（金丸）生誕の村」整備

事業

H24～

H28

「本村は、琉球第二尚氏王朝の始祖、尚円王の生誕地

として広く知られ、王家ゆかりの史跡、琉球王朝以前の

グスク（城）「伊是名城跡」及び王家の清明祭など数多く

の文化遺産等が残っている歴史的島であることから、こ

れらの先人達が残してくれた歴史的遺産の復元及び周

辺整備、文化行事の継承など、歴史・文化を活用し、本

村から琉球の歴史を県内外へ情報発信し、更なる誘客

による観光振興につなげる。

「尚円王（金丸）生誕の村整備事業」

・H24年度：尚円王生誕の村総合整備計画

策定

・公事清明祭への来訪者数:約100人（H24）

・H25～H26年度：村民劇「松金がゆく」など

の取り組み

・H27年度：尚円王生誕600年祭の実施

・H28年度～：関連文化財調査・整備

1 ⑦ 赤土等流出防止対策事業

H24～

H25

末端沈砂地で堆積している土砂を浚渫することで沈砂

地の機能回復を図り、また周辺雑木を撤去し、土壌浸

食防止のため天端を張りコンクリートすることで機能強

化を図り、海域への赤土等流出を抑制する。

・沈砂地に堆積する土砂の浚渫

　（２箇所、9,750㎡）

・沈砂地周辺の雑木等伐開

・沈砂地に堆積する土砂の浚渫

　（２箇所、9,750㎡）

・沈砂地周辺の雑木等伐開

2

伊是名島定住条件整備促進事

業

H24～

H33

2 ①

伊是名村自動車航送コスト負担

軽減事業

H24～

H33

島と島外を結ぶ唯一の交通手段である村営フェリーに

おいて、移動の大きな支障及び住民生活を圧迫する要

因となっている自動車航送コスト負担軽減を図る。

・自動車航送コストの負担軽減：約3,500台 ・自動車航送コストの負担軽減：約3,500台

2 ② 妊婦健診渡航費助成事業

H24～

H33

村内には、専門の産科医がなく本島の医療機関の利

用を余儀なくされている。加えて、1泊2日の日数と経済

的負担も大きい。そのような妊婦の保健指導の充実と

安心で安全な出産を支援することを目指し、通院に要

する渡航費・宿泊費を助成する。また、出産待機のため

滞在した場合は1日3,000円の助成をする。

妊婦健康診査のために島外に通院する妊

婦への渡航費・宿泊費の助成

妊婦健康診査のために島外に通院する妊婦への

渡航費・宿泊費の助成

2 ③ 人工透析医療受給者助成事業

H24～

H33

本村は、専門医療施設がないことから、人工透析医療

を受ける患者の通院の環境整備を図るため、通院に係

る交通費及び宿泊費を助成する。

人工透析医療に係る交通費及び宿泊費の

助成

人工透析医療に係る交通費及び宿泊費の助成

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

伊是名村伊是名村伊是名村伊是名村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 尚円王の里人材育成事業

H24～

H33

3 ① 伊是名村人材育成推進事業

H24～

H33

幼稚園、小学校、中学校の教育の質を高め学校教育を

充実発展させるために教育指導コーディネーターを配

置し、時代を担う児童生徒の人材育成に寄与する。

教育コーディネーターの配置：1人 教育コーディネーターの配置：1人

3 ②

児童生徒島外諸教育活動支援

事業

H24～

H33

児童生徒の島外での諸教育活動への参加のための交

通費、宿泊費の支援を行う。

各種教育活動に参加する児童生徒の交通

費、宿泊費の補助

島外教育活動への派遣児童生徒数：233人

3 ③ 小学校社会科副読本編纂事業 H24

次代を担う児童が島の自然や産業について深く学習す

るための社会科副読本を編纂し、それを活用し学習す

ることで島への思いが醸成され人材育成が図られる。

社会科副読本の作成：250冊 社会科副読本の作成：250冊

3 ④

人材育成事業（日高小との交流

事業）

H24～

H33

生まれ育った島の良さを再発見させ島への思いを醸成

するため、日頃体験することのない厳しい環境のもとで

の日高小学校との交流やスキー体験などを実施する。

日高小学校との交流会参加人数：29人 日高小学校との交流会参加人数：29人

3 ⑤ 学習支援員配置事業

H24～

H33

学校の教育活動支援及び学習に遅れのある児童生徒

の学習支援を行う。

学習支援員の配置数：1人 学習支援員の配置数：1人

3 ⑥ 幼稚園預かり支援事業

H24～

H33

幼稚園教育の基本を踏まえ、地域の実情により幼稚園

預かり保育の強化として嘱託保育士を雇用する。教育

課程に係る教育時間終了後において、保護者が安心し

て仕事ができる環境整備が必要である。

保育士の雇用数：1人 預かり保育を利用する幼児数：H24年度：15人

4 伊是名村土づくり支援事業

H24～

H33

肉用繁殖牛の減少に伴う堆肥の原料不足を補うため、

沖縄本島からの堆肥原料購入費用及び輸送費用を助

成することにより、安定的な有機肥料の供給による土

づくりの促進及び農作物の生産性の向上を目指す。

農家補助用堆肥の確保：1,000ｔ 農家補助用堆肥の確保：1,000ｔ

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

久米島農林水産業活性化推

進事業

H24～

H27

1 ①

海洋深層水冷熱利用野菜栽

培実証事業

H24～

H27

　久米島の地域資源である海洋深層水の冷熱利用に

より、既に確立された夏場の野菜栽培技術の商用化に

向けた実証実験を行うため、冷熱利用野菜栽培ハウス

の整備を行う。

１　施設整備及び運営計画の策定

（施設設置場所の選定、栽培品目の選定、

栽培システムの選定）

１　施設整備及び運営計画の策定

（今後の展開方針）

H２５年度：冷熱利用野菜栽培ハウスの整備

H２６年度：実証開始

1 ②

瞬間凍結冷凍庫及び真空包

装機整備事業

H24

　本町水産業の主要品目である養殖車エビの出荷体

制の強化を図り、水産業の安定経営に繋げるため、市

場での需要が伸びている「活締め（超鮮度凍結）」での

出荷を行える施設の整備を実施する団体へ支援する。

１　瞬間凍結冷凍庫の整備　１台

２　真空包装器の整備　１台

１　瞬間凍結冷凍庫の整備　１台

２　真空包装器の整備　１台

1 ③ モズク加工場機能強化事業 H24

　本町水産業の主要品目であるモズクの加工施設の強

化を図り、水産業の安定経営に繋げるため、既存加工

施設加工ラインの強化に必要な圧送真空ポンプや梱包

機等の整備を行う団体へ支援する。

１　ホークリフト車の整備　２台

２　自動梱包器の整備　３台

３　モーターコンプレッサー及びレシーバータ

ンクの整備　一式

４　圧送真空ポンプの整備　４台

１　ホークリフト車の整備　２台

２　自動梱包器の整備　３台

３　モーターコンプレッサー及びレシーバータンク

の整備　一式

４　圧送真空ポンプの整備　４台

1 ④

恒温高湿冷凍庫冷凍機整備

事業

H24

　水産業の出荷体制の強化を図り、水産業の安定経営

に繋げるため、水揚げされたマグロ等の輸送時の鮮度

を保つために必要な冷凍施設の整備を行う団体へ支

援する。

１　高温高湿冷凍庫冷凍機の整備　２台 １　高温高湿冷凍庫冷凍機の整備　２台

2

久米島特産品開発・販路開

拓事業

H24～

H33

2 ① 久米島紬販売促進事業

H24～

H33

　久米島紬の付加価値を高め販路拡大を図るため、消

費者ニーズに即した商品開発や新商品の展示会や

ファッションショーの開催、問屋呉服店への販即訪問等

を支援する。

１　島外での展示会の開催回数　４回 １　島外での展示会の開催回数　４回

2 ②

若手後継者育成事業及び販

路開拓事業

H24～

H33

　特産品の販路開拓及び将来の若手事業者の育成を

図るため、本町にある高等学校と商工業者が連携した

商品開発を行い、さらにパッケージデザインの開発を行

うとともに本土地域との物産販売交流の開催や各種商

談会・物産展への参加等、開発から販路開拓に関する

経費の一部を助成する。

１　特産品試作品開発数　３点

２　パッケージデザイン開発数　３点

３　物産展開催数　３回

１　特産品試作品開発数　３点

２　パッケージデザイン開発数　３点

３　物産展開催数　３回

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

久米島町久米島町久米島町久米島町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

久米島町久米島町久米島町久米島町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ③ 海洋深層水全国展開事業

H24～

H27

　海洋深層水関連商品の新商品の開発や販路拡大を

図るため、首都圏において展示会等を開催し、深層水

の有用性などについて効果的なPRイベントを実施す

る。

１　首都圏でのサンプリング調査　サンプル

数　3,000個

２　流通商談会への参加数　１５０社

１　首都圏でのサンプリング調査サンプル数

3,000個

２　流通商談会への参加数　１５０社

2 ④

久米島コーディネートセン

ター構築事業

H24～

H27

　久米島町の特産品を効果的に販売するため、沖縄本

島と久米島町に特産品販売に係るコーディネーターを

配置し、販売促進の活動を支援する。

１　アンテナショップの設置

２　商談会の開催　４回

１　アンテナショップ販売実績：1,200千円（９～２

月）

２　商談会開催数　  ４回

2 ⑤ 東西交流推進事業

H24～

H27

　海洋深層水関連商品の諸外国への販路開拓を見据

え、計画的な貿易に関する研修会等を実施するため、

交流候補地であるハワイ州及び中国福州の現地基礎

調査及び国際化人材育成計画書（仮称）の策定を行

う。

１　国際化人材育成計画書の策定

１　国際化人材育成計画書の策定

3 久米島観光誘客促進事業

H24～

H33

3 ① 観光誘客促進事業

H24～

H33

　離島である久米島を知ってもらい、旅行社視点からの

本町の魅力をフィードバックさせた旅行商品の企画を行

うため、県内外旅行社の企画担当者を招聘する団体へ

支援する。

１　招聘旅行者数　１０社　１０名

２　商品設定数　１０個

１　招聘旅行者数　１０社　１０名

２　商品設定数　１０個

3 ② 期間限定キャンペーン

H24～

H33

　久米島観光の付加価値を高め観光誘客の促進を図

るため、観光入域客の最小値となる月を絞込み、期間

限定でクーポン券を発行を実施する団体へ支援する。

１　誘客のためのクーポン券を発行する団

体への支援

１　誘客のためのクーポン券発行数　１，４００部

3 ③ 久米島観光広報推進事業

H24～

H33

　本町の魅力を積極的に県外、国外へ紹介し、観光誘

客の促進を図るため、観光大使や「久米島観光の日」

関連イベント等を活用した広報活動を実施する。

１　観光広報活動件数　５件 １　観光広報活動件数　５件

3 ④

久米島シュガーライド開催事

業

H24～

H33

　本町の観光誘客の促進を図るため、本町の魅力的な

自然環境を活かした全国規模のサイクリングイベントを

実施する。

１　サイクリングイベントの開催 １　サイクリングイベント参加者数　５００人

3 ⑤

ハワイアンフェスティバル開

催事業

H24～

H33

　本町の観光誘客の促進を図るため、国内に５０万人

を有するフラ愛好家に向けてハワイアンフェスティバル

を開催し、南国情緒豊かな久米島をPRする。

１　ハワイアンフェスティバルイベント参加団

体数

　（イベント参加者数）

１　ハワイアンフェスティバルイベント参加団体数

１０団体（３００人）

　（イベント参加者数）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

久米島町久米島町久米島町久米島町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

3 ⑥ 久米島桜まつり開催事業

H24～

H33

　本町の観光誘客の促進を図るため、日本一早い桜ま

つりを開催し自然豊かな南国久米島をPRする。

１　桜まつりイベントの開催 １　桜まつりイベント来場者数　１，１００人

4

久米島観光客受入体制整備

事業

H24～

H27

4 ① 観光受入強化事業 H24

　観光客受入体制の強化を図るため、本町の玄関口で

ある空港へ島の観光に関するきめ細かな情報の発信

が行える案内所の常設や、体験プログラムの開発及び

実施等を行う。

１　案内所の設置

２　体験プログラムの開発

１　案内所利用者数　１０，０００人

２　体験プログラム利用件数　３０件

３　体験プログラム利用者数　２５０人

4 ②

デジタルサイネージによる観

光情報提供システム整備事

業

H24

　観光案内機能を充実させ観光客受入体制の強化を

図るため、デジタルサイネージを利用した観光情報提

供システムを導入する。

１　デジタルサイネージを利用した観光情報

提供システムの導入

１　デジタルサイネージを利用した観光情報提供

システムの導入

4 ③ 地域発信力強化促進事業

H24～

H27

　新たな久米島の魅力等を効果的に発信する地域の

情報発信力の強化を図るため、島内各集落に古くから

伝わる芸能及び諸行事のコンテンツ制作及び地域FM

放送局を活用した情報発信システムの整備を行う。

１　FMラジオ放送サテライト局の設置　１箇

所

２　移動放送車（通信機材車）の整備　１台

３　コンテンツ映像の作成　１式

１　FMラジオ放送サテライト局の設置　１箇所

２　移動放送車（通信機材車）の整備　１台

３　コンテンツ映像の作成　１式

4 ④

バーデハウス久米島健康増

進システム整備事業

H24

　本町を訪れる観光客に対し魅力あるウェルネスリゾー

トを提供し観光誘客の促進を図るため、水中マッサージ

や水中運動等の健康増進プログラムを提供している

バーデハウス久米島の健康管理システムの整備を実

施する。

１　健康管理システムの整備 １　健康管理システムの整備

4 ⑤

スポーツコンベンション施設

機能強化事業

H24

　プロスポーツ等のキャンプ誘致を促進し観光産業の

振興を図るため、現在、受入施設として使用している、

久米島野球場及び仲里野球場関連施設（屋内運動場

の改修、駐車場、食堂上屋、ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞの改修）の整備

を実施する。

久米島野球場及び仲里野球場関連施設の

屋内運動場の改修、駐車場等の改修

久米島野球場及び仲里野球場関連施設の屋内

運動場の改修、駐車場等の改修

4 ⑥ 観光関連施設循環促進事業 H24

　本町を訪れる観光客の利便性の向上を図るため、点

在する島内観光関連施設を連結循環するコミュニティ

バスを導入する。

１　観光関連施設循環バスの導入 １　観光関連施設循環バスの導入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

久米島町久米島町久米島町久米島町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ⑦ 防災まちづくり事業 H24

　安全で安心な観光地の形成を図るため、台風襲来等

の災害時の避難経路や避難所等を表示した防災マップ

の作成、避難所に必要な毛布等及び自主防災の活動

に必要な資機材を配備する。

１　自主防災組織敷材設置

２　避難場所案内看板設置

３　防災マップ作成

４　備蓄用非常食料の購入

１　自主防災組織敷材設置

２　避難場所案内看板設置

３　防災マップ作成

４　備蓄用非常食料の購入

4 ⑧ ヤジヤーガマ整備事業

H24～

H26

　本町唯一の鍾乳洞であるヤジヤーガマを観光施設と

しての利活用を促進するため、自然環境や生息する動

植物に配慮した自然体験施設として整備する。

１　自然体験施設の実施設計

（取付道路、駐車場、進入階段、遊歩道整

備に係る測量設計）

１　自然体験施設の実施設計

（取付道路、駐車場、進入階段、遊歩道整備に係

る測量設計）

（今後の展開方針）

平成２５年度：鍾乳洞及び周辺整備

5

久米島環境保全・美化推進

事業

H24～

H33

5 ① 赤土等流出防止対策事業

H24～

H33

　農地保全はもとより観光資源である海岸の保全を図

るため、裸地状態の畑へグリーンベルト（ベチバー）の

植栽や増殖を行うとともに、排水路に堆積した赤土の

しゅんせつ等を実施する。

１　グリーンベルト植栽延長　６００ｍ

２　グリーンベルト導入箇所数　６箇所

１　グリーンベルト植栽延長　６００ｍ

２　グリーンベルト導入箇所数　６箇所

5 ②

球美の島エコアイランド化推

進事業

H24～

H29

　低炭素島しょ社会の実現と自然豊かな環境に配慮し

た島づくりの推進を図るため、町内に設置されている水

銀街灯のLED化事業等を実施する。

１　LED化のための基本調査

２　太陽光発電システムの設置

１　LED化基本調査

２　太陽光発電システムの設置

（今後の展開方針）

H２５年度～：水銀街灯のLED化工事

5 ③ 球美の島緑化推進事業

H24～

H27

　久米島に自生している花や花木（クメノサクラ、ツツ

ジ、椿、ショウキズイセン等）の保全を図るために、島の

在来花木を年中楽しむことができる公園整備を実施す

る。

１　緑化推進公園実施設計

２　緑化推進公園用地購入

１　緑化推進公園実施設計

２　緑化推進公園用地購入

（今後の展開方針）

H２５年度～：公園整備工事及びクメノサクラ

等植栽

6

久米島地域資源発掘・活用

促進事業

H24～

H33

6 ①

沖縄らしい風景づくり推進事

業

H24

　本町の優れた景観を次世代に受け継ぐため、準景観

地区景観形成基準策定のための調査を行う。

１　準景観地区の景観形成基準策定 １　準景観地区の景観形成基準策定

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

久米島町久米島町久米島町久米島町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

6 ② 古民家活用事業

H24～

H29

　本町に数多く点在する伝統的な赤瓦の古民家を保全

活用し美しい景観の創出を図るため、本町の偉人であ

る仲原善忠生家の保全整備の他、町内にある古民家

空家の整備改修のための調査を実施する。

１　古民家活用計画の策定

２　仲原家活用計画の策定

１　古民家活用計画の策定

２　仲原家活用計画の策定

（今後の展開方針）

平成２５年度：仲原家改修整備

6 ③ 個性豊かな文化の振興事業

H24～

H29

　伝統芸能の保存及び後継者育成を推進し地域伝統

文化の振興を図るため、文化振興の活動を行なってい

る団体の行う保存継承イベント開催を支援する。

１　古典民謡大会の開催

２　久米島民俗芸能発表会の開催

１　伝統芸能イベント出演者数　１５０人

２　伝統芸能イベント来場者数　８００人

6 ④ 文化遺産保存活用事業

H24～

H33

　指定文化財及び天然記念物である樹木や久米島博

物館の蔵書・資料等を保全しこれら文化遺産の有効活

用を図るため、台風等の自然災害対策及び樹勢回復

処置の実施や久米島博物館へ収蔵されている蔵書・資

料等の整備を実施する。

１　五枝の松樹勢回復処置・補修

２　久米島町博物館の蔵書等の整備

１　五枝の松樹勢回復処置・補修

２　久米島町博物館の蔵書等の整備

6 ⑤

音楽で元気な島づくりサポー

ト事業

H24

　学校での部活動のみならず町内で開催される各種イ

ベント等において活躍している生徒を、地域活性化を推

進する各種イベントへの積極的な参画を促進するた

め、活動に必要な楽器を購入する。

１　吹奏楽用楽器の購入 １　吹奏楽用楽器の購入

6 ⑥

久米島現代版組踊り創作事

業

H24～

H27

　若い世代の地域づくりへの積極的な参画を促進し魅

力ある観光地形成を図るため、久米島の歴史的遺産に

スポットをあてた現代版組踊り創作の脚本を制作する。

１　組踊り脚本の制作 １　組踊り脚本の制作

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度～：組踊り公演実施美向けての取

組及び組踊り公演会の開催

7

久米島教育環境の充実・整

備事業

H24～

H33

7 ① 英語指導員配置事業

H24～

H33

　小学校における外国語活動及び国際理解教育を充

実させるために英語指導員を配置する。

１　英語指導員配置数　小学校１名 英語指導員配置数　小学校１名

7 ② 学校ICT環境整備事業 H24

　児童・生徒の情報リテラシーの向上や離島における

公平な教育機会を確保するために、HP更新環境の整

備や特別支援学級へのタブレットPCの導入等を実施す

る。

１　学校ホームページの構築

２　特別支援教育用タブレットPCの導入

３　屋外教育活動用音響機器の導入

１　学校ホームページの構築

２　特別支援教育用タブレットPCの導入

３　屋外教育活動用音響機器の導入

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1 八重瀬町人材育成事業

H24～

H33

1 ①

八重瀬町外国語指導強化事

業

H24～

H33

　小学校・幼稚園において国際化に柔軟に対応できる

力を養い、通年で英語に興味を持たすため、通常の授

業とは別に、夏休みや冬休みを利用した特別英語教室

を開催する。

外国語指導助手配置数

　小学校：4人（幼稚園兼務3人）

英語指導助手

　中学校：2人

外国語指導助手配置数

　小学校：4人（幼稚園兼務3人）

英語指導助手

　中学校：2人

1 ②

八重瀬町パソコン指導強化

事業

H24～

H33

　迅速に進むIT社会へのニーズに伴うべく、パソコン操

作の能力向上を、義務教育で強化するため、

　ITに特化した指導員を町内の小中学校に配置する。

ﾊﾟｿｺﾝ指導員配置数

小学校2人（4校を掛け持ち）

中学校2人

ﾊﾟｿｺﾝ指導員配置数

小学校2人（4校を掛け持ち）

中学校2人

1 ③

八重瀬町伝統芸能文化の継

承事業

H24～

H33

　中学校において、伝統芸能の特別授業を行い八重瀬

町の伝統文化の継承を図るため、組踊、三線、エイ

サー等の講演会を開催する。

伝統芸能特別授業講師配置数

中学校　26人

伝統芸能特別授業の受講者数

中学校　205人

1 ④

八重瀬町国際交流人材育成

事業

H24～

H33

　教育・文化・歴史・産業等の視察学習や青少年団体と

の交流及びホームステイ等の活動を通して、国際的視

野を広め、友情を深め、国際化時代に対応しうる青少

年の育成を図るため、青少年リーダーを海外に派遣す

る。

・海外短期派遣生徒数　12人 ・海外短期派遣生徒数　12人

(今後の展開方針)

・海外短期派遣生徒数（累計）

　Ｈ33年度：１２０人

1 ⑤

八重瀬町ＩＴ学習環境強化事

業

Ｈ24

　IT社会へのニーズに対応すべく、早期教育でパソコン

操作等の学習を強化するため、学校のIT学習環境を整

える。

小学校整備台数

　 デスクトップPC：164台

　 ノートPC：68台

　中学校整備台数

　　デスクトップPC：82台

　　ノートPC：31台

町内ＰＣ教室ハード、ソフトの導入率

（小学校１００％　中学校100％）

2

八重瀬町観光資源活性化事

業

H24～

H33

2 ① 八重瀬町イベント事業

H24～

H33

　観光客誘客を図るため、町特有の地域資源を活用し

たイベントを行うとともに国内外へ情報を発信すること

で観光地の集客を図るため、地域特産物等のPR等を

実施する。

・八重瀬さくら祭り開催支援 ・やえせ桜まつり来場者数　１，０００人

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

八重瀬町八重瀬町八重瀬町八重瀬町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 38 八重瀬町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

八重瀬町八重瀬町八重瀬町八重瀬町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ②

八重瀬町観光地美化作業事

業

H24～

H33

 観光地としての魅力向上を図るため、町内の観光客が

訪れる観光地や施設、観光地アクセス道路等の美化清

掃を行う。

・観光地及び観光地アクセス道路等の美化

　　観光地：２１ 箇所

　　アクセス道路：５６ 路線

・観光地及び観光地アクセス道路等の美化

　　観光地：２１ 箇所

　　アクセス道路：５６ 路線

2 ③ 八重瀬町景観計画策定事業 Ｈ24

　本町の街並み、風景、歴史遺産等を観光資源として

活用するため、八重瀬町景観計画を策定する。

・八重瀬町景観計画の策定 ・八重瀬町景観計画の策定

2 ④ 災害に強い観光地づくり事業 Ｈ24

　町防災計画では想定されていない観光客に対応する

分の非常食の購入を行う。

・非常食の備蓄

　4,005食（445人×3食×3日分）

・非常食の備蓄　4,005食（445人×3食×3日分）

2 ⑤ 港川フィッシャー整備事業

H24～

H33

　港川人発見場所の港川フィッシャーを新たな観光資

源として活用するため、港川フィッシャーを整備する。

・土地鑑定委託

・港川フィッシャー遺跡模型の制作　   １個

・用地購入（ 5,763.9㎡）

・港川フィッシャー遺跡模型の常設展示

・港川フィッシャー整備の着手

(今後の展開方針)

平成２５年度：用地購入

平成２６年度：整備計画の策定

平成２７年度：整備

平成２８年度：整備

2 ⑥ 八重瀬町水産観光資源事業 Ｈ24

　八重瀬町の港川漁業協同組合と協働で、水産業を活

かした資源を観光につなげるため、追込み漁等の伝統

漁業の体験や、浮漁礁での沖釣り体験などを行えるよ

う安全に漁船へ乗り込める梯子を設置する。

・梯子の設置 ・漁業体験の受け入れ30人

2 ⑦

富盛石彫大獅子周辺整備事

業

Ｈ24

　本町にある沖縄県最古で最大である石彫の大獅子を

観光資源として活用するために、駐車場等の周辺整備

を行う。

富盛石彫大獅子周辺整備

　・土地鑑定委託

　・用地購入（2,025㎡）

　・駐車場の整備（10台）

・駐車場の整備の着手

2 ⑧ 資料館観光活用事業 Ｈ24

　化石人骨「港川人」を中心に展示が行われている本

町立資料館を観光地として活用し充実を図るため、不

足している展示ケースの購入を行い、貴重な資料等の

展示公開を行う。

・展示用ケースの購入　　３台 ・展示資料の増加：６３点

2 ⑨

ぐしちゃん朝市日除け設置

事業

Ｈ24

地元で生産された農水産物・加工品の展示販売を行う

ことで、地産地消を推進し、農家や高齢者、女性等の

活躍の場になり地域の活性化に繋げるとともに、当該

展示販売を南部観光の主要通過道路である国道沿い

で開催する事により、観光客への地元特産物ＰＲにつ

なげるため、朝市開催場所に日除けを設置する。

・ぐしちゃん朝市日除けの設計

・日除け設置工事の実施

・焼き芋器、音響機材、物置倉庫、発電機の

購入

・ぐしちゃん朝市日除けの設置

・焼き芋器、音響機材、物置倉庫、発電機の購入

・ぐしちゃん朝市来客数　毎月１００人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

八重瀬町八重瀬町八重瀬町八重瀬町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑩ 玻名城の郷整備事業

H24～

H28

　玻名城の浜を整備することにより、観光施設の充実を

図り、町のイベントや浜での自然体験等を行うことによ

り観光振興につなげるため、アクセス道路や遊歩道及

び海浜公園等の整備を行う。

・基本計画の策定

・アクセス道路の設計の実施

・基本計画の策定

・アクセス道路の設計の実施

(今後の展開方針)

平成２５年度：道路整備・用地買収・遊歩道設計

平成２６年度：遊歩道整備・用地買収

平成２７年度：駐車場整備・展望台整備

平成２８年度：管理事務所・倉庫整備

2 ⑪ 運動公園施設等整備事業

Ｈ24～

H28

 ハイレベルな練習環境等を整え、スポーツツーリズム

の振興を図るため、プロチーム・大学のキャンプでも利

用されるサッカー場・野球場・ソフトボール場等の施設

を整備しハイレベルな練習環境等を整える。

・芝等管理機械購入及び、機械倉庫建設

・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設（筋トレ施設）整備

・町営ﾌﾟｰﾙ遮光ﾈｯﾄ施設（Ａ＝600㎡）の整備

・芝等管理機械購入及び、機械倉庫建設

・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設（筋トレ施設）整備

・町営ﾌﾟｰﾙ遮光ﾈｯﾄ施設（Ａ＝600㎡）の整備

3 八重瀬ブランド創造事業

H24～

H33

3 ①

八重瀬観光資源構築に関す

る事業

Ｈ24～

Ｈ25

　八重瀬のブランドを構築するために、八重瀬ブランド

のデザイン（ロゴ・パッケージ等）の製作及び効果的に

情報発信するためPRキャラクターの創出を図る。

　また、それらを活用して県内外へPRを行う。

・八重瀬町イメージキャラクターの作成

・八重瀬町イメージロゴの作成

・八重瀬町観光プロモーションの実施

イメージキャラクタ及びイメージロゴを使用した観

光プロモーションの実施

県内プロモーション　1回

県外プロモーション　2回

(今後の展開方針)

平成25年度：イメージキャラクター着ぐるみ

の作成及びプロモーションの実施

3 ②

八重瀬観光資源ブランド開

発に関する事業

H24～

H33

　本町の地域資源を魅力ある観光資源として提供する

ために、地域資源の掘り起こしを行い地域住民ワーク

ショップの実施、観光先進地のリーダーの講演会の実

施及び安全管理等を含めた人材育成を実施する。

　最後にその集大成として地域住民と協働による八重

瀬体験フェスティバルの実施を行い、体験の実証検証

を行う。

・観光まちづくりワークショップの実施（8回）

・救急蘇生法認定等人材育成講習会の実

施（3回）

・先進地リーダーの招聘による講演会（3回）

・地域の資源（人材・施設）の活用による体

験フェスティバルの実施（1回）

・観光まちづくり委員会ワークショップ  延べ200人

・救急蘇生法等人材育成数 　　　　　　　 20人

・先進地リーダー招聘人数　　　 　　　　　　3人

・体験フェスティバル来場者数　　　　　1,500人

(今後の展開方針)

平成25年度：やえせ祭り及びまるごと八重

瀬体験フェスティバル観光プロモーションの

実施

H26～H27年度：八重瀬体験フェスティバル

の実施

3 ③

八重瀬カラベジブランド構築

に関する事業

H24～

H33

　地域ブランドとして「八重瀬カラフルベジタブルプロ

ジェクト」が定着しつつあり、今後、販路拡大を図り生産

者の所得向上及び地域活性化を図るため、カラベジ製

品の開発や物産展及び商談会への参加、イベントの開

催によるＰＲ等の実施、ブランド力向上のための実行計

画の策定を行う。

・カラベジ製品の開発

・物産展商談会の参加と販路開拓活動　５

回

・カラベジスタンプラリーの開催　１回

・ブランド力向上のための実行計画の策定

・新規カラベジ製品開発　　５品

・販路開拓数　3件

・カラベジスタンプラリーの参加者数　1,400人

・ブランド力向上のための実行計画の策定

(今後の展開方針)

・平成２５年度：　商品化支援と販路開拓及

びブランド力向上活動

・平成２６年度：販路開拓及び事業化団体立

上げ、ブランド力向上活動

・平成２７年度：販路開拓及びブランド力向

上活動

3 ④

八重瀬観光資源ブランド情

報発信に関する事業

Ｈ24

　八重瀬の魅力ある観光資源の情報を観光客の視点

から余すところ無く必要な情報を与えるため、八重瀬町

観光資源マップ及びパンフレットを作成する。

・八重瀬町観光パンフレットの作成

　２０，０００部

・八重瀬町観光パンフレット設置箇所

　20箇所 10,000部配布

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 38 八重瀬町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

八重瀬町八重瀬町八重瀬町八重瀬町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 八重瀬町農業振興事業

H24～

H26

4 ① 農業機械整備事業 Ｈ24

　さとうきびを中心とした農業振興を図るため、共同利

用機械（バックフォー等）を整備する。

・パワーショベル２台購入 ・パワーショベル２台導入

4 ②

八重瀬町循環型環境保全事

業

H24～

H26

  生ゴミをゴミとして焼却するのでなく、肥料として活用

しゴミの減量化を行うことで循環型農業の取り組みを行

う。

・町民へ生ゴミ回収協力依頼

・生ゴミ回収実施

・生ゴミ回収量　３８ﾄﾝ/年（堆肥化率１００％）

(今後の展開方針)

・生ゴミ回収量

　４０ﾄﾝ/年（堆肥化率１００％）

5

沖縄特殊戸籍システム電算

化事業

Ｈ24

　本町で保管している沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍

訂正の基礎資料として重要な役割を果たしているが、

紙媒体による保存であるため劣化が著しい。今後も安

定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サービス

を確保するため、沖縄関係戸籍の電算化を実施する。

・紙戸籍の電算化の実施

　対象戸籍数　9,738件

沖縄関係戸籍の電算化率：１００％

6 慰霊顕彰碑管理事業 Ｈ24

　毎年開催されている町主催の慰霊祭において戦没者

の御霊を慰め小・中学生への平和学習の場として活用

するため、具志頭城址に設置されている具志頭戦没者

芳名板へ戦没者名を追加・修復する。

・戦没者名追加

・芳名板修復

・戦没者名追加

・芳名板修復

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 39 多良間村

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

多良間村災害に強い観光ま

ちづくり推進事業

H24

1 ①

多良間多目的拠点施設整備

事業

H24

島の定住を支える重要な産業である観光振興を図る

為、災害時における観光客等への安瀬安心を確保する

ための避難場所や住民と観光客の交拠点、離島の人

材育成拠点として活用できる複合施設を整備する。

避難及び交流等のための多目的拠点施設

の整備

避難及び交流等のための多目的拠点施設の整

備

1 ②

水納島津波避難施設整備事

業

H24

海抜が非常に低い水納島に、住民や観光客の安全安

心を確保するための津波避難施設を整備することで、

災害に強い観光地としての本村のブランド力向上を図

る。

水納島避難施設の整備 水納島避難施設の整備

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

多良間村多良間村多良間村多良間村

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 40 竹富町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

島じまの資源を活かす観光

環境整備プロジェクト

H24～

H25

1 ① 波照間観光関連施設整備 H24

ニシノ浜トイレシャワー施設（既設）の改修を実施するこ

とにより、隣接ビーチも含めた安全安心な観光スポット

としての利活用を促進する。

また、｢日本最南端の碑｣に駐車場が無くレンタカー等

の駐車に支障をきたしているため駐車場を整備し当碑

を含め高那崎の観光地としての利便性の向上を図る。

・ニシ浜ﾄｲﾚｼｬﾜｰ施設整備

・最南端の碑駐車場整備

・ニシ浜トイレｼｬﾜｰ施設の整備着手

・最南端の碑駐車場整備着手

・収容台数：０→９台分

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：供用開始

1 ②

旧太陽の村危険廃屋解体撤

去及び公園等整備事業

H24～

H25

西表島の優れた自然環境や風景の保存の観点から危

険家屋を撤去し、地域住民等の望む公園整備等を含

めた魅力ある観光地としての整備を行う。

・旧太陽の村の危険廃屋撤去：８棟

旧太陽の村の危険廃屋撤去及び公園等整備設

計の実施：８棟

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：公園等整備

1 ③ 小浜島観光関連事業

H24～

H25

カトレ海岸マングローブ林（干潟）へのアクセス道路が

未舗装であることや駐車場がないことから、レンタカー・

レンタサイクル等での往来に支障をきたしているため、

進入路（460m）及び駐車場を整備し、小浜島の観光ｽ

ﾎﾟｯﾄとしての利活用を図る。

カトレ海岸アクセス道路及び駐車場整備に

係る設計及び用地取得の実施

カトレ海岸アクセス道路及び駐車場整備に係る設

計及び用地取得の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：アクセス道路・駐車場整備

1 ④ 西表浦内観光関連事業

H24～

H25

観光客の増加に伴う大型観光バス、レンタカーの増加

により、既存の駐車場は手狭で浦内周辺の交通が混

雑しているため駐車場の整備を行う。

南駐車場　1338㎡

北駐車場　1631㎡

・西表浦内の駐車場に係る設計及び整備の

実施

・用地取得

西表浦内の駐車場に係る用地取得、設計及び整

備の実施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：駐車場の整備

Ｈ２６年度：供用開始

1 ⑤

仲御神島周辺海域資源有効

活用調査等事業

H24

仲御神島の自然資源の有効活用と、今後の安定した

観光産業に資するため、同島の自然保護と調査研究を

推進する体制づくりを含めた新たな観光資源を発掘す

る。

・仲御神島及び周辺海域の自然保護に関す

る調査

・仲御神島及び周辺海域の観光資源発掘調

査

・仲御神島及び周辺海域の自然保護に関する調

査

・仲御神島及び周辺海域の観光資源発掘調査

（今後の展開方針）

H25～H28年度：H24基礎調査を踏まえた調

査・研究の実施

H29年度：海洋環境における新たな観光メ

ニューの創出

1 ⑥

竹富町観光振興基本計画策

定事業

H24

竹富町の観光振興基本計画を策定し、観光を中心とし

た各島の拠点形成を図る上で必要なルールの策定、関

連施設の整備や開発計画の適正な誘導配置に取り組

み、自然環境に配慮した通年型・滞在型観光を育成す

ることを目的に観光振興の方針を定める。

観光振興基本計画の策定 観光振興基本計画の策定

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

竹富町竹富町竹富町竹富町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 40 竹富町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

竹富町竹富町竹富町竹富町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑦ 観光客誘致対策事業 H24

竹富町・石垣市・与那国町と連携し、八重山・竹富町へ

の観光客誘致を目的に、県内外・国外で、街頭キャラ

バンや大商談会、マスコットキャラクターを活用したキャ

ンペーン等、観光客誘致プロモーションを実施する。

観光誘致活動（開催１３箇所） 観光客誘致活動来場動員数：１０万人

1 ⑧ 由布島駐車場整備事業 H24

由布島を訪れる観光客は年間約２０万人で、そのほと

んどが観光バス及びレンタカーにより当駐車場を利用

しているが、駐車場は未舗装のため車両通行による路

面土砂の損傷や雨天時の海への流出等により凹凸が

生じている。快適な利用と路面土砂の流出を防ぐため

駐車場の舗装整備を行い県内、八重山郡内でも人気

の高い観光地の快適、持続的な環境整備をおこない、

本県・本町の観光振興を図る。

・由布島駐車場の整備

（１箇所・2,000㎡舗装）

由布島駐車場の整備の実施

1 ⑨

竹富町観光振興動画ナビ整

備事業

H24

本町が有する日本最南端の西表国立公園や多様性に

富んだ優れた自然環境、地理的、歴史的、伝統文化

等、島々の特性を生かした竹富町の魅力をPRするた

め、国内外の方へインパクトのある観光PR用の映像を

制作し、持続的に利用可能な観光地づくりを推進すると

ともに知名度を向上させ観光誘客につなげる。

観光ＰＲ用ソフト（島々編・祭編）の作成

（島々編）

竹富島・黒島・小浜島・波照間・西表島・鳩

間島・新城島

（祭編）竹富島（種子取祭）・黒島（豊年祭）

・小浜島（結願祭）・波照間（ムシャーマ）・西

表島祖納・干立（節祭）・鳩間島（豊年祭）

観光ＰＲ用ソフト（島々編・祭編）の作成

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：ＰＲ動画の利活用（公共施設・Ｈ

Ｐ配信等）

1 ⑩ 種子取祭会場整備事業 H24

竹富島の最大行事である。種子取祭（国の重要無形民

俗芸能文化財）の奉納芸能会場である世持御嶽神前

舞台の鉄骨組みの老朽化に伴う撤去及び、移動式骨

組み設置工事を行い、演者や見学者の安全を確保す

る。また、既設鉄骨が撤去されることにより、拝所、重要

伝統的建造物群保存地区としての景観を保全し、世持

御嶽周辺の文化財の利活用を図る。

仮設式奉納舞台テント設置 仮設式奉納舞台テント設置

1 ⑪

子午線ふれあい館再生プロ

ジェクト事業

H24

　西表島西部地区祖納集落内にある「子午線ふれあい

館」を、再生可能エネルギーなどを取り入れた、地区の

伝統文化や工芸品の発信拠点として、地域の住民と観

光客との交流の場所となるように本事業により整備す

る。

子午線ふれあい館の再生整備

・厨房施設の整備

・駐車場整備

・電気自動車充電器設置

・太陽光パネル設置

子午線ふれあい館の再生整備

・厨房施設の整備

・駐車場整備：７台→１２台

・電気自動車充電器設置：１基

・太陽光パネル設置（10㎾）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 40 竹富町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

竹富町竹富町竹富町竹富町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

1 ⑫

竹富町地域総合ポータル

ゲートウェイ事業

H24

地域における生活情報や観光情報を地元住民が参画

して情報発信できるシステムの構築と、各島々の情報

を地域住民が互いに共有するとともに、地域住民と観

光事業者がホスト役として連携し、島々の魅力を発信

できるサイトの構築を行う。

・情報アプリの調査・開発

・wi-fi等情報環境の調査

・情報発信システムの調査・開発・構築

・情報アプリの調査・開発：１件

・wi-fi等情報環境の調査：３０箇所

・情報発信システムの調査・開発

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：wi-fi環境整備、ポータルサイト等

のプロモーション活動

1 ⑬

仲本海岸アプローチ整備事

業

H24

黒島仲本海岸にアプローチを整備し、当海岸の安全・

利便性を確保し、地域の観光資源としての利用促進や

観光の振興を図る。

黒島仲本海岸アプローチ整備の実施 黒島仲本海岸アプローチ整備の実施

1 ⑭

登録有形文化財伊古桟橋整

備事業

H24

島々に残された貴重な文化遺産である指定文化財や

景勝地の安全対策や美化保全を進め、地域住民の文

科愛護意識を高めるとともに、観光資源としての活用を

進める。

伊古桟橋の復原整備 伊古桟橋の復原整備の実施

2

島じまの資源を活かす景観

保全プロジェクト

H24～

H33

2 ① 風景づくり推進事業 H24

地域景観資源を保全・再生し、観光振興に活用するた

め、景観形成方策及び景観形成基準に関する検討を

行い、竹富町の景観計画を策定する。

景観計画の策定 景観計画の策定

2 ②

観光景観地指定文化財美化

保全事業

H24～

H33

島々に残された貴重な文化遺産である指定文化財や

景勝地の美化保全を進め、地域住民の文化財愛護意

識を高めるとともに、観光資源としての活用を進める。

観光景観地・指定文化財美化保全実施

観光景観地・指定文化財美化保全箇所数

国指定文化財　：　４箇所

県指定文化財　：　１箇所

町指定文化財　：　８箇所

2 ③

黒島地区主要路線ギ木化事

業

H24～

H33

黒島における主要な観光アクセス道路ガードレールを

ギ木化し、本町の畜産産業の中心地である島の景観と

融合したまちなみ景観を形成し、安全性及び観光地と

しての質の向上を図る。

観光アクセス道路ギ木設置延長に係る設計

の実施

観光アクセス道路ギ木設置延長に係る設計の実

施

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：ギ木化整備

2 ④ 観光道路美化推進事業

H24～

H33

主要な観光ｽﾎﾟｯﾄを結ぶアクセス道路の美化保全を推

進し、通行の安全確保や島々のまちなみと融合した景

観の形成を図り観光地としての質を高める。

観光アクセス道路美化保全

観光アクセス道路美化保全景観形成延長：

12,900m

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

竹富町竹富町竹富町竹富町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 ⑤

竹富町デイゴヒメコバチ防除

事業

H24

県花のデイゴを保護するため、害虫のデイゴヒメコバチ

の防除を実施し、島々の景観、まちなみを保全すること

で優れた観光地の形成を図る。

・ヒメコバチ防除・薬剤購入 ヒメコバチ防除薬剤購入

2 ⑥

竹富町（西表島）ペット適正

化飼養推進事業

Ｈ24～

Ｈ33

西表島の貴重な生態系の保全、特に絶滅の恐れがあ

るイリオモテヤマネコの保全を目的に西表島における

ペット適正飼養についての普及啓蒙活動等を実施す

る。

・講演会開催

・ノラネコ捕獲

・収容個体処理

・ノラネコ捕獲数：９頭

・講演会開催：３回

3

島じまの産業を守るプロジェ

クト

Ｈ24～

Ｈ33

3 ① 竹富町和牛生産推進事業

Ｈ24～

Ｈ33

離島港湾に靴底消毒マットを設置し水際防疫を確実に

し、また、優良遺伝繁殖雌牛の導入購入費の一部を助

成し、生産効率や品質の向上など、安定生産等に向け

た課題解決を図り、生産者の経営安定化を目指す。

・離島港湾靴底消毒用マット設置

・優良遺伝繁殖雌牛導入助成

優良遺伝繁殖雌牛導入助成頭数：40頭

（今後の展開方針）

Ｈ３３年度：子牛平均価格380,000円

3 ②

含みつ糖製糖施設近代化事

業

H24

製糖事業者の経営体質強化のための製糖事業者取り

組む製造コストの低減、品質向上及び衛生管理の徹底

等のため施設整備等を支援し、製糖事業者の安定操

業を確保することにより、地域の基幹産業「さとうきび・

糖業」の振興を図る。

波照間製糖施設の整備 波照間製糖施設の整備

4

島人の安心・安全福祉プロ

ジェクト

H24

4 ① 竹富町妊婦支援事業 H24

竹富町に住所を有し、母子健康手帳の交付を受けた者

が、妊婦健康診査を受診する際に船舶及び航空機を

利用した場合に、そらぞれの運賃を支給する。また、待

機宿泊費については、36週以降の妊婦が沖縄県内の

宿泊施設で出産のため滞在した宿泊費について１泊２

千円を限度として支給する。

・妊婦運賃助成

・妊婦宿泊助成

・妊婦運賃助成：200回

・妊婦宿泊助成：200日間

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：助成活用の推進

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 40 竹富町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

竹富町竹富町竹富町竹富町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4 ② 子育て支援環境整備事業 H24

離島、へき地において、地域の中で安心安全に育児・

子育てができる環境を整備するため、育児サポーター

育成や相互援助活動支援等を実施する。

ファミリーサポート会員養成講座の開催 会員育成講座修了者数：５人

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：サポートセンター利用促進

5

島人の安心・安全教育プロ

ジェクト

H24

5 ① 読書支援事業

Ｈ24～

Ｈ27

図書館設置が困難な地理的条件にある本町の幼児、

児童生徒を含む地域住民への生涯学習支援として学

校図書室を地域へ開放する取り組みとして学校図書室

へ人員を配置し活発な読書支援を図る。

図書支援員の配置 黒島・小浜島地域住民の図書貸出冊数：７５冊

5 ②

竹富町内小学校社会３、４年

生副読本製版

H24

平成１８度～２３年度の６年間、琉球大学教育学部と連

携して作成・編集してきた、竹富町内の自然・文化・産

業を網羅した小学校３，４年生の社会で使用される副

読本を製本し、町内各小学校に配布し、社会科学習の

充実を図る.

副読本の製版及び配布

・副読本配布校数：13校

・副読本配布冊数：150冊

5 ③ ライフジャケット設置事業 H24

海に囲まれた離島（学校）における災害対策を図るた

め、小中学校にライフジャケットを設置し、津波被害の

軽減と安全で安心な教育環境を整備する。

ライフジャケットを全校に配置 小中学校におけるライフジャケット設置率：１００％

5 ④

竹富町児童・生徒の心と体を

育む支援事業

H24～

H34

　竹富町内の児童生徒が、町外へ選手や各種コンクー

ル等の受賞者として派遣される場合の、船賃・航空運

賃及び宿泊費を派遣費補助規定に基づき補助する。

児童生徒派遣費助成 児童生徒選手等派遣人数：２８０人

（今後の展開方針）

Ｈ２５年度：派遣人数４４０人

6

簡易水道施設遠方監視装置

整備事業

H24

本町は９つの島々からなる島嶼町である為、島々に点

在する公共施設を遠方監視できるシステム設備の設置

及び体制を構築し、遠隔地における地理的条件の不利

性の是正や島嶼における観光客の受け入れ体制を確

立し、本町本県の観光振興を図る。

水道施設遠方監視装置設置 水道施設における遠方監視装置設置数：１４箇所

7 福岡戸籍電子化整備事業 H24

安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サービ

スを確保するため、沖縄戸籍の電算化を実施する。

福岡戸籍の電算化の実施 福岡戸籍の電子化実施率：１００％

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 41 与那国町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

1

観光客等誘客促進・受入体

制強化事業

H24～

H28

1 ① 地域振興対策事業

H24～

H28

　既存の観光イベントへの参加促進と、他の体験型観

光メニューとの連携を図り、かつ、各種広報媒体等によ

る「情報発信」体制を構築し、観光客のニーズを十分に

考慮した滞在型観光地であることの周知により観光客

等の誘客と滞在時間の長期化を促進する。

①ｶｼﾞｷ釣り大会の実施

②一周ﾏﾗｿﾝ大会の実施

①ｶｼﾞｷ釣り大会の参加者数

　H23年度：82人→　H24年度：83人

②一周ﾏﾗｿﾝ大会の参加者数

　H23年度：357人→　H24年度：459人

1 ② 海水浴施設整備事業 H24

　島内にある海水浴場に、観光地として相応しい景観

に配慮した公衆トイレ及び水場等の新規公共施設等を

整備することにより、利用者の利便性向上及び地域の

衛生・景観の向上を図る。

ナンタ浜公衆用トイレの実施設計及び設置

工事

ナンタ浜公衆用トイレ建設：１棟

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

1 ③ 観光景観維持事業 H24

　島内の雇用創出による人口流出の抑制を兼ね、観光

資源として重要な景勝地において、通年での維持管理

を行うことにより、年間を通して維持管理が行き届き、

利便性と安全性が確保された景勝地を提供すること

で、より多くの観光客が安心して利用できる環境を整え

る。

西崎展望台及び東崎展望の安全柵美化の

実施

西崎展望台、東崎展望台：安全柵美化

石積工　H=1.40m

1 ④ 与那国町観光振興計画事業 H24

与那国町全体の課題解決のスキームとなること、島内

の観光資源のネットワーク化を図り活用を促進するこ

と、与那国独自の自然資源や伝統文化を適切に守るこ

とを基本方針とし、観光産業を主体として地域全体の

活性化につながる「与那国町観光振興計画」を策定す

る。

与那国町観光振興計画の策定 与那国町観光振興計画の策定

1 ⑤ ｻﾝﾆﾇ台景勝地整備事業 H24

　本事業では、崖の崩落および塩害により危険な状態

のサンニヌ台の展望台と遊歩道の更新し、利便性と安

全性が確保された景勝地を提供することで、より多くの

観光客が安心して利用できる環境を整える。

サンニヌ台景勝地整備実施設計の実施

不動産鑑定の実施

サンニヌ台景勝地整実施設計の実施

不動産鑑定の実施

（今後の展開方針）

H25年度：整備工事

H26年度：供用開始

1 ⑥

久部良ﾊﾞﾘ観光地駐車場整

備事業

H24

　本事業では、久部良バリへのアクセス路および駐車

場の整備を実施し、利便性と安全性が確保された景勝

地を提供することで、より多くの観光客が安心して利用

できる環境を整える。

久部良バリ観光地駐車場整備の実施設計

の実施

久部良バリ観光地駐車場整備着手

（今後の展開方針）

H25年度：整備工事

H26年度：供用開始

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那国町与那国町与那国町与那国町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 41 与那国町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那国町与那国町与那国町与那国町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

2 農水産業活性化事業

H24～

H28

　安定した農業生産基盤を構築するため、農業用水を

年間を通して確保するため池及びかんがい排水施設

の整備、生産効率を向上させる近代生産施設の導入、

輸送時の品質低下を防ぐ簡易農道（石粉道路）の表層

舗装と町道・農道の雑木伐採を実施する。

農業用水さく井調査：4箇所 農業用水さく井調査：4箇所

3 教育環境充実事業

H24～

H28

3 ① 家庭学習支援モデル事業

H24～

H28

Ｕ・Ｉターンを阻害する要因である中央との教育環境の

格差を解消し、人口の増加と地域の活性化を担う人材

の育成を図るため、小中学生を対象とした家庭学習支

援としてWeb会議システムを用いたオンライン双方向授

業を行う「町営学習塾」を開設する。

町営学習塾の実施

学習塾受講率（中学生）

　　　H24年度　60%

学習塾受講率（小学生）

　　　H24年度　51%

（今後の展開方針）

学習塾受講率

　H28年度：80%

3 ② 教育諸活動助成事業

H24～

H28

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運賃等）を助

成することにより、子供たちが持つ多様な能力・才能を

発揮する機会を提供する。この住民負担の軽減によ

り、貴重な経験を得ることができる機会をより多く提供

し、本町の未来を拓く子供たちの能力向上を図る。

各種大会派遣人数：350人 各種大会派遣人数：H24年度350人

（今後の展開方針）

延べ派遣人数

H28年度：2000人

3 ③ 地域国際交流事業

H24～

H28

本町の姉妹都市である台湾・花蓮市への小学生のﾎｰ

ﾑｽﾃｲを行い、少年少女に異文化交流と体験学習を深

めることにより、国際的な広い視野と高い語学力を持つ

人材の育成、本町と花蓮市間の未来にわたる心の交

流の継続と充実の推進を図る。

台湾「花蓮市」へﾎｰﾑｽﾃｲの実施：15人 台湾「花蓮市」へﾎｰﾑｽﾃｲ生徒数：15人

（今後の展開方針）

ホームステイ派遣生徒数（累計）

　H28年度：60人

3 ④

与那国町ｼﾞｭﾆｱ海外語学研

修派遣事業

H24～

H28

町内の中学生を対象に、欧米への語学研修（短期ホー

ムステイ）の支援を行い、海外での生活体験を通して外

国語への学習意欲の喚起と、国際交流を通して地域文

化を見つめ直す機会を提供し、豊かな国際感覚を身に

つけた町の将来を担う人材の育成を図る。

ｲｷﾞﾘｽへ語学研修の実施：2人

海外派遣生徒数

　　　H23年度：0人 →　H24年度：2人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。



 41 与那国町

パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那国町与那国町与那国町与那国町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画

期間

事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

4

地域文化の継承と生涯学習

支援事業

H24～

H28

　与那国語を解する人材実態把握、与那国語講習会の

開催、与那国語を用いた古謡・叙情歌の講習会開催、

ｽﾝｶﾆ・ﾄﾞｩﾅﾝﾑﾆ発表会等イベントの開催、歴史・民俗・

言語の専門家講演会により、本町の伝統・文化・芸能

に深く関わり、消滅の危機にある与那国語の伝承を図

る。

講習会の実施

与那国語検定実施

講習会受講者数の実施：50人

与那国語検定実施：10人

5 安心・安全のまちづくり事業

H24～

H28

5 ① 子育て支援事業 H24

　本事業は、働きながら子供を育てることができる環境

の充実、及び幼保一体化教育を実践する。具体的に

は、老朽化した祖納、及び久部良の保育所を新たな幼

保一体化教育施設として整備し、子育て支援の充実を

図り、保護者が安心して働ける環境を作り出す。

祖納保育所整備の実施設計及び建設工事

等の実施

祖納保育所の建設着手

（今後の展開方針）

H25年度：建設工事、完成

5 ② 介護支援事業 H24

　本町唯一の居宅介護支援事業所が平成24年3月末

で閉鎖し、利用者に十分な介護サービスの提供が行え

ない状況にある。今後安定したサービスを提供するた

め居宅介護支援センターの整備を図る。

居宅介護支援センターの整備に係る実施設

計、建設工事等の実施

居宅介護支援センターの建設着手

（今後の展開方針）

H25年度：建設工事、完成

6 地域医療充実支援事業

H24～

H28

6 ① 診療所運営支援事業

H24～

H28

　本町における唯一の医療施設である「与那国町診療

所」の指定管理者（地域医療振興協会）に対して運営

経費の補助を行うとともに、老朽化・旧式化した施設の

更新・拡充し、本町の医療体制を維持・充実を図る。

X線断層撮影装置の導入 X線断層撮影装置の導入

（今後の展開方針）

H25年度：Ｘ線断層撮影装置設置工事及び

改修工事　　　　　　　　　　　　　H26年度：Ｘ線

断層撮影装置供用開始

6 ② 少子高齢化対策事業

H24～

H28

　本町の医療機関には、産婦人科を含めた各専門医が

いない。本事業では、妊娠から出産までに必要となる

渡航費等及び、子どもや高齢者（保護者及び介護者を

含む）が専門医による島外診療を受けるために必要な

渡航費等の費用の補助を行う。

島外診察のための渡航費補助

妊産婦一人当り受診回数：

　H23年度：４回／人→H24年度：８回／人

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。
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パ 細 H24事業内容 H24活動目標（指標）

平成24年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】

与那国町与那国町与那国町与那国町

事業名

事業

番号

H24成果目標（指標）

計画
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事業概要

備　　考

（今後の展開方針等）

7 離島定住条件基盤整備事業

H24～

H28

7 ① 公共交通路線支援事業

H24～

H28

　本町の公共交通は、集落間を結ぶ生活路線バスの

みであり、人口規模の小さな本町では、運賃のみで路

線を維持することは困難である。地方バス運営に必要

な費用の支援により生活路線バスの安定的な運営を

維持し、定住条件整備と来島者の利便性向上を図る。

公共交通路線バス運行の実施 公共交通路線バス運行便数：2,556便／年

7 ② 風景づくり推進事業 H24

　本町に残る豊かな自然と伝統を維持し、与那国らしさ

を残しつつ魅力的なまちづくりを行うための「与那国町

景観計画」及び、各集落の古民家及び現在は使用され

ていない町有施設等を有効活用するための「与那国町

古民家再生事業計画」を策定する。

景観計画の策定

古民家再生計画の策定

景観計画の策定

古民家再生計画の策定

7 ③ ﾄﾞｩﾅﾝ・ﾌｧﾝﾄﾞ設置推進事業

H24～

H28

　島に残る貴重かつ有望な資源を活用した起業や、地

域活動の維持・活性化のために必要な支援を提供する

「ドゥナン・ファンド」設置に必要な検討を行う。

ﾄﾞｩﾅﾝ・ﾌｧﾝﾄﾞ構想の策定 ﾄﾞｩﾅﾝ・ﾌｧﾝﾄﾞ構想の策定

8 防災安全基盤強化事業 H24

　地理的な不安要因がある本町の災害発生時における

安全・安心の確保を図るため、住民・観光客等の被災

者の長期避難生活を想定した非常用食料・日用雑貨・

備品・救助装備品及び、備蓄庫を整備する。

災害備蓄庫の建設工事 災害備蓄庫設置の建設着手

（今後の展開方針）

H25年度：供用開始

9 沖縄関係戸籍の電算化事業 H24

　安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サー

ビスを確保するため、沖縄関係戸籍の電算化を実施す

る。

沖縄戸籍の電算化

対象戸籍数：861件

沖縄戸籍の電算化率

対象戸籍電子化率：100%

H24活動目標（指標）：平成２４年度における当該事業の主な取組又は事業量をあらわしたもの。

H24成果目標（指標）：平成２４年度における当該事業の実績や成果をあわらしたもの。なお、成果目標（指標）は事後評価を行う時期（毎年夏頃） までに把握できるものを記載している。


